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全学ニュース

■全学ニュース

令和4年度学位記授与式の挙行

　令和4年度学士学位記授与式を3月23
日（木）に、本学第一体育館において
挙行しました。
　学士学位記授与式は、感染症対策と
して、会場内の座席の間隔を確保する
ため、二部構成で挙行し、第一部では
医学部・歯学部・薬学部・工学部・獣
医学部の5学部を対象に、第二部では
文学部・教育学部・法学部・経済学
部・理学部・農学部の6学部及び現代
日本学プログラム課程を対象としまし
た。
　学位記授与式では、来賓、役員、学
部長の列席の下、水産学部を除く11学
部及び現代日本学プログラム課程の卒
業生2,330名（獣医学部共同獣医学課
程のうち、帯広畜産大学が本籍の者を
除く）を代表し、各学部の総代へ学部
長から学士学位記が授与されました。
また、新渡戸カレッジの修了者30名を
代表し、総代へ修了証書が授与されま
した。
　寳金清博総長は告辞の中で、卒業生
に向けて、教員の一人として、講義を
行い「私たちが生きるこの時代は、戦
争があり、感染症があり、気候変動が
私たちの地球そのものを脅かす多難な
時代である」と述べ、「クラーク先生

の『Be ambitious』の精神を胸に、学
びを続け、挑戦を続け、勇気をもっ
て、これから始まる新しい人生を堂々
と歩んでください。」との言葉を贈り
ました。
　続けて、北海道大学校友会エルム会
長の杉江和男氏は祝辞の中で「リーダ
ーとは、フォロワーが同じ価値に共鳴
し一緒に行動してくれる人であり、誰
でもリーダーになれる」と述べられ、
卒業生へのはなむけの言葉として贈ら
れました。
　その後、北海道大学交響楽団と北海
道大学合唱団による「都ぞ弥生」の演
奏が行われ、交響楽団による「エルム
の鐘」で華やかに式典が終了しまし
た。これらの生演奏は、平成30年度以
来の4年ぶりとなりました。
　翌日3月24日（金）には、フォーポ
イントバイシェラトン函館において、
水産学部の学位記授与式が挙行されま
した。
　式典では、水産学部卒業生201名を
代表し、各学科の総代へ、水産学部長
から学士学位記が授与され、新渡戸カ
レッジの修了者には、山口淳二新渡戸
カレッジ校長代理から修了証書が授与
されました。

令和4年度学士学位記授与式

修了証書を受ける新渡戸カレッジ総代 札幌キャンパス会場の様子

告辞を述べる寳金総長

祝辞を述べられる杉江会長

学位記を受ける総代（函館キャンパス）
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全学ニュース

学士学位記授与式

北海道大学総長 寳金　清博

総長告辞

　本日、本学を卒業される2,531名の皆さん、ご卒業おめ
でとうございます。北海道大学を代表して、心よりお祝い
申し上げます。また、慣れない環境、異国の地で、本学を
卒業された留学生の皆さんに対して、重ねて、お祝い申し
上げます。
　また、皆さんを支えてこられたご家族、関係者の皆さま
に対しても、心より祝意をお伝えしたいと思います。さら
に、この間、本学へのご支援をいただいた方々には、この
場を借りて、深く御礼申し上げます。
　私は皆さんに学位記をお渡しする教員の代表です。本来
は、その教員の一人として、皆さんに、講義を行いたいと
思っていました。
　そこで、本日は、一教員として、最初で最後の短い講義
となりますが、四つのメッセージをお伝えします。
　まず、最初の話です。少し私自身の大学生活の話をお伝
えしようと思います。高校生の頃、大学に進学するとすれ
ば、地元の国立大学の選択以外はないと考えていました。
人生には、様々な可能性や選択肢があるように見えます
が、実際には、自分の思うようになることは少ないもので
す。誰もが、あらゆる選択の機会に恵まれているわけでは
ありません。
　しかし、私のその時の選択、北海道大学を選んだ選択
は、私の人生における最善の選択の一つになったと思いま
す。その理由は二つあります。
　まず、私は入学後、素晴らしい授業を受けることができ
ました。数学、物理学、生物学、哲学、英文学、社会思想
史、中国思想史など、全ての科目でとても良い授業を受け
ることができました。当時の授業料は非常に安く、それで
いて高いクオリティの授業を地元で受けることができたの
です。
　これと全く逆の経験をアップル社の創始者のSteve Jobs
が、語っています。彼は、苦労して高い授業料の大学に入
学するのですが、その授業の内容が、彼の望むものからは
程遠いことを知り、半年で大学に通うことを止め、二度
と、大学に戻ることはありませんでした。私のケースは、
その全く逆でした。
　そしてもう一つの理由は、北大に入学することで、実に
多くの仲間を得ることができ、自分の世界が大きく広がっ
たことです。北海道外から来る実に多様な同級生や留学生
との出会いは私の人生を彩り豊かなものにしました。ま
た、私は体育会系のクラブに所属しましたので、そこで出
会う先輩、後輩あるいは他大学の競技者などと密度の高い

交流を得ることができました。このように、多様な仲間の
集まる大学は、北海道大学以外には考えられません。
　その多様性に関して言えば、北海道大学には特別な歴史
があります。私たちの札幌キャンパスには、アイヌ語でサ
クシュコトニ川と呼ばれている川が流れています。皆さん
も、一度は、その川のそばを散策されたことがあると思い
ます。このほか、セロンベツ川と呼ばれた川も流れていま
したが、これらの川の周辺には、明治初期にはアイヌのコ
タン、通称コトニ・コタンと言う集落がありました。私た
ちの大学は、そうしたアイヌの人々が生活の場としていた
場所に教育・研究の場として、今も存在しています。言い
換えれば、北海道大学は、アイヌの人々が長い歴史を重ね
てきた豊かな土地にあると言うことです。
　北海道大学は、一昨年の12月、Diversity and Inclusion 
宣言を出しました。こうした大学の歴史を考えると、私た
ちは、自分たちがいる場所・土地に敬意を払わなければな
りません。北海道大学は、他の教育機関の模範となり、多
様性や包摂性に対する深い理解を深める場でありたいと願
っています。
　こうした多様性を有する北海道大学を選択し、今日の卒
業式を迎える皆さんは、間違いなく、最良の選択をされた
と思います。
　2番目はお詫びです。4年前、あるいは6年前の皆さんの
入学時、私たちが約束した修学環境を、このコロナ禍で、
提供することができませんでした。本当に不運なことに、
皆さんの在学期間のほとんどがCOVID19によるパンデミ
ックの期間と重なってしまいました。結果として世界中の
大学と同様ですが、北海道大学においても、対面の授業や
実習、あるいは本来あるべき教員と学生の対面の議論ある
いはcreativeでinteractiveな授業が充分にできませんでし
た。この苦難の3年余りを大学で共に過ごし、皆さんの辛
い日常を見続けた者として、言葉にできない辛さがありま
す。
　このコロナ禍が、この時期に高等教育を受けた皆さんの
今後にどのような影響を及ぼすかは、未知の問題でもあり
ます。対面によるコミュニケーションの減少が、教育に影
響を与えたのではないかと危惧する意見が存在します。
　しかし、別の視点も考えるべきだと思います。私の専門
は、医学・生物学の領域です。人間も含め、生物は、過酷
な条件のもとに置かれた時に、それに順応する遺伝子を発
現し、生存を図ります。皆さんも、このコロナ禍の中で、
デジタル化された学びやオンラインによる遠隔地との瞬時

の接続などに対する順応力など、平穏な時代には得られな
かった力強い能力を獲得したと思います。
　3番目は、これが、今日の私の講義で最も重要なメッセ
ージかもしれません。それは、皆さんには「学び」を続け
てほしいということです。私は現在68歳です。私に残され
ている学びの時間は、どう考えても、皆さんよりは短いも
のです。それでも、私はまだまだ学び続けようと思ってい
ます。毎日、1時間程度、自分のための勉強を続けていま
す。
　卒業生の皆さんの今後には、二つの人生の選択が待って
いると思います。一つは、世界・社会を変える人生、もう
一つは、変わってゆく世界に翻弄される人生です。
　この二つの人生の差が、どこから生まれるのか明らかで
す。世界を少しでも良い方向に変える人は、常に学び続
け、チャレンジし続ける人です。逆に、大学を卒業した瞬
間に能動的な学びを忘れ、チャレンジを放棄した人は、世
界の変化に翻弄され続けることになります。
　そして、重要なことは、この学びとチャレンジのために
私たちに与えられた時間が、驚くほど短いことです。もう
少し正確に言えば、私たちの寿命は、生物学的に言えば、
決して短くはないと思います。しかし、何事かを成し遂げ
ようと思えば、それは、決して十分な長さではないという
べきかもしれません。
　私は、24歳の頃、今の皆さんと同じようにこの大学を卒
業した時、年齢を重ねることで、悩みや些末な感情から解
放され、自分自身が成長すると信じていました。しかし、
事実は逆でした。歳月はあっと言う間に過ぎ、年齢を経る
ほど、悩みは増え続けました。
　よく知られていますが、葛飾北斎が、あの驚くべき富嶽
三十六景の神奈川沖浪裏（かながわおきなみうら）を描い
たのは、彼が70歳前後の頃と言われています。そして、彼
は享年90歳でこの世を去りますが、死の床で、「自分にも
う5年の寿命があれば、真の絵師になれたのに」というよ
うな悔恨の言葉を残しています。
　朱子は「少年老い易く学なり難し」と述べたといわれて
います。また、孔子は「朝に道を聞かば夕べに死すとも可
なり」という言葉を残しています。あるいは、Steve Jobs
が言った「Stay hungry, Stay foolish」。解釈は様々ありま
すが、これらは、全て、学びに対して飽くなきspiritを持
ち、チャレンジを極めた先人たちがそれぞれの体験を自分
の言葉で言い換えたものだと思っています。
　今日の私の講義の4番目、最後のテーマは、北海道大学
の初代教頭である、William S. Clark先生のことです。3番

目のメッセージで、私は、人生は、常に学び続け、チャレ
ンジし続けるものであるべきとお話しました。その意味
で、私たちの最大のロールモデルは、間違いなく、クラー
ク先生です。開学から150年になろうとする今でも、北海
道大学における最高の教員は、クラーク先生をおいて他に
はいないと思います。
　クラーク先生は、今から約150年前に、アメリカ東海
岸、ボストンに近い、マサチューセッツ農科大学の学長と
いう高い地位にいました。彼は、それ以前にアマースト大
学の教授であった頃、北軍に従軍し、南北戦争に参戦して
います。そして、1876年、彼は、明治政府の依頼を引き受
け、大陸を横断し、命がけで太平洋を越え、東京で英語を
学んだ学生13名と共に、荒涼たる札幌にやってきます。当
時の人口は正確には分かりませんが僅か二千人程度であっ
たと推定されます。新島　襄との出会いの影響もあったと
言われていますが、クラーク先生のこの選択は、どう考え
ても、凡人の想像を超える挑戦であったと思います。
　札幌農学校の礎を築くというミッションを成し遂げる
と、彼は、「Boys, be ambitious, like this old man!」とい
う、実にシンプルで、心に突き刺さるメッセージを残し
て、札幌を去ります。その後、帰国したクラーク先生は、
事業を起こしますが、不運も重なり、不遇のうちに、59才
で、生涯を終えたとされています。
　これらの事実は、彼の人生が、生涯を通じて、チャレン
ジそのものであったことを意味します。クラーク先生の生
涯は、学術や教育に留まらず、今の言葉で言えば、アント
レプレナーシップ、スタートアップを通して、世界・社会
を変えようとし続けた果敢で、彼自身の言葉通りambition
に満ちた人生でした。
　皆さん、今日の卒業式の終了後、是非、もう一度、中央
ローンにある日本で最も良く知られている胸像であるクラ
ーク像に立ち寄ってください。そして、彼の挑戦に満ちた
ambitiousな人生へ思いを巡らせてみてください。

　私の短い講義を聞いていただき、ありがとうございま
す。最後に、私たちが生きるこの時代は、戦争があり、感
染症があり、気候変動が私たちの地球そのものを脅かす多
難な時代です。しかし、皆さんは、私たちの最高のロール
モデルであるクラーク先生の「Be ambitious」の精神を胸
に、学びを続け、挑戦を続け、勇気をもって、これから始
まる新しい人生を堂々と歩んでください。
　卒業生の皆さんのご健康とご活躍を心から祈念して、私
の結びの言葉といたします。

　令和4年度修士・専門職学位・博士
学位記授与式を、学士学位記授与式第
一部の終了後に、第二体育館において
挙行しました。
　役員、研究科等の長の列席の下、水
産科学院を除く16研究科等の修士課程
修了者1,467名を代表し、各研究科等
の総代へ修士学位記が、また、法科大
学院（法学研究科法律実務専攻）修了
者18名、経済学院会計情報専攻修了者
15名及び公共政策学教育部公共政策学
専攻修了者37名を代表し、各研究科等
の総代へ専門職学位学位記が、各研究
科等の長から授与されました。
　引き続き、18研究科等の博士課程修
了者304名、論文博士8名を代表し、各
研究科等の総代へ、寳金総長から博士
学位記が授与されました。

この後、寳金総長より告辞があり、最
後に北海道大学交響楽団による「都ぞ
弥生」の演奏で、式は締めくくられま
した。
　翌日3月24日（金）には、フォーポ
イントバイシェラトン函館において、
水産科学院の修士課程修了者106名を
代表し、各専攻の総代へ水産科学院長
から修士学位記が、また、博士課程修
了者11名に対し、寳金総長から博士学
位記が授与されました。
　学部・研究科等別の卒業者数、修了
者数及び論文博士授与者数は以下のと
おりです。
　博士学位記授与者については、本号
54ページに掲載しています。

（学務部学務企画課）

学位記を受ける総代

函館キャンパス会場の様子

令和4年度修士・専門職学位・博士学位記授与式

研究科等別大学院博士課程修了者及び論文博士数一覧

3
1
1
1

研究科等名 修了者 研究科・教育部・専攻名 修了者
法学研究科
水産科学院
環境科学院
理学院
農学院
生命科学院
教育学院
国際広報メディア・観光学院
保健科学院
工学院
総合化学院
経済学院
医学院
医理工学院
国際食資源学院
文学院・文学研究科
情報科学院・情報科学研究科

括弧書きの数字は本学及び九州大学の合計数

法科大学院（法学研究科法律実務専攻）
経済学院会計情報専攻
公共政策学教育部公共政策学専攻

計 計

研究科等名 課程博士 論文博士
法学研究科
水産科学院
環境科学院
理学院
農学院
生命科学院
教育学院
国際広報メディア・観光学院
保健科学院
工学院

研究科等名 課程博士 論文博士
総合化学院
経済学院
医学院・医学研究科
歯学院・歯学研究科
獣医学院・獣医学研究科
医理工学院
国際感染症学院
国際食資源学院
文学院・文学研究科
情報科学院・情報科学研究科

計

学部別卒業者数一覧 研究科等別大学院修士課程・専門職学位課程修了者数一覧

9
106
143
100
167
104
36
36
50

（352）339
158
28
19
9
16
78
175

（1,586）1,573

18
15
37

70

1
11
13
19
16
23
10
1
5
42

1

1

8

43
1
52
26
8
1
8
0
9
26
315

学部名 卒業者

括弧書きの数字は本学及び帯広畜産大
学の合計数

文学部
教育学部
法学部
経済学部
理学部
医学部
歯学部
薬学部
工学部
農学部
獣医学部
水産学部
現代日本学プログラム課程
　　　　計

177
58
195
197
317
302
58
76
686
208

（86）41
201
15

（2,576）2,531

交響楽団弦楽四重奏
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全学ニュース

学士学位記授与式

北海道大学総長 寳金　清博

総長告辞

　本日、本学を卒業される2,531名の皆さん、ご卒業おめ
でとうございます。北海道大学を代表して、心よりお祝い
申し上げます。また、慣れない環境、異国の地で、本学を
卒業された留学生の皆さんに対して、重ねて、お祝い申し
上げます。
　また、皆さんを支えてこられたご家族、関係者の皆さま
に対しても、心より祝意をお伝えしたいと思います。さら
に、この間、本学へのご支援をいただいた方々には、この
場を借りて、深く御礼申し上げます。
　私は皆さんに学位記をお渡しする教員の代表です。本来
は、その教員の一人として、皆さんに、講義を行いたいと
思っていました。
　そこで、本日は、一教員として、最初で最後の短い講義
となりますが、四つのメッセージをお伝えします。
　まず、最初の話です。少し私自身の大学生活の話をお伝
えしようと思います。高校生の頃、大学に進学するとすれ
ば、地元の国立大学の選択以外はないと考えていました。
人生には、様々な可能性や選択肢があるように見えます
が、実際には、自分の思うようになることは少ないもので
す。誰もが、あらゆる選択の機会に恵まれているわけでは
ありません。
　しかし、私のその時の選択、北海道大学を選んだ選択
は、私の人生における最善の選択の一つになったと思いま
す。その理由は二つあります。
　まず、私は入学後、素晴らしい授業を受けることができ
ました。数学、物理学、生物学、哲学、英文学、社会思想
史、中国思想史など、全ての科目でとても良い授業を受け
ることができました。当時の授業料は非常に安く、それで
いて高いクオリティの授業を地元で受けることができたの
です。
　これと全く逆の経験をアップル社の創始者のSteve Jobs
が、語っています。彼は、苦労して高い授業料の大学に入
学するのですが、その授業の内容が、彼の望むものからは
程遠いことを知り、半年で大学に通うことを止め、二度
と、大学に戻ることはありませんでした。私のケースは、
その全く逆でした。
　そしてもう一つの理由は、北大に入学することで、実に
多くの仲間を得ることができ、自分の世界が大きく広がっ
たことです。北海道外から来る実に多様な同級生や留学生
との出会いは私の人生を彩り豊かなものにしました。ま
た、私は体育会系のクラブに所属しましたので、そこで出
会う先輩、後輩あるいは他大学の競技者などと密度の高い

交流を得ることができました。このように、多様な仲間の
集まる大学は、北海道大学以外には考えられません。
　その多様性に関して言えば、北海道大学には特別な歴史
があります。私たちの札幌キャンパスには、アイヌ語でサ
クシュコトニ川と呼ばれている川が流れています。皆さん
も、一度は、その川のそばを散策されたことがあると思い
ます。このほか、セロンベツ川と呼ばれた川も流れていま
したが、これらの川の周辺には、明治初期にはアイヌのコ
タン、通称コトニ・コタンと言う集落がありました。私た
ちの大学は、そうしたアイヌの人々が生活の場としていた
場所に教育・研究の場として、今も存在しています。言い
換えれば、北海道大学は、アイヌの人々が長い歴史を重ね
てきた豊かな土地にあると言うことです。
　北海道大学は、一昨年の12月、Diversity and Inclusion 
宣言を出しました。こうした大学の歴史を考えると、私た
ちは、自分たちがいる場所・土地に敬意を払わなければな
りません。北海道大学は、他の教育機関の模範となり、多
様性や包摂性に対する深い理解を深める場でありたいと願
っています。
　こうした多様性を有する北海道大学を選択し、今日の卒
業式を迎える皆さんは、間違いなく、最良の選択をされた
と思います。
　2番目はお詫びです。4年前、あるいは6年前の皆さんの
入学時、私たちが約束した修学環境を、このコロナ禍で、
提供することができませんでした。本当に不運なことに、
皆さんの在学期間のほとんどがCOVID19によるパンデミ
ックの期間と重なってしまいました。結果として世界中の
大学と同様ですが、北海道大学においても、対面の授業や
実習、あるいは本来あるべき教員と学生の対面の議論ある
いはcreativeでinteractiveな授業が充分にできませんでし
た。この苦難の3年余りを大学で共に過ごし、皆さんの辛
い日常を見続けた者として、言葉にできない辛さがありま
す。
　このコロナ禍が、この時期に高等教育を受けた皆さんの
今後にどのような影響を及ぼすかは、未知の問題でもあり
ます。対面によるコミュニケーションの減少が、教育に影
響を与えたのではないかと危惧する意見が存在します。
　しかし、別の視点も考えるべきだと思います。私の専門
は、医学・生物学の領域です。人間も含め、生物は、過酷
な条件のもとに置かれた時に、それに順応する遺伝子を発
現し、生存を図ります。皆さんも、このコロナ禍の中で、
デジタル化された学びやオンラインによる遠隔地との瞬時

の接続などに対する順応力など、平穏な時代には得られな
かった力強い能力を獲得したと思います。
　3番目は、これが、今日の私の講義で最も重要なメッセ
ージかもしれません。それは、皆さんには「学び」を続け
てほしいということです。私は現在68歳です。私に残され
ている学びの時間は、どう考えても、皆さんよりは短いも
のです。それでも、私はまだまだ学び続けようと思ってい
ます。毎日、1時間程度、自分のための勉強を続けていま
す。
　卒業生の皆さんの今後には、二つの人生の選択が待って
いると思います。一つは、世界・社会を変える人生、もう
一つは、変わってゆく世界に翻弄される人生です。
　この二つの人生の差が、どこから生まれるのか明らかで
す。世界を少しでも良い方向に変える人は、常に学び続
け、チャレンジし続ける人です。逆に、大学を卒業した瞬
間に能動的な学びを忘れ、チャレンジを放棄した人は、世
界の変化に翻弄され続けることになります。
　そして、重要なことは、この学びとチャレンジのために
私たちに与えられた時間が、驚くほど短いことです。もう
少し正確に言えば、私たちの寿命は、生物学的に言えば、
決して短くはないと思います。しかし、何事かを成し遂げ
ようと思えば、それは、決して十分な長さではないという
べきかもしれません。
　私は、24歳の頃、今の皆さんと同じようにこの大学を卒
業した時、年齢を重ねることで、悩みや些末な感情から解
放され、自分自身が成長すると信じていました。しかし、
事実は逆でした。歳月はあっと言う間に過ぎ、年齢を経る
ほど、悩みは増え続けました。
　よく知られていますが、葛飾北斎が、あの驚くべき富嶽
三十六景の神奈川沖浪裏（かながわおきなみうら）を描い
たのは、彼が70歳前後の頃と言われています。そして、彼
は享年90歳でこの世を去りますが、死の床で、「自分にも
う5年の寿命があれば、真の絵師になれたのに」というよ
うな悔恨の言葉を残しています。
　朱子は「少年老い易く学なり難し」と述べたといわれて
います。また、孔子は「朝に道を聞かば夕べに死すとも可
なり」という言葉を残しています。あるいは、Steve Jobs
が言った「Stay hungry, Stay foolish」。解釈は様々ありま
すが、これらは、全て、学びに対して飽くなきspiritを持
ち、チャレンジを極めた先人たちがそれぞれの体験を自分
の言葉で言い換えたものだと思っています。
　今日の私の講義の4番目、最後のテーマは、北海道大学
の初代教頭である、William S. Clark先生のことです。3番

目のメッセージで、私は、人生は、常に学び続け、チャレ
ンジし続けるものであるべきとお話しました。その意味
で、私たちの最大のロールモデルは、間違いなく、クラー
ク先生です。開学から150年になろうとする今でも、北海
道大学における最高の教員は、クラーク先生をおいて他に
はいないと思います。
　クラーク先生は、今から約150年前に、アメリカ東海
岸、ボストンに近い、マサチューセッツ農科大学の学長と
いう高い地位にいました。彼は、それ以前にアマースト大
学の教授であった頃、北軍に従軍し、南北戦争に参戦して
います。そして、1876年、彼は、明治政府の依頼を引き受
け、大陸を横断し、命がけで太平洋を越え、東京で英語を
学んだ学生13名と共に、荒涼たる札幌にやってきます。当
時の人口は正確には分かりませんが僅か二千人程度であっ
たと推定されます。新島　襄との出会いの影響もあったと
言われていますが、クラーク先生のこの選択は、どう考え
ても、凡人の想像を超える挑戦であったと思います。
　札幌農学校の礎を築くというミッションを成し遂げる
と、彼は、「Boys, be ambitious, like this old man!」とい
う、実にシンプルで、心に突き刺さるメッセージを残し
て、札幌を去ります。その後、帰国したクラーク先生は、
事業を起こしますが、不運も重なり、不遇のうちに、59才
で、生涯を終えたとされています。
　これらの事実は、彼の人生が、生涯を通じて、チャレン
ジそのものであったことを意味します。クラーク先生の生
涯は、学術や教育に留まらず、今の言葉で言えば、アント
レプレナーシップ、スタートアップを通して、世界・社会
を変えようとし続けた果敢で、彼自身の言葉通りambition
に満ちた人生でした。
　皆さん、今日の卒業式の終了後、是非、もう一度、中央
ローンにある日本で最も良く知られている胸像であるクラ
ーク像に立ち寄ってください。そして、彼の挑戦に満ちた
ambitiousな人生へ思いを巡らせてみてください。

　私の短い講義を聞いていただき、ありがとうございま
す。最後に、私たちが生きるこの時代は、戦争があり、感
染症があり、気候変動が私たちの地球そのものを脅かす多
難な時代です。しかし、皆さんは、私たちの最高のロール
モデルであるクラーク先生の「Be ambitious」の精神を胸
に、学びを続け、挑戦を続け、勇気をもって、これから始
まる新しい人生を堂々と歩んでください。
　卒業生の皆さんのご健康とご活躍を心から祈念して、私
の結びの言葉といたします。

　令和4年度修士・専門職学位・博士
学位記授与式を、学士学位記授与式第
一部の終了後に、第二体育館において
挙行しました。
　役員、研究科等の長の列席の下、水
産科学院を除く16研究科等の修士課程
修了者1,467名を代表し、各研究科等
の総代へ修士学位記が、また、法科大
学院（法学研究科法律実務専攻）修了
者18名、経済学院会計情報専攻修了者
15名及び公共政策学教育部公共政策学
専攻修了者37名を代表し、各研究科等
の総代へ専門職学位学位記が、各研究
科等の長から授与されました。
　引き続き、18研究科等の博士課程修
了者304名、論文博士8名を代表し、各
研究科等の総代へ、寳金総長から博士
学位記が授与されました。

この後、寳金総長より告辞があり、最
後に北海道大学交響楽団による「都ぞ
弥生」の演奏で、式は締めくくられま
した。
　翌日3月24日（金）には、フォーポ
イントバイシェラトン函館において、
水産科学院の修士課程修了者106名を
代表し、各専攻の総代へ水産科学院長
から修士学位記が、また、博士課程修
了者11名に対し、寳金総長から博士学
位記が授与されました。
　学部・研究科等別の卒業者数、修了
者数及び論文博士授与者数は以下のと
おりです。
　博士学位記授与者については、本号
54ページに掲載しています。

（学務部学務企画課）

学位記を受ける総代

函館キャンパス会場の様子

令和4年度修士・専門職学位・博士学位記授与式

研究科等別大学院博士課程修了者及び論文博士数一覧

3
1
1
1

研究科等名 修了者 研究科・教育部・専攻名 修了者
法学研究科
水産科学院
環境科学院
理学院
農学院
生命科学院
教育学院
国際広報メディア・観光学院
保健科学院
工学院
総合化学院
経済学院
医学院
医理工学院
国際食資源学院
文学院・文学研究科
情報科学院・情報科学研究科

括弧書きの数字は本学及び九州大学の合計数

法科大学院（法学研究科法律実務専攻）
経済学院会計情報専攻
公共政策学教育部公共政策学専攻

計 計

研究科等名 課程博士 論文博士
法学研究科
水産科学院
環境科学院
理学院
農学院
生命科学院
教育学院
国際広報メディア・観光学院
保健科学院
工学院

研究科等名 課程博士 論文博士
総合化学院
経済学院
医学院・医学研究科
歯学院・歯学研究科
獣医学院・獣医学研究科
医理工学院
国際感染症学院
国際食資源学院
文学院・文学研究科
情報科学院・情報科学研究科

計

学部別卒業者数一覧 研究科等別大学院修士課程・専門職学位課程修了者数一覧

9
106
143
100
167
104
36
36
50

（352）339
158
28
19
9
16
78
175

（1,586）1,573

18
15
37

70

1
11
13
19
16
23
10
1
5
42

1

1

8

43
1
52
26
8
1
8
0
9
26
315

学部名 卒業者

括弧書きの数字は本学及び帯広畜産大
学の合計数

文学部
教育学部
法学部
経済学部
理学部
医学部
歯学部
薬学部
工学部
農学部
獣医学部
水産学部
現代日本学プログラム課程
　　　　計

177
58
195
197
317
302
58
76
686
208

（86）41
201
15

（2,576）2,531

交響楽団弦楽四重奏
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全学ニュース

　本日、本学を卒業される2,531名の皆さん、ご卒業おめ
でとうございます。北海道大学を代表して、心よりお祝い
申し上げます。また、慣れない環境、異国の地で、本学を
卒業された留学生の皆さんに対して、重ねて、お祝い申し
上げます。
　また、皆さんを支えてこられたご家族、関係者の皆さま
に対しても、心より祝意をお伝えしたいと思います。さら
に、この間、本学へのご支援をいただいた方々には、この
場を借りて、深く御礼申し上げます。
　私は皆さんに学位記をお渡しする教員の代表です。本来
は、その教員の一人として、皆さんに、講義を行いたいと
思っていました。
　そこで、本日は、一教員として、最初で最後の短い講義
となりますが、四つのメッセージをお伝えします。
　まず、最初の話です。少し私自身の大学生活の話をお伝
えしようと思います。高校生の頃、大学に進学するとすれ
ば、地元の国立大学の選択以外はないと考えていました。
人生には、様々な可能性や選択肢があるように見えます
が、実際には、自分の思うようになることは少ないもので
す。誰もが、あらゆる選択の機会に恵まれているわけでは
ありません。
　しかし、私のその時の選択、北海道大学を選んだ選択
は、私の人生における最善の選択の一つになったと思いま
す。その理由は二つあります。
　まず、私は入学後、素晴らしい授業を受けることができ
ました。数学、物理学、生物学、哲学、英文学、社会思想
史、中国思想史など、全ての科目でとても良い授業を受け
ることができました。当時の授業料は非常に安く、それで
いて高いクオリティの授業を地元で受けることができたの
です。
　これと全く逆の経験をアップル社の創始者のSteve Jobs
が、語っています。彼は、苦労して高い授業料の大学に入
学するのですが、その授業の内容が、彼の望むものからは
程遠いことを知り、半年で大学に通うことを止め、二度
と、大学に戻ることはありませんでした。私のケースは、
その全く逆でした。
　そしてもう一つの理由は、北大に入学することで、実に
多くの仲間を得ることができ、自分の世界が大きく広がっ
たことです。北海道外から来る実に多様な同級生や留学生
との出会いは私の人生を彩り豊かなものにしました。ま
た、私は体育会系のクラブに所属しましたので、そこで出
会う先輩、後輩あるいは他大学の競技者などと密度の高い

交流を得ることができました。このように、多様な仲間の
集まる大学は、北海道大学以外には考えられません。
　その多様性に関して言えば、北海道大学には特別な歴史
があります。私たちの札幌キャンパスには、アイヌ語でサ
クシュコトニ川と呼ばれている川が流れています。皆さん
も、一度は、その川のそばを散策されたことがあると思い
ます。このほか、セロンベツ川と呼ばれた川も流れていま
したが、これらの川の周辺には、明治初期にはアイヌのコ
タン、通称コトニ・コタンと言う集落がありました。私た
ちの大学は、そうしたアイヌの人々が生活の場としていた
場所に教育・研究の場として、今も存在しています。言い
換えれば、北海道大学は、アイヌの人々が長い歴史を重ね
てきた豊かな土地にあると言うことです。
　北海道大学は、一昨年の12月、Diversity and Inclusion 
宣言を出しました。こうした大学の歴史を考えると、私た
ちは、自分たちがいる場所・土地に敬意を払わなければな
りません。北海道大学は、他の教育機関の模範となり、多
様性や包摂性に対する深い理解を深める場でありたいと願
っています。
　こうした多様性を有する北海道大学を選択し、今日の卒
業式を迎える皆さんは、間違いなく、最良の選択をされた
と思います。
　2番目はお詫びです。4年前、あるいは6年前の皆さんの
入学時、私たちが約束した修学環境を、このコロナ禍で、
提供することができませんでした。本当に不運なことに、
皆さんの在学期間のほとんどがCOVID19によるパンデミ
ックの期間と重なってしまいました。結果として世界中の
大学と同様ですが、北海道大学においても、対面の授業や
実習、あるいは本来あるべき教員と学生の対面の議論ある
いはcreativeでinteractiveな授業が充分にできませんでし
た。この苦難の3年余りを大学で共に過ごし、皆さんの辛
い日常を見続けた者として、言葉にできない辛さがありま
す。
　このコロナ禍が、この時期に高等教育を受けた皆さんの
今後にどのような影響を及ぼすかは、未知の問題でもあり
ます。対面によるコミュニケーションの減少が、教育に影
響を与えたのではないかと危惧する意見が存在します。
　しかし、別の視点も考えるべきだと思います。私の専門
は、医学・生物学の領域です。人間も含め、生物は、過酷
な条件のもとに置かれた時に、それに順応する遺伝子を発
現し、生存を図ります。皆さんも、このコロナ禍の中で、
デジタル化された学びやオンラインによる遠隔地との瞬時

の接続などに対する順応力など、平穏な時代には得られな
かった力強い能力を獲得したと思います。
　3番目は、これが、今日の私の講義で最も重要なメッセ
ージかもしれません。それは、皆さんには「学び」を続け
てほしいということです。私は現在68歳です。私に残され
ている学びの時間は、どう考えても、皆さんよりは短いも
のです。それでも、私はまだまだ学び続けようと思ってい
ます。毎日、1時間程度、自分のための勉強を続けていま
す。
　卒業生の皆さんの今後には、二つの人生の選択が待って
いると思います。一つは、世界・社会を変える人生、もう
一つは、変わってゆく世界に翻弄される人生です。
　この二つの人生の差が、どこから生まれるのか明らかで
す。世界を少しでも良い方向に変える人は、常に学び続
け、チャレンジし続ける人です。逆に、大学を卒業した瞬
間に能動的な学びを忘れ、チャレンジを放棄した人は、世
界の変化に翻弄され続けることになります。
　そして、重要なことは、この学びとチャレンジのために
私たちに与えられた時間が、驚くほど短いことです。もう
少し正確に言えば、私たちの寿命は、生物学的に言えば、
決して短くはないと思います。しかし、何事かを成し遂げ
ようと思えば、それは、決して十分な長さではないという
べきかもしれません。
　私は、24歳の頃、今の皆さんと同じようにこの大学を卒
業した時、年齢を重ねることで、悩みや些末な感情から解
放され、自分自身が成長すると信じていました。しかし、
事実は逆でした。歳月はあっと言う間に過ぎ、年齢を経る
ほど、悩みは増え続けました。
　よく知られていますが、葛飾北斎が、あの驚くべき富嶽
三十六景の神奈川沖浪裏（かながわおきなみうら）を描い
たのは、彼が70歳前後の頃と言われています。そして、彼
は享年90歳でこの世を去りますが、死の床で、「自分にも
う5年の寿命があれば、真の絵師になれたのに」というよ
うな悔恨の言葉を残しています。
　朱子は「少年老い易く学なり難し」と述べたといわれて
います。また、孔子は「朝に道を聞かば夕べに死すとも可
なり」という言葉を残しています。あるいは、Steve Jobs
が言った「Stay hungry, Stay foolish」。解釈は様々ありま
すが、これらは、全て、学びに対して飽くなきspiritを持
ち、チャレンジを極めた先人たちがそれぞれの体験を自分
の言葉で言い換えたものだと思っています。
　今日の私の講義の4番目、最後のテーマは、北海道大学
の初代教頭である、William S. Clark先生のことです。3番

目のメッセージで、私は、人生は、常に学び続け、チャレ
ンジし続けるものであるべきとお話しました。その意味
で、私たちの最大のロールモデルは、間違いなく、クラー
ク先生です。開学から150年になろうとする今でも、北海
道大学における最高の教員は、クラーク先生をおいて他に
はいないと思います。
　クラーク先生は、今から約150年前に、アメリカ東海
岸、ボストンに近い、マサチューセッツ農科大学の学長と
いう高い地位にいました。彼は、それ以前にアマースト大
学の教授であった頃、北軍に従軍し、南北戦争に参戦して
います。そして、1876年、彼は、明治政府の依頼を引き受
け、大陸を横断し、命がけで太平洋を越え、東京で英語を
学んだ学生13名と共に、荒涼たる札幌にやってきます。当
時の人口は正確には分かりませんが僅か二千人程度であっ
たと推定されます。新島　襄との出会いの影響もあったと
言われていますが、クラーク先生のこの選択は、どう考え
ても、凡人の想像を超える挑戦であったと思います。
　札幌農学校の礎を築くというミッションを成し遂げる
と、彼は、「Boys, be ambitious, like this old man!」とい
う、実にシンプルで、心に突き刺さるメッセージを残し
て、札幌を去ります。その後、帰国したクラーク先生は、
事業を起こしますが、不運も重なり、不遇のうちに、59才
で、生涯を終えたとされています。
　これらの事実は、彼の人生が、生涯を通じて、チャレン
ジそのものであったことを意味します。クラーク先生の生
涯は、学術や教育に留まらず、今の言葉で言えば、アント
レプレナーシップ、スタートアップを通して、世界・社会
を変えようとし続けた果敢で、彼自身の言葉通りambition
に満ちた人生でした。
　皆さん、今日の卒業式の終了後、是非、もう一度、中央
ローンにある日本で最も良く知られている胸像であるクラ
ーク像に立ち寄ってください。そして、彼の挑戦に満ちた
ambitiousな人生へ思いを巡らせてみてください。

　私の短い講義を聞いていただき、ありがとうございま
す。最後に、私たちが生きるこの時代は、戦争があり、感
染症があり、気候変動が私たちの地球そのものを脅かす多
難な時代です。しかし、皆さんは、私たちの最高のロール
モデルであるクラーク先生の「Be ambitious」の精神を胸
に、学びを続け、挑戦を続け、勇気をもって、これから始
まる新しい人生を堂々と歩んでください。
　卒業生の皆さんのご健康とご活躍を心から祈念して、私
の結びの言葉といたします。

令和5年度入学式の挙行

　令和5年度の入学式を、4月6日（木）
に札幌コンベンションセンターにおい
て執り行いました。
　入学式は、新型コロナウイルス感染
症対策のため、午前と午後の2回に分
けて行いました。
　式は、来賓の杉江和男校友会エル
ム会長、役員、副学長及び学部長の
列席の下、新渡戸カレッジフェローの
森　順子さんが司会を務め、北海道大
学交響楽団による「エルムの鐘」の演
奏により開始され、寳金清博総長から
新入生に対し告辞が述べられました。
　総長は告辞の中で、「私たち北海道
大学の現在」という観点から、過去＝
北海道大学の歴史、未来＝目指す方
向、現在＝私たちが直面している世界
的な危機について述べられ、新入生の
皆さんに北海道大学の研究力をスケー

ルアップし、日本の研究力を再生させ
て、世界の先頭集団への返り咲きを果
たす原動力となるように、学んで欲し
いと激励しました。
　続いて、初代教頭のWilliam S. Clark
先生の生涯が、いかにチャレンジング
なものであったかについて述べ、クラ
ーク先生の「Be Ambitious!」という名
言は、単に学生に向けた「はなむけ」
の言葉ではなく、先生自身が、人生を
通して実践し続けた魂の言葉であり、
北海道大学は、クラーク先生の「Be 
Ambitious」の精神を150年脈々と受
け継いできた大学であると述べられま
した。
　総長告辞に続いて、2,546名の入学者
を代表して横山佳奈さん（午前の部）
及び船橋河輝さん（午後の部）による
入学者宣誓が行われました。

北海道大学応援団による演舞

山口理事・副学長によるガイダンス 矢野副理事による講演

総代による入学者宣誓（船橋さん）

北海道大学交響楽団による演奏 北海道大学合唱団による合唱

告辞を述べる寳金総長 総代による入学者宣誓（横山さん）

　その後、来賓、本学理事、監事、副
学長及び学部長の紹介が行われ、北海
道大学交響楽団と北海道大学合唱団に
よる「都ぞ弥生」の演奏及び合唱、北
海道大学応援団による「永遠の幸」の
演舞が行われ、式は終了しました。
　入学式終了後には、山口淳二理事・
副学長から「北大生活を送るにあたっ
ての心構え」と題して、本学の概要や
教育方針、学生支援の仕組みなどにつ
いての講演が行われました。続いて、
ダイバーシティ・インクルージョン推
進本部副本部長の矢野理香副理事か
ら、「北海道大学からのダイバーシ
ティ＆インクルージョンメッセージ」
と題した講演が行われ、全ての行事が
無事に終わりました。

（学務部学務企画課）
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全学ニュース

　本日、本学を卒業される2,531名の皆さん、ご卒業おめ
でとうございます。北海道大学を代表して、心よりお祝い
申し上げます。また、慣れない環境、異国の地で、本学を
卒業された留学生の皆さんに対して、重ねて、お祝い申し
上げます。
　また、皆さんを支えてこられたご家族、関係者の皆さま
に対しても、心より祝意をお伝えしたいと思います。さら
に、この間、本学へのご支援をいただいた方々には、この
場を借りて、深く御礼申し上げます。
　私は皆さんに学位記をお渡しする教員の代表です。本来
は、その教員の一人として、皆さんに、講義を行いたいと
思っていました。
　そこで、本日は、一教員として、最初で最後の短い講義
となりますが、四つのメッセージをお伝えします。
　まず、最初の話です。少し私自身の大学生活の話をお伝
えしようと思います。高校生の頃、大学に進学するとすれ
ば、地元の国立大学の選択以外はないと考えていました。
人生には、様々な可能性や選択肢があるように見えます
が、実際には、自分の思うようになることは少ないもので
す。誰もが、あらゆる選択の機会に恵まれているわけでは
ありません。
　しかし、私のその時の選択、北海道大学を選んだ選択
は、私の人生における最善の選択の一つになったと思いま
す。その理由は二つあります。
　まず、私は入学後、素晴らしい授業を受けることができ
ました。数学、物理学、生物学、哲学、英文学、社会思想
史、中国思想史など、全ての科目でとても良い授業を受け
ることができました。当時の授業料は非常に安く、それで
いて高いクオリティの授業を地元で受けることができたの
です。
　これと全く逆の経験をアップル社の創始者のSteve Jobs
が、語っています。彼は、苦労して高い授業料の大学に入
学するのですが、その授業の内容が、彼の望むものからは
程遠いことを知り、半年で大学に通うことを止め、二度
と、大学に戻ることはありませんでした。私のケースは、
その全く逆でした。
　そしてもう一つの理由は、北大に入学することで、実に
多くの仲間を得ることができ、自分の世界が大きく広がっ
たことです。北海道外から来る実に多様な同級生や留学生
との出会いは私の人生を彩り豊かなものにしました。ま
た、私は体育会系のクラブに所属しましたので、そこで出
会う先輩、後輩あるいは他大学の競技者などと密度の高い

交流を得ることができました。このように、多様な仲間の
集まる大学は、北海道大学以外には考えられません。
　その多様性に関して言えば、北海道大学には特別な歴史
があります。私たちの札幌キャンパスには、アイヌ語でサ
クシュコトニ川と呼ばれている川が流れています。皆さん
も、一度は、その川のそばを散策されたことがあると思い
ます。このほか、セロンベツ川と呼ばれた川も流れていま
したが、これらの川の周辺には、明治初期にはアイヌのコ
タン、通称コトニ・コタンと言う集落がありました。私た
ちの大学は、そうしたアイヌの人々が生活の場としていた
場所に教育・研究の場として、今も存在しています。言い
換えれば、北海道大学は、アイヌの人々が長い歴史を重ね
てきた豊かな土地にあると言うことです。
　北海道大学は、一昨年の12月、Diversity and Inclusion 
宣言を出しました。こうした大学の歴史を考えると、私た
ちは、自分たちがいる場所・土地に敬意を払わなければな
りません。北海道大学は、他の教育機関の模範となり、多
様性や包摂性に対する深い理解を深める場でありたいと願
っています。
　こうした多様性を有する北海道大学を選択し、今日の卒
業式を迎える皆さんは、間違いなく、最良の選択をされた
と思います。
　2番目はお詫びです。4年前、あるいは6年前の皆さんの
入学時、私たちが約束した修学環境を、このコロナ禍で、
提供することができませんでした。本当に不運なことに、
皆さんの在学期間のほとんどがCOVID19によるパンデミ
ックの期間と重なってしまいました。結果として世界中の
大学と同様ですが、北海道大学においても、対面の授業や
実習、あるいは本来あるべき教員と学生の対面の議論ある
いはcreativeでinteractiveな授業が充分にできませんでし
た。この苦難の3年余りを大学で共に過ごし、皆さんの辛
い日常を見続けた者として、言葉にできない辛さがありま
す。
　このコロナ禍が、この時期に高等教育を受けた皆さんの
今後にどのような影響を及ぼすかは、未知の問題でもあり
ます。対面によるコミュニケーションの減少が、教育に影
響を与えたのではないかと危惧する意見が存在します。
　しかし、別の視点も考えるべきだと思います。私の専門
は、医学・生物学の領域です。人間も含め、生物は、過酷
な条件のもとに置かれた時に、それに順応する遺伝子を発
現し、生存を図ります。皆さんも、このコロナ禍の中で、
デジタル化された学びやオンラインによる遠隔地との瞬時

の接続などに対する順応力など、平穏な時代には得られな
かった力強い能力を獲得したと思います。
　3番目は、これが、今日の私の講義で最も重要なメッセ
ージかもしれません。それは、皆さんには「学び」を続け
てほしいということです。私は現在68歳です。私に残され
ている学びの時間は、どう考えても、皆さんよりは短いも
のです。それでも、私はまだまだ学び続けようと思ってい
ます。毎日、1時間程度、自分のための勉強を続けていま
す。
　卒業生の皆さんの今後には、二つの人生の選択が待って
いると思います。一つは、世界・社会を変える人生、もう
一つは、変わってゆく世界に翻弄される人生です。
　この二つの人生の差が、どこから生まれるのか明らかで
す。世界を少しでも良い方向に変える人は、常に学び続
け、チャレンジし続ける人です。逆に、大学を卒業した瞬
間に能動的な学びを忘れ、チャレンジを放棄した人は、世
界の変化に翻弄され続けることになります。
　そして、重要なことは、この学びとチャレンジのために
私たちに与えられた時間が、驚くほど短いことです。もう
少し正確に言えば、私たちの寿命は、生物学的に言えば、
決して短くはないと思います。しかし、何事かを成し遂げ
ようと思えば、それは、決して十分な長さではないという
べきかもしれません。
　私は、24歳の頃、今の皆さんと同じようにこの大学を卒
業した時、年齢を重ねることで、悩みや些末な感情から解
放され、自分自身が成長すると信じていました。しかし、
事実は逆でした。歳月はあっと言う間に過ぎ、年齢を経る
ほど、悩みは増え続けました。
　よく知られていますが、葛飾北斎が、あの驚くべき富嶽
三十六景の神奈川沖浪裏（かながわおきなみうら）を描い
たのは、彼が70歳前後の頃と言われています。そして、彼
は享年90歳でこの世を去りますが、死の床で、「自分にも
う5年の寿命があれば、真の絵師になれたのに」というよ
うな悔恨の言葉を残しています。
　朱子は「少年老い易く学なり難し」と述べたといわれて
います。また、孔子は「朝に道を聞かば夕べに死すとも可
なり」という言葉を残しています。あるいは、Steve Jobs
が言った「Stay hungry, Stay foolish」。解釈は様々ありま
すが、これらは、全て、学びに対して飽くなきspiritを持
ち、チャレンジを極めた先人たちがそれぞれの体験を自分
の言葉で言い換えたものだと思っています。
　今日の私の講義の4番目、最後のテーマは、北海道大学
の初代教頭である、William S. Clark先生のことです。3番

目のメッセージで、私は、人生は、常に学び続け、チャレ
ンジし続けるものであるべきとお話しました。その意味
で、私たちの最大のロールモデルは、間違いなく、クラー
ク先生です。開学から150年になろうとする今でも、北海
道大学における最高の教員は、クラーク先生をおいて他に
はいないと思います。
　クラーク先生は、今から約150年前に、アメリカ東海
岸、ボストンに近い、マサチューセッツ農科大学の学長と
いう高い地位にいました。彼は、それ以前にアマースト大
学の教授であった頃、北軍に従軍し、南北戦争に参戦して
います。そして、1876年、彼は、明治政府の依頼を引き受
け、大陸を横断し、命がけで太平洋を越え、東京で英語を
学んだ学生13名と共に、荒涼たる札幌にやってきます。当
時の人口は正確には分かりませんが僅か二千人程度であっ
たと推定されます。新島　襄との出会いの影響もあったと
言われていますが、クラーク先生のこの選択は、どう考え
ても、凡人の想像を超える挑戦であったと思います。
　札幌農学校の礎を築くというミッションを成し遂げる
と、彼は、「Boys, be ambitious, like this old man!」とい
う、実にシンプルで、心に突き刺さるメッセージを残し
て、札幌を去ります。その後、帰国したクラーク先生は、
事業を起こしますが、不運も重なり、不遇のうちに、59才
で、生涯を終えたとされています。
　これらの事実は、彼の人生が、生涯を通じて、チャレン
ジそのものであったことを意味します。クラーク先生の生
涯は、学術や教育に留まらず、今の言葉で言えば、アント
レプレナーシップ、スタートアップを通して、世界・社会
を変えようとし続けた果敢で、彼自身の言葉通りambition
に満ちた人生でした。
　皆さん、今日の卒業式の終了後、是非、もう一度、中央
ローンにある日本で最も良く知られている胸像であるクラ
ーク像に立ち寄ってください。そして、彼の挑戦に満ちた
ambitiousな人生へ思いを巡らせてみてください。

　私の短い講義を聞いていただき、ありがとうございま
す。最後に、私たちが生きるこの時代は、戦争があり、感
染症があり、気候変動が私たちの地球そのものを脅かす多
難な時代です。しかし、皆さんは、私たちの最高のロール
モデルであるクラーク先生の「Be ambitious」の精神を胸
に、学びを続け、挑戦を続け、勇気をもって、これから始
まる新しい人生を堂々と歩んでください。
　卒業生の皆さんのご健康とご活躍を心から祈念して、私
の結びの言葉といたします。

令和5年度入学式の挙行

　令和5年度の入学式を、4月6日（木）
に札幌コンベンションセンターにおい
て執り行いました。
　入学式は、新型コロナウイルス感染
症対策のため、午前と午後の2回に分
けて行いました。
　式は、来賓の杉江和男校友会エル
ム会長、役員、副学長及び学部長の
列席の下、新渡戸カレッジフェローの
森　順子さんが司会を務め、北海道大
学交響楽団による「エルムの鐘」の演
奏により開始され、寳金清博総長から
新入生に対し告辞が述べられました。
　総長は告辞の中で、「私たち北海道
大学の現在」という観点から、過去＝
北海道大学の歴史、未来＝目指す方
向、現在＝私たちが直面している世界
的な危機について述べられ、新入生の
皆さんに北海道大学の研究力をスケー

ルアップし、日本の研究力を再生させ
て、世界の先頭集団への返り咲きを果
たす原動力となるように、学んで欲し
いと激励しました。
　続いて、初代教頭のWilliam S. Clark
先生の生涯が、いかにチャレンジング
なものであったかについて述べ、クラ
ーク先生の「Be Ambitious!」という名
言は、単に学生に向けた「はなむけ」
の言葉ではなく、先生自身が、人生を
通して実践し続けた魂の言葉であり、
北海道大学は、クラーク先生の「Be 
Ambitious」の精神を150年脈々と受
け継いできた大学であると述べられま
した。
　総長告辞に続いて、2,546名の入学者
を代表して横山佳奈さん（午前の部）
及び船橋河輝さん（午後の部）による
入学者宣誓が行われました。

北海道大学応援団による演舞

山口理事・副学長によるガイダンス 矢野副理事による講演

総代による入学者宣誓（船橋さん）

北海道大学交響楽団による演奏 北海道大学合唱団による合唱

告辞を述べる寳金総長 総代による入学者宣誓（横山さん）

　その後、来賓、本学理事、監事、副
学長及び学部長の紹介が行われ、北海
道大学交響楽団と北海道大学合唱団に
よる「都ぞ弥生」の演奏及び合唱、北
海道大学応援団による「永遠の幸」の
演舞が行われ、式は終了しました。
　入学式終了後には、山口淳二理事・
副学長から「北大生活を送るにあたっ
ての心構え」と題して、本学の概要や
教育方針、学生支援の仕組みなどにつ
いての講演が行われました。続いて、
ダイバーシティ・インクルージョン推
進本部副本部長の矢野理香副理事か
ら、「北海道大学からのダイバーシ
ティ＆インクルージョンメッセージ」
と題した講演が行われ、全ての行事が
無事に終わりました。

（学務部学務企画課）
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全学ニュース

令和5年度入学式

北海道大学総長 寳金　清博

総長告辞

　新入生、2,546人の皆さん、本日は、北海道大学ご入
学、おめでとうございます。

　北海道大学の全ての役職員、在学生を代表して、皆さん
のご入学を心からお祝い申し上げます。また、本日は、新
型コロナウイルス感染症に配慮し、ご家族、関係者のご参
加を制限させていただきましたが、多くの方にご出席いた
だきました。皆様にも、心からお祝い申し上げます。

　今日の入学式では、「私たち北海道大学の現在」という
観点から、皆さんに三つのことをお伝えしたいと思います。
　まず、第一に北海道大学の歴史についてです。
　私たちの目線は、当然のことながら、ほとんど未来に向
かっています。私たちのビジョンは、未来を向くのは自然
で、とても健全なことです。だからこそ、こうした入学式
などの節目には、私たちの現在地を、過去から振り返って
考える必要があります。

　今から150年ほど前の1876年、明治9年に、欧米の大学に
匹敵する高等教育機関を目指して、明治政府により「札幌
農学校」が設立されました。北海道大学の前身はこの「札
幌農学校」で、日本で最も早く設立された高等教育機関の
ひとつです。
　札幌農学校では、米国流のリベラルアーツ教育が行われ
ました。「リベラルアーツ」とは、分かりやすく言えば、
「幅広い一般教養」のことです。設立当初の札幌農学校に
おいて、リベラルアーツ教育を大学教育の原点に置き、農
学だけではなく、数学、化学、生物学から歴史学、経済学
に至るまで多様な基礎教育が全て英語により実施されてい
たことは、本当に驚くべきことです。今日（こんにち）に
おいても、極めて先進的なことです。
　以来、北海道大学は、リベラルアーツ教育を通して、四
つの基本理念を培ってきました。すなわち、未踏の学問領
域を探求する「フロンティア精神」、国際人としての素養
を身に付け、多様性を尊重する「国際性の涵養」、人間形
成の基盤を培う「全人教育」、そして、得られた成果を社
会に還元する「実学の重視」です。

　創立された明治9年当初、キャンパスの中心は、現在の
札幌市時計台周辺にあり、明治36年、約120年前から現在
の位置に置かれています。
　北海道大学札幌キャンパスは、日本でも有数の多様性と

スケールを誇り、春夏秋冬の美しさ、観光地としての魅力
においても、日本でも類を見ない素晴らしい大学キャンパ
スのひとつです。また、この地は、北海道大学が設置され
る以前は、アイヌの方々が暮らす集落があり、日々の生活
の糧を得ていました。水や緑などに恵まれ、とても豊かな
土地で、おそらく、アイヌの方々にとっても、非常に豊か
な暮らしの場であったことでしょう。この地に学ぶ私たち
は、こうした歴史を忘れてはならないと思います。
　幸い、私たちは、海外の大学関係者と接する機会があり
ます。その中には、世界の先頭を走る大学もあり、同様の
歴史をしっかり教育し、後世に繋ぎ、多様な価値観や多彩
な文化として大切にしています。私たち北海道大学もそう
した大学のひとつでありたいと思っています。

　北海道大学の歴史に関係して、今日は、この後、北大応
援団の演舞が行われます。北大応援団は、100年超の歴史
をもつ応援団であり、いわゆる旧七帝国大学の応援団でも
特に長い歴史と異色の伝統を誇っています。コロナ禍のた
め、ここ数年、活躍の場を失っておりましたので、実に久
しぶりの登場です。
　応援団というと、古い時代の時代遅れの遺物と思われる
方も多いかもしれません。しかし、それは違うと思います。
　その外見は「弊衣破帽」と言われ、いわゆる流行に左右
されない生き方を体現していますが、それ以上に真っすぐ
で権威に負けない、まさに今の私たちに求められる生き方
を表しています。また、応援は、何の役にも立たないと思
われるかもしれません。しかし、自分たちの仲間だけでは
なく、精一杯生き抜こうとする全ての人々への公平無私の
エールが「応援」の本質です。是非、この後、新入生の皆
さんへのエールと「応援」の精神を御覧ください。

　二番目は、未来の話です。北海道大学の目指す方向です。
　北海道大学は、6年ごとに目標と計画を決めて、社会に
示しています。令和4年4月から6年間の中期目標・中期計
画を、昨年、定めて公表しました。その中で北海道大学
は、独自の目標として、世界の課題解決、SDGs達成への
貢献を社会に約束しています。SDGsやゼロカーボンは、
世界の多くの国や組織が目標に掲げています。しかし、本
学は、150年に近い歴史の中で、創立以来、キャンパスや
研究林等の広大な敷地をはじめとする環境保全、そして、
飢餓・食料問題を解決する食資源、海洋研究、健康的な生
活を確保し、福祉を推進するヘルスサイエンス研究、

DiversityなどSDGsの多くのテーマを目標にしてきまし
た。SDGsは、本学が本来有している理念を言い換えたも
ので、北海道大学150年の遺伝子、DNAそのものです。
　さらに、研究力を格段に向上させ、その研究成果を世界
と地域の課題解決に向けて社会実装させることを目標にし
ています。今、日本の科学研究力は、世界の先頭集団から
大きく離されつつあります。確かに、21世紀だけ見ると、
ノーベル賞受賞者の数において、日本には19名の受賞者が
います。北海道大学を見ても、名誉教授の鈴木　章先生
や、特任教授のベンジャミン・リスト先生がいらっしゃい
ます。しかし、日本のノーベル賞受賞者のほとんどは、
1960年代から1990年代の仕事が評価されたものです。ノー
ベル賞だけではなく、今後、世界から注目され、世界の課
題解決に資する先端的な研究者が激減する危惧があります。
　これに対して、私たち、北海道大学は、日本を代表する
研究大学として、世界最先端研究を進めるために新しいビ
ジョンの実現に向けて、多様な取り組みをしています。ま
さに、皆さんの年代の方々が、北海道大学の研究力をスケ
ールアップし、そのことで、日本の研究力を再生させて、
世界の先頭集団への返り咲きを果たす原動力となるよう
に、学んで欲しいと思います。皆さんの中から、何人もの
世界的な研究者が当たり前に生まれてくることこそが、日
本の科学研究力のルネサンスをもたらします。北海道大学
はその責任と実力を持った大学です。

　三番目は、言うまでもなく、今私たちが直面している世
界的な三つの危機のことです。
　一つは、私たちが予想もしていなかった新型コロナウイ
ルス感染症の世界的な拡大が、3年以上の長期にわたった
危機。二つ目は、ウクライナの戦火に象徴される世界の平
和的秩序への脅威であり、世界の平和維持のための秩序や
枠組みの危機。三つ目は、産業革命以降の人類の膨大な生
産活動がもたらした地球温暖化などの気候変動により、地
球上の命そのものが脅かされている危機、この三つの危機
です。
　この三つに共通することは、全て、人間が引き起こした
危機であることです。そして、北海道大学は、この三つの
危機を克服するために、できることがあるということで
す。第一に、北海道大学は、コロナをはじめとする新しい
感染症と戦うための日本のヘルスサイエンス研究の中心拠
点の一つとして、総合大学の強みを発揮しています。第二
に、本学は、全ての教育・研究の領域で、平和とそれに基
づく世界の繁栄を追求してきました。特に、北海道大学は
ロシアに最も近い総合研究大学であり、スラブ・ユーラシ
ア等の地域研究を通じて、世界の安定した平和の秩序を追
い求めてきました。第三に、本学は、この自然に恵まれた
キャンパスをサステイナブルなものとする歴史を持ち、エ
ネルギー・地球環境研究に関する総合科学を発展させてき

ました。
　北海道大学は、世界に何千とある大学の中のたった一つ
の大学です。しかし、私たちには、人間が引き起こしたこ
れらの地球的な危機に対しても何かしらできることがあり
ます。人間が引き起こしたことは、人間が解決できないは
ずがありません。

　以上、北海道大学の三つの現在地についてお話しました。

　最後に、入学式で、どうしてもお話したいことがありま
す。それは、初代教頭のWilliam S. Clark先生のことです。
教頭という役職は、二番目の責任者と思われがちですが、
当時の制度では、クラーク先生は、実質的に札幌農学校の
責任者であり、初代の本学の学長といえます。
　クラーク先生は、今から約150年前に、アメリカ東海
岸、マサチューセッツ州ボストンに近い、マサチューセッ
ツ農科大学の学長という重要な地位にいました。しかし、
彼は、明治政府の依頼を受け、アメリカ大陸を横断し、西
海岸から命がけで太平洋を越え、1876年に、東京で英語を
学んだ学生13名と共に、札幌にやってきます。当時の札幌
の人口は正確には分かりませんが二千人程度であったと推
定されます。どう考えても、大変な、というより、無謀な
チャレンジのように思えます。
　札幌農学校の礎を築くという大事業を成し遂げると、彼
は、「Boys, be ambitious, like this old man!」という、実
にシンプルで心に突き刺さるメッセージを残して、一陣の
風のごとく、日本を去ります。その後、帰国したクラーク
先生は、ご自身で事業を起こしますが、不運も重なり、不
遇のうちに、生涯を終えたと記録されています。
　これは、彼の人生が、チャレンジそのものであったこと
を意味します。クラーク先生の生涯は、学術や教育に留ま
らず、今の言葉で言えば、アントレプレナーシップ、スタ
ートアップを通して、世界・社会を変えようとし続けた実
に果敢な人生でした。
　クラーク先生の「Be Ambitious!」という名言は、単に学
生に向けた「はなむけ」の言葉ではなく、先生自身が、人
生を通して実践し続けた魂の言葉なのです。
　皆さん、今日の入学式が終わって、時間があれば、是
非、中央ローンにある日本でも最も知られている胸像の一
つであるクラーク像の前で、彼の挑戦に満ちた人生へ思い
を巡らせてください。

　北海道大学は、クラーク先生の「Be Ambitious」の精神
を150年脈々と受け継いできた大学です。皆様方も、この
素晴らしい北海道大学への入学、おめでとうございます。

　以上をもちまして、私から新入生の皆さんへの告辞とい
たします。

へい い　は ぼう

　新入生、2,546人の皆さん、本日は、北海道大学ご入
学、おめでとうございます。

　北海道大学の全ての役職員、在学生を代表して、皆さん
のご入学を心からお祝い申し上げます。また、本日は、新
型コロナウイルス感染症に配慮し、ご家族、関係者のご参
加を制限させていただきましたが、多くの方にご出席いた
だきました。皆様にも、心からお祝い申し上げます。

　今日の入学式では、「私たち北海道大学の現在」という
観点から、皆さんに三つのことをお伝えしたいと思います。
　まず、第一に北海道大学の歴史についてです。
　私たちの目線は、当然のことながら、ほとんど未来に向
かっています。私たちのビジョンは、未来を向くのは自然
で、とても健全なことです。だからこそ、こうした入学式
などの節目には、私たちの現在地を、過去から振り返って
考える必要があります。

　今から150年ほど前の1876年、明治9年に、欧米の大学に
匹敵する高等教育機関を目指して、明治政府により「札幌
農学校」が設立されました。北海道大学の前身はこの「札
幌農学校」で、日本で最も早く設立された高等教育機関の
ひとつです。
　札幌農学校では、米国流のリベラルアーツ教育が行われ
ました。「リベラルアーツ」とは、分かりやすく言えば、
「幅広い一般教養」のことです。設立当初の札幌農学校に
おいて、リベラルアーツ教育を大学教育の原点に置き、農
学だけではなく、数学、化学、生物学から歴史学、経済学
に至るまで多様な基礎教育が全て英語により実施されてい
たことは、本当に驚くべきことです。今日（こんにち）に
おいても、極めて先進的なことです。
　以来、北海道大学は、リベラルアーツ教育を通して、四
つの基本理念を培ってきました。すなわち、未踏の学問領
域を探求する「フロンティア精神」、国際人としての素養
を身に付け、多様性を尊重する「国際性の涵養」、人間形
成の基盤を培う「全人教育」、そして、得られた成果を社
会に還元する「実学の重視」です。

　創立された明治9年当初、キャンパスの中心は、現在の
札幌市時計台周辺にあり、明治36年、約120年前から現在
の位置に置かれています。
　北海道大学札幌キャンパスは、日本でも有数の多様性と

スケールを誇り、春夏秋冬の美しさ、観光地としての魅力
においても、日本でも類を見ない素晴らしい大学キャンパ
スのひとつです。また、この地は、北海道大学が設置され
る以前は、アイヌの方々が暮らす集落があり、日々の生活
の糧を得ていました。水や緑などに恵まれ、とても豊かな
土地で、おそらく、アイヌの方々にとっても、非常に豊か
な暮らしの場であったことでしょう。この地に学ぶ私たち
は、こうした歴史を忘れてはならないと思います。
　幸い、私たちは、海外の大学関係者と接する機会があり
ます。その中には、世界の先頭を走る大学もあり、同様の
歴史をしっかり教育し、後世に繋ぎ、多様な価値観や多彩
な文化として大切にしています。私たち北海道大学もそう
した大学のひとつでありたいと思っています。

　北海道大学の歴史に関係して、今日は、この後、北大応
援団の演舞が行われます。北大応援団は、100年超の歴史
をもつ応援団であり、いわゆる旧七帝国大学の応援団でも
特に長い歴史と異色の伝統を誇っています。コロナ禍のた
め、ここ数年、活躍の場を失っておりましたので、実に久
しぶりの登場です。
　応援団というと、古い時代の時代遅れの遺物と思われる
方も多いかもしれません。しかし、それは違うと思います。
　その外見は「弊衣破帽」と言われ、いわゆる流行に左右
されない生き方を体現していますが、それ以上に真っすぐ
で権威に負けない、まさに今の私たちに求められる生き方
を表しています。また、応援は、何の役にも立たないと思
われるかもしれません。しかし、自分たちの仲間だけでは
なく、精一杯生き抜こうとする全ての人々への公平無私の
エールが「応援」の本質です。是非、この後、新入生の皆
さんへのエールと「応援」の精神を御覧ください。

　二番目は、未来の話です。北海道大学の目指す方向です。
　北海道大学は、6年ごとに目標と計画を決めて、社会に
示しています。令和4年4月から6年間の中期目標・中期計
画を、昨年、定めて公表しました。その中で北海道大学
は、独自の目標として、世界の課題解決、SDGs達成への
貢献を社会に約束しています。SDGsやゼロカーボンは、
世界の多くの国や組織が目標に掲げています。しかし、本
学は、150年に近い歴史の中で、創立以来、キャンパスや
研究林等の広大な敷地をはじめとする環境保全、そして、
飢餓・食料問題を解決する食資源、海洋研究、健康的な生
活を確保し、福祉を推進するヘルスサイエンス研究、

DiversityなどSDGsの多くのテーマを目標にしてきまし
た。SDGsは、本学が本来有している理念を言い換えたも
ので、北海道大学150年の遺伝子、DNAそのものです。
　さらに、研究力を格段に向上させ、その研究成果を世界
と地域の課題解決に向けて社会実装させることを目標にし
ています。今、日本の科学研究力は、世界の先頭集団から
大きく離されつつあります。確かに、21世紀だけ見ると、
ノーベル賞受賞者の数において、日本には19名の受賞者が
います。北海道大学を見ても、名誉教授の鈴木　章先生
や、特任教授のベンジャミン・リスト先生がいらっしゃい
ます。しかし、日本のノーベル賞受賞者のほとんどは、
1960年代から1990年代の仕事が評価されたものです。ノー
ベル賞だけではなく、今後、世界から注目され、世界の課
題解決に資する先端的な研究者が激減する危惧があります。
　これに対して、私たち、北海道大学は、日本を代表する
研究大学として、世界最先端研究を進めるために新しいビ
ジョンの実現に向けて、多様な取り組みをしています。ま
さに、皆さんの年代の方々が、北海道大学の研究力をスケ
ールアップし、そのことで、日本の研究力を再生させて、
世界の先頭集団への返り咲きを果たす原動力となるよう
に、学んで欲しいと思います。皆さんの中から、何人もの
世界的な研究者が当たり前に生まれてくることこそが、日
本の科学研究力のルネサンスをもたらします。北海道大学
はその責任と実力を持った大学です。

　三番目は、言うまでもなく、今私たちが直面している世
界的な三つの危機のことです。
　一つは、私たちが予想もしていなかった新型コロナウイ
ルス感染症の世界的な拡大が、3年以上の長期にわたった
危機。二つ目は、ウクライナの戦火に象徴される世界の平
和的秩序への脅威であり、世界の平和維持のための秩序や
枠組みの危機。三つ目は、産業革命以降の人類の膨大な生
産活動がもたらした地球温暖化などの気候変動により、地
球上の命そのものが脅かされている危機、この三つの危機
です。
　この三つに共通することは、全て、人間が引き起こした
危機であることです。そして、北海道大学は、この三つの
危機を克服するために、できることがあるということで
す。第一に、北海道大学は、コロナをはじめとする新しい
感染症と戦うための日本のヘルスサイエンス研究の中心拠
点の一つとして、総合大学の強みを発揮しています。第二
に、本学は、全ての教育・研究の領域で、平和とそれに基
づく世界の繁栄を追求してきました。特に、北海道大学は
ロシアに最も近い総合研究大学であり、スラブ・ユーラシ
ア等の地域研究を通じて、世界の安定した平和の秩序を追
い求めてきました。第三に、本学は、この自然に恵まれた
キャンパスをサステイナブルなものとする歴史を持ち、エ
ネルギー・地球環境研究に関する総合科学を発展させてき

ました。
　北海道大学は、世界に何千とある大学の中のたった一つ
の大学です。しかし、私たちには、人間が引き起こしたこ
れらの地球的な危機に対しても何かしらできることがあり
ます。人間が引き起こしたことは、人間が解決できないは
ずがありません。

　以上、北海道大学の三つの現在地についてお話しました。

　最後に、入学式で、どうしてもお話したいことがありま
す。それは、初代教頭のWilliam S. Clark先生のことです。
教頭という役職は、二番目の責任者と思われがちですが、
当時の制度では、クラーク先生は、実質的に札幌農学校の
責任者であり、初代の本学の学長といえます。
　クラーク先生は、今から約150年前に、アメリカ東海
岸、マサチューセッツ州ボストンに近い、マサチューセッ
ツ農科大学の学長という重要な地位にいました。しかし、
彼は、明治政府の依頼を受け、アメリカ大陸を横断し、西
海岸から命がけで太平洋を越え、1876年に、東京で英語を
学んだ学生13名と共に、札幌にやってきます。当時の札幌
の人口は正確には分かりませんが二千人程度であったと推
定されます。どう考えても、大変な、というより、無謀な
チャレンジのように思えます。
　札幌農学校の礎を築くという大事業を成し遂げると、彼
は、「Boys, be ambitious, like this old man!」という、実
にシンプルで心に突き刺さるメッセージを残して、一陣の
風のごとく、日本を去ります。その後、帰国したクラーク
先生は、ご自身で事業を起こしますが、不運も重なり、不
遇のうちに、生涯を終えたと記録されています。
　これは、彼の人生が、チャレンジそのものであったこと
を意味します。クラーク先生の生涯は、学術や教育に留ま
らず、今の言葉で言えば、アントレプレナーシップ、スタ
ートアップを通して、世界・社会を変えようとし続けた実
に果敢な人生でした。
　クラーク先生の「Be Ambitious!」という名言は、単に学
生に向けた「はなむけ」の言葉ではなく、先生自身が、人
生を通して実践し続けた魂の言葉なのです。
　皆さん、今日の入学式が終わって、時間があれば、是
非、中央ローンにある日本でも最も知られている胸像の一
つであるクラーク像の前で、彼の挑戦に満ちた人生へ思い
を巡らせてください。

　北海道大学は、クラーク先生の「Be Ambitious」の精神
を150年脈々と受け継いできた大学です。皆様方も、この
素晴らしい北海道大学への入学、おめでとうございます。

　以上をもちまして、私から新入生の皆さんへの告辞とい
たします。
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　新入生、2,546人の皆さん、本日は、北海道大学ご入
学、おめでとうございます。

　北海道大学の全ての役職員、在学生を代表して、皆さん
のご入学を心からお祝い申し上げます。また、本日は、新
型コロナウイルス感染症に配慮し、ご家族、関係者のご参
加を制限させていただきましたが、多くの方にご出席いた
だきました。皆様にも、心からお祝い申し上げます。

　今日の入学式では、「私たち北海道大学の現在」という
観点から、皆さんに三つのことをお伝えしたいと思います。
　まず、第一に北海道大学の歴史についてです。
　私たちの目線は、当然のことながら、ほとんど未来に向
かっています。私たちのビジョンは、未来を向くのは自然
で、とても健全なことです。だからこそ、こうした入学式
などの節目には、私たちの現在地を、過去から振り返って
考える必要があります。

　今から150年ほど前の1876年、明治9年に、欧米の大学に
匹敵する高等教育機関を目指して、明治政府により「札幌
農学校」が設立されました。北海道大学の前身はこの「札
幌農学校」で、日本で最も早く設立された高等教育機関の
ひとつです。
　札幌農学校では、米国流のリベラルアーツ教育が行われ
ました。「リベラルアーツ」とは、分かりやすく言えば、
「幅広い一般教養」のことです。設立当初の札幌農学校に
おいて、リベラルアーツ教育を大学教育の原点に置き、農
学だけではなく、数学、化学、生物学から歴史学、経済学
に至るまで多様な基礎教育が全て英語により実施されてい
たことは、本当に驚くべきことです。今日（こんにち）に
おいても、極めて先進的なことです。
　以来、北海道大学は、リベラルアーツ教育を通して、四
つの基本理念を培ってきました。すなわち、未踏の学問領
域を探求する「フロンティア精神」、国際人としての素養
を身に付け、多様性を尊重する「国際性の涵養」、人間形
成の基盤を培う「全人教育」、そして、得られた成果を社
会に還元する「実学の重視」です。

　創立された明治9年当初、キャンパスの中心は、現在の
札幌市時計台周辺にあり、明治36年、約120年前から現在
の位置に置かれています。
　北海道大学札幌キャンパスは、日本でも有数の多様性と

スケールを誇り、春夏秋冬の美しさ、観光地としての魅力
においても、日本でも類を見ない素晴らしい大学キャンパ
スのひとつです。また、この地は、北海道大学が設置され
る以前は、アイヌの方々が暮らす集落があり、日々の生活
の糧を得ていました。水や緑などに恵まれ、とても豊かな
土地で、おそらく、アイヌの方々にとっても、非常に豊か
な暮らしの場であったことでしょう。この地に学ぶ私たち
は、こうした歴史を忘れてはならないと思います。
　幸い、私たちは、海外の大学関係者と接する機会があり
ます。その中には、世界の先頭を走る大学もあり、同様の
歴史をしっかり教育し、後世に繋ぎ、多様な価値観や多彩
な文化として大切にしています。私たち北海道大学もそう
した大学のひとつでありたいと思っています。

　北海道大学の歴史に関係して、今日は、この後、北大応
援団の演舞が行われます。北大応援団は、100年超の歴史
をもつ応援団であり、いわゆる旧七帝国大学の応援団でも
特に長い歴史と異色の伝統を誇っています。コロナ禍のた
め、ここ数年、活躍の場を失っておりましたので、実に久
しぶりの登場です。
　応援団というと、古い時代の時代遅れの遺物と思われる
方も多いかもしれません。しかし、それは違うと思います。
　その外見は「弊衣破帽」と言われ、いわゆる流行に左右
されない生き方を体現していますが、それ以上に真っすぐ
で権威に負けない、まさに今の私たちに求められる生き方
を表しています。また、応援は、何の役にも立たないと思
われるかもしれません。しかし、自分たちの仲間だけでは
なく、精一杯生き抜こうとする全ての人々への公平無私の
エールが「応援」の本質です。是非、この後、新入生の皆
さんへのエールと「応援」の精神を御覧ください。

　二番目は、未来の話です。北海道大学の目指す方向です。
　北海道大学は、6年ごとに目標と計画を決めて、社会に
示しています。令和4年4月から6年間の中期目標・中期計
画を、昨年、定めて公表しました。その中で北海道大学
は、独自の目標として、世界の課題解決、SDGs達成への
貢献を社会に約束しています。SDGsやゼロカーボンは、
世界の多くの国や組織が目標に掲げています。しかし、本
学は、150年に近い歴史の中で、創立以来、キャンパスや
研究林等の広大な敷地をはじめとする環境保全、そして、
飢餓・食料問題を解決する食資源、海洋研究、健康的な生
活を確保し、福祉を推進するヘルスサイエンス研究、

DiversityなどSDGsの多くのテーマを目標にしてきまし
た。SDGsは、本学が本来有している理念を言い換えたも
ので、北海道大学150年の遺伝子、DNAそのものです。
　さらに、研究力を格段に向上させ、その研究成果を世界
と地域の課題解決に向けて社会実装させることを目標にし
ています。今、日本の科学研究力は、世界の先頭集団から
大きく離されつつあります。確かに、21世紀だけ見ると、
ノーベル賞受賞者の数において、日本には19名の受賞者が
います。北海道大学を見ても、名誉教授の鈴木　章先生
や、特任教授のベンジャミン・リスト先生がいらっしゃい
ます。しかし、日本のノーベル賞受賞者のほとんどは、
1960年代から1990年代の仕事が評価されたものです。ノー
ベル賞だけではなく、今後、世界から注目され、世界の課
題解決に資する先端的な研究者が激減する危惧があります。
　これに対して、私たち、北海道大学は、日本を代表する
研究大学として、世界最先端研究を進めるために新しいビ
ジョンの実現に向けて、多様な取り組みをしています。ま
さに、皆さんの年代の方々が、北海道大学の研究力をスケ
ールアップし、そのことで、日本の研究力を再生させて、
世界の先頭集団への返り咲きを果たす原動力となるよう
に、学んで欲しいと思います。皆さんの中から、何人もの
世界的な研究者が当たり前に生まれてくることこそが、日
本の科学研究力のルネサンスをもたらします。北海道大学
はその責任と実力を持った大学です。

　三番目は、言うまでもなく、今私たちが直面している世
界的な三つの危機のことです。
　一つは、私たちが予想もしていなかった新型コロナウイ
ルス感染症の世界的な拡大が、3年以上の長期にわたった
危機。二つ目は、ウクライナの戦火に象徴される世界の平
和的秩序への脅威であり、世界の平和維持のための秩序や
枠組みの危機。三つ目は、産業革命以降の人類の膨大な生
産活動がもたらした地球温暖化などの気候変動により、地
球上の命そのものが脅かされている危機、この三つの危機
です。
　この三つに共通することは、全て、人間が引き起こした
危機であることです。そして、北海道大学は、この三つの
危機を克服するために、できることがあるということで
す。第一に、北海道大学は、コロナをはじめとする新しい
感染症と戦うための日本のヘルスサイエンス研究の中心拠
点の一つとして、総合大学の強みを発揮しています。第二
に、本学は、全ての教育・研究の領域で、平和とそれに基
づく世界の繁栄を追求してきました。特に、北海道大学は
ロシアに最も近い総合研究大学であり、スラブ・ユーラシ
ア等の地域研究を通じて、世界の安定した平和の秩序を追
い求めてきました。第三に、本学は、この自然に恵まれた
キャンパスをサステイナブルなものとする歴史を持ち、エ
ネルギー・地球環境研究に関する総合科学を発展させてき

ました。
　北海道大学は、世界に何千とある大学の中のたった一つ
の大学です。しかし、私たちには、人間が引き起こしたこ
れらの地球的な危機に対しても何かしらできることがあり
ます。人間が引き起こしたことは、人間が解決できないは
ずがありません。

　以上、北海道大学の三つの現在地についてお話しました。

　最後に、入学式で、どうしてもお話したいことがありま
す。それは、初代教頭のWilliam S. Clark先生のことです。
教頭という役職は、二番目の責任者と思われがちですが、
当時の制度では、クラーク先生は、実質的に札幌農学校の
責任者であり、初代の本学の学長といえます。
　クラーク先生は、今から約150年前に、アメリカ東海
岸、マサチューセッツ州ボストンに近い、マサチューセッ
ツ農科大学の学長という重要な地位にいました。しかし、
彼は、明治政府の依頼を受け、アメリカ大陸を横断し、西
海岸から命がけで太平洋を越え、1876年に、東京で英語を
学んだ学生13名と共に、札幌にやってきます。当時の札幌
の人口は正確には分かりませんが二千人程度であったと推
定されます。どう考えても、大変な、というより、無謀な
チャレンジのように思えます。
　札幌農学校の礎を築くという大事業を成し遂げると、彼
は、「Boys, be ambitious, like this old man!」という、実
にシンプルで心に突き刺さるメッセージを残して、一陣の
風のごとく、日本を去ります。その後、帰国したクラーク
先生は、ご自身で事業を起こしますが、不運も重なり、不
遇のうちに、生涯を終えたと記録されています。
　これは、彼の人生が、チャレンジそのものであったこと
を意味します。クラーク先生の生涯は、学術や教育に留ま
らず、今の言葉で言えば、アントレプレナーシップ、スタ
ートアップを通して、世界・社会を変えようとし続けた実
に果敢な人生でした。
　クラーク先生の「Be Ambitious!」という名言は、単に学
生に向けた「はなむけ」の言葉ではなく、先生自身が、人
生を通して実践し続けた魂の言葉なのです。
　皆さん、今日の入学式が終わって、時間があれば、是
非、中央ローンにある日本でも最も知られている胸像の一
つであるクラーク像の前で、彼の挑戦に満ちた人生へ思い
を巡らせてください。

　北海道大学は、クラーク先生の「Be Ambitious」の精神
を150年脈々と受け継いできた大学です。皆様方も、この
素晴らしい北海道大学への入学、おめでとうございます。

　以上をもちまして、私から新入生の皆さんへの告辞とい
たします。

へい い　は ぼう

　新入生、2,546人の皆さん、本日は、北海道大学ご入
学、おめでとうございます。

　北海道大学の全ての役職員、在学生を代表して、皆さん
のご入学を心からお祝い申し上げます。また、本日は、新
型コロナウイルス感染症に配慮し、ご家族、関係者のご参
加を制限させていただきましたが、多くの方にご出席いた
だきました。皆様にも、心からお祝い申し上げます。

　今日の入学式では、「私たち北海道大学の現在」という
観点から、皆さんに三つのことをお伝えしたいと思います。
　まず、第一に北海道大学の歴史についてです。
　私たちの目線は、当然のことながら、ほとんど未来に向
かっています。私たちのビジョンは、未来を向くのは自然
で、とても健全なことです。だからこそ、こうした入学式
などの節目には、私たちの現在地を、過去から振り返って
考える必要があります。

　今から150年ほど前の1876年、明治9年に、欧米の大学に
匹敵する高等教育機関を目指して、明治政府により「札幌
農学校」が設立されました。北海道大学の前身はこの「札
幌農学校」で、日本で最も早く設立された高等教育機関の
ひとつです。
　札幌農学校では、米国流のリベラルアーツ教育が行われ
ました。「リベラルアーツ」とは、分かりやすく言えば、
「幅広い一般教養」のことです。設立当初の札幌農学校に
おいて、リベラルアーツ教育を大学教育の原点に置き、農
学だけではなく、数学、化学、生物学から歴史学、経済学
に至るまで多様な基礎教育が全て英語により実施されてい
たことは、本当に驚くべきことです。今日（こんにち）に
おいても、極めて先進的なことです。
　以来、北海道大学は、リベラルアーツ教育を通して、四
つの基本理念を培ってきました。すなわち、未踏の学問領
域を探求する「フロンティア精神」、国際人としての素養
を身に付け、多様性を尊重する「国際性の涵養」、人間形
成の基盤を培う「全人教育」、そして、得られた成果を社
会に還元する「実学の重視」です。

　創立された明治9年当初、キャンパスの中心は、現在の
札幌市時計台周辺にあり、明治36年、約120年前から現在
の位置に置かれています。
　北海道大学札幌キャンパスは、日本でも有数の多様性と

スケールを誇り、春夏秋冬の美しさ、観光地としての魅力
においても、日本でも類を見ない素晴らしい大学キャンパ
スのひとつです。また、この地は、北海道大学が設置され
る以前は、アイヌの方々が暮らす集落があり、日々の生活
の糧を得ていました。水や緑などに恵まれ、とても豊かな
土地で、おそらく、アイヌの方々にとっても、非常に豊か
な暮らしの場であったことでしょう。この地に学ぶ私たち
は、こうした歴史を忘れてはならないと思います。
　幸い、私たちは、海外の大学関係者と接する機会があり
ます。その中には、世界の先頭を走る大学もあり、同様の
歴史をしっかり教育し、後世に繋ぎ、多様な価値観や多彩
な文化として大切にしています。私たち北海道大学もそう
した大学のひとつでありたいと思っています。

　北海道大学の歴史に関係して、今日は、この後、北大応
援団の演舞が行われます。北大応援団は、100年超の歴史
をもつ応援団であり、いわゆる旧七帝国大学の応援団でも
特に長い歴史と異色の伝統を誇っています。コロナ禍のた
め、ここ数年、活躍の場を失っておりましたので、実に久
しぶりの登場です。
　応援団というと、古い時代の時代遅れの遺物と思われる
方も多いかもしれません。しかし、それは違うと思います。
　その外見は「弊衣破帽」と言われ、いわゆる流行に左右
されない生き方を体現していますが、それ以上に真っすぐ
で権威に負けない、まさに今の私たちに求められる生き方
を表しています。また、応援は、何の役にも立たないと思
われるかもしれません。しかし、自分たちの仲間だけでは
なく、精一杯生き抜こうとする全ての人々への公平無私の
エールが「応援」の本質です。是非、この後、新入生の皆
さんへのエールと「応援」の精神を御覧ください。

　二番目は、未来の話です。北海道大学の目指す方向です。
　北海道大学は、6年ごとに目標と計画を決めて、社会に
示しています。令和4年4月から6年間の中期目標・中期計
画を、昨年、定めて公表しました。その中で北海道大学
は、独自の目標として、世界の課題解決、SDGs達成への
貢献を社会に約束しています。SDGsやゼロカーボンは、
世界の多くの国や組織が目標に掲げています。しかし、本
学は、150年に近い歴史の中で、創立以来、キャンパスや
研究林等の広大な敷地をはじめとする環境保全、そして、
飢餓・食料問題を解決する食資源、海洋研究、健康的な生
活を確保し、福祉を推進するヘルスサイエンス研究、

DiversityなどSDGsの多くのテーマを目標にしてきまし
た。SDGsは、本学が本来有している理念を言い換えたも
ので、北海道大学150年の遺伝子、DNAそのものです。
　さらに、研究力を格段に向上させ、その研究成果を世界
と地域の課題解決に向けて社会実装させることを目標にし
ています。今、日本の科学研究力は、世界の先頭集団から
大きく離されつつあります。確かに、21世紀だけ見ると、
ノーベル賞受賞者の数において、日本には19名の受賞者が
います。北海道大学を見ても、名誉教授の鈴木　章先生
や、特任教授のベンジャミン・リスト先生がいらっしゃい
ます。しかし、日本のノーベル賞受賞者のほとんどは、
1960年代から1990年代の仕事が評価されたものです。ノー
ベル賞だけではなく、今後、世界から注目され、世界の課
題解決に資する先端的な研究者が激減する危惧があります。
　これに対して、私たち、北海道大学は、日本を代表する
研究大学として、世界最先端研究を進めるために新しいビ
ジョンの実現に向けて、多様な取り組みをしています。ま
さに、皆さんの年代の方々が、北海道大学の研究力をスケ
ールアップし、そのことで、日本の研究力を再生させて、
世界の先頭集団への返り咲きを果たす原動力となるよう
に、学んで欲しいと思います。皆さんの中から、何人もの
世界的な研究者が当たり前に生まれてくることこそが、日
本の科学研究力のルネサンスをもたらします。北海道大学
はその責任と実力を持った大学です。

　三番目は、言うまでもなく、今私たちが直面している世
界的な三つの危機のことです。
　一つは、私たちが予想もしていなかった新型コロナウイ
ルス感染症の世界的な拡大が、3年以上の長期にわたった
危機。二つ目は、ウクライナの戦火に象徴される世界の平
和的秩序への脅威であり、世界の平和維持のための秩序や
枠組みの危機。三つ目は、産業革命以降の人類の膨大な生
産活動がもたらした地球温暖化などの気候変動により、地
球上の命そのものが脅かされている危機、この三つの危機
です。
　この三つに共通することは、全て、人間が引き起こした
危機であることです。そして、北海道大学は、この三つの
危機を克服するために、できることがあるということで
す。第一に、北海道大学は、コロナをはじめとする新しい
感染症と戦うための日本のヘルスサイエンス研究の中心拠
点の一つとして、総合大学の強みを発揮しています。第二
に、本学は、全ての教育・研究の領域で、平和とそれに基
づく世界の繁栄を追求してきました。特に、北海道大学は
ロシアに最も近い総合研究大学であり、スラブ・ユーラシ
ア等の地域研究を通じて、世界の安定した平和の秩序を追
い求めてきました。第三に、本学は、この自然に恵まれた
キャンパスをサステイナブルなものとする歴史を持ち、エ
ネルギー・地球環境研究に関する総合科学を発展させてき

ました。
　北海道大学は、世界に何千とある大学の中のたった一つ
の大学です。しかし、私たちには、人間が引き起こしたこ
れらの地球的な危機に対しても何かしらできることがあり
ます。人間が引き起こしたことは、人間が解決できないは
ずがありません。

　以上、北海道大学の三つの現在地についてお話しました。

　最後に、入学式で、どうしてもお話したいことがありま
す。それは、初代教頭のWilliam S. Clark先生のことです。
教頭という役職は、二番目の責任者と思われがちですが、
当時の制度では、クラーク先生は、実質的に札幌農学校の
責任者であり、初代の本学の学長といえます。
　クラーク先生は、今から約150年前に、アメリカ東海
岸、マサチューセッツ州ボストンに近い、マサチューセッ
ツ農科大学の学長という重要な地位にいました。しかし、
彼は、明治政府の依頼を受け、アメリカ大陸を横断し、西
海岸から命がけで太平洋を越え、1876年に、東京で英語を
学んだ学生13名と共に、札幌にやってきます。当時の札幌
の人口は正確には分かりませんが二千人程度であったと推
定されます。どう考えても、大変な、というより、無謀な
チャレンジのように思えます。
　札幌農学校の礎を築くという大事業を成し遂げると、彼
は、「Boys, be ambitious, like this old man!」という、実
にシンプルで心に突き刺さるメッセージを残して、一陣の
風のごとく、日本を去ります。その後、帰国したクラーク
先生は、ご自身で事業を起こしますが、不運も重なり、不
遇のうちに、生涯を終えたと記録されています。
　これは、彼の人生が、チャレンジそのものであったこと
を意味します。クラーク先生の生涯は、学術や教育に留ま
らず、今の言葉で言えば、アントレプレナーシップ、スタ
ートアップを通して、世界・社会を変えようとし続けた実
に果敢な人生でした。
　クラーク先生の「Be Ambitious!」という名言は、単に学
生に向けた「はなむけ」の言葉ではなく、先生自身が、人
生を通して実践し続けた魂の言葉なのです。
　皆さん、今日の入学式が終わって、時間があれば、是
非、中央ローンにある日本でも最も知られている胸像の一
つであるクラーク像の前で、彼の挑戦に満ちた人生へ思い
を巡らせてください。

　北海道大学は、クラーク先生の「Be Ambitious」の精神
を150年脈々と受け継いできた大学です。皆様方も、この
素晴らしい北海道大学への入学、おめでとうございます。

　以上をもちまして、私から新入生の皆さんへの告辞とい
たします。
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　本学では、学内組織にとらわれず、
社会のニーズに沿って、高度な教育プ
ログラムの開発や複数の学問分野にま
たがった優れた教育や研究を行うプロ
ジェクトのうち、本学の教育研究の充
実に特に資すると認められるものを、
「共同プロジェクト拠点」として認定
しています。拠点として認定すること
により、その活動が学内外から見えや
すくなり、教育研究活動の更なる発展

が期待されます。
　この度、4月1日付けで、「情報法政
策学研究センター」を、共同プロジェ
クト拠点として再認定しました。この
拠点では、拠点を構成する法学、経済
学、農学等の教員が有する専門的知見
を活用し、DXの推進、Society5.0への
対応など、「情報」の重要性が高まる
現代社会において一層重要性を増す知
的財産を中心に学際的な情報法政策学

研究を推進するとともに、その成果
を、大学院教育はもとより、実務家を
中心とする社会人へのリカレント教育
としても社会に還元していく予定です。
　なお、現在、本学が認定している共
同プロジェクト拠点は以下のとおりで
す。

（総務企画部企画課）

「情報法政策学研究センター」を共同プロジェクト拠点として認定

産学融合ライフイノベーションセンターの概要

プロジェクト拠点名

情報法政策学研究センター

量子トポロジー理工学教育研究
センター

One Healthリサーチセンター

産学融合ライフイノベーション
センター

北海道ワイン教育研究センター

認知症研究拠点

情報法政策学研究

トポロジー理工学

多様な人材が、組織・研究室・部門の壁を越えてOne Health
を共通目標に集い協働するプラットフォームの構築

連続的に医薬品候補を創出する創薬拠点形成

北海道のワイン産業を持続的に発展させるための教育研究

持続可能社会の実現に向けた世界トップレベルの認知症関
連研究の推進と社会実装

法学研究科
中山　一郎

工学研究院
丹田　聡

人獣共通感染症
国際共同研究所
澤　洋文

薬学研究院
前仲　勝実

農学研究院
曾根　輝雄

医学研究院
矢部　一郎

R5.4～R10.3
【再認定】

R2.4～R7.3

R3.3～R7.3

R4.4～R9.3

R4.4～R9.3

R4.4～R9.3

代表者 認定期間 拠点の活動テーマ

DX Society5.0
•
•
•
• IP Junior Researchers Workshop

令和4年度「北海道大学永年勤続者表彰」表彰式を挙行

永年勤続者表彰（退職時）被表彰者

所　　　　　　属 氏　　　名 所　　　　　　属 氏　　　名

　3月31日（金）、学術交流会館におい
て、令和5年3月31日をもって定年、ま
たは15年以上在職し退職された103氏
に対する「北海道大学永年勤続者表
彰」表彰式が執り行われました。
　関係者列席のもと、被表彰者の代表

として、スラブ・ユーラシア研究セン
ター 教授 田畑伸一郎氏に、寳金清博
総長から賞状及び記念品が授与された
後、寳金総長から被表彰者の本学に対
する永年にわたる精励と努力に対し、
深い敬意と感謝の意が表せられまし

た。
　なお、このたび表彰を受けられた
方々は、以下のとおりです。

（総務企画部人事課厚生労務室）

表彰状を受ける被表彰者 寳金総長による挨拶

事務局

学務部

　〃

施設部

〃

　〃

附属図書館

国際連携機構

法学研究科

　　〃

水産科学研究院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

地球環境科学研究院

理学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

理学・生命科学事務部

理学・生命科学事務部事務課

薬学研究院

薬学事務部

農学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

先端生命科学研究院

教育学研究院

　　 〃

メディア・コミュニケーション研究院

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

工学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

金　川　眞　行

三　浦　征　則

周　東　　　智

藤　井　恵美子

石　黒　宗　秀

柿　澤　宏　昭

近　藤　則　夫

澁　谷　正　人

綾　部　時　芳

松　本　伊智朗

宮　﨑　隆　志

河　合　　　靖

鈴　木　志のぶ

鈴　木　純　一

土　永　　　孝

折　原　　　宏

蟹　江　俊　仁

清　水　康　行

中　村　　　孝

林　　　基　哉

松　井　佳　彦

大　井　俊　彦

髙　野　雅　広

菅　田　勝　美

宮　家　康　浩

成　田　芳　道

佐々木　重　晴

髙　橋　尚　志

岩　田　慈　子

川野辺　　　創

権　左　武　志

山　下　竜　一

川　合　祐　史

木　村　暢　夫

西　村　欣　也

前　川　和　義

大　原　　　雅

石　川　剛　郎

岩　崎　克　則

栄　　　伸一郎

谷　岡　勇市郎

野　嵜　龍　介

水　波　　　誠

松　本　健　司

石　田　香代子

本　間　陽　子

大　平　昌　子

永　井　英　子

前　田　香　奈

吉　田　言　子

佐　藤　絵　美

千　葉　信　枝

西　川　めぐみ

藤　澤　真　一

女　池　昭　子

中　山　絵　里

千　葉　　　健

中　村　澄　人

曽　根　敏　雄

伊　藤　美　香

阿　部　裕　幸

中　村　貴　義

西　井　準　治

中　田　雄　二

北　村　秀　光

田　畑　伸一郎

大　宮　　　学

柴　田　英　昭

冨士田　裕　子

山　羽　悦　郎

藤　戸　永　志

岡　内　　　鋭

橋　野　　　聡

佐々木　博　之

紙　丸　雅　実

渡　辺　雅　彦

児矢野　英　典

小笠原　さおり

井　上　　　哲

佐　野　英　彦

菅　谷　　　勉

兼　平　　　孝

吉　原　俊　博

詫　間　　　滋

小　杉　　　康

佐々木　　　啓

佐々木　　　亨

砂　田　　　徹

冨　田　康　之

鈴　木　幸　人

立　澤　史　郎

柏　原　麻　美

小　野　哲　雄

金　井　　　理

坂　本　雄　児

有　田　正　志

工　藤　信　樹

長　　　和　俊

加　賀　基知三

瀧　田　恒　一

田　中　　　享

山　本　隆　昭

藤　田　勝　久

工学系事務部

工学系事務部情報科学研究院事務課

医学研究院

　　〃

医学系事務部保健科学研究院事務課

歯学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

文学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

文学事務部

情報科学研究院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院事務部

低温科学研究所

　　　〃

　　　〃

電子科学研究所

　　　〃

北キャンパス合同事務部

遺伝子病制御研究所

スラブ・ユーラシア研究センター

情報基盤センター

北方生物圏フィールド科学センター

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

保健センター
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　本学では、学内組織にとらわれず、
社会のニーズに沿って、高度な教育プ
ログラムの開発や複数の学問分野にま
たがった優れた教育や研究を行うプロ
ジェクトのうち、本学の教育研究の充
実に特に資すると認められるものを、
「共同プロジェクト拠点」として認定
しています。拠点として認定すること
により、その活動が学内外から見えや
すくなり、教育研究活動の更なる発展

が期待されます。
　この度、4月1日付けで、「情報法政
策学研究センター」を、共同プロジェ
クト拠点として再認定しました。この
拠点では、拠点を構成する法学、経済
学、農学等の教員が有する専門的知見
を活用し、DXの推進、Society5.0への
対応など、「情報」の重要性が高まる
現代社会において一層重要性を増す知
的財産を中心に学際的な情報法政策学

研究を推進するとともに、その成果
を、大学院教育はもとより、実務家を
中心とする社会人へのリカレント教育
としても社会に還元していく予定です。
　なお、現在、本学が認定している共
同プロジェクト拠点は以下のとおりで
す。

（総務企画部企画課）

「情報法政策学研究センター」を共同プロジェクト拠点として認定

産学融合ライフイノベーションセンターの概要

プロジェクト拠点名

情報法政策学研究センター

量子トポロジー理工学教育研究
センター

One Healthリサーチセンター

産学融合ライフイノベーション
センター

北海道ワイン教育研究センター

認知症研究拠点

情報法政策学研究

トポロジー理工学

多様な人材が、組織・研究室・部門の壁を越えてOne Health
を共通目標に集い協働するプラットフォームの構築

連続的に医薬品候補を創出する創薬拠点形成

北海道のワイン産業を持続的に発展させるための教育研究

持続可能社会の実現に向けた世界トップレベルの認知症関
連研究の推進と社会実装

法学研究科
中山　一郎

工学研究院
丹田　聡

人獣共通感染症
国際共同研究所
澤　洋文

薬学研究院
前仲　勝実

農学研究院
曾根　輝雄

医学研究院
矢部　一郎

R5.4～R10.3
【再認定】

R2.4～R7.3

R3.3～R7.3

R4.4～R9.3

R4.4～R9.3

R4.4～R9.3

代表者 認定期間 拠点の活動テーマ

DX Society5.0
•
•
•
• IP Junior Researchers Workshop

令和4年度「北海道大学永年勤続者表彰」表彰式を挙行

永年勤続者表彰（退職時）被表彰者

所　　　　　　属 氏　　　名 所　　　　　　属 氏　　　名

　3月31日（金）、学術交流会館におい
て、令和5年3月31日をもって定年、ま
たは15年以上在職し退職された103氏
に対する「北海道大学永年勤続者表
彰」表彰式が執り行われました。
　関係者列席のもと、被表彰者の代表

として、スラブ・ユーラシア研究セン
ター 教授 田畑伸一郎氏に、寳金清博
総長から賞状及び記念品が授与された
後、寳金総長から被表彰者の本学に対
する永年にわたる精励と努力に対し、
深い敬意と感謝の意が表せられまし

た。
　なお、このたび表彰を受けられた
方々は、以下のとおりです。

（総務企画部人事課厚生労務室）

表彰状を受ける被表彰者 寳金総長による挨拶

事務局

学務部

　〃

施設部

〃

　〃

附属図書館

国際連携機構

法学研究科

　　〃

水産科学研究院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

地球環境科学研究院

理学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

理学・生命科学事務部

理学・生命科学事務部事務課

薬学研究院

薬学事務部

農学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

先端生命科学研究院

教育学研究院

　　 〃

メディア・コミュニケーション研究院

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

工学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

金　川　眞　行

三　浦　征　則

周　東　　　智

藤　井　恵美子

石　黒　宗　秀

柿　澤　宏　昭

近　藤　則　夫

澁　谷　正　人

綾　部　時　芳

松　本　伊智朗

宮　﨑　隆　志

河　合　　　靖

鈴　木　志のぶ

鈴　木　純　一

土　永　　　孝

折　原　　　宏

蟹　江　俊　仁

清　水　康　行

中　村　　　孝

林　　　基　哉

松　井　佳　彦

大　井　俊　彦

髙　野　雅　広

菅　田　勝　美

宮　家　康　浩

成　田　芳　道

佐々木　重　晴

髙　橋　尚　志

岩　田　慈　子

川野辺　　　創

権　左　武　志

山　下　竜　一

川　合　祐　史

木　村　暢　夫

西　村　欣　也

前　川　和　義

大　原　　　雅

石　川　剛　郎

岩　崎　克　則

栄　　　伸一郎

谷　岡　勇市郎

野　嵜　龍　介

水　波　　　誠

松　本　健　司

石　田　香代子

本　間　陽　子

大　平　昌　子

永　井　英　子

前　田　香　奈

吉　田　言　子

佐　藤　絵　美

千　葉　信　枝

西　川　めぐみ

藤　澤　真　一

女　池　昭　子

中　山　絵　里

千　葉　　　健

中　村　澄　人

曽　根　敏　雄

伊　藤　美　香

阿　部　裕　幸

中　村　貴　義

西　井　準　治

中　田　雄　二

北　村　秀　光

田　畑　伸一郎

大　宮　　　学

柴　田　英　昭

冨士田　裕　子

山　羽　悦　郎

藤　戸　永　志

岡　内　　　鋭

橋　野　　　聡

佐々木　博　之

紙　丸　雅　実

渡　辺　雅　彦

児矢野　英　典

小笠原　さおり

井　上　　　哲

佐　野　英　彦

菅　谷　　　勉

兼　平　　　孝

吉　原　俊　博

詫　間　　　滋

小　杉　　　康

佐々木　　　啓

佐々木　　　亨

砂　田　　　徹

冨　田　康　之

鈴　木　幸　人

立　澤　史　郎

柏　原　麻　美

小　野　哲　雄

金　井　　　理

坂　本　雄　児

有　田　正　志

工　藤　信　樹

長　　　和　俊

加　賀　基知三

瀧　田　恒　一

田　中　　　享

山　本　隆　昭

藤　田　勝　久

工学系事務部

工学系事務部情報科学研究院事務課

医学研究院

　　〃

医学系事務部保健科学研究院事務課

歯学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

文学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

文学事務部

情報科学研究院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院事務部

低温科学研究所

　　　〃

　　　〃

電子科学研究所

　　　〃

北キャンパス合同事務部

遺伝子病制御研究所

スラブ・ユーラシア研究センター

情報基盤センター

北方生物圏フィールド科学センター

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

保健センター
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所　　　　　　属 氏　　　名 所　　　　　　属 氏　　　名

事務局

学務部

　〃

施設部

〃

　〃

附属図書館

国際連携機構

法学研究科

　　〃

水産科学研究院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

地球環境科学研究院

理学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

理学・生命科学事務部

理学・生命科学事務部事務課

薬学研究院

薬学事務部

農学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

先端生命科学研究院

教育学研究院

　　 〃

メディア・コミュニケーション研究院

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

工学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

金　川　眞　行

三　浦　征　則

周　東　　　智

藤　井　恵美子

石　黒　宗　秀

柿　澤　宏　昭

近　藤　則　夫

澁　谷　正　人

綾　部　時　芳

松　本　伊智朗

宮　﨑　隆　志

河　合　　　靖

鈴　木　志のぶ

鈴　木　純　一

土　永　　　孝

折　原　　　宏

蟹　江　俊　仁

清　水　康　行

中　村　　　孝

林　　　基　哉

松　井　佳　彦

大　井　俊　彦

髙　野　雅　広

菅　田　勝　美

宮　家　康　浩

成　田　芳　道

佐々木　重　晴

髙　橋　尚　志

岩　田　慈　子

川野辺　　　創

権　左　武　志

山　下　竜　一

川　合　祐　史

木　村　暢　夫

西　村　欣　也

前　川　和　義

大　原　　　雅

石　川　剛　郎

岩　崎　克　則

栄　　　伸一郎

谷　岡　勇市郎

野　嵜　龍　介

水　波　　　誠

松　本　健　司

石　田　香代子

本　間　陽　子

大　平　昌　子

永　井　英　子

前　田　香　奈

吉　田　言　子

佐　藤　絵　美

千　葉　信　枝

西　川　めぐみ

藤　澤　真　一

女　池　昭　子

中　山　絵　里

千　葉　　　健

中　村　澄　人

曽　根　敏　雄

伊　藤　美　香

阿　部　裕　幸

中　村　貴　義

西　井　準　治

中　田　雄　二

北　村　秀　光

田　畑　伸一郎

大　宮　　　学

柴　田　英　昭

冨士田　裕　子

山　羽　悦　郎

藤　戸　永　志

岡　内　　　鋭

橋　野　　　聡

佐々木　博　之

紙　丸　雅　実

渡　辺　雅　彦

児矢野　英　典

小笠原　さおり

井　上　　　哲

佐　野　英　彦

菅　谷　　　勉

兼　平　　　孝

吉　原　俊　博

詫　間　　　滋

小　杉　　　康

佐々木　　　啓

佐々木　　　亨

砂　田　　　徹

冨　田　康　之

鈴　木　幸　人

立　澤　史　郎

柏　原　麻　美

小　野　哲　雄

金　井　　　理

坂　本　雄　児

有　田　正　志

工　藤　信　樹

長　　　和　俊

加　賀　基知三

瀧　田　恒　一

田　中　　　享

山　本　隆　昭

藤　田　勝　久

工学系事務部

工学系事務部情報科学研究院事務課

医学研究院

　　〃

医学系事務部保健科学研究院事務課

歯学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

文学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

文学事務部

情報科学研究院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院事務部

低温科学研究所

　　　〃

　　　〃

電子科学研究所

　　　〃

北キャンパス合同事務部

遺伝子病制御研究所

スラブ・ユーラシア研究センター

情報基盤センター

北方生物圏フィールド科学センター

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

保健センター

　本学名誉教授称号授与規程に基づき、3月15日（水）開催の教育研究評議会において、次の50氏に対し名誉教授の称号を
授与することを決定し、本年4月から新たに名誉教授となられる方々には、決定通知が送付されました。
　なお、称号授与式は、6月6日（火）を予定しています。

（総務企画部人事課厚生労務室）

川野辺　　　創

権　左　武　志

山　下　竜　一

川　合　祐　史

木　村　暢　夫

大　原　　　雅

石　川　剛　郎

栄　　　伸一郎

加　藤　敦　之

谷　岡　勇市郎

野　嵜　龍　介

水　波　　　誠

蓬　田　　　清

周　東　　　智

石　黒　宗　秀

柿　澤　宏　昭

近　藤　則　夫

綾　部　時　芳

幸　田　敏　明

松　本　伊智朗

宮　﨑　隆　志

河　合　　　靖

鈴　木　志のぶ

鈴　木　純　一

折　原　　　宏

蟹　江　俊　仁

清　水　康　行

中　村　　　孝

松　井　佳　彦

大　野　由　夏

谷　口　勇　仁

松　尾　　　睦

渡　辺　雅　彦

井　上　　　哲

佐　野　英　彦

小　杉　　　康

佐々木　　　啓

佐々木　　　亨

砂　田　　　徹

冨　田　康　之

小　野　哲　雄

金　井　　　理

坂　本　雄　児

今　井　　　晋

西　井　準　治

田　畑　伸一郎

大　宮　　　学

冨士田　裕　子

山　羽　悦　郎

橋　野　　　聡

（元国際連携機構教授）

（元大学院法学研究科教授）

（元大学院法学研究科教授）

（元大学院水産科学研究院教授）

（元大学院水産科学研究院教授）

（元大学院地球環境科学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院薬学研究院教授）

（元大学院農学研究院教授）

（元大学院農学研究院教授）

（元大学院農学研究院教授）

（元大学院先端生命科学研究院教授）

（元大学院先端生命科学研究院教授）

（元大学院教育学研究院教授）

（元大学院教育学研究院教授）

（元大学院メディア・コミュニケーション研究院教授）

（元大学院メディア・コミュニケーション研究院教授）

（元大学院メディア・コミュニケーション研究院教授）

（元大学院工学研究院教授）

（元大学院工学研究院教授）

（元大学院工学研究院教授）

（元大学院工学研究院教授）

（元大学院工学研究院教授）

（元大学院経済学研究院教授）

（元大学院経済学研究院教授）

（元大学院経済学研究院教授）

（元大学院医学研究院教授）

（元大学院歯学研究院教授）

（元大学院歯学研究院教授）

（元大学院文学研究院教授）

（元大学院文学研究院教授）

（元大学院文学研究院教授）

（元大学院文学研究院教授）

（元大学院文学研究院教授）

（元大学院情報科学研究院教授）

（元大学院情報科学研究院教授）

（元大学院情報科学研究院教授）

（元大学院公共政策学連携研究部教授）

（元電子科学研究所教授）

（元スラブ・ユーラシア研究センター教授）

（元情報基盤センター教授）

（元北方生物圏フィールド科学センター教授）

（元北方生物圏フィールド科学センター教授）

（元保健センター教授）

北海道大学名誉教授

名誉教授に50氏
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所　　　　　　属 氏　　　名 所　　　　　　属 氏　　　名

事務局

学務部

　〃

施設部

〃

　〃

附属図書館

国際連携機構

法学研究科

　　〃

水産科学研究院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

地球環境科学研究院

理学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

理学・生命科学事務部

理学・生命科学事務部事務課

薬学研究院

薬学事務部

農学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

先端生命科学研究院

教育学研究院

　　 〃

メディア・コミュニケーション研究院

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

工学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

金　川　眞　行

三　浦　征　則

周　東　　　智

藤　井　恵美子

石　黒　宗　秀

柿　澤　宏　昭

近　藤　則　夫

澁　谷　正　人

綾　部　時　芳

松　本　伊智朗

宮　﨑　隆　志

河　合　　　靖

鈴　木　志のぶ

鈴　木　純　一

土　永　　　孝

折　原　　　宏

蟹　江　俊　仁

清　水　康　行

中　村　　　孝

林　　　基　哉

松　井　佳　彦

大　井　俊　彦

髙　野　雅　広

菅　田　勝　美

宮　家　康　浩

成　田　芳　道

佐々木　重　晴

髙　橋　尚　志

岩　田　慈　子

川野辺　　　創

権　左　武　志

山　下　竜　一

川　合　祐　史

木　村　暢　夫

西　村　欣　也

前　川　和　義

大　原　　　雅

石　川　剛　郎

岩　崎　克　則

栄　　　伸一郎

谷　岡　勇市郎

野　嵜　龍　介

水　波　　　誠

松　本　健　司

石　田　香代子

本　間　陽　子

大　平　昌　子

永　井　英　子

前　田　香　奈

吉　田　言　子

佐　藤　絵　美

千　葉　信　枝

西　川　めぐみ

藤　澤　真　一

女　池　昭　子

中　山　絵　里

千　葉　　　健

中　村　澄　人

曽　根　敏　雄

伊　藤　美　香

阿　部　裕　幸

中　村　貴　義

西　井　準　治

中　田　雄　二

北　村　秀　光

田　畑　伸一郎

大　宮　　　学

柴　田　英　昭

冨士田　裕　子

山　羽　悦　郎

藤　戸　永　志

岡　内　　　鋭

橋　野　　　聡

佐々木　博　之

紙　丸　雅　実

渡　辺　雅　彦

児矢野　英　典

小笠原　さおり

井　上　　　哲

佐　野　英　彦

菅　谷　　　勉

兼　平　　　孝

吉　原　俊　博

詫　間　　　滋

小　杉　　　康

佐々木　　　啓

佐々木　　　亨

砂　田　　　徹

冨　田　康　之

鈴　木　幸　人

立　澤　史　郎

柏　原　麻　美

小　野　哲　雄

金　井　　　理

坂　本　雄　児

有　田　正　志

工　藤　信　樹

長　　　和　俊

加　賀　基知三

瀧　田　恒　一

田　中　　　享

山　本　隆　昭

藤　田　勝　久

工学系事務部

工学系事務部情報科学研究院事務課

医学研究院

　　〃

医学系事務部保健科学研究院事務課

歯学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

文学研究院

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

文学事務部

情報科学研究院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

北海道大学病院事務部

低温科学研究所

　　　〃

　　　〃

電子科学研究所

　　　〃

北キャンパス合同事務部

遺伝子病制御研究所

スラブ・ユーラシア研究センター

情報基盤センター

北方生物圏フィールド科学センター

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

　　　　　　　 〃

保健センター

　本学名誉教授称号授与規程に基づき、3月15日（水）開催の教育研究評議会において、次の50氏に対し名誉教授の称号を
授与することを決定し、本年4月から新たに名誉教授となられる方々には、決定通知が送付されました。
　なお、称号授与式は、6月6日（火）を予定しています。

（総務企画部人事課厚生労務室）

川野辺　　　創

権　左　武　志

山　下　竜　一

川　合　祐　史

木　村　暢　夫

大　原　　　雅

石　川　剛　郎

栄　　　伸一郎

加　藤　敦　之

谷　岡　勇市郎

野　嵜　龍　介

水　波　　　誠

蓬　田　　　清

周　東　　　智

石　黒　宗　秀

柿　澤　宏　昭

近　藤　則　夫

綾　部　時　芳

幸　田　敏　明

松　本　伊智朗

宮　﨑　隆　志

河　合　　　靖

鈴　木　志のぶ

鈴　木　純　一

折　原　　　宏

蟹　江　俊　仁

清　水　康　行

中　村　　　孝

松　井　佳　彦

大　野　由　夏

谷　口　勇　仁

松　尾　　　睦

渡　辺　雅　彦

井　上　　　哲

佐　野　英　彦

小　杉　　　康

佐々木　　　啓

佐々木　　　亨

砂　田　　　徹

冨　田　康　之

小　野　哲　雄

金　井　　　理

坂　本　雄　児

今　井　　　晋

西　井　準　治

田　畑　伸一郎

大　宮　　　学

冨士田　裕　子

山　羽　悦　郎

橋　野　　　聡

（元国際連携機構教授）

（元大学院法学研究科教授）

（元大学院法学研究科教授）

（元大学院水産科学研究院教授）

（元大学院水産科学研究院教授）

（元大学院地球環境科学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院理学研究院教授）

（元大学院薬学研究院教授）

（元大学院農学研究院教授）

（元大学院農学研究院教授）

（元大学院農学研究院教授）

（元大学院先端生命科学研究院教授）

（元大学院先端生命科学研究院教授）

（元大学院教育学研究院教授）

（元大学院教育学研究院教授）

（元大学院メディア・コミュニケーション研究院教授）

（元大学院メディア・コミュニケーション研究院教授）

（元大学院メディア・コミュニケーション研究院教授）

（元大学院工学研究院教授）

（元大学院工学研究院教授）

（元大学院工学研究院教授）

（元大学院工学研究院教授）

（元大学院工学研究院教授）

（元大学院経済学研究院教授）

（元大学院経済学研究院教授）

（元大学院経済学研究院教授）

（元大学院医学研究院教授）

（元大学院歯学研究院教授）

（元大学院歯学研究院教授）

（元大学院文学研究院教授）

（元大学院文学研究院教授）

（元大学院文学研究院教授）

（元大学院文学研究院教授）

（元大学院文学研究院教授）

（元大学院情報科学研究院教授）

（元大学院情報科学研究院教授）

（元大学院情報科学研究院教授）

（元大学院公共政策学連携研究部教授）

（元電子科学研究所教授）

（元スラブ・ユーラシア研究センター教授）

（元情報基盤センター教授）

（元北方生物圏フィールド科学センター教授）

（元北方生物圏フィールド科学センター教授）

（元保健センター教授）

北海道大学名誉教授

名誉教授に50氏
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令和4年度「北海道大学職員表彰」表彰式を挙行

　3月7日（火）、事務局において「北海道大学職員表彰」表彰式が執り行われ、関係者列席のもと、寳金清博総長から被表
彰者に賞状及びメダルが授与されました。
　この表彰は、職務上顕著な功績等があった方及び職務外において職員の模範として表彰に値する善行を行った方を対象と
するものです。
　なお、この度表彰を受けられた方々は、下記のとおりです。

（総務企画部人事課厚生労務室）

職員表彰被表彰者

所　　　　　　属 氏　　　名

先端生命科学研究院

工学研究院

遺伝子病制御研究所

北方生物圏フィールド科学センター

長谷川　詠　子

吉　田　明　彦

室　田　宏　之

平　　　克　郎

左から、寳金総長、吉田氏、室田氏、平氏、山口淳二理事・副学長、行松泰弘理事
（※受賞者１名欠席）

令和4年度「北海道大学総長表彰」表彰式を挙行

　2月22日（水）、「教育研究総長表彰」表彰式が執り行われ、関係者列席のもと、寳金清博総長から被表彰者に、賞状及び
報奨金（目録）が授与されました。
　教育研究総長表彰は、教育活動及び研究活動を通し、特に優れた功績をあげた教員を顕彰することにより、本学の活性化
と更なる発展に資することを目的としたものです。
　なお、この度表彰を受けられた方々は、下記のとおりです。

（総務企画部人事課厚生労務室）

教育研究総長表彰

所　　　　　　属 氏　　　名

高等教育推進機構

産学・地域協働推進機構

地球環境科学研究院

理学研究院

薬学研究院

先端生命科学研究院

工学研究院

経済学研究院

文学研究院

公共政策学連携研究部

低温科学研究所

触媒科学研究所

触媒科学研究所

触媒科学研究所

山　本　堅　一

椎　名　希　美

RAM　AVTAR

小　林　達　夫

佐　藤　悠　介

出　村 　　　誠

久保田　浩　司

髙　井 　哲　彦

田　口　　　茂

池　　　炫　周

飯　塚　芳　徳

清　水　研　一

古　川　森　也

鳥屋尾　　　隆

表彰状を受ける教育研究総長表彰被表彰者 寳金総長による挨拶
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令和4年度「北海道大学職員表彰」表彰式を挙行

　3月7日（火）、事務局において「北海道大学職員表彰」表彰式が執り行われ、関係者列席のもと、寳金清博総長から被表
彰者に賞状及びメダルが授与されました。
　この表彰は、職務上顕著な功績等があった方及び職務外において職員の模範として表彰に値する善行を行った方を対象と
するものです。
　なお、この度表彰を受けられた方々は、下記のとおりです。

（総務企画部人事課厚生労務室）

職員表彰被表彰者

所　　　　　　属 氏　　　名

先端生命科学研究院

工学研究院

遺伝子病制御研究所

北方生物圏フィールド科学センター

長谷川　詠　子

吉　田　明　彦

室　田　宏　之

平　　　克　郎

左から、寳金総長、吉田氏、室田氏、平氏、山口淳二理事・副学長、行松泰弘理事
（※受賞者１名欠席）

令和4年度「北海道大学総長表彰」表彰式を挙行

　2月22日（水）、「教育研究総長表彰」表彰式が執り行われ、関係者列席のもと、寳金清博総長から被表彰者に、賞状及び
報奨金（目録）が授与されました。
　教育研究総長表彰は、教育活動及び研究活動を通し、特に優れた功績をあげた教員を顕彰することにより、本学の活性化
と更なる発展に資することを目的としたものです。
　なお、この度表彰を受けられた方々は、下記のとおりです。

（総務企画部人事課厚生労務室）

教育研究総長表彰

所　　　　　　属 氏　　　名

高等教育推進機構

産学・地域協働推進機構

地球環境科学研究院

理学研究院

薬学研究院

先端生命科学研究院

工学研究院

経済学研究院

文学研究院

公共政策学連携研究部

低温科学研究所

触媒科学研究所

触媒科学研究所

触媒科学研究所

山　本　堅　一

椎　名　希　美

RAM　AVTAR

小　林　達　夫

佐　藤　悠　介

出　村 　　　誠

久保田　浩　司

髙　井 　哲　彦

田　口　　　茂

池　　　炫　周

飯　塚　芳　徳

清　水　研　一

古　川　森　也

鳥屋尾　　　隆

表彰状を受ける教育研究総長表彰被表彰者 寳金総長による挨拶
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令和5年度　北海道大学収入・支出予算（グラフ）

（財務部主計課）
※項目毎に四捨五入を行っているため、合計が一致しない場合があります。

令和5年度北海道大学の予算

令和5年度　北海道大学収入・支出予算書
（単位：千円）

収　　　　　　　入 支　　　　　　　出

事　　　　項 前年度
予算額

令和5年度
予算額 増減額 事　　　　項 前年度

予算額
令和5年度
予算額 増減額

〔一般会計〕
　運営費交付金収入
　学生納付金
　雑収入

〔病院会計〕
　運営費交付金収入
　附属病院収入
　雑収入

〔外部資金会計〕
　施設費補助金等収入
　保育園運営費補助金収入
　授業料等減免費交付金収入
　寄附金収入
　受託研究収入
　共同研究収入
　受託事業収入
　大学改革補助金等収入
　文部科学省科学研究費補助金
　厚生労働省科学研究費補助金
　その他助成金等

　　　 合　　　　　計

45,789,430
33,792,372
10,503,718
1,493,340

35,130,726
2,425,345
32,511,421
193,960

27,064,465
2,149,920
89,936
261,729
2,710,956
7,566,591
2,499,999
1,604,979
3,443,468
6,582,182
113,940
40,765

107,984,621

45,887,956
33,779,375
10,489,151
1,619,430

36,425,345
2,415,165
33,824,187
185,993

28,546,714
1,978,900
87,676
285,319
2,752,301
8,878,603
2,538,848
1,119,608
4,334,724
6,418,267
107,244
45,224

110,860,015

98,526
△12,997
△14,567
126,090

1,294,619
△10,180
1,312,766
△7,967

1,482,249
△171,020
△2,260
23,590
41,345

1,312,012
38,849

△485,371
891,256
△163,915
△6,696
4,459

2.7%増
2,875,394

45,789,430
27,541,747
111,449
706,675
2,608,999
2,477,162
98,802
33,035

4,586,311
200,000
4,087,227
236,602
473,976
1,143,850
816,094
1,416,705
5,947,022

35,130,726
8,699,734
25,816,396
15,435
499,316
99,845

27,064,465
2,149,920
89,936
261,729

21,319,501
2,667,546
6,416,597
2,058,358
1,559,705
3,380,819
5,099,211
96,500
40,765

3,243,379
785,160
656,241
126,024
1,675,954

107,984,621

45,887,956
27,472,028
402,921
781,918
2,630,265
2,473,911
27,665
128,689
4,266,453
100,000
4,267,419
287,232
374,748
1,284,821
831,617
1,489,001
5,966,952

36,425,345
8,674,433
27,159,739

0
491,328
99,845

28,546,714
1,978,900
87,676
285,319

22,595,942
2,707,414
7,416,012
2,029,230
1,070,515
4,287,519
4,948,292
91,736
45,224

3,598,877
835,160
656,241
255,252
1,852,224

110,860,015

98,526
△69,719
291,472
75,243
21,266
△3,251
△71,137
95,654

△319,858
△100,000
180,192
50,630
△99,228
140,971
15,523
72,296
19,930

1,294,619
△25,301
1,343,343
△15,435
△7,988

0

1,482,249
△171,020
△2,260
23,590

1,276,441
39,868
999,415
△29,128
△489,190
906,700
△150,919
△4,764
4,459
355,498
50,000

0
129,228
176,270

2.7%増
2,875,394

〔一般会計〕
　人件費
　教育研究組織改革分
　共通政策課題分
　特殊要因経費

退職手当
建物新営に伴う設備費
移転費

　大学ビジョン推進経費
　調整費
　特定経費

電子計算機借料
電子ジャーナル経費
公租公課、保険料等
授業料等減免費
収入見合経費　　　

　基盤配分経費

〔病院会計〕
　人件費
　病院診療経費
　債務償還経費
　大学ビジョン推進経費
　基盤配分経費

〔外部資金会計〕
　施設整備費
　保育園運営費補助金事業費
　授業料等減免費交付金事業費
　直接事業費

寄附金事業費
受託研究費
共同研究費
受託事業費
大学改革補助金等事業費
文部科学省科学研究費補助金
厚生労働省科学研究費補助金
その他助成金等

　間接経費
特定経費（電子計算機借料）
特定経費（燃料費）
特定経費（電子ジャーナル経費）
部局配分経費

  
　　　 合　　　　　計
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令和5年度　北海道大学収入・支出予算（グラフ）

（財務部主計課）
※項目毎に四捨五入を行っているため、合計が一致しない場合があります。

令和5年度北海道大学の予算

令和5年度　北海道大学収入・支出予算書
（単位：千円）

収　　　　　　　入 支　　　　　　　出

事　　　　項 前年度
予算額

令和5年度
予算額 増減額 事　　　　項 前年度

予算額
令和5年度
予算額 増減額

〔一般会計〕
　運営費交付金収入
　学生納付金
　雑収入

〔病院会計〕
　運営費交付金収入
　附属病院収入
　雑収入

〔外部資金会計〕
　施設費補助金等収入
　保育園運営費補助金収入
　授業料等減免費交付金収入
　寄附金収入
　受託研究収入
　共同研究収入
　受託事業収入
　大学改革補助金等収入
　文部科学省科学研究費補助金
　厚生労働省科学研究費補助金
　その他助成金等

　　　 合　　　　　計

45,789,430
33,792,372
10,503,718
1,493,340

35,130,726
2,425,345
32,511,421
193,960

27,064,465
2,149,920
89,936
261,729
2,710,956
7,566,591
2,499,999
1,604,979
3,443,468
6,582,182
113,940
40,765

107,984,621

45,887,956
33,779,375
10,489,151
1,619,430

36,425,345
2,415,165
33,824,187
185,993

28,546,714
1,978,900
87,676
285,319
2,752,301
8,878,603
2,538,848
1,119,608
4,334,724
6,418,267
107,244
45,224

110,860,015

98,526
△12,997
△14,567
126,090

1,294,619
△10,180
1,312,766
△7,967

1,482,249
△171,020
△2,260
23,590
41,345

1,312,012
38,849

△485,371
891,256
△163,915
△6,696
4,459

2.7%増
2,875,394

45,789,430
27,541,747
111,449
706,675
2,608,999
2,477,162
98,802
33,035

4,586,311
200,000
4,087,227
236,602
473,976
1,143,850
816,094
1,416,705
5,947,022

35,130,726
8,699,734
25,816,396
15,435
499,316
99,845

27,064,465
2,149,920
89,936
261,729

21,319,501
2,667,546
6,416,597
2,058,358
1,559,705
3,380,819
5,099,211
96,500
40,765

3,243,379
785,160
656,241
126,024
1,675,954

107,984,621

45,887,956
27,472,028
402,921
781,918
2,630,265
2,473,911
27,665
128,689
4,266,453
100,000
4,267,419
287,232
374,748
1,284,821
831,617
1,489,001
5,966,952

36,425,345
8,674,433
27,159,739

0
491,328
99,845

28,546,714
1,978,900
87,676
285,319

22,595,942
2,707,414
7,416,012
2,029,230
1,070,515
4,287,519
4,948,292
91,736
45,224

3,598,877
835,160
656,241
255,252
1,852,224

110,860,015

98,526
△69,719
291,472
75,243
21,266
△3,251
△71,137
95,654

△319,858
△100,000
180,192
50,630

△99,228
140,971
15,523
72,296
19,930

1,294,619
△25,301
1,343,343
△15,435
△7,988

0

1,482,249
△171,020
△2,260
23,590

1,276,441
39,868
999,415
△29,128
△489,190
906,700

△150,919
△4,764
4,459

355,498
50,000

0
129,228
176,270

2.7%増
2,875,394

〔一般会計〕
　人件費
　教育研究組織改革分
　共通政策課題分
　特殊要因経費

退職手当
建物新営に伴う設備費
移転費

　大学ビジョン推進経費
　調整費
　特定経費

電子計算機借料
電子ジャーナル経費
公租公課、保険料等
授業料等減免費
収入見合経費　　　

　基盤配分経費

〔病院会計〕
　人件費
　病院診療経費
　債務償還経費
　大学ビジョン推進経費
　基盤配分経費

〔外部資金会計〕
　施設整備費
　保育園運営費補助金事業費
　授業料等減免費交付金事業費
　直接事業費

寄附金事業費
受託研究費
共同研究費
受託事業費
大学改革補助金等事業費
文部科学省科学研究費補助金
厚生労働省科学研究費補助金
その他助成金等

　間接経費
特定経費（電子計算機借料）
特定経費（燃料費）
特定経費（電子ジャーナル経費）
部局配分経費

  
　　　 合　　　　　計
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　外国人留学生を対象とした4年間の
学士課程プログラムである現代日本学
プログラム課程の第5期生15名が3月23
日（木）に卒業の日を迎え、高等教育
推進機構において挙行された現代日本
学プログラム課程学士学位記授与式に
出席しました。
　学位記授与式では、山口淳二理事・
副学長（現代日本学プログラム課程
長）、髙橋　彩副理事（現代日本学プ
ログラム副課程長）をはじめ、同課程
担当教職員が参列する中、山口理事・

副学長から卒業生一人一人へ学位記が
授与されました。また、現代日本学プ
ログラム課程最優秀学生賞、現代日本
学プログラム課程特別賞、及び現代日
本学プログラム課程最優秀卒業論文賞
の表彰が併せて行われました。
　引き続き、山口理事・副学長から卒
業生へ祝辞が述べられ、母国を離れ異
国の地での予備課程を含む4．5年間の
長く険しい留学生活を自らの糧にでき
たこと、またコロナ禍におけるグロー
バルな変容にも柔軟に対応し、それを

乗り越えてきたことに対する労いの言
葉に、卒業生は感銘を受けていまし
た。
　卒業生の多くは、卒業後に国内外の
企業への就職や北大を初めとする国内
の国立大学への進学を予定しており、
日本の良きパートナーとして日本と世
界の架け橋の一端を担ってゆくことが
期待されます。

（学務部教育推進課）

令和4年度現代日本学プログラム課程学士学位記授与式を開催

山口理事・副学長と現プロ卒業生との記念写真

　3月14日（火）大学院教育推進機構
リカレント教育推進部は、キックオフ
シンポジウム「学びの道は北へ、大海
へ～北大が目指すべきリカレント教育
とは～」をオンラインで開催しました。
　このシンポジウムは、高等教育にお
けるリカレント教育の現状を俯瞰し、
リカレント教育に関心を持つステーク
ホルダーに参加を求め、今後のリカレ
ント教育の方向性を考える目的で実施
しました。
　話題提供者として、企業経営者の視
点から杉江和男氏（校友会エルム会長
／元DIC 株式会社 代表取締役社長・取
締役会長）、リカレント教育の普及・実
践に関わってきた株式会社 慶應学術事
業会の城取一成氏（取締役 学術事業部
長／慶應丸の内シティキャンパス（慶
應MCC）ゼネラルマネジャー）及び保
谷範子氏（慶應MCCラーニングファシ
リテーター マネジャー）をお招きしま
した。
　開会の挨拶では寳金清博総長から
「北大の目指すリカレント教育」をテ
ーマに、リカレント教育を根付かせる
ためには、学び直しをする社会人の
方々、企業や自治体、そして大学との
「三方よし」の連携が不可欠と述べら
れました。

　次に杉江氏から、「イノベーション
に繋がるリカレント教育－企業経営と
キャリア教育を踏まえて」と題した話
題提供で、これまでの企業経営や人材
育成の経験を踏まえ、リカレント教育
に期待することとしてリーダーシップ
マインドの涵養を挙げられました。
　続いて山本文彦大学院教育推進機構
長から、「大学院教育推進機構とリカ
レント教育」について述べられ、今
後、研究力・キャンパスの魅力・遠友
夜学校の伝統を踏まえた特色ある大学
院レベルのリカレント教育の実践を目
指すことを示されました。
　城取氏からは、「『大人の学び』に
大学が果たす役割とは何か」と題して
「縮減の時代」における、思考・意識
の枠組みの変革を促進する、ラーニン
グコミュニティ形成の重要性を示しま
した。保谷氏からは、「『大人の学
び』の支援を通して学んだこと～大人
の学びの場をデザインするラーニング
ファシリテーターとは～」と題し、学
びの「サードプレイス」を提供するラ
ーニングファシリテーターの役割を紹
介しました。
　話題提供の終了後、森　順子氏（フ
リーアナウンサー／新渡戸カレッジ
フェロー）の司会で、登壇者5名によ

るディスカッションを行いました。聴
講者から多くの質問が寄せられ、リカ
レント教育に対する学内外の関心の高
さが感じられました。
　川本思心大学院教育推進機構リカレ
ント教育推進部長によるシンポジウム
の総括では、リカレント教育推進部の
実施体制とビジョン「研究と共に、人
の可能性を開拓する」が紹介されまし
た。
　シンポジウムは、平日夜のオンライ
ン形式での開催でしたが、約120名の
聴講者が参加し、終了後のアンケート
による感想では、多くの今後のリカレ
ント教育の方向性を考える示唆となる
意見を多数頂戴しました。

日　時：2023年3月14日（火）
18：30～20：30

会　場：Zoomウェビナーを用いたオ
ンライン配信

協　力：大学院教育推進機構先端人材
育成センター、大学院教育推
進機構オープンエデュケーシ
ョンセンター

（大学院教育推進機構リカレント教育推進部）

大学院教育推進機構リカレント教育推進部がキックオフシンポジウム
「学びの道は北へ、大海へ～北大が目指すべきリカレント教育とは～」を開催

シンポジウム後の登壇者の集合写真、左より
川本リカレント教育推進部長、山本大学院教育推進機構長、
寳金総長、杉江校友会エルム会長、保谷氏、城取氏、森氏

ディスカッションの様子
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　外国人留学生を対象とした4年間の
学士課程プログラムである現代日本学
プログラム課程の第5期生15名が3月23
日（木）に卒業の日を迎え、高等教育
推進機構において挙行された現代日本
学プログラム課程学士学位記授与式に
出席しました。
　学位記授与式では、山口淳二理事・
副学長（現代日本学プログラム課程
長）、髙橋　彩副理事（現代日本学プ
ログラム副課程長）をはじめ、同課程
担当教職員が参列する中、山口理事・

副学長から卒業生一人一人へ学位記が
授与されました。また、現代日本学プ
ログラム課程最優秀学生賞、現代日本
学プログラム課程特別賞、及び現代日
本学プログラム課程最優秀卒業論文賞
の表彰が併せて行われました。
　引き続き、山口理事・副学長から卒
業生へ祝辞が述べられ、母国を離れ異
国の地での予備課程を含む4．5年間の
長く険しい留学生活を自らの糧にでき
たこと、またコロナ禍におけるグロー
バルな変容にも柔軟に対応し、それを

乗り越えてきたことに対する労いの言
葉に、卒業生は感銘を受けていまし
た。
　卒業生の多くは、卒業後に国内外の
企業への就職や北大を初めとする国内
の国立大学への進学を予定しており、
日本の良きパートナーとして日本と世
界の架け橋の一端を担ってゆくことが
期待されます。

（学務部教育推進課）

令和4年度現代日本学プログラム課程学士学位記授与式を開催

山口理事・副学長と現プロ卒業生との記念写真

　3月14日（火）大学院教育推進機構
リカレント教育推進部は、キックオフ
シンポジウム「学びの道は北へ、大海
へ～北大が目指すべきリカレント教育
とは～」をオンラインで開催しました。
　このシンポジウムは、高等教育にお
けるリカレント教育の現状を俯瞰し、
リカレント教育に関心を持つステーク
ホルダーに参加を求め、今後のリカレ
ント教育の方向性を考える目的で実施
しました。
　話題提供者として、企業経営者の視
点から杉江和男氏（校友会エルム会長
／元DIC 株式会社 代表取締役社長・取
締役会長）、リカレント教育の普及・実
践に関わってきた株式会社 慶應学術事
業会の城取一成氏（取締役 学術事業部
長／慶應丸の内シティキャンパス（慶
應MCC）ゼネラルマネジャー）及び保
谷範子氏（慶應MCCラーニングファシ
リテーター マネジャー）をお招きしま
した。
　開会の挨拶では寳金清博総長から
「北大の目指すリカレント教育」をテ
ーマに、リカレント教育を根付かせる
ためには、学び直しをする社会人の
方々、企業や自治体、そして大学との
「三方よし」の連携が不可欠と述べら
れました。

　次に杉江氏から、「イノベーション
に繋がるリカレント教育－企業経営と
キャリア教育を踏まえて」と題した話
題提供で、これまでの企業経営や人材
育成の経験を踏まえ、リカレント教育
に期待することとしてリーダーシップ
マインドの涵養を挙げられました。
　続いて山本文彦大学院教育推進機構
長から、「大学院教育推進機構とリカ
レント教育」について述べられ、今
後、研究力・キャンパスの魅力・遠友
夜学校の伝統を踏まえた特色ある大学
院レベルのリカレント教育の実践を目
指すことを示されました。
　城取氏からは、「『大人の学び』に
大学が果たす役割とは何か」と題して
「縮減の時代」における、思考・意識
の枠組みの変革を促進する、ラーニン
グコミュニティ形成の重要性を示しま
した。保谷氏からは、「『大人の学
び』の支援を通して学んだこと～大人
の学びの場をデザインするラーニング
ファシリテーターとは～」と題し、学
びの「サードプレイス」を提供するラ
ーニングファシリテーターの役割を紹
介しました。
　話題提供の終了後、森　順子氏（フ
リーアナウンサー／新渡戸カレッジ
フェロー）の司会で、登壇者5名によ

るディスカッションを行いました。聴
講者から多くの質問が寄せられ、リカ
レント教育に対する学内外の関心の高
さが感じられました。
　川本思心大学院教育推進機構リカレ
ント教育推進部長によるシンポジウム
の総括では、リカレント教育推進部の
実施体制とビジョン「研究と共に、人
の可能性を開拓する」が紹介されまし
た。
　シンポジウムは、平日夜のオンライ
ン形式での開催でしたが、約120名の
聴講者が参加し、終了後のアンケート
による感想では、多くの今後のリカレ
ント教育の方向性を考える示唆となる
意見を多数頂戴しました。

日　時：2023年3月14日（火）
18：30～20：30

会　場：Zoomウェビナーを用いたオ
ンライン配信

協　力：大学院教育推進機構先端人材
育成センター、大学院教育推
進機構オープンエデュケーシ
ョンセンター

（大学院教育推進機構リカレント教育推進部）

大学院教育推進機構リカレント教育推進部がキックオフシンポジウム
「学びの道は北へ、大海へ～北大が目指すべきリカレント教育とは～」を開催

シンポジウム後の登壇者の集合写真、左より
川本リカレント教育推進部長、山本大学院教育推進機構長、
寳金総長、杉江校友会エルム会長、保谷氏、城取氏、森氏

ディスカッションの様子
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全学ニュース

　3月22日（水）、事務局において、北
海道大学大塚賞授与式を挙行しました。
　大塚賞は、大学院博士課程を当該年
度内に修了し、研究者を目指す優秀な
女子学生に授与される奨励金制度です。
　今回は令和4年度内の博士課程修了
予定者10名が受賞者として選ばれまし
た。
　授与式には寳金清博総長、大塚榮子
名誉教授、山口淳二理事・副学長、矢
野理香ダイバーシティ・インクルージョ
ン推進本部副本部長、平田公明学務部
長列席の下、寳金総長より賞状が授与
され、お祝いの言葉が述べられました。
　式終了後には、交流会が開催され、
研究分野に関する情報交換や将来の活
躍を誓い合う機会となりました。
　これからも、研究者を目指す多くの
女子学生が受賞されることを期待して
おります。

（学務部学生支援課）

令和4年度北海道大学大塚賞授与式を挙行

受賞者

環境科学院
理学院
生命科学院
工学院
工学院

総合化学院
医学院
歯学院
国際感染症学院
国際感染症学院

深　井　悠　里
露　木　葵　唯
尾　幡　穂乃香
岩　井　　　愛
チャウ  ユエンティン  
レイチェル
瀬　尾　珠　恵
福　津　佳　苗
余　　　　　麗
岸　本　麻　衣
板　倉　友香里

　3月15日（水）、高等教育推進機構に
おいて、令和4年度北海道大学鈴木章
記念賞－自然科学実験－表彰式が挙行
されました。
  この賞は、全学教育科目「自然科学
実験」において、特に優秀な成績を修
め、本学の目指す全人教育の理念にふ
さわしい学生を表彰するために設けら
れた制度です。
　表彰式は、山口淳二高等教育推進機
構長、鈴木久男総合教育部長の列席の
下、山口機構長から4名の受賞者のう
ち2名の欠席者を除く2名に賞状が授与
されました。
　続いて山口機構長から、鈴木名誉教
授の経歴の紹介とともに、「学術と社
会の発展に貢献できる人材へと育って
いただきたい」との挨拶がありまし

た。
　受賞者は、偉大なる先輩の名を冠し
た賞を授与されたことにより、今後も
勉学に一層励むべく自覚を新たにして
いました。

（学務部学生支援課）

令和4年度北海道大学鈴木章記念賞 －自然科学実験－表彰式を挙行

被表彰者

【第1学期被表彰者】
　　17組　　竹　田　真　翔
　　27組　　端　山　恵　菜
　　28組　　宇　田　理　人

【第2学期被表彰者】
　　38組　　五十嵐　　　雅

賞状の授与

記念撮影

寳金総長の祝辞

記念撮影

　令和4年度新渡戸カレッジ修了式（大
学院教育コース）を3月20日（月）に高
等教育推進機構にて執り行いました。
　基礎プログラムから、留学生20名を
含む26名、オナーズプログラムから、
留学生6名を含む22名が修了しまし
た。はじめに、䓈　和順副校長から修
了生代表の2名に修了証書が授与され
ました。また、オナーズプログラム修
了生にはアソシエイト（大学院）の称
号を授与するとともに、特に優秀と認
められた2名に対し、優秀賞を授与し
ました。
　続いて、䓈副校長から挨拶が行わ
れ、「グローバル化の進む社会で逞し

く生き抜き、そして社会に貢献するた
めには、これまでの時代よりも一層多
くの能力が求められる」ことに触れ、
基礎プログラム修了生に対しては、
「オナーズプログラム入校の上、修得
した知識やスキルの応用と発展をめざ
してください」との激励の言葉が贈ら
れ、またオナーズプログラム修了生に
対しては「高度な専門性とそれらを
「活かす力」を存分に発揮して、グロ
ーバル化社会において自らの道を切り
拓くと共に、国際社会の発展に寄与す
る指導的・中核的な人材となることを
心より祈念いたします」との期待の言
葉が贈られました。

　修了生代表の挨拶として、オナーズ
プログラム代表の李　慈慧さんが、新
渡戸カレッジで学んだ経験や今後の抱
負などについて挨拶を行い、修了式は
終了となりました。

（優秀賞受賞者）
李　慈慧（国際広報メディア・観光学
院）
イマン　フセイン　エルサエド　トゥ
リアバ（工学院）

（学務部教育推進課）

新渡戸カレッジ修了式（大学院教育コース）を挙行

基礎プログラム修了生代表　シェリーンさん

オナーズプログラム修了生、優秀賞表彰代表　李　慈慧さん

オナーズプログラム修了生、優秀賞表彰代表　
イマン　フセイン　エルサエド　トゥリアバさん
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全学ニュース

　3月22日（水）、事務局において、北
海道大学大塚賞授与式を挙行しました。
　大塚賞は、大学院博士課程を当該年
度内に修了し、研究者を目指す優秀な
女子学生に授与される奨励金制度です。
　今回は令和4年度内の博士課程修了
予定者10名が受賞者として選ばれまし
た。
　授与式には寳金清博総長、大塚榮子
名誉教授、山口淳二理事・副学長、矢
野理香ダイバーシティ・インクルージョ
ン推進本部副本部長、平田公明学務部
長列席の下、寳金総長より賞状が授与
され、お祝いの言葉が述べられました。
　式終了後には、交流会が開催され、
研究分野に関する情報交換や将来の活
躍を誓い合う機会となりました。
　これからも、研究者を目指す多くの
女子学生が受賞されることを期待して
おります。

（学務部学生支援課）

令和4年度北海道大学大塚賞授与式を挙行

受賞者

環境科学院
理学院
生命科学院
工学院
工学院

総合化学院
医学院
歯学院
国際感染症学院
国際感染症学院

深　井　悠　里
露　木　葵　唯
尾　幡　穂乃香
岩　井　　　愛
チャウ  ユエンティン  
レイチェル
瀬　尾　珠　恵
福　津　佳　苗
余　　　　　麗
岸　本　麻　衣
板　倉　友香里

　3月15日（水）、高等教育推進機構に
おいて、令和4年度北海道大学鈴木章
記念賞－自然科学実験－表彰式が挙行
されました。
  この賞は、全学教育科目「自然科学
実験」において、特に優秀な成績を修
め、本学の目指す全人教育の理念にふ
さわしい学生を表彰するために設けら
れた制度です。
　表彰式は、山口淳二高等教育推進機
構長、鈴木久男総合教育部長の列席の
下、山口機構長から4名の受賞者のう
ち2名の欠席者を除く2名に賞状が授与
されました。
　続いて山口機構長から、鈴木名誉教
授の経歴の紹介とともに、「学術と社
会の発展に貢献できる人材へと育って
いただきたい」との挨拶がありまし

た。
　受賞者は、偉大なる先輩の名を冠し
た賞を授与されたことにより、今後も
勉学に一層励むべく自覚を新たにして
いました。

（学務部学生支援課）

令和4年度北海道大学鈴木章記念賞 －自然科学実験－表彰式を挙行

被表彰者

【第1学期被表彰者】
　　17組　　竹　田　真　翔
　　27組　　端　山　恵　菜
　　28組　　宇　田　理　人

【第2学期被表彰者】
　　38組　　五十嵐　　　雅

賞状の授与

記念撮影

寳金総長の祝辞

記念撮影

　令和4年度新渡戸カレッジ修了式（大
学院教育コース）を3月20日（月）に高
等教育推進機構にて執り行いました。
　基礎プログラムから、留学生20名を
含む26名、オナーズプログラムから、
留学生6名を含む22名が修了しまし
た。はじめに、䓈　和順副校長から修
了生代表の2名に修了証書が授与され
ました。また、オナーズプログラム修
了生にはアソシエイト（大学院）の称
号を授与するとともに、特に優秀と認
められた2名に対し、優秀賞を授与し
ました。
　続いて、䓈副校長から挨拶が行わ
れ、「グローバル化の進む社会で逞し

く生き抜き、そして社会に貢献するた
めには、これまでの時代よりも一層多
くの能力が求められる」ことに触れ、
基礎プログラム修了生に対しては、
「オナーズプログラム入校の上、修得
した知識やスキルの応用と発展をめざ
してください」との激励の言葉が贈ら
れ、またオナーズプログラム修了生に
対しては「高度な専門性とそれらを
「活かす力」を存分に発揮して、グロ
ーバル化社会において自らの道を切り
拓くと共に、国際社会の発展に寄与す
る指導的・中核的な人材となることを
心より祈念いたします」との期待の言
葉が贈られました。

　修了生代表の挨拶として、オナーズ
プログラム代表の李　慈慧さんが、新
渡戸カレッジで学んだ経験や今後の抱
負などについて挨拶を行い、修了式は
終了となりました。

（優秀賞受賞者）
李　慈慧（国際広報メディア・観光学
院）
イマン　フセイン　エルサエド　トゥ
リアバ（工学院）

（学務部教育推進課）

新渡戸カレッジ修了式（大学院教育コース）を挙行

基礎プログラム修了生代表　シェリーンさん

オナーズプログラム修了生、優秀賞表彰代表　李　慈慧さん

オナーズプログラム修了生、優秀賞表彰代表　
イマン　フセイン　エルサエド　トゥリアバさん
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全学ニュース

授与式での記念撮影

受賞団体受賞理由

令和4年度北大えるむ賞授与式を挙行

　3月22日（水）、事務局において、令
和4年北大えるむ賞の授与式を行い、
寳金清博総長から表彰状が授与されま
した。
　北大えるむ賞は、平成9年度に本学
の伝統である全人教育の充実のため、
学生の健全な課外活動及び社会活動等
を積極的に支援し、その振興と活性化

を図ることを目的として創設されたも
のです。本学の学生を対象として、国
際的・全国的規模の競技会等に参加し
優秀な成績をおさめ課外活動の振興に
功績があったもの、社会活動において
優れた評価を受けたもの、自己研鑽並
びに他の学生の指導等に優れた評価を
受けたものなどに対して表彰するもの

で、今回は応募のあった18件から4件
が採択されました。
　寳金総長から受賞者へねぎらいと激
励の言葉があり、受賞者は今後の更な
る活躍を誓いました。

（学務部学生支援課）

◆ 団 体
　○　競技舞踏部

第61回全日本学生選抜競技ダンス選手権大会及び、第68回全日本学生競技ダンス
選手権大会において団体1位の成績をおさめたこと。

　○　交響楽団
創立100周年を記念する記念演奏会を開催し、見事な演奏会を成し遂げたこと。

　○　相撲部
第61回全国七大学総合体育大会及び、第38回全国国公立大学対抗相撲大会におい
て優勝したこと。

　○　Team Moshirekarikuru
NASA Tournament Lab主催のアイデアコンテストにおいて、全参加チームのうち
4チームしか勝ち取ることのできないBest in Class Winnerに選出されたこと。

　3月22日（水）、高等教育推進機構に
おいて、令和4年度北海道大学クラー
ク賞表彰式を挙行しました。
　北海道大学クラーク賞は、平成27年
度末で解散した公益財団法人北海道大
学クラーク記念財団が、特に優秀な学
業成績を修め、かつ、人格に優れた本
学学部卒業予定者を対象に実施してい
たクラーク賞を本学が継承して、平成
28年度から北海道大学クラーク賞とし
て制定した新しい賞です。
　北海道大学クラーク賞は、本年、北
海道大学を卒業される学部学生の中か
ら、所属の学部において、最も優秀な
学生であると推薦された1名を表彰す
るものです。
　表彰式では、山口淳二理事・副学長
から13名の受賞者のうち所属学部にお
いて表彰式を行う4名を除く9名に賞状
盾が授与され、続いてお祝いと期待の
言葉が述べられました。
　なお、所属学部において表彰式を挙
行する学部においては3月23日(木)、水
産学部では3月24日（金）に表彰式が
挙行されました。

（学務部学生支援課）

令和4年度北海道大学クラーク賞表彰式を挙行

受賞者

文学部　　　　　服　部　瑞　生
教育学部　　　　平　田　千　鶴
法学部　　　　　中　野　友　温
経済学部　　　　尾　﨑　桃　果
理学部　　　　　長谷川　雄　也
工学部　　　　　岡　村　洋　希
農学部　　　　　林　　　直　希
獣医学部　　　　池　端　麻　里
水産学部　　　　柴　田　夏　実
医学部医学科　　荒　川　泰　璃
医学部保健学科　村　上　奈々緒
歯学部　　　　　山　本　若　奈
薬学部　　　　　宮　沢　桃　子

授与の様子

記念撮影
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全学ニュース

授与式での記念撮影

受賞団体受賞理由

令和4年度北大えるむ賞授与式を挙行

　3月22日（水）、事務局において、令
和4年北大えるむ賞の授与式を行い、
寳金清博総長から表彰状が授与されま
した。
　北大えるむ賞は、平成9年度に本学
の伝統である全人教育の充実のため、
学生の健全な課外活動及び社会活動等
を積極的に支援し、その振興と活性化

を図ることを目的として創設されたも
のです。本学の学生を対象として、国
際的・全国的規模の競技会等に参加し
優秀な成績をおさめ課外活動の振興に
功績があったもの、社会活動において
優れた評価を受けたもの、自己研鑽並
びに他の学生の指導等に優れた評価を
受けたものなどに対して表彰するもの

で、今回は応募のあった18件から4件
が採択されました。
　寳金総長から受賞者へねぎらいと激
励の言葉があり、受賞者は今後の更な
る活躍を誓いました。

（学務部学生支援課）

◆ 団 体
　○　競技舞踏部

第61回全日本学生選抜競技ダンス選手権大会及び、第68回全日本学生競技ダンス
選手権大会において団体1位の成績をおさめたこと。

　○　交響楽団
創立100周年を記念する記念演奏会を開催し、見事な演奏会を成し遂げたこと。

　○　相撲部
第61回全国七大学総合体育大会及び、第38回全国国公立大学対抗相撲大会におい
て優勝したこと。

　○　Team Moshirekarikuru
NASA Tournament Lab主催のアイデアコンテストにおいて、全参加チームのうち
4チームしか勝ち取ることのできないBest in Class Winnerに選出されたこと。

　3月22日（水）、高等教育推進機構に
おいて、令和4年度北海道大学クラー
ク賞表彰式を挙行しました。
　北海道大学クラーク賞は、平成27年
度末で解散した公益財団法人北海道大
学クラーク記念財団が、特に優秀な学
業成績を修め、かつ、人格に優れた本
学学部卒業予定者を対象に実施してい
たクラーク賞を本学が継承して、平成
28年度から北海道大学クラーク賞とし
て制定した新しい賞です。
　北海道大学クラーク賞は、本年、北
海道大学を卒業される学部学生の中か
ら、所属の学部において、最も優秀な
学生であると推薦された1名を表彰す
るものです。
　表彰式では、山口淳二理事・副学長
から13名の受賞者のうち所属学部にお
いて表彰式を行う4名を除く9名に賞状
盾が授与され、続いてお祝いと期待の
言葉が述べられました。
　なお、所属学部において表彰式を挙
行する学部においては3月23日(木)、水
産学部では3月24日（金）に表彰式が
挙行されました。

（学務部学生支援課）

令和4年度北海道大学クラーク賞表彰式を挙行

受賞者

文学部　　　　　服　部　瑞　生
教育学部　　　　平　田　千　鶴
法学部　　　　　中　野　友　温
経済学部　　　　尾　﨑　桃　果
理学部　　　　　長谷川　雄　也
工学部　　　　　岡　村　洋　希
農学部　　　　　林　　　直　希
獣医学部　　　　池　端　麻　里
水産学部　　　　柴　田　夏　実
医学部医学科　　荒　川　泰　璃
医学部保健学科　村　上　奈々緒
歯学部　　　　　山　本　若　奈
薬学部　　　　　宮　沢　桃　子

授与の様子

記念撮影
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全学ニュース

　アフリカルサカオフィスでは、本学
が文部科学省から受託している「日本
留学海外拠点連携推進事業（サブサハ
ラ・アフリカ）」の一環として、2月11
日（土）にセネガル、15日（水）にコ
ートジボワールで対面式日本留学フェ
アを開催しました。このフェアは、本
オフィスが仏語圏西アフリカで主催し
た初のフェアになります。
　両国はサブサハラ・アフリカ地域の
中でも経済成長が著しい地域にあり、
中でもセネガルはコロナ禍以前、日本
への留学生数が年間100名を超え、同
地域内では英語圏の国々に次いで第4
位の送り出し国でした。コートジボワ
ールは同地域の中で日本語学習者数が
最も多く、日本留学に関心のある学生
が潜在的に多いと考えられる国です。
同国では、コロナ禍以前にフェア開催
が企画されていましたが、感染拡大の
影響で延期になっていました。
　セネガルでは、西アフリカ各国から
留学生の多く集まるアフリカ高等経営
学センター（CESAG）の協力を得て

フェアを開催し、333名の参加がありま
した。日本からは本学と東北大学が、
また現地からは在セネガル日本国大使
館、JICAセネガル事務所、あしなが
セネガル、日本学術振興会（JSPS）ナ
イロビ研究連絡センター、国際交流基
金が参加し、本オフィスによる日本留
学に関する一般的な説明に加え、各機
関・団体が持つプログラムや奨学金の
紹介が行われました。さらに、セネガ
ル人元国費留学生も司会及び座談会パ
ネリストとして日本留学の経験談や留
学後のキャリアパスについて発表を行
い、参加者と活発な質疑応答がなさ
れ、その後の個別相談会でも多くの質
問が寄せられました。
　コートジボワールでは、同国で最も
権威のあるフェリックス・ウフェ＝ボ
ワニ大学との共催で日本留学フェアを
開催しました。本フェアには、平日に
もかかわらず400名以上の参加があり
ました。在コートジボワール日本国大
使の挨拶に続き、JICAコートジボワー
ル事務所、あしながセネガル、JSPSナ

イロビ連絡センター、そして本学と東
北大学のプレゼンテーションが、また
セネガル同様、国費奨学金やJICA・
ABEイニシアチブの元留学生との座
談会や、活発な質疑応答、個別相談会
が行われ、参加者にとって有意義な時
間となりました。
　今回は仏語圏西アフリカでのフェア
開催ということもあり、広報において
もフェア当日も仏語が積極的に用いら
れました。発表の多くが仏語で行われ
たほか、英語のプレゼンテーションや
質疑応答に通訳を用いることで、必ず
しも英語が得意ではない学生へのアウ
トリーチが図られました。また、対面
でフェアを行うことにより、日本語学
習や日本留学に関心がある学生たちの
モチベーションを高めることができま
した。この成功体験をもとに、本オフ
ィスでは、今後も英語圏及び仏語圏ア
フリカの双方でオンライン・対面によ
る活動を活発化させていく予定です。

（国際部国際連携課）

仏語圏西アフリカ（セネガル及びコートジボワール）での
日本留学フェアの開催

コートジボワールにおけるフェアでの全体説明会の様子 個別相談会の様子

　2月20日（月）から22日（水）及び3
月1日（水）・2日（木）の計5日間、オ
ンラインにて「北海道大学企業研究セ
ミナー」を開催しました。
　本セミナーはキャリアセンターと校
友会エルムが主催する合同企業説明会
であり、平成16年度から毎年開催して
いる本学最大の就職支援イベントで
す。学生が主体的に企業・業界研究を
行うことにより、就職活動へ向けての

礎を築くことを目的としています。
　令和2年度より3年連続のオンライン
開催となりましたが、北大生を積極的
に採用したい260社の企業・団体が
Zoomミーティングにて参加し、採用
担当者が30分の説明を2回行いました。
　学生は1日で最大12社の説明を聞く
ことができ、延べ1,854名の学生が視
聴しました。就職活動の早期化や売り
手市場など社会環境の変化に伴い参加

学生は昨年度より減少しましたが、採
用担当者や本学OB・OGに気兼ねなく
質問することができ、企業・業界の理
解をより深める機会になりました。
　キャリアセンターでは、引き続き、
各種の就職ガイダンス・セミナーや個
別相談等を通して、学生の就職支援に
努めて参ります。

（学務部キャリア支援課）

令和4年度「北海道大学企業研究セミナー」を開催

「企業研究セミナー」ポスター
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全学ニュース

　アフリカルサカオフィスでは、本学
が文部科学省から受託している「日本
留学海外拠点連携推進事業（サブサハ
ラ・アフリカ）」の一環として、2月11
日（土）にセネガル、15日（水）にコ
ートジボワールで対面式日本留学フェ
アを開催しました。このフェアは、本
オフィスが仏語圏西アフリカで主催し
た初のフェアになります。
　両国はサブサハラ・アフリカ地域の
中でも経済成長が著しい地域にあり、
中でもセネガルはコロナ禍以前、日本
への留学生数が年間100名を超え、同
地域内では英語圏の国々に次いで第4
位の送り出し国でした。コートジボワ
ールは同地域の中で日本語学習者数が
最も多く、日本留学に関心のある学生
が潜在的に多いと考えられる国です。
同国では、コロナ禍以前にフェア開催
が企画されていましたが、感染拡大の
影響で延期になっていました。
　セネガルでは、西アフリカ各国から
留学生の多く集まるアフリカ高等経営
学センター（CESAG）の協力を得て

フェアを開催し、333名の参加がありま
した。日本からは本学と東北大学が、
また現地からは在セネガル日本国大使
館、JICAセネガル事務所、あしなが
セネガル、日本学術振興会（JSPS）ナ
イロビ研究連絡センター、国際交流基
金が参加し、本オフィスによる日本留
学に関する一般的な説明に加え、各機
関・団体が持つプログラムや奨学金の
紹介が行われました。さらに、セネガ
ル人元国費留学生も司会及び座談会パ
ネリストとして日本留学の経験談や留
学後のキャリアパスについて発表を行
い、参加者と活発な質疑応答がなさ
れ、その後の個別相談会でも多くの質
問が寄せられました。
　コートジボワールでは、同国で最も
権威のあるフェリックス・ウフェ＝ボ
ワニ大学との共催で日本留学フェアを
開催しました。本フェアには、平日に
もかかわらず400名以上の参加があり
ました。在コートジボワール日本国大
使の挨拶に続き、JICAコートジボワー
ル事務所、あしながセネガル、JSPSナ

イロビ連絡センター、そして本学と東
北大学のプレゼンテーションが、また
セネガル同様、国費奨学金やJICA・
ABEイニシアチブの元留学生との座
談会や、活発な質疑応答、個別相談会
が行われ、参加者にとって有意義な時
間となりました。
　今回は仏語圏西アフリカでのフェア
開催ということもあり、広報において
もフェア当日も仏語が積極的に用いら
れました。発表の多くが仏語で行われ
たほか、英語のプレゼンテーションや
質疑応答に通訳を用いることで、必ず
しも英語が得意ではない学生へのアウ
トリーチが図られました。また、対面
でフェアを行うことにより、日本語学
習や日本留学に関心がある学生たちの
モチベーションを高めることができま
した。この成功体験をもとに、本オフ
ィスでは、今後も英語圏及び仏語圏ア
フリカの双方でオンライン・対面によ
る活動を活発化させていく予定です。

（国際部国際連携課）

仏語圏西アフリカ（セネガル及びコートジボワール）での
日本留学フェアの開催

コートジボワールにおけるフェアでの全体説明会の様子 個別相談会の様子

　2月20日（月）から22日（水）及び3
月1日（水）・2日（木）の計5日間、オ
ンラインにて「北海道大学企業研究セ
ミナー」を開催しました。
　本セミナーはキャリアセンターと校
友会エルムが主催する合同企業説明会
であり、平成16年度から毎年開催して
いる本学最大の就職支援イベントで
す。学生が主体的に企業・業界研究を
行うことにより、就職活動へ向けての

礎を築くことを目的としています。
　令和2年度より3年連続のオンライン
開催となりましたが、北大生を積極的
に採用したい260社の企業・団体が
Zoomミーティングにて参加し、採用
担当者が30分の説明を2回行いました。
　学生は1日で最大12社の説明を聞く
ことができ、延べ1,854名の学生が視
聴しました。就職活動の早期化や売り
手市場など社会環境の変化に伴い参加

学生は昨年度より減少しましたが、採
用担当者や本学OB・OGに気兼ねなく
質問することができ、企業・業界の理
解をより深める機会になりました。
　キャリアセンターでは、引き続き、
各種の就職ガイダンス・セミナーや個
別相談等を通して、学生の就職支援に
努めて参ります。

（学務部キャリア支援課）

令和4年度「北海道大学企業研究セミナー」を開催

「企業研究セミナー」ポスター
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全学ニュース

　アフリカルサカオフィス及び同ナイ
ロビ・サテライトでは、2月26日（日）
にサブサハラ・アフリカ地域の大学院
留学希望者を対象に、オンライン「日
本留学フェア」を開催しました。本フ
ェアは、同地域の優秀な学生の日本留
学誘致を目的とした、文部科学省委託
事業「日本留学海外拠点連携推進事業
（サブサハラ・アフリカ）」の一環と
して、関係機関（在ケニア日本国大使
館、JICAケニア事務所、JETROナイ
ロビ事務所、JSPSナイロビ研究連絡
センター、国際交流基金、ケニア日本
語教師会、ザンビア大学日本語講座）
の後援により、実施されました。
　本フェアでは、大学院留学に焦点を
絞り、本学環境科学院、工学院、理学
院、生命科学院及び獣医学院を含む本
邦16大学から29のプログラムを紹介し

ました。フェアは日本留学に関する全
般的な情報提供を行う全体説明会と、
各大学とのグループ相談会で構成さ
れ、全体説明会では、在ザンビア日
本国大使館、JICAケニア事務所及び
JICE・JDSケニアプロジェクトオフィ
スが担当している奨学金について説明
が行われたほか、日系企業に勤務し、
長期日本滞在経験もあるケニア人によ
る卒業後の進路について情報提供があ
りました。参加者との質疑応答の時間
では、本学での交換留学（HUSTEP）
後に国費奨学金の支援を受けて長崎大
学大学院に進学したザンビア人留学生
も参加し、詳細かつ実感のこもった情
報があふれる全体説明会となりまし
た。グループ相談会も、大学側と参加
者の間で熱心にやり取りがなされ、盛
会の運びとなりました。

　本フェアでは、ウェブ構成の改善を
行ったことで、簡単にグループ相談会
に参加できるようになりました。広報
活動では、現地のマスメディアがもつ
SNS及び本事業のSNSやメーリングリ
ストの活用、後援機関や出展大学、対
象地域の在外公館や大学の協力を得た
ことに加え、対象地域で人気のSNSも
積極的に使用してターゲット層へのア
クセス力を高めました。その結果、同
地域49か国中42か国から2,633人が登
録し、当日は500人近くの参加があり
ました。本事業は令和5年度で一区切
りを迎えます。これまでの挑戦や成果
を踏まえ、最終年度も同地域から本学
及び日本の大学への留学生増加や交流
促進に努めます。

（国際部国際連携課）

サブサハラ・アフリカ地域向けに
「大学院希望者向けオンライン日本留学フェア」を開催

アフリカルサカオフィス奥村正裕所長からの挨拶の様子 イベントサイト上のプログラムごとの紹介ページ

　3月22日（水）、北海道3連絡会（本
学、北海道、ノーステック財団）は、
北海道プライムバイオコミュニティ推
進会議を開催しました。
　第1部では、バイオコミュニティ構
成機関の若手～中堅職員を対象とした
ワークショップを行い、13団体から22
名が参加しました。参加者によって、
今後、北海道プライムバイオコミュニ
ティが取り組む活動について、多くの
アイデアが出されました。
　第2部では、構成機関による講演会
を行い、会場参加とオンライン参加を

合わせて23団体、94名が参加しまし
た。室蘭工業大学大学院工学研究科の
徳樂清孝教授から「アシル－トイタに
よる心と体に響く新しい食の価値共創
拠点プロジェクトの開始」について講
演があった後、本学水産科学研究院の
福田　覚教授から「北海道大学地域水
産業共創センターの開設」について、
函館市企画部の相馬直仁水産海洋・高
等教育担当課長と余市町の齊藤啓輔町
長からそれぞれ「自治体からプライム
バイオコミュニティへの期待」につい
て講演がありました。最後に、第1部

ワークショップの発表が行われ、盛況
のうちに終了しました。

※北海道プライムバイオコミュニティは本
学、北海道庁、ノーステック財団をネッ
トワーク機関（北海道3連絡会）とした、
道内国公私立大学、自治体、企業等によ
り構成されるコミュニティ。2021年6月、
地域に応じた特色あるバイオ分野の取組
を展開する「地域バイオコミュニティ」
として内閣府から認定されました。

（社会共創部社会連携課）

「北海道プライムバイオコミュニティ推進会議」を開催

室蘭工業大学 徳樂教授による講演 水産科学研究院 福田教授による講演

函館市 相馬課長による講演 余市町 齊藤町長による講演（オンライン）
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全学ニュース

　アフリカルサカオフィス及び同ナイ
ロビ・サテライトでは、2月26日（日）
にサブサハラ・アフリカ地域の大学院
留学希望者を対象に、オンライン「日
本留学フェア」を開催しました。本フ
ェアは、同地域の優秀な学生の日本留
学誘致を目的とした、文部科学省委託
事業「日本留学海外拠点連携推進事業
（サブサハラ・アフリカ）」の一環と
して、関係機関（在ケニア日本国大使
館、JICAケニア事務所、JETROナイ
ロビ事務所、JSPSナイロビ研究連絡
センター、国際交流基金、ケニア日本
語教師会、ザンビア大学日本語講座）
の後援により、実施されました。
　本フェアでは、大学院留学に焦点を
絞り、本学環境科学院、工学院、理学
院、生命科学院及び獣医学院を含む本
邦16大学から29のプログラムを紹介し

ました。フェアは日本留学に関する全
般的な情報提供を行う全体説明会と、
各大学とのグループ相談会で構成さ
れ、全体説明会では、在ザンビア日
本国大使館、JICAケニア事務所及び
JICE・JDSケニアプロジェクトオフィ
スが担当している奨学金について説明
が行われたほか、日系企業に勤務し、
長期日本滞在経験もあるケニア人によ
る卒業後の進路について情報提供があ
りました。参加者との質疑応答の時間
では、本学での交換留学（HUSTEP）
後に国費奨学金の支援を受けて長崎大
学大学院に進学したザンビア人留学生
も参加し、詳細かつ実感のこもった情
報があふれる全体説明会となりまし
た。グループ相談会も、大学側と参加
者の間で熱心にやり取りがなされ、盛
会の運びとなりました。

　本フェアでは、ウェブ構成の改善を
行ったことで、簡単にグループ相談会
に参加できるようになりました。広報
活動では、現地のマスメディアがもつ
SNS及び本事業のSNSやメーリングリ
ストの活用、後援機関や出展大学、対
象地域の在外公館や大学の協力を得た
ことに加え、対象地域で人気のSNSも
積極的に使用してターゲット層へのア
クセス力を高めました。その結果、同
地域49か国中42か国から2,633人が登
録し、当日は500人近くの参加があり
ました。本事業は令和5年度で一区切
りを迎えます。これまでの挑戦や成果
を踏まえ、最終年度も同地域から本学
及び日本の大学への留学生増加や交流
促進に努めます。

（国際部国際連携課）

サブサハラ・アフリカ地域向けに
「大学院希望者向けオンライン日本留学フェア」を開催

アフリカルサカオフィス奥村正裕所長からの挨拶の様子 イベントサイト上のプログラムごとの紹介ページ

　3月22日（水）、北海道3連絡会（本
学、北海道、ノーステック財団）は、
北海道プライムバイオコミュニティ推
進会議を開催しました。
　第1部では、バイオコミュニティ構
成機関の若手～中堅職員を対象とした
ワークショップを行い、13団体から22
名が参加しました。参加者によって、
今後、北海道プライムバイオコミュニ
ティが取り組む活動について、多くの
アイデアが出されました。
　第2部では、構成機関による講演会
を行い、会場参加とオンライン参加を

合わせて23団体、94名が参加しまし
た。室蘭工業大学大学院工学研究科の
徳樂清孝教授から「アシル－トイタに
よる心と体に響く新しい食の価値共創
拠点プロジェクトの開始」について講
演があった後、本学水産科学研究院の
福田　覚教授から「北海道大学地域水
産業共創センターの開設」について、
函館市企画部の相馬直仁水産海洋・高
等教育担当課長と余市町の齊藤啓輔町
長からそれぞれ「自治体からプライム
バイオコミュニティへの期待」につい
て講演がありました。最後に、第1部

ワークショップの発表が行われ、盛況
のうちに終了しました。

※北海道プライムバイオコミュニティは本
学、北海道庁、ノーステック財団をネッ
トワーク機関（北海道3連絡会）とした、
道内国公私立大学、自治体、企業等によ
り構成されるコミュニティ。2021年6月、
地域に応じた特色あるバイオ分野の取組
を展開する「地域バイオコミュニティ」
として内閣府から認定されました。

（社会共創部社会連携課）

「北海道プライムバイオコミュニティ推進会議」を開催

室蘭工業大学 徳樂教授による講演 水産科学研究院 福田教授による講演

函館市 相馬課長による講演 余市町 齊藤町長による講演（オンライン）
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全学ニュース

　3月16日（木）、本学の特色ある教育
研究活動や運営状況等を社会に向けて
わかりやすく発信することを目的とし
た「定例記者会見」を開催しました。

黒岩麻里総長補佐の進行のもと、工学
研究院の川村洋平教授が発表しまし
た。北海道教育庁記者クラブ加盟社等
から3名の参加がありました。発表内

容は以下のとおりです。

（社会共創部広報課）

令和4年度第11回　定例記者会見を開催

司会を務めた黒岩総長補佐 発表を行う川村教授

黒岩総長補佐と川村教授 VRシアターを体験する参加者

発表事項（発表者）

・360°VRシアターの紹介 -フィールド科学教育改革
　（工学研究院　教授　川村洋平）
　※発表資料掲載URL
　　https://www.hokudai.ac.jp/introduction/gov/org/pr/press-conference/R4.html

北大フロンティア基金

　北大フロンティア基金は、本学の創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発
揮して大学としての使命を果たすため、平成18年10月に創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、期限
を付さない、息の長い募金活動をすることとしています。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　法人等37社、個人739名の方々から26,131,274円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名、銘板の掲示について掲載さ
せていただきます。（五十音別・敬称略）

37,305件　6,241,113,557円
（2月28日現在）

北大フロンティア基金情報
基金累計額

2月のご寄附状況

株式会社梓設計　北海道事務所、株式会社アドエモ、イムノサイエンス株式会社、有限会社臼谷工業、株式会社エルムプロジェクト、

株式会社学生情報センター、期間工合同会社、北日本フード株式会社、共和煖房工業株式会社、株式会社クレストコンサルティング、

GoDoggy合同会社、CL-Vets株式会社、高橋動物病院、辻野建設工業株式会社、株式会社データサイエンス研究所、

有限会社中空知ペットケア、パルク動物病院、株式会社ビケンワーク、株式会社美深振興公社、株式会社ブルーム動物病院、

北大全学教育基礎科目教科書『地球惑星科学入門』著者一同、北海道NSソリューションズ株式会社、北海道酒類販売株式会社、

北海道和光純薬株式会社、株式会社丸善市町、三島会計事務所

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

Soo-GilPark

阿部　弘治

飯田　安利

石垣　　学

石部　雄紀

市坂　有基

井ノ口真喜

上田亜由美
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市原　秋男

猪股　路子

上田　雅敏

梅本　由佳

大泉　　清

大西　慎一

岡本　利彦

尾崎　由博

角田與史雄

加藤　千明

狩野　秀貴

河辺　由清

菊池哇喜彦
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倉元　祥伍

੨໦　俊հ

Ѩ෦　　博

஑֋　༑ت

ੴ઒　利ߦ

ੴ౉　悠հ

一৭　雅߂

井原　　博

上戸　॔உ

ӿ　　ྑ一

大઒　Ү子

大橋　ོ෉

Ԭ本　ສඒ

小田原一࢙

ֻ୺　݈士

Ճ藤　৳߁

田　宜෉ח

Տଜ　　༟

之ݑ　　؛

໦ଜ　ल޾

࠸઒　一ࠇ

੨໦　౦雄

ఱ࡚　ਖ਼博

஑㟒　ӳೋ

ੴ࡚　ఓଠ

伊౾元ඒܙ

伊藤　　ୡ

伊ᜌ　໌子

上原　信ೋ

ӿ本　༑一

大઒　੐࣏

大ി　හஉ

小઒　࣮ر

小野੉Ճӫ子

ദ୩　ӳ෉

Ճ藤　༟و

原　ӳ࿠ך

઒本　和ߒ

๺ౡ　　໌

໦ଜ　༞հ

ণ߂　原܂

青木　由直

荒川　　卓

池﨑　博之

石橋　洋一

磯野　進一

伊藤　金通

岩尾　　守
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大原　正範

沖崎　　遼

尾野　正治

片平　靖洋
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川本真奈美
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木山　卓夫
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淺田　為蔵

有路　明憲
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在間　勇二
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魚山　和春
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大田　尚枝
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菅野　正春

北村　昭男
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小澤　尚晴

阿部あけみ
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大友　陽子
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奥出　　聡

海保　康男

加藤　　彰

兼古　　学

川瀬　紀子

蒲原　康顕

衣川　暢子

工藤真記子

小島　順治
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全学ニュース

　3月16日（木）、本学の特色ある教育
研究活動や運営状況等を社会に向けて
わかりやすく発信することを目的とし
た「定例記者会見」を開催しました。

黒岩麻里総長補佐の進行のもと、工学
研究院の川村洋平教授が発表しまし
た。北海道教育庁記者クラブ加盟社等
から3名の参加がありました。発表内

容は以下のとおりです。

（社会共創部広報課）

令和4年度第11回　定例記者会見を開催

司会を務めた黒岩総長補佐 発表を行う川村教授

黒岩総長補佐と川村教授 VRシアターを体験する参加者

発表事項（発表者）

・360°VRシアターの紹介 -フィールド科学教育改革
　（工学研究院　教授　川村洋平）
　※発表資料掲載URL
　　https://www.hokudai.ac.jp/introduction/gov/org/pr/press-conference/R4.html

北大フロンティア基金

　北大フロンティア基金は、本学の創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発
揮して大学としての使命を果たすため、平成18年10月に創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、期限
を付さない、息の長い募金活動をすることとしています。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　法人等37社、個人739名の方々から26,131,274円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名、銘板の掲示について掲載さ
せていただきます。（五十音別・敬称略）

37,305件　6,241,113,557円
（2月28日現在）

北大フロンティア基金情報
基金累計額

2月のご寄附状況

株式会社梓設計　北海道事務所、株式会社アドエモ、イムノサイエンス株式会社、有限会社臼谷工業、株式会社エルムプロジェクト、

株式会社学生情報センター、期間工合同会社、北日本フード株式会社、共和煖房工業株式会社、株式会社クレストコンサルティング、

GoDoggy合同会社、CL-Vets株式会社、高橋動物病院、辻野建設工業株式会社、株式会社データサイエンス研究所、

有限会社中空知ペットケア、パルク動物病院、株式会社ビケンワーク、株式会社美深振興公社、株式会社ブルーム動物病院、

北大全学教育基礎科目教科書『地球惑星科学入門』著者一同、北海道NSソリューションズ株式会社、北海道酒類販売株式会社、

北海道和光純薬株式会社、株式会社丸善市町、三島会計事務所
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全学ニュース
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智之　ޱࢁ

中೔出੖ࢁ

ԣࢁ　　強

吉田　༝久

౉෦　和ਖ਼

小林　　孝

小松　　弘

齋藤　貴子

櫻田　誠司

佐藤美紀子

椎名　希美

城　　　攻

菅沼　孫之

鈴木　貴之

千田　公男

武市　　靖

田中　義益

千葉真由美

中井　由枝

那須　　基

西田　実弘

袴田　章夫

波多由紀子

人見　琢也

深谷　昭夫

藤波　岳臣

船越　　賢

前川　静男

松川　智恵

松久　倶之

道塚　佳子

宮田　信幸

村武　直樹

八木　　廣

山崎　淳平

山本　健一

横山　直樹

吉村　和幸

渡辺　佳代

小林　榮治

小松　広茂

齋藤　憲寿

笹木　國春

佐藤　泰治

志済　聡子

白石　和朗

菅原　新也

鈴木　尚子

高瀬登志彦

竹内　淳子

田中　隆二

千代田堯汎

長岡　宗男

那須　桃香

丹羽　啓達

橋爪　俊明

花田　秀一

樋出　和美

福島　未希

藤野　俊彦

船越谷　花

前田　英次

松田　和也

松本　真介

道塚　　翔

宮本　和彦

村山　　準

矢﨑　政人

山崎　　正

山本　　誠

横山　　望

吉本　　翔

渡辺　直樹

小林　賢人

駒村　伸江

齋藤　悠城

佐々木賢一

佐藤　夕佳

篠崎　玲実

白石　　悟

菅原　千穂

鈴木　　仁

高橋　　彩

竹田　俊明

谷口　尚弘

土田みゆき

長島　健次

納谷　峻徳

沼口　宜久

橋本　　哲

林　　英己

響　　要二

福永　悟郎

藤丸　俊樹

船水　尚行

麻柄　利克

松田　麗子

松本　高明

道塚　敏章

棟方　正信

茂木　智子

矢嶋　　剛

山崎　　昇

山本　正二

横山　　穰

米倉　優子

渡辺　泰之

小林　浩治

小室　八郎

左海登志雄

佐々木正彦

佐藤　嘉晃

柴崎　宏介

白倉　恒夫

杉江　和男

鈴木　康夫

高橋　歩美

竹田　利夫

谷口　　裕

坪内　直人

長島　正剛

西井　成実

猫田　康徳

橋本　幸子

林　　建治

平井　健之

福村　景範

伏見　公志

平島　一輝

槙　　由紀

松永　章宏

松本　美生

南田　大朗

村井　亨正

森岡　一史

安陵　智代

山崎　　凌

余湖　兼右

吉井　　誠

米沢　　惇

渡辺　倫子

銘板の掲示　20万円以上のご寄附で新規に銘板を掲示される方
（個　人）
上原　秀晃、坂井　秀利、榊　　信昭、原田　周作、藤丸　俊樹

（法　人）
株式会社梓設計　北海道事務所、北日本フード株式会社、共和煖房工業株式会社、北海道NSソリューションズ株式会社、
北海道酒類販売株式会社、三島会計事務所

（社会共創部広報課）

①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　卒業生・基金室基金事務担当（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスしてください。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし、ご記入の上、
卒業生・基金室基金事務担当に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて、卒業生・基金室基金事務担当にご持参ください。
申込書は、ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか、
卒業生・基金室基金事務担当にもご用意していますので、お越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
卒業生・基金室基金事務担当にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ
（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。

株式会社学生情報センター様（令和5年2月16日）

北日本フード株式会社様（令和5年2月24日）

共和煖房工業株式会社様（令和5年2月17日）

〈感謝状の贈呈〉
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小菅　照和

小林　武司

小室　裕一

坂井　秀利

佐藤　一昌

佐藤　利枝

柴田　俊夫

白鳥　貴久

杉本　　聡

須藤　勝麿

高橋　信博

橘　　孝則

玉田　博亮

坪田　俊夫

永田　衞男

西尾　正己

根本　叔治

長谷川　淳

林　　昭明

平田　有子

藤井　利侑

伏見　公美

別府まゆみ

増山　邦彦

松永　一敏

松本　　嶺

宮尾幸之助

村井　康夫

森田　敦也

柳田　七海

山田　　哲

横田　昌子

吉木　咲枝

若狭　　哲

渡部　克将

小寺　義郎

小林　千尋

近藤めぐみ

酒井　洋輔

佐藤　隆三

眞田　　眞

柴田　俊春

新宮　康栄

杉本　潤哉

住友　秀彦

高橋　英之

立田　節雄

田村　祥一

出井康次郎

中村冨士男

錦田真理子

野崎　直美

長谷川英機

林　　基樹

平野　勝利

藤尾　　敦

伏見　公花

穂垣　卓志

松井　耕二

松永　　崇

三浦　勝也

宮下　和也

村上　泰一

守田　　実

柳原　克彦

山田　武彦

余湖平八郎

由田　里織

渡邉　勝哉
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小林　　孝

小松　　弘

齋藤　貴子

櫻田　誠司

佐藤美紀子

椎名　希美

城　　　攻

菅沼　孫之

鈴木　貴之

千田　公男

武市　　靖

田中　義益

千葉真由美

中井　由枝

那須　　基

西田　実弘

袴田　章夫

波多由紀子

人見　琢也

深谷　昭夫

藤波　岳臣

船越　　賢

前川　静男

松川　智恵

松久　倶之

道塚　佳子

宮田　信幸

村武　直樹

八木　　廣

山崎　淳平

山本　健一

横山　直樹

吉村　和幸

渡辺　佳代

小林　榮治

小松　広茂

齋藤　憲寿

笹木　國春

佐藤　泰治

志済　聡子

白石　和朗

菅原　新也

鈴木　尚子

高瀬登志彦

竹内　淳子

田中　隆二

千代田堯汎

長岡　宗男

那須　桃香

丹羽　啓達

橋爪　俊明

花田　秀一

樋出　和美

福島　未希

藤野　俊彦

船越谷　花

前田　英次

松田　和也

松本　真介

道塚　　翔

宮本　和彦

村山　　準

矢﨑　政人

山崎　　正

山本　　誠

横山　　望

吉本　　翔

渡辺　直樹

小林　賢人

駒村　伸江

齋藤　悠城

佐々木賢一

佐藤　夕佳

篠崎　玲実

白石　　悟

菅原　千穂

鈴木　　仁

高橋　　彩

竹田　俊明

谷口　尚弘

土田みゆき

長島　健次

納谷　峻徳

沼口　宜久

橋本　　哲

林　　英己

響　　要二

福永　悟郎

藤丸　俊樹

船水　尚行

麻柄　利克

松田　麗子

松本　高明

道塚　敏章

棟方　正信

茂木　智子

矢嶋　　剛

山崎　　昇

山本　正二

横山　　穰

米倉　優子

渡辺　泰之

小林　浩治

小室　八郎

左海登志雄

佐々木正彦

佐藤　嘉晃

柴崎　宏介

白倉　恒夫

杉江　和男

鈴木　康夫

高橋　歩美

竹田　利夫

谷口　　裕

坪内　直人

長島　正剛

西井　成実

猫田　康徳

橋本　幸子

林　　建治

平井　健之

福村　景範

伏見　公志

平島　一輝

槙　　由紀

松永　章宏

松本　美生

南田　大朗

村井　亨正

森岡　一史

安陵　智代

山崎　　凌

余湖　兼右

吉井　　誠

米沢　　惇

渡辺　倫子

銘板の掲示　20万円以上のご寄附で新規に銘板を掲示される方
（個　人）
上原　秀晃、坂井　秀利、榊　　信昭、原田　周作、藤丸　俊樹

（法　人）
株式会社梓設計　北海道事務所、北日本フード株式会社、共和煖房工業株式会社、北海道NSソリューションズ株式会社、
北海道酒類販売株式会社、三島会計事務所

（社会共創部広報課）

①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　卒業生・基金室基金事務担当（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスしてください。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし、ご記入の上、
卒業生・基金室基金事務担当に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて、卒業生・基金室基金事務担当にご持参ください。
申込書は、ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか、
卒業生・基金室基金事務担当にもご用意していますので、お越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
卒業生・基金室基金事務担当にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ
（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。

株式会社学生情報センター様（令和5年2月16日）

北日本フード株式会社様（令和5年2月24日）

共和煖房工業株式会社様（令和5年2月17日）

〈感謝状の贈呈〉
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全学ニュース

第10回北海道大学オープンファシリティシンポジウム・
オープンファシリティ施設見学会を開催

　創成研究機構グローバルファシリテ
ィセンター（GFC）と大学力強化推進
本部の共催で、1月19日（木）に創成
研究機構において国が進める共用事業
の最新情報の共有を目的とした「第10
回北海道大学オープンファシリティシ
ンポジウム」を開催しました。
　今回は3年ぶりに対面開催となり、
オンライン配信を併用したハイブリッ
ド形式で実施しました。
　会場には66名が参加し、オンライン
では約90名の参加がありました。
　本シンポジウムでは創成研究機構長
の増田隆夫理事・副学長の挨拶に始ま
り、研究設備・機器の共用に関する文
部科学省の取り組みについて文部科学
省科学技術・学術政策局研究環境課の
渡辺隆之氏にご講演いただきました。
続いて、GFCから各部門長による事業

報告を、技術支援・設備共用コアステ
ーションから佐々木隆太研究基盤強化
グループ長、岡　征子人材育成グルー
プ長によるコアファシリティ構築支援
プログラム経過報告を行いました。そ
の後、東北大学コアファシリティ統括
センター副センター長の中山啓子氏か
ら「東北大コアファシリティ事業研究
支援体制と研究支援人材育成」をテー
マに同大学の取り組みについて、東海
国立大学機構統括技術センター技術支
援統括室長の古賀和司氏からは「全学
技術センターから統括技術センターへ 
既存組織から複数大学の技術組織へ」
と題して同センターの概要と技術職員
のキャリアパス等についてご講演いた
だきました。
　その後のパネルディスカッションで
は、講演者に加えて技術支援本部長の

行松泰弘理事・副学長、技術支援本部
の井上　京副本部長、永井謙芝統括技
術長をパネリストに迎え、「総合大学
における研究支援体制のあり方と研究
支援人材育成について考える」と題し
た討論が行われました。最後に、網塚
　浩GFCセンター長による挨拶で閉会
となりました。
　翌日20日（金）に開催したオープン
ファシリティ施設見学会を開催し、24
名の方にご参加いただきました。
　閉会後に実施したアンケートの回答
によると、コアファシリティ事業に関
する報告をはじめ、各報告に多くの反
響があり、今後の各機関における取り
組みの参考とすべき意見も寄せられま
した。

（創成研究機構）

施設見学 試作ソリューション部門機械工作室パネルディスカッションシンポジウム会場の様子

　化学反応創成研究拠点（ICReDD／
アイクレッド）では、令和4年9月に開
催した薬学研究院との合同シンポジウ
ムに続き、農学研究院との合同シンポ
ジウムを3月8日（水）にハイブリッド
形式により開催しました。本シンポジ
ウムは、ICReDDと農学研究院の最新
の研究動向を介して、研究者間の交流
を深め、新たな共同研究や連携の機会
とすることを目的とし、ICReDDから
5名、農学研究院から5名の講演者によ
る研究発表が行われました。
　シンポジウムは、農学研究院の野
口　伸副研究院長（当時）からの挨拶
に続き、三つの各セッションで多分野
におよぶ最先端の研究発表が行われま

した。それぞれの講演に対し、総勢90
名の様々な分野の研究者が活発な議論
や質疑応答を行い、今後の分野を超え
た融合的研究への可能性が期待され
る良い機会となりました。最後に、
ICReDDの前田　理拠点長から閉会挨
拶が行われ、シンポジウムは盛会裏に
終了しました。
　ICReDDでは、様々な分野の研究者
との融合研究を展開するため、今後も
このような形で各部局とのシンポジウ
ムを開催していく予定です。

（農学研究院・化学反応創成研究拠点 
（ICReDD））

農学研究院・化学反応創成研究拠点（WPI-ICReDD）
合同シンポジウムを開催

セッション１
1．Satoshi Maeda (Professor, Computational Science, WPI-ICReDD) 
　“Artificial force induced reaction method: A computational approach for exploring chemical reactions based on 
　　quantum chemical calculations”
2．Tomomichi Kato (Associate Professor, Research Faculty of Agriculture) 
　“Modeling for understanding the material cycling in land ecosystem”
3．Hajime Ito (Professor, Experimental Science, WPI-ICReDD) 
　“Mechanochemistry: Revolution in organic chemical reaction”
4．Haruhide Mori (Professor, Research Faculty of Agriculture) 
　“Diversity of carbohydrate-active enzymes and their application to carbohydrate conversion”

セッション２
5．Yasuhide Inokuma (Associate Professor, Experimental Science, WPI-ICReDD) 
　“Polyketones as shapable molecular ropes”
6．Hideyuki Matsuura (Professor, Research Faculty of Agriculture) 
　“Jasmonic acid is not a biosynthetic intermediate to produce the pyrethrolone moiety in pyrethrin ii”
7．Tasuku Nakajima (Associate Professor, Experimental Science, WPI-ICReDD) 
　“Mechanical reinforcement of foods for creation of tough soft materials”

セッション３
8．Takashi Suzuki (Professor, Research Faculty of Agriculture) 
　“Analysis of fructo-oligosaccharides in asparagus plant tissues utilizing MALDI-TOF MS and ESI-MS”
9．Sunao Shoji (Specially Appointed Assistant Professor, Experimental Science, WPI-ICReDD)
　“Luminescent paint film using a Eu(III) complex for accelerating plant growth”
10. Hideyuki Saito (Lecturer, Research Faculty of Agriculture) 
　“Improvement of plant growth using a transparent Eu3+-painted UV-to-red conversion film”

講演一覧

シンポジウムの様子
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第10回北海道大学オープンファシリティシンポジウム・
オープンファシリティ施設見学会を開催

　創成研究機構グローバルファシリテ
ィセンター（GFC）と大学力強化推進
本部の共催で、1月19日（木）に創成
研究機構において国が進める共用事業
の最新情報の共有を目的とした「第10
回北海道大学オープンファシリティシ
ンポジウム」を開催しました。
　今回は3年ぶりに対面開催となり、
オンライン配信を併用したハイブリッ
ド形式で実施しました。
　会場には66名が参加し、オンライン
では約90名の参加がありました。
　本シンポジウムでは創成研究機構長
の増田隆夫理事・副学長の挨拶に始ま
り、研究設備・機器の共用に関する文
部科学省の取り組みについて文部科学
省科学技術・学術政策局研究環境課の
渡辺隆之氏にご講演いただきました。
続いて、GFCから各部門長による事業

報告を、技術支援・設備共用コアステ
ーションから佐々木隆太研究基盤強化
グループ長、岡　征子人材育成グルー
プ長によるコアファシリティ構築支援
プログラム経過報告を行いました。そ
の後、東北大学コアファシリティ統括
センター副センター長の中山啓子氏か
ら「東北大コアファシリティ事業研究
支援体制と研究支援人材育成」をテー
マに同大学の取り組みについて、東海
国立大学機構統括技術センター技術支
援統括室長の古賀和司氏からは「全学
技術センターから統括技術センターへ 
既存組織から複数大学の技術組織へ」
と題して同センターの概要と技術職員
のキャリアパス等についてご講演いた
だきました。
　その後のパネルディスカッションで
は、講演者に加えて技術支援本部長の

行松泰弘理事・副学長、技術支援本部
の井上　京副本部長、永井謙芝統括技
術長をパネリストに迎え、「総合大学
における研究支援体制のあり方と研究
支援人材育成について考える」と題し
た討論が行われました。最後に、網塚
　浩GFCセンター長による挨拶で閉会
となりました。
　翌日20日（金）に開催したオープン
ファシリティ施設見学会を開催し、24
名の方にご参加いただきました。
　閉会後に実施したアンケートの回答
によると、コアファシリティ事業に関
する報告をはじめ、各報告に多くの反
響があり、今後の各機関における取り
組みの参考とすべき意見も寄せられま
した。

（創成研究機構）

施設見学 試作ソリューション部門機械工作室パネルディスカッションシンポジウム会場の様子

　化学反応創成研究拠点（ICReDD／
アイクレッド）では、令和4年9月に開
催した薬学研究院との合同シンポジウ
ムに続き、農学研究院との合同シンポ
ジウムを3月8日（水）にハイブリッド
形式により開催しました。本シンポジ
ウムは、ICReDDと農学研究院の最新
の研究動向を介して、研究者間の交流
を深め、新たな共同研究や連携の機会
とすることを目的とし、ICReDDから
5名、農学研究院から5名の講演者によ
る研究発表が行われました。
　シンポジウムは、農学研究院の野
口　伸副研究院長（当時）からの挨拶
に続き、三つの各セッションで多分野
におよぶ最先端の研究発表が行われま

した。それぞれの講演に対し、総勢90
名の様々な分野の研究者が活発な議論
や質疑応答を行い、今後の分野を超え
た融合的研究への可能性が期待され
る良い機会となりました。最後に、
ICReDDの前田　理拠点長から閉会挨
拶が行われ、シンポジウムは盛会裏に
終了しました。
　ICReDDでは、様々な分野の研究者
との融合研究を展開するため、今後も
このような形で各部局とのシンポジウ
ムを開催していく予定です。

（農学研究院・化学反応創成研究拠点 
（ICReDD））

農学研究院・化学反応創成研究拠点（WPI-ICReDD）
合同シンポジウムを開催

セッション１
1．Satoshi Maeda (Professor, Computational Science, WPI-ICReDD) 
　“Artificial force induced reaction method: A computational approach for exploring chemical reactions based on 
　　quantum chemical calculations”
2．Tomomichi Kato (Associate Professor, Research Faculty of Agriculture) 
　“Modeling for understanding the material cycling in land ecosystem”
3．Hajime Ito (Professor, Experimental Science, WPI-ICReDD) 
　“Mechanochemistry: Revolution in organic chemical reaction”
4．Haruhide Mori (Professor, Research Faculty of Agriculture) 
　“Diversity of carbohydrate-active enzymes and their application to carbohydrate conversion”

セッション２
5．Yasuhide Inokuma (Associate Professor, Experimental Science, WPI-ICReDD) 
　“Polyketones as shapable molecular ropes”
6．Hideyuki Matsuura (Professor, Research Faculty of Agriculture) 
　“Jasmonic acid is not a biosynthetic intermediate to produce the pyrethrolone moiety in pyrethrin ii”
7．Tasuku Nakajima (Associate Professor, Experimental Science, WPI-ICReDD) 
　“Mechanical reinforcement of foods for creation of tough soft materials”

セッション３
8．Takashi Suzuki (Professor, Research Faculty of Agriculture) 
　“Analysis of fructo-oligosaccharides in asparagus plant tissues utilizing MALDI-TOF MS and ESI-MS”
9．Sunao Shoji (Specially Appointed Assistant Professor, Experimental Science, WPI-ICReDD)
　“Luminescent paint film using a Eu(III) complex for accelerating plant growth”
10. Hideyuki Saito (Lecturer, Research Faculty of Agriculture) 
　“Improvement of plant growth using a transparent Eu3+-painted UV-to-red conversion film”

講演一覧

シンポジウムの様子



北大時報  No.829／令和5年（2023年）4月32

全学ニュース

　3月9日（木）、DX博士人材フェロー
シップの博士課程学生5名と産学・地
域協働推進機構が協同して、北海道札
幌西高等学校の1年生80名に向けて探
求学習の講義を実施しました。
　本講義は、高校2年生から始まる本
格的な探求学習に向けた準備に加え、
様々な人との出会いから自身のスキル
の習得や自己の在り方や、生き方を考
えるきっかけをつくることを目的に実
施されました。大学院生との交流を通
じて研究・真理探求について学ぶコー
スと題し、自分自身の価値観や興味関
心を深堀するためのワークショップの
実施や、博士課程の学生らが自身の研
究テーマやそのテーマに興味関心をも
ったきっかけ、どのようにそれを探究
しているか、高校生に伝えたいメッセ
ージなどを発表しました。加えて、自
分の興味関心やメガトレンドからリサ
ーチクエスチョンとなる問いをたて、
研究手法を考えるプロセスを1枚のワ
ークシートを使って検討していきまし
た。

　今回の講義では、国際広報メディ
ア・観光学院の鈴木里奈さん、文学院
の松元　晶さん、生命科学院の後藤悠
人さん、獣医学院のコウバアナスタシ
アさん、農学院の林芳弘さんらが参加
しました。
　受講した高校生からは、「自分の探
求の大きなテーマが決まらず、探求に
対して不安感を覚えていましたが、今
回の探求活動で講師の方々のお話を聞
いて、自分の好きなもの、やってみた
いこと、興味のあるものについての見
方や考え方が新しく自分のなかに入っ
てきて、テーマについてある程度決め
ることができました。今回、この探求
を受講できて本当に良かったです！」
「今回のプログラムで、自分の進路や
興味関心を思っていたよりずっと見つ
けることができてとても嬉しかったで
す！また、大学院の方の研究内容がと
ても面白くて、自分のあんな風に研究
したいと思い、大学に行くのがとても
楽しみになりました！」「大学や探究
についてお話しをしてくれてありがと

うございました。私はまだ将来何をや
りたいか具体的に決まってないけど、
ワークシートや発表から参考になった
と思うので良かったです。ワークシー
トで迷っているときに大学院生がアド
バイスしてくれて嬉しかったし役に立
ちました。」などの感想が寄せられま
した。講義の前後で実施したアンケー
トからも、「今後挑戦してみたいこ
と」の質問項目がより主体的な回答に
変化し、自己の知識・能力・態度に関
する質問項目では基礎知識を示す項目
に加え、熱意、自己効力感や主体性を
示す項目においても有意にポジティブ
な変化がみられるなど、一定の効果が
表れました。講義の全体満足度も5段
階評価で満足を示す4以上を選択する
学生が90％を超えました。
　今回は、2コマを活用した1回完結型
の講義でしたが、今後に向け高校との
新たな連携についても検討を続けてい
く予定です。

（産学・地域協働推進機構）

DX博士人材フェローシップ×産学・地域協働推進機構　
北海道札幌西高等学校で探求学習の講義を実施

チームで共有する様子 ワークに取り組む高校生たち

自分自身の興味関心を深堀するワーク 大学院生による発表

3月10日（金）DEMOLA HOKKAIDOが
5周年を迎えたことを記念し、DEMOLA 
HOKKAIDOAlumni Meeting（同窓会）
を開催しました。DEMOLAHOKKAIDO
はこれまでに5年間で33大学、271名の
学生に参加していただきました。その
うちDEMOLA HOKKAIDO Alumni 
Meetingには企業の方も含め25名が参
加しました。5年前に参加した学生か
ら数ヶ月前の参加学生、すでに社会人
になった学生など、幅広い人たちの交
流の場となりました。
　イベントではDEMOLA GLOBAL
社CEO Ville Kairamo氏とDEMOLA 
HOKKAIDOが協力してワークショッ
プを企画し、「将来北海道で起きる社
会課題とは何か」について考え、それ
を解決するアイデアをチームで考えま
した。どのチームもDEMOLAで培っ
たデザイン思考を活用し、ワークに取
り組んでいました。

　DEMOLAはフィンランド発の産官
学連携イノベーション創出プラットフ
ォームであり、世界16ヵ国、60大学以
上が参加している国際的な企業課題解
決ネットワークです。学生と企業担当
者が一緒にチームを組み、企業のリア
ルな課題解決に取組むのが特徴です。
　2018年から日本では初めて、本学が
導入し、約5年間かけて38社42課題に取
り組む活動を展開してまいりました。
参加学生は、本学をはじめ小樽商科大
学、北海道情報大学、藤女子大学、札
幌市立大学など北海道を中心とした地
域の学生でしたが、2020年度以降は新
型コロナウィルス感染拡大の影響もあ
りフルオンラインでの開催体制を整え
たことから、本州の学生や海外在住
の学生の参加も実現しています。今
回のDEMOLA HOKKAIDO Alumni 
Meetingにも東京や静岡など全国各地
から参加していただきました。

　DEMOLAプログラムは2023年度も
年間3回開催する予定で、現在、2023
年1st batchの募集をしております。
DEMOLAプログラムは4月8日よりスタ
ートします。昨年度は北海道大学や小
樽商科大学に加え、東京大学や大阪公
立大学、名古屋市立大学の学生も新た
に参加していただきました。来年度は
過去5年間の同窓生ネットワークも活
用し、より良いプログラムとなること
を期待しています。

　詳細に関しましては、産学・地域協
働 推 進 機 構 D E M O L A 事 務 局
（demola@mcip.hokudai.ac.jp）までお
問い合わせください。

　（産学・地域協働推進機構）

「DEMOLA HOKKAIDO 5th Anniversary 
Alumni Meeting」 を開催

チームによるディスカッション ワークショップの様子

意見交換を行う様子 発表を共有する様子
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　3月9日（木）、DX博士人材フェロー
シップの博士課程学生5名と産学・地
域協働推進機構が協同して、北海道札
幌西高等学校の1年生80名に向けて探
求学習の講義を実施しました。
　本講義は、高校2年生から始まる本
格的な探求学習に向けた準備に加え、
様々な人との出会いから自身のスキル
の習得や自己の在り方や、生き方を考
えるきっかけをつくることを目的に実
施されました。大学院生との交流を通
じて研究・真理探求について学ぶコー
スと題し、自分自身の価値観や興味関
心を深堀するためのワークショップの
実施や、博士課程の学生らが自身の研
究テーマやそのテーマに興味関心をも
ったきっかけ、どのようにそれを探究
しているか、高校生に伝えたいメッセ
ージなどを発表しました。加えて、自
分の興味関心やメガトレンドからリサ
ーチクエスチョンとなる問いをたて、
研究手法を考えるプロセスを1枚のワ
ークシートを使って検討していきまし
た。

　今回の講義では、国際広報メディ
ア・観光学院の鈴木里奈さん、文学院
の松元　晶さん、生命科学院の後藤悠
人さん、獣医学院のコウバアナスタシ
アさん、農学院の林芳弘さんらが参加
しました。
　受講した高校生からは、「自分の探
求の大きなテーマが決まらず、探求に
対して不安感を覚えていましたが、今
回の探求活動で講師の方々のお話を聞
いて、自分の好きなもの、やってみた
いこと、興味のあるものについての見
方や考え方が新しく自分のなかに入っ
てきて、テーマについてある程度決め
ることができました。今回、この探求
を受講できて本当に良かったです！」
「今回のプログラムで、自分の進路や
興味関心を思っていたよりずっと見つ
けることができてとても嬉しかったで
す！また、大学院の方の研究内容がと
ても面白くて、自分のあんな風に研究
したいと思い、大学に行くのがとても
楽しみになりました！」「大学や探究
についてお話しをしてくれてありがと

うございました。私はまだ将来何をや
りたいか具体的に決まってないけど、
ワークシートや発表から参考になった
と思うので良かったです。ワークシー
トで迷っているときに大学院生がアド
バイスしてくれて嬉しかったし役に立
ちました。」などの感想が寄せられま
した。講義の前後で実施したアンケー
トからも、「今後挑戦してみたいこ
と」の質問項目がより主体的な回答に
変化し、自己の知識・能力・態度に関
する質問項目では基礎知識を示す項目
に加え、熱意、自己効力感や主体性を
示す項目においても有意にポジティブ
な変化がみられるなど、一定の効果が
表れました。講義の全体満足度も5段
階評価で満足を示す4以上を選択する
学生が90％を超えました。
　今回は、2コマを活用した1回完結型
の講義でしたが、今後に向け高校との
新たな連携についても検討を続けてい
く予定です。

（産学・地域協働推進機構）

DX博士人材フェローシップ×産学・地域協働推進機構　
北海道札幌西高等学校で探求学習の講義を実施

チームで共有する様子 ワークに取り組む高校生たち

自分自身の興味関心を深堀するワーク 大学院生による発表

3月10日（金）DEMOLA HOKKAIDOが
5周年を迎えたことを記念し、DEMOLA 
HOKKAIDOAlumni Meeting（同窓会）
を開催しました。DEMOLAHOKKAIDO
はこれまでに5年間で33大学、271名の
学生に参加していただきました。その
うちDEMOLA HOKKAIDO Alumni 
Meetingには企業の方も含め25名が参
加しました。5年前に参加した学生か
ら数ヶ月前の参加学生、すでに社会人
になった学生など、幅広い人たちの交
流の場となりました。
　イベントではDEMOLA GLOBAL
社CEO Ville Kairamo氏とDEMOLA 
HOKKAIDOが協力してワークショッ
プを企画し、「将来北海道で起きる社
会課題とは何か」について考え、それ
を解決するアイデアをチームで考えま
した。どのチームもDEMOLAで培っ
たデザイン思考を活用し、ワークに取
り組んでいました。

　DEMOLAはフィンランド発の産官
学連携イノベーション創出プラットフ
ォームであり、世界16ヵ国、60大学以
上が参加している国際的な企業課題解
決ネットワークです。学生と企業担当
者が一緒にチームを組み、企業のリア
ルな課題解決に取組むのが特徴です。
　2018年から日本では初めて、本学が
導入し、約5年間かけて38社42課題に取
り組む活動を展開してまいりました。
参加学生は、本学をはじめ小樽商科大
学、北海道情報大学、藤女子大学、札
幌市立大学など北海道を中心とした地
域の学生でしたが、2020年度以降は新
型コロナウィルス感染拡大の影響もあ
りフルオンラインでの開催体制を整え
たことから、本州の学生や海外在住
の学生の参加も実現しています。今
回のDEMOLA HOKKAIDO Alumni 
Meetingにも東京や静岡など全国各地
から参加していただきました。

　DEMOLAプログラムは2023年度も
年間3回開催する予定で、現在、2023
年1st batchの募集をしております。
DEMOLAプログラムは4月8日よりスタ
ートします。昨年度は北海道大学や小
樽商科大学に加え、東京大学や大阪公
立大学、名古屋市立大学の学生も新た
に参加していただきました。来年度は
過去5年間の同窓生ネットワークも活
用し、より良いプログラムとなること
を期待しています。

　詳細に関しましては、産学・地域協
働 推 進 機 構 D E M O L A 事 務 局
（demola@mcip.hokudai.ac.jp）までお
問い合わせください。

　（産学・地域協働推進機構）

「DEMOLA HOKKAIDO 5th Anniversary 
Alumni Meeting」 を開催

チームによるディスカッション ワークショップの様子

意見交換を行う様子 発表を共有する様子
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　3月10日(金)に北海道スタートアップ
創出プラットフォームHSFCがスタート
アップトークイベント「HOKKAIDO 
INNOVATION HUNTER」を開催しま
した。トークイベントはフィンランド・
モンゴルなど海外の事例、女性の起業
を阻む壁、学生の主張など様々なテー
マで実施されました。海外の事例の
トークセッションではフィンランド
からDEMOLA Global Oy CEO Ville 
Ka iramo氏とDIMECC Oy Chie f  
Business Development Officer Tomi 
Kankainen氏が来日し、フィンランド
のスタートアップ事情について語って
いただきました。
　女性起業家のトークセッションで
は、結婚や出産、子育てなど「ライフ
イベントと仕事の関係」のように、男
性とは少し異なる視点からの話題が上
がり、会場では大変多くの共感が集ま
りました。また学生のトークセッショ
ンでは「起業と学業の両立が難しい。」

「もっと多くの学生がアントレプレナ
ーシップ教育を受けられるようにして
ほしい。」など、経験者からのリアル
な声が寄せられました。
 トークイベント終了後には学生によ
るビジネスピッチが行われ、6組がピ
ッチを実施しました。学生ピッチでは
本学の他に、北海道情報大学や北海学
園大学からも参加者が集まり、中には
英語で行われるピッチもありました。
ピッチ後には質疑応答にて盛んに議論
が行われ、会場は盛り上がりを見せま
した。
　HSFC（Hokkaido Startup Future 
Creation development by mutual 
support networks）は本学が主幹機関
を務める、大学等発開発型スタートア
ップ創出のためのプラットフォームで
す。北海道内に広域に点在する15大学
と4高専、そして複数の関係機関から
組織されています。
　本イベントではHSFCのネットワー

クを活用し、北海道内関係機関の方、
北海道内の起業家、全道の学生など
様々な方に協力していただきました。
今後も関係機関と連携を密にしてイベ
ントを実施し、北海道内のスタートア
ップ創出に貢献してまいります。
HOKKAIDO INNOVATION HUNTER

は北海道のスタートアップエコシステ
ム形成に向けて、様々な関係者から意
見を募るべく開催されました。イベン
トでは海外、女性、学生など、様々な
関係者からお話しを伺うことができま
した。HSFCでは今後も北海道スター
トアップエコシステム形成に向けて
様々なイベントを企画していきます。

　詳細に関しましては、産学・地域協
働 推 進 機 構 D E M O L A 事 務 局
（demola@mcip.hokudai.ac.jp）までお
問い合わせください。

　（産学・地域協働推進機構）

「スタートアップトークイベント
HOKKAIDO INNOVATION HUNTER」を開催

フィンランドのスタートアップ事情のセッションの様子 会場の様子

学生セッションの様子 女性の起業に関するセッションの様子

　産学・地域協働推進機構では、SCSK
北海道株式会社（本社：北海道札幌市 
代表取締役社長：梶田清隆）と連携の
うえ、2022年10月より起業機会創出
並びに起業人材育成に向け「北海道
Society5.0みらい創造ワークショップ」
を実施してきました。2023年3月18日
（土）には取組の集大成として、本ワ
ークショップの参加者によるビジネス
プランの最終報告会を開催しました。
　みらい創造ワークショップでは、北
海道に在住する、最先端のデジタル技
術に興味・関心を持つ方々を主な対象
として、全8回の講義やワークショッ
プを実施し、起業に向けたサポートを
実施してきました。参加者同士が相互
に知識やスキルを促進しあう関係を作

り、自発的なビジネスアイデアの創出
につなげることを目的としています。
SCSK北海道株式会社と北海道大学産
学・地域協働推進機構が主催し、北海
道、札幌市、函館市、長沼町など様々
な地域・自治体や空知信用金庫といっ
た金融機関からご後援をいただき、実
施しました。
　講義では本学の教員に加え、小樽商
科大学や旭川医科大学など様々な専門
家や実務家にご協力いただき、北海道
地域の叡智を合わせて臨みました。ま
た、函館市にも開催会場を設け、同時
配信を活用した2拠点で実施しました。
大学生、大学院生、研究者、社会人を
含む31名が参加しました。最終発表で
は、8チームがビジネスプランを発表

し、6名の審査員の方からご講評をいた
だきました。最優秀賞は本学水産学部
の教員・大学院生・学部生・OBで構成
されるチームAQSIM（アクシム）の海
産物養殖シミュレーションのプランが
受賞しました。優秀賞は、本学保健科
学院の大学院生と社会人で構成された
家族のための健康管理プラットフォー
ムのビジネスを考案したチームが受賞
しました。特別賞には、本学留学生と
教員からなる外国人情報共有プラット
フォームのプランが輝きました。参加
チームは、プランの社会実装化に向
け、更なるブラッシュアップを続けて
いきます。

（産学・地域協働推進機構）

北海道Society5.0みらい創造ワークショップ最終報告会を実施

最優秀賞受賞チーム 優秀賞受賞チーム

発表を行う様子 審査員の皆様
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　3月10日(金)に北海道スタートアップ
創出プラットフォームHSFCがスタート
アップトークイベント「HOKKAIDO 
INNOVATION HUNTER」を開催しま
した。トークイベントはフィンランド・
モンゴルなど海外の事例、女性の起業
を阻む壁、学生の主張など様々なテー
マで実施されました。海外の事例の
トークセッションではフィンランド
からDEMOLA Global Oy CEO Ville 
Ka iramo氏とDIMECC Oy Chie f  
Business Development Officer Tomi 
Kankainen氏が来日し、フィンランド
のスタートアップ事情について語って
いただきました。
　女性起業家のトークセッションで
は、結婚や出産、子育てなど「ライフ
イベントと仕事の関係」のように、男
性とは少し異なる視点からの話題が上
がり、会場では大変多くの共感が集ま
りました。また学生のトークセッショ
ンでは「起業と学業の両立が難しい。」

「もっと多くの学生がアントレプレナ
ーシップ教育を受けられるようにして
ほしい。」など、経験者からのリアル
な声が寄せられました。
 トークイベント終了後には学生によ
るビジネスピッチが行われ、6組がピ
ッチを実施しました。学生ピッチでは
本学の他に、北海道情報大学や北海学
園大学からも参加者が集まり、中には
英語で行われるピッチもありました。
ピッチ後には質疑応答にて盛んに議論
が行われ、会場は盛り上がりを見せま
した。
　HSFC（Hokkaido Startup Future 
Creation development by mutual 
support networks）は本学が主幹機関
を務める、大学等発開発型スタートア
ップ創出のためのプラットフォームで
す。北海道内に広域に点在する15大学
と4高専、そして複数の関係機関から
組織されています。
　本イベントではHSFCのネットワー

クを活用し、北海道内関係機関の方、
北海道内の起業家、全道の学生など
様々な方に協力していただきました。
今後も関係機関と連携を密にしてイベ
ントを実施し、北海道内のスタートア
ップ創出に貢献してまいります。
HOKKAIDO INNOVATION HUNTER

は北海道のスタートアップエコシステ
ム形成に向けて、様々な関係者から意
見を募るべく開催されました。イベン
トでは海外、女性、学生など、様々な
関係者からお話しを伺うことができま
した。HSFCでは今後も北海道スター
トアップエコシステム形成に向けて
様々なイベントを企画していきます。

　詳細に関しましては、産学・地域協
働 推 進 機 構 D E M O L A 事 務 局
（demola@mcip.hokudai.ac.jp）までお
問い合わせください。

　（産学・地域協働推進機構）

「スタートアップトークイベント
HOKKAIDO INNOVATION HUNTER」を開催

フィンランドのスタートアップ事情のセッションの様子 会場の様子

学生セッションの様子 女性の起業に関するセッションの様子

　産学・地域協働推進機構では、SCSK
北海道株式会社（本社：北海道札幌市 
代表取締役社長：梶田清隆）と連携の
うえ、2022年10月より起業機会創出
並びに起業人材育成に向け「北海道
Society5.0みらい創造ワークショップ」
を実施してきました。2023年3月18日
（土）には取組の集大成として、本ワ
ークショップの参加者によるビジネス
プランの最終報告会を開催しました。
　みらい創造ワークショップでは、北
海道に在住する、最先端のデジタル技
術に興味・関心を持つ方々を主な対象
として、全8回の講義やワークショッ
プを実施し、起業に向けたサポートを
実施してきました。参加者同士が相互
に知識やスキルを促進しあう関係を作

り、自発的なビジネスアイデアの創出
につなげることを目的としています。
SCSK北海道株式会社と北海道大学産
学・地域協働推進機構が主催し、北海
道、札幌市、函館市、長沼町など様々
な地域・自治体や空知信用金庫といっ
た金融機関からご後援をいただき、実
施しました。
　講義では本学の教員に加え、小樽商
科大学や旭川医科大学など様々な専門
家や実務家にご協力いただき、北海道
地域の叡智を合わせて臨みました。ま
た、函館市にも開催会場を設け、同時
配信を活用した2拠点で実施しました。
大学生、大学院生、研究者、社会人を
含む31名が参加しました。最終発表で
は、8チームがビジネスプランを発表

し、6名の審査員の方からご講評をいた
だきました。最優秀賞は本学水産学部
の教員・大学院生・学部生・OBで構成
されるチームAQSIM（アクシム）の海
産物養殖シミュレーションのプランが
受賞しました。優秀賞は、本学保健科
学院の大学院生と社会人で構成された
家族のための健康管理プラットフォー
ムのビジネスを考案したチームが受賞
しました。特別賞には、本学留学生と
教員からなる外国人情報共有プラット
フォームのプランが輝きました。参加
チームは、プランの社会実装化に向
け、更なるブラッシュアップを続けて
いきます。

（産学・地域協働推進機構）

北海道Society5.0みらい創造ワークショップ最終報告会を実施

最優秀賞受賞チーム 優秀賞受賞チーム

発表を行う様子 審査員の皆様
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G7気候・エネルギー・環境大臣会合プレイベント 
「ゼロカーボン社会に向けた大学と地域との連携 ～地球温暖化の
防止、生物多様性の確保などSDGsの推進に向けて～」を開催

　3月13日（月）に、学術交流会館に
て、「ゼロカーボン社会に向けた大学
と地域との連携 ～地球温暖化の防止、
生物多様性の確保などSDGsの推進に
向けて～」を開催しました。
　本イベントは、4月15日（土）と16
日（日）に札幌市で開催される、G7
気候・エネルギー・環境大臣会合のプ
レイベントとして、ゼロカーボン社会
に向けた本学と地域をはじめとする関
係機関等との連携をテーマに、世界の
課題解決への貢献について考える機会
として、オンラインで開催しました。
　イベントは、新渡戸カレッジフェロ
ーの森　順子フリーアナウンサーが司
会を務め、最初に寳金清博総長の開会
挨拶がありました。その後、北海道の

鈴木直道知事と札幌市の秋元克広市長
からそれぞれ来賓挨拶をいただきまし
た。
　続いて、昭和63年に本学工学研究科
を修了された和田篤也環境事務次官か
ら、カーボンニュートラルとネイチャ
ーポジティブによる地域の未来像をテ
ーマに基調講演が行われ、北海道は、
産学官の多様な組織・人材の宝庫でも
あり、社会変革にチャレンジする精神
と、地域循環共生圏という未来像を担
う人材の育成が北海道にある大学の真
骨頂である旨お話をされました。
　その後、横田　篤理事・副学長、北
海道環境生活部今井太志ゼロカーボン
推進監、札幌市吉岡　亨副市長、国連
大学サステイナビリティ高等研究所山

口しのぶ所長、総合地球環境学研究所
山極壽一所長から、それぞれ講演があ
り、最後に、閉会の挨拶として、川野
辺創国際連携機構副機構長から、本学
がゼロカーボン社会に向けて地域コミ
ュニティを巻き込んだ社会全体での取
組みを進め、変革をリードし、サステ
イナビリティ分野の大学等の国内外の
ネットワークハブを担っていきたいと
述べられ、イベントは終了しました。
　本イベントは、学内外から220名以上
の方々の登録者を得て開催しました。
参加された皆様に感謝申し上げます。

（サステイナビリティ推進機構）

集合写真（来賓、登壇者等）基調講演を行う和田環境事務次官開会挨拶をする寳金総長

基調講演
和田篤也環境事務次官
　「カーボンニュートラルとネイチャーポジティブによる地域の未来像」
講演
北海道大学　横田　篤理事・副学長（国際、SDGs担当）
　「北海道大学におけるSDGsとカーボンニュートラル」
北海道環境生活部　今井太志ゼロカーボン推進監
　「『ゼロカーボン北海道』の取組について」
札幌市　吉岡　亨副市長
　「札幌市の脱炭素化に向けた取組　～ゼロカーボン都市「環境首都・SAPP㷩RO」を目指して～」
国連大学サステイナビリティ高等研究所　山口しのぶ所長
　「国連大学のグローバルネットワークを通じた地域連携の取組」
総合地球環境学研究所　山極壽一所長
　「ゼロカーボン社会と総合地球環境学」

当日のプログラム

「国民との科学・技術対話」支援事業　アカデミックファンタジスタ
札幌日大高校にて4名の研究者が講義を実施

「放射線・放射能の科学」　工学研究院　教授　小崎　完

放射線について解説する小崎教授

　放射線や原子力の性質や、エネルギ
ーの大きさについて、ゴジラの食事な
どに例えながら分かりやすく解説しま
した。また、北大から放射線検出器を
持参し、生徒たちに塩や昆布の中に含

　2月22日（水）札幌日大高校にて、4名の研究者が講義を行いました。

まれる天然の放射性物質の放射線を計
測してもらいました。さらに、小崎教
授たちが取り組む福島第一原子力発電
所の廃炉や、放射性廃棄物の処理・処
分に関する研究例を紹介しました。

日　　時：2023年2月22日（水）13：35－14：35、14：50－15：50 
会　　場：札幌日本大学高等学校
参加生徒：1年生　約60名

「漸化式を使って様々な現象を数式にしてみよう」　電子科学研究所附属社会創造数学研究センター　教授　長山雅晴

数理モデルについて解説する長山教授

　様々な現象を、理論的に理解するた
めに数式で表現する「数理モデリン
グ」について研究している長山教授。
最近では、糖尿病の未病を理解するた
めに血糖値の変化を数式にしていると
いいます。講義では、メトロノーム
や、ろうそくの炎の同期現象につい

て、数理モデルから新たな現象を発見
した事例について実験動画を交えなが
ら紹介しました。また、感染症流行モ
デルや基本再生産数などニュースで良
く耳にした内容についても解説もしま
した。

「いま学ぶアイヌ民族の歴史：先住民研究で文化的多様性を考える」　アイヌ・先住民研究センター　教授　加藤博文

民族の多様性について説明する加藤教授

　北海道の歴史を、従来の基本的な考
え方や、国家の歴史に当てはめて調べ
ると、見落としてしまうことが多いと
話す加藤教授。既存の理論や方法を見
直し、新しいものを増やしていくのが
研究であると生徒たちへ説明しまし

た。世界の歴史にも注目し、国境を越
えた人類史の多様性を知ることができ
る先住民考古学。生徒たちは、アイヌ
民族の歴史を調べることで文化的多様
性を学ぶことができる考古学や人類学
に、強い興味を示していました。
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G7気候・エネルギー・環境大臣会合プレイベント 
「ゼロカーボン社会に向けた大学と地域との連携 ～地球温暖化の
防止、生物多様性の確保などSDGsの推進に向けて～」を開催

　3月13日（月）に、学術交流会館に
て、「ゼロカーボン社会に向けた大学
と地域との連携 ～地球温暖化の防止、
生物多様性の確保などSDGsの推進に
向けて～」を開催しました。
　本イベントは、4月15日（土）と16
日（日）に札幌市で開催される、G7
気候・エネルギー・環境大臣会合のプ
レイベントとして、ゼロカーボン社会
に向けた本学と地域をはじめとする関
係機関等との連携をテーマに、世界の
課題解決への貢献について考える機会
として、オンラインで開催しました。
　イベントは、新渡戸カレッジフェロ
ーの森　順子フリーアナウンサーが司
会を務め、最初に寳金清博総長の開会
挨拶がありました。その後、北海道の

鈴木直道知事と札幌市の秋元克広市長
からそれぞれ来賓挨拶をいただきまし
た。
　続いて、昭和63年に本学工学研究科
を修了された和田篤也環境事務次官か
ら、カーボンニュートラルとネイチャ
ーポジティブによる地域の未来像をテ
ーマに基調講演が行われ、北海道は、
産学官の多様な組織・人材の宝庫でも
あり、社会変革にチャレンジする精神
と、地域循環共生圏という未来像を担
う人材の育成が北海道にある大学の真
骨頂である旨お話をされました。
　その後、横田　篤理事・副学長、北
海道環境生活部今井太志ゼロカーボン
推進監、札幌市吉岡　亨副市長、国連
大学サステイナビリティ高等研究所山

口しのぶ所長、総合地球環境学研究所
山極壽一所長から、それぞれ講演があ
り、最後に、閉会の挨拶として、川野
辺創国際連携機構副機構長から、本学
がゼロカーボン社会に向けて地域コミ
ュニティを巻き込んだ社会全体での取
組みを進め、変革をリードし、サステ
イナビリティ分野の大学等の国内外の
ネットワークハブを担っていきたいと
述べられ、イベントは終了しました。
　本イベントは、学内外から220名以上
の方々の登録者を得て開催しました。
参加された皆様に感謝申し上げます。

（サステイナビリティ推進機構）

集合写真（来賓、登壇者等）基調講演を行う和田環境事務次官開会挨拶をする寳金総長

基調講演
和田篤也環境事務次官
　「カーボンニュートラルとネイチャーポジティブによる地域の未来像」
講演
北海道大学　横田　篤理事・副学長（国際、SDGs担当）
　「北海道大学におけるSDGsとカーボンニュートラル」
北海道環境生活部　今井太志ゼロカーボン推進監
　「『ゼロカーボン北海道』の取組について」
札幌市　吉岡　亨副市長
　「札幌市の脱炭素化に向けた取組　～ゼロカーボン都市「環境首都・SAPP㷩RO」を目指して～」
国連大学サステイナビリティ高等研究所　山口しのぶ所長
　「国連大学のグローバルネットワークを通じた地域連携の取組」
総合地球環境学研究所　山極壽一所長
　「ゼロカーボン社会と総合地球環境学」

当日のプログラム

「国民との科学・技術対話」支援事業　アカデミックファンタジスタ
札幌日大高校にて4名の研究者が講義を実施

「放射線・放射能の科学」　工学研究院　教授　小崎　完

放射線について解説する小崎教授

　放射線や原子力の性質や、エネルギ
ーの大きさについて、ゴジラの食事な
どに例えながら分かりやすく解説しま
した。また、北大から放射線検出器を
持参し、生徒たちに塩や昆布の中に含

　2月22日（水）札幌日大高校にて、4名の研究者が講義を行いました。

まれる天然の放射性物質の放射線を計
測してもらいました。さらに、小崎教
授たちが取り組む福島第一原子力発電
所の廃炉や、放射性廃棄物の処理・処
分に関する研究例を紹介しました。

日　　時：2023年2月22日（水）13：35－14：35、14：50－15：50 
会　　場：札幌日本大学高等学校
参加生徒：1年生　約60名

「漸化式を使って様々な現象を数式にしてみよう」　電子科学研究所附属社会創造数学研究センター　教授　長山雅晴

数理モデルについて解説する長山教授

　様々な現象を、理論的に理解するた
めに数式で表現する「数理モデリン
グ」について研究している長山教授。
最近では、糖尿病の未病を理解するた
めに血糖値の変化を数式にしていると
いいます。講義では、メトロノーム
や、ろうそくの炎の同期現象につい

て、数理モデルから新たな現象を発見
した事例について実験動画を交えなが
ら紹介しました。また、感染症流行モ
デルや基本再生産数などニュースで良
く耳にした内容についても解説もしま
した。

「いま学ぶアイヌ民族の歴史：先住民研究で文化的多様性を考える」　アイヌ・先住民研究センター　教授　加藤博文

民族の多様性について説明する加藤教授

　北海道の歴史を、従来の基本的な考
え方や、国家の歴史に当てはめて調べ
ると、見落としてしまうことが多いと
話す加藤教授。既存の理論や方法を見
直し、新しいものを増やしていくのが
研究であると生徒たちへ説明しまし

た。世界の歴史にも注目し、国境を越
えた人類史の多様性を知ることができ
る先住民考古学。生徒たちは、アイヌ
民族の歴史を調べることで文化的多様
性を学ぶことができる考古学や人類学
に、強い興味を示していました。
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「動物問題は人間問題」　大学院教育推進機構 CoSTEP　特任講師　池田貴子

都市キツネの生態について解説する池田特任講師

　エキノコックス感染症は、人間を恐
れない都市ギツネによって感染リスク
が高まります。池田特任講師は感染の
予防策として、都市公園と協働でベイ
ト（駆虫薬入りの餌）を散布したり、
地域対話を通して野生動物との共生に
ついて考える活動を行っています。講
義では、都市ギツネの生態やエキノコ

ックスについて解説し、公園でワーク
ショップを開催したり学生とともに教
材の動画や絵本制作に取り組む様子な
どを紹介しました。最後には、棲み分
ける、交わらないことも共生である
と、生徒たちへメッセージを伝えまし
た。

リサーチタイムズ

フェイスブック

アカデミックファンタジスタとは？
　北海道大学の研究者が知の最前線を
出張講義や現場体験を通して高校生な
どに伝える事業、「アカデミックファン
タジスタ（Academic Fantasista）」。
内閣府が推進する「国民との科学・技
術対話」の一環として、北海道新聞社
の協力のもと2012年から継続的に実施
しています。2022年度はコロナ対策を
十分に行って、札幌近郊の高校等を対
象に22名の教員が講義を実施しました。

　北大の研究を発信するウェブマガジ
ン「リサーチタイムズ」や、Facebook
でも講義レポート等を随時更新中で
す。こちらもぜひご覧ください。
・リサーチタイムズ
https://www.hokudai.ac.jp/researchtimes/
academic-fantasista/
・Facebook
@Hokkaido.univ.taiwa

（広報・社会連携本部
広報・コミュニケーション部門）

　3月2日（木）、オンラインと対面で
「研究者のためのスキルアップセミナ
ー⑯ 伝えたいことを3分プレゼンにま
とめるコツ」を開催しました。今回で
16回目を迎えた本セミナーでは、サイ
エンスコミュニケーターとして活躍す
る株式会社スペースタイム代表取締役
の中村景子氏を講師に迎え、教職員や
学生など120名が参加しました（オン

ライン：101名、対面：19名）。
　「伝える相手を意識することが重要
です」と中村氏は話し、魅力的なタイ
トルと、短い文章で伝えたいことをま
とめるコツを解説しました。中村氏の
講演後、参加者たちは事前配布された
ワークシートをもとに、伝えたいこと
を整理する個人ワークに取り組みまし
た。また会場では、希望者に講師から

直接アドバイスを受ける機会が設けら
れました。
　アンケートでは、「実用的なアドバ
イスを頂けて、大変ためになった」、
「他の受講者の制作物の講評が参考に
なった」などの意見がありました。

（広報・社会連携本部
　広報・コミュニケーション部門）

「研究者のためのスキルアップセミナー⑯ 
伝えたいことを3分プレゼンにまとめるコツ」を開催

講師の中村氏 個人ワークに取り組む参加者たち

研究者のためのスキルアップセミナー⑯ 伝えたいことを3分プレゼンにまとめるコツ

日　  時 ：令和5年3月2日（木）18：00－20：10
開催形式：ハイブリッド開催
会　　場：学術交流会館 1階 第1会議室、オンライン（ZOOM）



北大時報  No.829／令和5年（2023年）4月 39

全学ニュース

「動物問題は人間問題」　大学院教育推進機構 CoSTEP　特任講師　池田貴子

都市キツネの生態について解説する池田特任講師

　エキノコックス感染症は、人間を恐
れない都市ギツネによって感染リスク
が高まります。池田特任講師は感染の
予防策として、都市公園と協働でベイ
ト（駆虫薬入りの餌）を散布したり、
地域対話を通して野生動物との共生に
ついて考える活動を行っています。講
義では、都市ギツネの生態やエキノコ

ックスについて解説し、公園でワーク
ショップを開催したり学生とともに教
材の動画や絵本制作に取り組む様子な
どを紹介しました。最後には、棲み分
ける、交わらないことも共生である
と、生徒たちへメッセージを伝えまし
た。

リサーチタイムズ

フェイスブック

アカデミックファンタジスタとは？
　北海道大学の研究者が知の最前線を
出張講義や現場体験を通して高校生な
どに伝える事業、「アカデミックファン
タジスタ（Academic Fantasista）」。
内閣府が推進する「国民との科学・技
術対話」の一環として、北海道新聞社
の協力のもと2012年から継続的に実施
しています。2022年度はコロナ対策を
十分に行って、札幌近郊の高校等を対
象に22名の教員が講義を実施しました。

　北大の研究を発信するウェブマガジ
ン「リサーチタイムズ」や、Facebook
でも講義レポート等を随時更新中で
す。こちらもぜひご覧ください。
・リサーチタイムズ
https://www.hokudai.ac.jp/researchtimes/
academic-fantasista/
・Facebook
@Hokkaido.univ.taiwa

（広報・社会連携本部
広報・コミュニケーション部門）

　3月2日（木）、オンラインと対面で
「研究者のためのスキルアップセミナ
ー⑯ 伝えたいことを3分プレゼンにま
とめるコツ」を開催しました。今回で
16回目を迎えた本セミナーでは、サイ
エンスコミュニケーターとして活躍す
る株式会社スペースタイム代表取締役
の中村景子氏を講師に迎え、教職員や
学生など120名が参加しました（オン

ライン：101名、対面：19名）。
　「伝える相手を意識することが重要
です」と中村氏は話し、魅力的なタイ
トルと、短い文章で伝えたいことをま
とめるコツを解説しました。中村氏の
講演後、参加者たちは事前配布された
ワークシートをもとに、伝えたいこと
を整理する個人ワークに取り組みまし
た。また会場では、希望者に講師から

直接アドバイスを受ける機会が設けら
れました。
　アンケートでは、「実用的なアドバ
イスを頂けて、大変ためになった」、
「他の受講者の制作物の講評が参考に
なった」などの意見がありました。

（広報・社会連携本部
　広報・コミュニケーション部門）

「研究者のためのスキルアップセミナー⑯ 
伝えたいことを3分プレゼンにまとめるコツ」を開催

講師の中村氏 個人ワークに取り組む参加者たち

研究者のためのスキルアップセミナー⑯ 伝えたいことを3分プレゼンにまとめるコツ

日　  時 ：令和5年3月2日（木）18：00－20：10
開催形式：ハイブリッド開催
会　　場：学術交流会館 1階 第1会議室、オンライン（ZOOM）
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　3月10日（金）、北海道大学物質科学
フロンティアを開拓するAmbitiousリ
ーダー育成プログラム（ALP）8名の
修了式が、理学部大会議室にて執り行
われました。ALPとは物質科学を中心
に分野横断的に学び、社会人として高
い能力を養い、学位取得後には学術・
研究機関だけではなく民間企業など社
会の広い分野で国際的に活躍する人材
を育成するための博士課程大学院教育
プログラムです。令和2年3月に文部科

学省の補助金事業としての補助期間は
終了しましたが、北大の事業として継
続して活動しています。修了証書授与
のあと、山口淳二理事・副学長（プロ
グラム責任者）と石森浩一郎教授（プ
ログラムコーディネーター・副学長）
より祝辞がありました。
　会場となったのは90年以上の歴史が
ある理学部本館大会議室です。第4期
～第5期生として修了した8名は、約5
年間のプログラムを振り返り、身につ

けた能力やスキル、異分野の仲間との
絆の大切さについて、一人ずつ答辞を
述べました。堂々とした挨拶に会場か
ら大きな拍手が送られました。
　詳細はウェブマガジンPh.Discover 
https://phdiscover.jp/phd/article/1894
をご覧ください。

（総合化学院・理学院・工学院・
環境科学院・生命科学院）

令和4年度北海道大学物質科学フロンティアを開拓する
Ambitiousリーダー育成プログラム修了式を開催

修了式の様子 山口理事・副学長の祝辞

石森コーディネーターの挨拶 修了生集合写真

■部局ニュース

　経済学院では、令和元年度から、教
育・研究の国際化及び留学生支援を促
進することを目的として、優れたチュ
ーターに対して「ベスト・チューター
賞」を授与してきました。今年度は、
最優秀賞に学士課程4年生の柳谷壮良

実さん、優秀賞に博士後期課程2年生
のハサノフ ショフルフさんが選出さ
れ、3月23日（木）に経済学部棟3階大
会議室において授与式が行われまし
た。授与式終了後には、経済学研究院
長や国際交流委員長を交えて、留学生

支援のあり方について意見交換を行な
い、次年度に向けての留意点や改善点
などを検討しました。

（経済学院・経済学研究院・経済学部）

経済学院がベスト・チューター賞授与式を開催

意見交換会の様子 受賞者との記念撮影
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　3月10日（金）、北海道大学物質科学
フロンティアを開拓するAmbitiousリ
ーダー育成プログラム（ALP）8名の
修了式が、理学部大会議室にて執り行
われました。ALPとは物質科学を中心
に分野横断的に学び、社会人として高
い能力を養い、学位取得後には学術・
研究機関だけではなく民間企業など社
会の広い分野で国際的に活躍する人材
を育成するための博士課程大学院教育
プログラムです。令和2年3月に文部科

学省の補助金事業としての補助期間は
終了しましたが、北大の事業として継
続して活動しています。修了証書授与
のあと、山口淳二理事・副学長（プロ
グラム責任者）と石森浩一郎教授（プ
ログラムコーディネーター・副学長）
より祝辞がありました。
　会場となったのは90年以上の歴史が
ある理学部本館大会議室です。第4期
～第5期生として修了した8名は、約5
年間のプログラムを振り返り、身につ

けた能力やスキル、異分野の仲間との
絆の大切さについて、一人ずつ答辞を
述べました。堂々とした挨拶に会場か
ら大きな拍手が送られました。
　詳細はウェブマガジンPh.Discover 
https://phdiscover.jp/phd/article/1894
をご覧ください。

（総合化学院・理学院・工学院・
環境科学院・生命科学院）

令和4年度北海道大学物質科学フロンティアを開拓する
Ambitiousリーダー育成プログラム修了式を開催

修了式の様子 山口理事・副学長の祝辞

石森コーディネーターの挨拶 修了生集合写真

■部局ニュース

　経済学院では、令和元年度から、教
育・研究の国際化及び留学生支援を促
進することを目的として、優れたチュ
ーターに対して「ベスト・チューター
賞」を授与してきました。今年度は、
最優秀賞に学士課程4年生の柳谷壮良

実さん、優秀賞に博士後期課程2年生
のハサノフ ショフルフさんが選出さ
れ、3月23日（木）に経済学部棟3階大
会議室において授与式が行われまし
た。授与式終了後には、経済学研究院
長や国際交流委員長を交えて、留学生

支援のあり方について意見交換を行な
い、次年度に向けての留意点や改善点
などを検討しました。

（経済学院・経済学研究院・経済学部）

経済学院がベスト・チューター賞授与式を開催

意見交換会の様子 受賞者との記念撮影
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　博士後期課程を対象とした生命科学
院選択科目及び共通授業科目として、
帝人株式会社と連携して「少人数討論
型育成プログラム」（北大帝人ブレー
ンストーミングワークショップ）を実
施しました。本講義は平成19年度に初
めて開講され、今回で16年目を迎えま
した。今年度は令和4年10月24日（月）
から同5年2月21日（火）までの間に全
10回のワークショップとして開講さ
れ、先端生命科学研究院の石原誠一郎
助教が担当し、2名の博士後期課程の
学生（生命科学院1名、工学院1名）が
受講しました。今年は対面とオンライ
ンを併せたハイブリッド形式で実施し
ました。
　本講義では産学連携によるワークシ
ョップ形式の授業を通じて、少人数で
アイデアを創出する方法論を学び、新
規技術に関するアイデアを各履修者が

まとめ上げ、プレゼンテーションを行
うことを目標としました。また帝人株
式会社から実際に研究開発に携わって
いるご担当者の方をお呼びし、マーケ
ティングや企業における研究開発につ
いてご講義いただきました。これらを
通して、アイデア創出力、コミュニケ
ーション能力、プレゼンテーション能
力の育成を目指しました。
　全10回のワークショップのうち計8
回でアイデアの創出とプレゼンテーシ
ョンのブラッシュアップを行いまし
た。1月16日（月）には、帝人株式会
社から3名のご担当者様をお迎えして
ワークショップを開催しました。受講
生がアイデアについて中間発表を行っ
て内容について議論するとともに、マ
ーケティングについての基礎と企業で
研究開発を行う上で鍵となるポイント
について、帝人株式会社における研究

開発の実例を挙げてご講義いただきま
した。2月21日（火）には東京の帝人
株式会社本社にて最終報告会を開催し
ました。受講生はテイジン未来スタジ
オにて帝人株式会社の開発した商品に
ついて学ぶとともに、各自のアイデア
について最終発表を行い、帝人株式会
社のご担当者様から多くのコメントや
質問をいただきました。さらに、受講
生の将来や進路についてもご担当者様
から多くのご助言をいただきました。
　本講義を進める上でお力添えいただ
いた帝人株式会社のご担当者様をはじ
め、ご協力いただいた全ての方々に感
謝します。受講生の皆様がこの経験を
活かし、産学含め、どの進路に進むと
しても大いにご活躍いただけることを
祈っています。

（生命科学院・先端生命科学研究院）

生命科学院博士後期課程科目「少人数討論型育成プログラム」
（北大帝人ブレーンストーミングワークショップ）を実施

帝人株式会社本社での最終報告会の様子

　理学研究院スマート物質科学人材育
成コンソーシアムは、3月9日（木）に
創成研究機構データ駆動型融合研究創
発拠点（D-RED）との共催により、研
究におけるDX・データサイエンスの
活用に関する特別セミナーを開催しま
した。
　スマート物質科学人材育成コンソー
シアムは、企業と大学が連携して高度
データ関連人材を育成する場として、
文部科学省データ関連人材育成プログ
ラム（D-DRIVE）の支援の下、令和
４年度より理学研究院に設置されまし
た。今回は、コンソーシアムに参画い
ただいている（株）D4cアカデミーよ
り和田陽一郎氏（代表取締役社長兼学
長、理学研究院客員教授）をお招き

し、「DX？なにそれ？おいしいの？
データ駆動型融合研究に関する一考」
と題してご講演いただきました。
　ご講演では、社会でDXやデータサ
イエンスがどのように捉えられている
のか、大学の研究者がDXを研究に取
り入れていくには何を考えたら良い
か、そして、和田氏の考える「データ
駆動型融合研究」の姿について、工学
院博士課程の棚橋さんとの共同研究
（インターンシップ）の事例を交え
て、お話しいただきました。
　Zoomを用いたハイフレックス形式
で開催されたセミナーには、百年記念
会館のオンサイト会場に18名、またオ
ンラインにて20名を超える参加があ
り、オンサイト会場ではセミナー終了

後に設けたコミュニケーションタイム
において和田氏に熱心に質問する参加
者の姿も見られました。参加者から
は、「DXについて誰もが理解できる
ようにさらっとお話ししてくださった
ので、とても分かりやすかった」
「DXは便利そうだが敷居が高そうだ
と思っていたが、そうではないことを
教えていただき、是非今後、取り組ん
でみたいと思った」といった感想が寄
せられました。コンソーシアムでは、
今後もこのような講演会を継続して開
催し、高度データ関連人材の育成に努
めます。

（理学研究院）

理学研究院等にて「スマート物質科学人材育成コンソーシアム
特別セミナー」を開催

セミナー会場の様子講演を行う和田氏
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　博士後期課程を対象とした生命科学
院選択科目及び共通授業科目として、
帝人株式会社と連携して「少人数討論
型育成プログラム」（北大帝人ブレー
ンストーミングワークショップ）を実
施しました。本講義は平成19年度に初
めて開講され、今回で16年目を迎えま
した。今年度は令和4年10月24日（月）
から同5年2月21日（火）までの間に全
10回のワークショップとして開講さ
れ、先端生命科学研究院の石原誠一郎
助教が担当し、2名の博士後期課程の
学生（生命科学院1名、工学院1名）が
受講しました。今年は対面とオンライ
ンを併せたハイブリッド形式で実施し
ました。
　本講義では産学連携によるワークシ
ョップ形式の授業を通じて、少人数で
アイデアを創出する方法論を学び、新
規技術に関するアイデアを各履修者が

まとめ上げ、プレゼンテーションを行
うことを目標としました。また帝人株
式会社から実際に研究開発に携わって
いるご担当者の方をお呼びし、マーケ
ティングや企業における研究開発につ
いてご講義いただきました。これらを
通して、アイデア創出力、コミュニケ
ーション能力、プレゼンテーション能
力の育成を目指しました。
　全10回のワークショップのうち計8
回でアイデアの創出とプレゼンテーシ
ョンのブラッシュアップを行いまし
た。1月16日（月）には、帝人株式会
社から3名のご担当者様をお迎えして
ワークショップを開催しました。受講
生がアイデアについて中間発表を行っ
て内容について議論するとともに、マ
ーケティングについての基礎と企業で
研究開発を行う上で鍵となるポイント
について、帝人株式会社における研究

開発の実例を挙げてご講義いただきま
した。2月21日（火）には東京の帝人
株式会社本社にて最終報告会を開催し
ました。受講生はテイジン未来スタジ
オにて帝人株式会社の開発した商品に
ついて学ぶとともに、各自のアイデア
について最終発表を行い、帝人株式会
社のご担当者様から多くのコメントや
質問をいただきました。さらに、受講
生の将来や進路についてもご担当者様
から多くのご助言をいただきました。
　本講義を進める上でお力添えいただ
いた帝人株式会社のご担当者様をはじ
め、ご協力いただいた全ての方々に感
謝します。受講生の皆様がこの経験を
活かし、産学含め、どの進路に進むと
しても大いにご活躍いただけることを
祈っています。

（生命科学院・先端生命科学研究院）

生命科学院博士後期課程科目「少人数討論型育成プログラム」
（北大帝人ブレーンストーミングワークショップ）を実施

帝人株式会社本社での最終報告会の様子

　理学研究院スマート物質科学人材育
成コンソーシアムは、3月9日（木）に
創成研究機構データ駆動型融合研究創
発拠点（D-RED）との共催により、研
究におけるDX・データサイエンスの
活用に関する特別セミナーを開催しま
した。
　スマート物質科学人材育成コンソー
シアムは、企業と大学が連携して高度
データ関連人材を育成する場として、
文部科学省データ関連人材育成プログ
ラム（D-DRIVE）の支援の下、令和
４年度より理学研究院に設置されまし
た。今回は、コンソーシアムに参画い
ただいている（株）D4cアカデミーよ
り和田陽一郎氏（代表取締役社長兼学
長、理学研究院客員教授）をお招き

し、「DX？なにそれ？おいしいの？
データ駆動型融合研究に関する一考」
と題してご講演いただきました。
　ご講演では、社会でDXやデータサ
イエンスがどのように捉えられている
のか、大学の研究者がDXを研究に取
り入れていくには何を考えたら良い
か、そして、和田氏の考える「データ
駆動型融合研究」の姿について、工学
院博士課程の棚橋さんとの共同研究
（インターンシップ）の事例を交え
て、お話しいただきました。
　Zoomを用いたハイフレックス形式
で開催されたセミナーには、百年記念
会館のオンサイト会場に18名、またオ
ンラインにて20名を超える参加があ
り、オンサイト会場ではセミナー終了

後に設けたコミュニケーションタイム
において和田氏に熱心に質問する参加
者の姿も見られました。参加者から
は、「DXについて誰もが理解できる
ようにさらっとお話ししてくださった
ので、とても分かりやすかった」
「DXは便利そうだが敷居が高そうだ
と思っていたが、そうではないことを
教えていただき、是非今後、取り組ん
でみたいと思った」といった感想が寄
せられました。コンソーシアムでは、
今後もこのような講演会を継続して開
催し、高度データ関連人材の育成に努
めます。

（理学研究院）

理学研究院等にて「スマート物質科学人材育成コンソーシアム
特別セミナー」を開催

セミナー会場の様子講演を行う和田氏
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部局ニュース

発表者と発表題目；
1．伊藤政矩　（理学部）
　「カムイサウルスとヤマトサウルスは何を食べていたのか？～歯の傷から生態を探る～」

2．増田啓佑　（工学部）
　「北海道大学旧札幌農学校図書館の変遷と現況」

3．矢倉鉄平　（理学部）
　「イグアノドン類の尾端骨様化石の結合過程の推定～しっぽの先端に隠された新種の可能性～」

4．髙橋　陸　 （工学部） 
　「札幌市新川地区の三角屋根住宅群がつくる街並み」

5．大野真緒   （理学部）
　「むかわ町穂別産の頭の化石はサメ？エイ？」

運営担当学生：
幸　一尋（文学部3年）・荒川大地（理学部2年）・柿澤彩花（工学部3年）・木元友理香（工学部3年）・田口駿登（工学部2年）・
佐藤　英（総合教育部1年）・徳井　翠（総合教育部1年）

受賞者：
最優秀賞　　　増田啓佑（工学部 環境社会工学科）
優秀賞　　　　矢倉鉄平（理学部 地球惑星科学科）
マイスター賞　伊藤政矩（理学部 地球惑星科学科）
SDGｓ賞　　　髙橋　陸（工学部 環境社会工学科）
来館者賞　　　大野真緒（理学部 地球惑星科学科）

審査員一覧
教職員審査員（敬称略）：
小澤丈夫　　（北海道大学総合博物館 館長・北海道大学大学院工学研究院 教授）
内田　努　　（北海道大学大学院工学研究院 准教授）
高橋英樹　　（北海道大学 名誉教授・北海道大学総合博物館 資料部研究員）
出村　誠　　（北海道大学先端生命科学研究院 / 北海道大学生命科学院 / 北海道大学理学部 教授）
山内彩加林　（北海道大学低温研究所 助教）

市民審査員（敬称略）：
浅野目祥子　（NPO法人手と手 代表理事・ミュージアムカフェぽらす/ミュージアムショップぽとろ 代表）
中道洋友　　（北海道札幌北高等学校 教諭）
西村卓也　　（北海道新聞社 論説主幹）
藤田良治　　（愛知淑徳大学創造表現学部 准教授）
矢野ひろ　　（北海道遺産協議会 理事）

ミュージアムマイスター審査員（敬称略）：
太田　晶　　（むかわ町経済恐竜ワールド戦略室）
押野祐大　　（北海道中標津高等学校 教諭・北海道大学環境科学院 博士後期課程3年）
遠藤　優　　（北海道大学理学院 博士後期課程2年）
高田健太郎　（北海道大学理学院 博士後期課程1年）
佐々木悠貴　（北海道大学工学院 修士課程2年）
大藪隼平　　（北海道大学理学院 修士課程2年）

担当：
北野 一平・小林 快次・湯浅 万紀子・市來 紗都子・渡邉 洋子（総合博物館）
発表会当日の様子や参加した学生の事後考察レポートは当館ホームページで公開しています。
https://www.museum.hokudai.ac.jp/education/museummeister/list/18939/

　総合博物館では独自の教育プログラ
ム「ミュージアムマイスター認定コー
ス」の一環として、平成20年度より
「卒論ポスター発表会」を開催してい
ます。学部4年生が卒業研究をA0サイ
ズ1枚のポスターにまとめて、さまざ
まな年代の市民や観光客の方々、他分
野の学生や教職員にわかりやすく発表
し、質問に受け答えします。北大生の
研究を広く社会に伝えるだけではな
く、学生のコミュニケーション能力の
向上や他分野の研究への関心の喚起を
図ることを目的としています。
　15回目を迎えた今年度は、3月4日
（土）・5日（日）に博物館1階「知の
交流」ホールにて新型コロナウイルス
感染防止対策を行ったうえで開催され
ました。
　ポスターとホームページで発表者を
募集した結果、理学部・工学部から5

名が参加しました。発表者は、卒業研
究を市民に発表するために見直し、他
学部の発表者や博物館担当教員と議論
する中間発表会3回とリハーサルを通
して、専門分野外の方々にも伝わるよ
うにポスターの内容やデザイン、発表
方法を学んでいきました。発表会が近
づくにつれて緊張気味の学生たちでし
たが、当日はお客様の鋭い質問に丁寧
に答えたり、後ろの列に座った方にも
目線を投げかけ説明について不明な点
はないか確かめたりと柔軟に対応して
いました。学生たちの研究に興味を持
たれ、積極的にご質問を投げかける
方々の姿も数多く見られました。発表
会の運営には理学部・工学部・総合教
育部・文学部から7名が参加しまし
た。運営スタッフとして発表会の広
報、プログラム作成、会場運営などを
進め、会場の設営ではポスターの配置

からライティング、また室内の換気に
至るまで柔軟に対応し、発表会当日に
は受付や後述する各賞の授賞式の司会
を担当しました。最終日には、2日間
の来場者の投票による「来館者賞」、
市民5名と本学教職員5名から成る審査
員の評価による「最優秀賞」、ミュー
ジアムマイスター6名が選定する「ミ
ュージアムマイスター賞」が決定され
た他、昨年度新設されたSDGs賞が選
定されました。5名の発表者の審査は
大変拮抗し、審議の結果、今年度は特
別に優秀賞を設けることとなりまし
た。発表会2日目に行われた授賞式で
は、発表者全員に賞状と記念品が授与
されました。

（総合博物館）

総合博物館で第15回「卒論ポスター発表会」を開催

来場者に向けて説明する発表者たち 発表会当日の会場風景

終了後の記念撮影
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部局ニュース

発表者と発表題目；
1．伊藤政矩　（理学部）
　「カムイサウルスとヤマトサウルスは何を食べていたのか？～歯の傷から生態を探る～」

2．増田啓佑　（工学部）
　「北海道大学旧札幌農学校図書館の変遷と現況」

3．矢倉鉄平　（理学部）
　「イグアノドン類の尾端骨様化石の結合過程の推定～しっぽの先端に隠された新種の可能性～」

4．髙橋　陸　 （工学部） 
　「札幌市新川地区の三角屋根住宅群がつくる街並み」

5．大野真緒   （理学部）
　「むかわ町穂別産の頭の化石はサメ？エイ？」

運営担当学生：
幸　一尋（文学部3年）・荒川大地（理学部2年）・柿澤彩花（工学部3年）・木元友理香（工学部3年）・田口駿登（工学部2年）・
佐藤　英（総合教育部1年）・徳井　翠（総合教育部1年）

受賞者：
最優秀賞　　　増田啓佑（工学部 環境社会工学科）
優秀賞　　　　矢倉鉄平（理学部 地球惑星科学科）
マイスター賞　伊藤政矩（理学部 地球惑星科学科）
SDGｓ賞　　　髙橋　陸（工学部 環境社会工学科）
来館者賞　　　大野真緒（理学部 地球惑星科学科）

審査員一覧
教職員審査員（敬称略）：
小澤丈夫　　（北海道大学総合博物館 館長・北海道大学大学院工学研究院 教授）
内田　努　　（北海道大学大学院工学研究院 准教授）
高橋英樹　　（北海道大学 名誉教授・北海道大学総合博物館 資料部研究員）
出村　誠　　（北海道大学先端生命科学研究院 / 北海道大学生命科学院 / 北海道大学理学部 教授）
山内彩加林　（北海道大学低温研究所 助教）

市民審査員（敬称略）：
浅野目祥子　（NPO法人手と手 代表理事・ミュージアムカフェぽらす/ミュージアムショップぽとろ 代表）
中道洋友　　（北海道札幌北高等学校 教諭）
西村卓也　　（北海道新聞社 論説主幹）
藤田良治　　（愛知淑徳大学創造表現学部 准教授）
矢野ひろ　　（北海道遺産協議会 理事）

ミュージアムマイスター審査員（敬称略）：
太田　晶　　（むかわ町経済恐竜ワールド戦略室）
押野祐大　　（北海道中標津高等学校 教諭・北海道大学環境科学院 博士後期課程3年）
遠藤　優　　（北海道大学理学院 博士後期課程2年）
高田健太郎　（北海道大学理学院 博士後期課程1年）
佐々木悠貴　（北海道大学工学院 修士課程2年）
大藪隼平　　（北海道大学理学院 修士課程2年）

担当：
北野 一平・小林 快次・湯浅 万紀子・市來 紗都子・渡邉 洋子（総合博物館）
発表会当日の様子や参加した学生の事後考察レポートは当館ホームページで公開しています。
https://www.museum.hokudai.ac.jp/education/museummeister/list/18939/

　総合博物館では独自の教育プログラ
ム「ミュージアムマイスター認定コー
ス」の一環として、平成20年度より
「卒論ポスター発表会」を開催してい
ます。学部4年生が卒業研究をA0サイ
ズ1枚のポスターにまとめて、さまざ
まな年代の市民や観光客の方々、他分
野の学生や教職員にわかりやすく発表
し、質問に受け答えします。北大生の
研究を広く社会に伝えるだけではな
く、学生のコミュニケーション能力の
向上や他分野の研究への関心の喚起を
図ることを目的としています。
　15回目を迎えた今年度は、3月4日
（土）・5日（日）に博物館1階「知の
交流」ホールにて新型コロナウイルス
感染防止対策を行ったうえで開催され
ました。
　ポスターとホームページで発表者を
募集した結果、理学部・工学部から5

名が参加しました。発表者は、卒業研
究を市民に発表するために見直し、他
学部の発表者や博物館担当教員と議論
する中間発表会3回とリハーサルを通
して、専門分野外の方々にも伝わるよ
うにポスターの内容やデザイン、発表
方法を学んでいきました。発表会が近
づくにつれて緊張気味の学生たちでし
たが、当日はお客様の鋭い質問に丁寧
に答えたり、後ろの列に座った方にも
目線を投げかけ説明について不明な点
はないか確かめたりと柔軟に対応して
いました。学生たちの研究に興味を持
たれ、積極的にご質問を投げかける
方々の姿も数多く見られました。発表
会の運営には理学部・工学部・総合教
育部・文学部から7名が参加しまし
た。運営スタッフとして発表会の広
報、プログラム作成、会場運営などを
進め、会場の設営ではポスターの配置

からライティング、また室内の換気に
至るまで柔軟に対応し、発表会当日に
は受付や後述する各賞の授賞式の司会
を担当しました。最終日には、2日間
の来場者の投票による「来館者賞」、
市民5名と本学教職員5名から成る審査
員の評価による「最優秀賞」、ミュー
ジアムマイスター6名が選定する「ミ
ュージアムマイスター賞」が決定され
た他、昨年度新設されたSDGs賞が選
定されました。5名の発表者の審査は
大変拮抗し、審議の結果、今年度は特
別に優秀賞を設けることとなりまし
た。発表会2日目に行われた授賞式で
は、発表者全員に賞状と記念品が授与
されました。

（総合博物館）

総合博物館で第15回「卒論ポスター発表会」を開催

来場者に向けて説明する発表者たち 発表会当日の会場風景

終了後の記念撮影
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部局ニュース

　薬学研究院では3月8日（水）に「第
16回薬学研究院研究発表会」を開催し
ました。本発表会は、教員のプレゼン
テーション能力向上及び、他分野の研
究に関する理解を深めることによる共
同研究の活性化を目的として、平成24
年度に始まりました。新型コロナ感染
予防のためしばらく開催を見合わせて
いましたが、昨年度にリモート形式で
再開し、今年度は対面開催にて実施に

いたりました。
　発表会は、木原章雄薬学研究院長に
よる開会の挨拶の後、薬剤分子設計学
研究室の佐藤悠介助教による「脂質ナ
ノ粒子製剤によるin vivo高分子送達」
と題する発表及び、創薬有機化学研究
室の渡邉瑞貴准教授による「分子のカ
タチを整える～シクロプロパンの可能
性～」と題する2件の発表が行われま
した。

　薬学研究院の教員47名が参加し、発
表の研究分野を問わず、様々な分野の
教員との質疑が行われました。異分野
の教員が参加する中、発表者自身の研
究に対する知見を拡大する大変活発な
会となりました。次回は令和5年8月に
開催予定です。

（薬学研究院・薬学部）

薬学研究院が「第16回薬学研究院研究発表会」を開催

第16回薬学研究院研究発表会プログラム

第16回薬学研究院研究発表会

日時：2023年3月8日（水）13:00－

13:00－13:05 開会の挨拶 木原章雄（薬学研究院長）

13:05－14:15　研究発表
　　　　　　　　座長 勝山彬（創薬センター・有機合成医薬学部門）

13:05－13:35　脂質ナノ粒子製剤によるin vivo高分子送達
　　　　　　　　佐藤悠介（薬剤分子設計学研究室・助教）

13:35－14:15　分子のカタチを整える ～シクロプロパンの可能性～
　　　　　　　　渡邉瑞貴（創薬有機化学研究室・准教授）

　医学部では、3月13日（月）、医学部
学友会館「フラテ」ホールにて、最終
講義・退職記念式典を挙行しました。
　最終講義終了後に引き続き行われた
退職記念式典では、畠山鎮次研究院
長、浅香正博同窓会会長、及び教授会
代表者として久住一郎教授から挨拶が

ありました。続いて、長年の功績をた
たえ、感謝の意を込めて、医学部医学
科学友会畠山会長と医学部同窓会浅香
会長から記念品が、また、学友会、保
健センター、消化器内科学教室、血液
内科学教室及び血液内科同門会からは
花束が贈呈されました。

退職者
保健センター　橋野　聡　教授
最終講義題目
「治療医学から予防医学へ」

（医学研究院）

医学部が令和4年度最終講義・退職記念式典を挙行

関係者による記念撮影最終講義をする橋野教授
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部局ニュース

　薬学研究院では3月8日（水）に「第
16回薬学研究院研究発表会」を開催し
ました。本発表会は、教員のプレゼン
テーション能力向上及び、他分野の研
究に関する理解を深めることによる共
同研究の活性化を目的として、平成24
年度に始まりました。新型コロナ感染
予防のためしばらく開催を見合わせて
いましたが、昨年度にリモート形式で
再開し、今年度は対面開催にて実施に

いたりました。
　発表会は、木原章雄薬学研究院長に
よる開会の挨拶の後、薬剤分子設計学
研究室の佐藤悠介助教による「脂質ナ
ノ粒子製剤によるin vivo高分子送達」
と題する発表及び、創薬有機化学研究
室の渡邉瑞貴准教授による「分子のカ
タチを整える～シクロプロパンの可能
性～」と題する2件の発表が行われま
した。

　薬学研究院の教員47名が参加し、発
表の研究分野を問わず、様々な分野の
教員との質疑が行われました。異分野
の教員が参加する中、発表者自身の研
究に対する知見を拡大する大変活発な
会となりました。次回は令和5年8月に
開催予定です。

（薬学研究院・薬学部）

薬学研究院が「第16回薬学研究院研究発表会」を開催

第16回薬学研究院研究発表会プログラム

第16回薬学研究院研究発表会

日時：2023年3月8日（水）13:00－

13:00－13:05 開会の挨拶 木原章雄（薬学研究院長）

13:05－14:15　研究発表
　　　　　　　　座長 勝山彬（創薬センター・有機合成医薬学部門）

13:05－13:35　脂質ナノ粒子製剤によるin vivo高分子送達
　　　　　　　　佐藤悠介（薬剤分子設計学研究室・助教）

13:35－14:15　分子のカタチを整える ～シクロプロパンの可能性～
　　　　　　　　渡邉瑞貴（創薬有機化学研究室・准教授）

　医学部では、3月13日（月）、医学部
学友会館「フラテ」ホールにて、最終
講義・退職記念式典を挙行しました。
　最終講義終了後に引き続き行われた
退職記念式典では、畠山鎮次研究院
長、浅香正博同窓会会長、及び教授会
代表者として久住一郎教授から挨拶が

ありました。続いて、長年の功績をた
たえ、感謝の意を込めて、医学部医学
科学友会畠山会長と医学部同窓会浅香
会長から記念品が、また、学友会、保
健センター、消化器内科学教室、血液
内科学教室及び血液内科同門会からは
花束が贈呈されました。

退職者
保健センター　橋野　聡　教授
最終講義題目
「治療医学から予防医学へ」

（医学研究院）

医学部が令和4年度最終講義・退職記念式典を挙行

関係者による記念撮影最終講義をする橋野教授
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部局ニュース

　国際広報メディア・観光学院では、
2月19日（日）に留学生向け説明会を
実施しました。
　今年は3年ぶりに対面（とオンライ
ンのハイブリット）で、韓国・ソウル
の会場での開催となり、約60名（対面
5名、オンライン約55名）の参加があ
りました。加えて、在学生3名と修了
生5名も参加しました。
　河合　靖学院長の挨拶に続き、例年
通り、大学院の全体説明、研究生と大
学院生としての学修システム、本研究

院独自の書類審査応募の注意点など、
留学希望者にとって必要な情報が提供
されました。
　また、今回も在学生と修了生によ
る、自らの体験をもとにした留学や学
修に関するアドバイスを行いました。
　360度webカメラを利用した全体説
明とZOOMを利用した個別相談におい
ては、広報、メディア、観光、公共ジ
ャーナリズム、言語などの分野に別れ
て質疑応答の時間が設けられました。
　説明会終了後に行った参加者アンケ

ートでは、教員による親切な対応と分
かりやすい説明、在学生・修了生によ
るアドバイス、韓国語・中国語での対
応などについて評価をいただきまし
た。今年は、以前のような北京や上海
での現地開催は叶いませんでしたが、
今後も対面とオンラインのそれぞれの
強みを生かして、様々な地域で説明会
を開催していければと考えています。

（国際広報メディア・観光学院）

国際広報メディア・観光学院にて留学生（研究生）説明会を実施

参加者集合写真

　農学研究院では、3月2日（木）に農
学部大講堂にて、令和4年度第2回FD
研修会を開催しました。幸田圭一教務
委員による開会挨拶の後、「北大の障
害学生支援を取り巻く現状と合理的配
慮の実際」をテーマに、学生相談総合
センター副センター長・アクセシビリ
ティ支援室長の榊原佐和子先生による
講演がありました。障害を持つ学生
や、北大における対応事例の現状を皮
切りに、教育的配慮と障害者差別解消
法に基づく「合理的配慮」に関する基
本的な考え方が前半で紹介され、大学
の教育現場で進められている合理的配
慮の申請手続や、その場で今後も進め
られるべき建設的対話に関する示唆な
どのお話がありました。後半では、応
用的な対応事例も交えて幅広くお話が
ありました。
　冒頭部のアクセシビリティ支援室の
紹介では、同支援室が障害のある学生

に対する個別相談業務といったソフト
面を担うとともに、そうした支援に必
要な環境整備（人的・設備的・情報組
織的）といったハード面も担っている
点を北大における豊富な事例と共に紹
介がありました。次に「大学における
合理的配慮」に話が進み、配慮に当た
っては、障害のある学生からの意思表
明がまず必要であること、また、実施
に伴う負担を勘案しながら、社会的障
壁を取り除くために必要かつ合理的な
配慮が法的にも求められていること、
といった基本事項をお話がありまし
た。「発達障害」が話題に上ることが
多くなった昨今ですが、程度の差はあ
れ、「ものの見え方、注意が向かう方
向性」が、多くの「定型発達者」とは
異なる人たちが潜在的にも一定数存在
し、子供時代に発達障害の傾向が顕著
でなく、被支援経験のなかった人たち
が、成人後（例えば大学入学後）に深

刻な「生きづらさ」を抱えてしまう場
合があるなど、まず認識を共有してお
きたい点の説明がありました。後半、
合理的配慮を求める申請があった場合
の対応についてのお話では、実際に対
応経験のある教員の関心が集まり、
「学部や研究室レベルでどこまで対応
したら良いのか」「実験系での対応は
どのようにしたら良いのか」「対応で
きることとできないことが書類上併記
されているので、改善して欲しい」と
いった質問が講演後に寄せられ、活発
な質疑応答がありました。
　榊原先生には、講演会に限らずワー
クショップの開催や様々な支援・連携
体制の構築等を提案いただきました。
この場をお借りし、厚く御礼申し上げ
ます。

（農学院・農学研究院・農学部）

令和4年度第2回農学研究院FD研修会を開催

榊原先生の講演の様子幸田教務委員の開会の挨拶
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　国際広報メディア・観光学院では、
2月19日（日）に留学生向け説明会を
実施しました。
　今年は3年ぶりに対面（とオンライ
ンのハイブリット）で、韓国・ソウル
の会場での開催となり、約60名（対面
5名、オンライン約55名）の参加があ
りました。加えて、在学生3名と修了
生5名も参加しました。
　河合　靖学院長の挨拶に続き、例年
通り、大学院の全体説明、研究生と大
学院生としての学修システム、本研究

院独自の書類審査応募の注意点など、
留学希望者にとって必要な情報が提供
されました。
　また、今回も在学生と修了生によ
る、自らの体験をもとにした留学や学
修に関するアドバイスを行いました。
　360度webカメラを利用した全体説
明とZOOMを利用した個別相談におい
ては、広報、メディア、観光、公共ジ
ャーナリズム、言語などの分野に別れ
て質疑応答の時間が設けられました。
　説明会終了後に行った参加者アンケ

ートでは、教員による親切な対応と分
かりやすい説明、在学生・修了生によ
るアドバイス、韓国語・中国語での対
応などについて評価をいただきまし
た。今年は、以前のような北京や上海
での現地開催は叶いませんでしたが、
今後も対面とオンラインのそれぞれの
強みを生かして、様々な地域で説明会
を開催していければと考えています。

（国際広報メディア・観光学院）

国際広報メディア・観光学院にて留学生（研究生）説明会を実施

参加者集合写真

　農学研究院では、3月2日（木）に農
学部大講堂にて、令和4年度第2回FD
研修会を開催しました。幸田圭一教務
委員による開会挨拶の後、「北大の障
害学生支援を取り巻く現状と合理的配
慮の実際」をテーマに、学生相談総合
センター副センター長・アクセシビリ
ティ支援室長の榊原佐和子先生による
講演がありました。障害を持つ学生
や、北大における対応事例の現状を皮
切りに、教育的配慮と障害者差別解消
法に基づく「合理的配慮」に関する基
本的な考え方が前半で紹介され、大学
の教育現場で進められている合理的配
慮の申請手続や、その場で今後も進め
られるべき建設的対話に関する示唆な
どのお話がありました。後半では、応
用的な対応事例も交えて幅広くお話が
ありました。
　冒頭部のアクセシビリティ支援室の
紹介では、同支援室が障害のある学生

に対する個別相談業務といったソフト
面を担うとともに、そうした支援に必
要な環境整備（人的・設備的・情報組
織的）といったハード面も担っている
点を北大における豊富な事例と共に紹
介がありました。次に「大学における
合理的配慮」に話が進み、配慮に当た
っては、障害のある学生からの意思表
明がまず必要であること、また、実施
に伴う負担を勘案しながら、社会的障
壁を取り除くために必要かつ合理的な
配慮が法的にも求められていること、
といった基本事項をお話がありまし
た。「発達障害」が話題に上ることが
多くなった昨今ですが、程度の差はあ
れ、「ものの見え方、注意が向かう方
向性」が、多くの「定型発達者」とは
異なる人たちが潜在的にも一定数存在
し、子供時代に発達障害の傾向が顕著
でなく、被支援経験のなかった人たち
が、成人後（例えば大学入学後）に深

刻な「生きづらさ」を抱えてしまう場
合があるなど、まず認識を共有してお
きたい点の説明がありました。後半、
合理的配慮を求める申請があった場合
の対応についてのお話では、実際に対
応経験のある教員の関心が集まり、
「学部や研究室レベルでどこまで対応
したら良いのか」「実験系での対応は
どのようにしたら良いのか」「対応で
きることとできないことが書類上併記
されているので、改善して欲しい」と
いった質問が講演後に寄せられ、活発
な質疑応答がありました。
　榊原先生には、講演会に限らずワー
クショップの開催や様々な支援・連携
体制の構築等を提案いただきました。
この場をお借りし、厚く御礼申し上げ
ます。

（農学院・農学研究院・農学部）

令和4年度第2回農学研究院FD研修会を開催

榊原先生の講演の様子幸田教務委員の開会の挨拶
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部局ニュース

　3月23日（木）、本学修士・専門職学
位・博士学位授与式後に、医学部百年
記念館大会議室において、脳科学研究
教育センターが設置する発達脳科学専
攻教育プログラム修了生に対し、田中
真樹センター長から修了証書が授与さ
れました。
　今年度は第19期生として、修士課程
10名（喬 ア楠：文学院、平山詠大、辻
万里奈：教育学院、白旗洸太、千田輝：
生命科学院、大西祥貴、韓 宇、米田菜
乃：保健科学院、都築明日香、久井漱
誠：医学院）が所属学院の学位取得に
加えて発達脳科学専攻の定める修了要

件を満たし、修了が認定されました。
　センターでは、脳科学に関する大学
院共通授業科目の開設に加え、研究分
野の垣根を越えた融合的研究指導の一
環として、札幌近郊での合宿研修、脳
科学シンポジウムの開催、複数部局の
基幹教員による修了論文の審査などを
行っています。中でも、合宿研修や修
了論文の公開発表会では、できるだけ
専門用語を使わず、他専攻の院生・教
員に自分の研究を分かりやすく紹介
し、議論することを重視しています。
　発達脳科学専攻は、文理融合型の脳
科学研究のバーチャル専攻として、平

成15年度に発足しました。令和5年度
からは従来のグループ制を廃止すると
ともに「脳科学専攻」と専攻名称を変
更し、より柔軟な研究交流を加速さ
せ、学内6学院にわたる大学院生を対
象として複雑な機能をもつ脳に関した
分野融合的な教育プログラムを提供
し、広い視野をもった次世代を担う人
材の育成を進めています。これまでに
修士課程131名及び博士（後期）課程
26名、計157名の修了生を送り出して
います。

（脳科学研究教育センター）

脳科学研究教育センター発達脳科学専攻第19期修了生に修了証書授与

今年度の修了生と基幹教員

田中センター長から修了証書の授与

　北方生物圏フィールド科学センター
の生物生産研究農場（以下、農場）で
生産された鶏卵が、4月1日より期間限
定で京王プレリアホテル札幌の朝食メ
ニューとして提供されました。
　これは北海道大学の卒業・入学を記
念し、農場で生産する鶏卵を「北海道
大学卒業卵」と称し、創作されたメニ
ュー3品を朝食ブッフェにて1品ずつ日
替わりで提供するものです。
　メニューは、オードブルが「北海道
大学卒業卵のエッグベネディクト プレ

リアスタイル」、メインは「北海道大
学卒業卵のロワイヤル ブイヤベース仕
立て」、デザートは「北海道大学卒業
卵の生フレンチトースト」です。
　この取り組みは令和2年6月から農場
の「北大牛乳」を用いた朝食定番スイ
ーツや、令和3年7月に静内研究牧場の
「北大短角牛」を用いた限定メニュ
ー、令和4年11月に農場や余市果樹園
の野菜や果物などの「北大食材」を組
み合わせた限定メニューなどのシリー
ズの一環で、京王プレリアホテル札幌

を通じて本学のフィールドで生産され
た食材の情報発信を継続的に行ってい
ます。
　今後も北方生物圏フィールド科学セ
ンターでは教育・研究の成果としての
生産品や、フィールドで産出される資
源の有効活用に取り組んでいきます。
プレスリリース：
https://www.hokudai.ac.jp/news/pdf/
230316_pr3.pdf

（北方生物圏フィールド科学センター）

生物生産研究農場生産の鶏卵をホテルの朝食メニューに提供

左から時計回りにエッグベネディクト、ロワイヤル、
フレンチトースト
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部局ニュース

　3月23日（木）、本学修士・専門職学
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記念館大会議室において、脳科学研究
教育センターが設置する発達脳科学専
攻教育プログラム修了生に対し、田中
真樹センター長から修了証書が授与さ
れました。
　今年度は第19期生として、修士課程
10名（喬 ア楠：文学院、平山詠大、辻
万里奈：教育学院、白旗洸太、千田輝：
生命科学院、大西祥貴、韓 宇、米田菜
乃：保健科学院、都築明日香、久井漱
誠：医学院）が所属学院の学位取得に
加えて発達脳科学専攻の定める修了要

件を満たし、修了が認定されました。
　センターでは、脳科学に関する大学
院共通授業科目の開設に加え、研究分
野の垣根を越えた融合的研究指導の一
環として、札幌近郊での合宿研修、脳
科学シンポジウムの開催、複数部局の
基幹教員による修了論文の審査などを
行っています。中でも、合宿研修や修
了論文の公開発表会では、できるだけ
専門用語を使わず、他専攻の院生・教
員に自分の研究を分かりやすく紹介
し、議論することを重視しています。
　発達脳科学専攻は、文理融合型の脳
科学研究のバーチャル専攻として、平

成15年度に発足しました。令和5年度
からは従来のグループ制を廃止すると
ともに「脳科学専攻」と専攻名称を変
更し、より柔軟な研究交流を加速さ
せ、学内6学院にわたる大学院生を対
象として複雑な機能をもつ脳に関した
分野融合的な教育プログラムを提供
し、広い視野をもった次世代を担う人
材の育成を進めています。これまでに
修士課程131名及び博士（後期）課程
26名、計157名の修了生を送り出して
います。

（脳科学研究教育センター）

脳科学研究教育センター発達脳科学専攻第19期修了生に修了証書授与

今年度の修了生と基幹教員

田中センター長から修了証書の授与

　北方生物圏フィールド科学センター
の生物生産研究農場（以下、農場）で
生産された鶏卵が、4月1日より期間限
定で京王プレリアホテル札幌の朝食メ
ニューとして提供されました。
　これは北海道大学の卒業・入学を記
念し、農場で生産する鶏卵を「北海道
大学卒業卵」と称し、創作されたメニ
ュー3品を朝食ブッフェにて1品ずつ日
替わりで提供するものです。
　メニューは、オードブルが「北海道
大学卒業卵のエッグベネディクト プレ

リアスタイル」、メインは「北海道大
学卒業卵のロワイヤル ブイヤベース仕
立て」、デザートは「北海道大学卒業
卵の生フレンチトースト」です。
　この取り組みは令和2年6月から農場
の「北大牛乳」を用いた朝食定番スイ
ーツや、令和3年7月に静内研究牧場の
「北大短角牛」を用いた限定メニュ
ー、令和4年11月に農場や余市果樹園
の野菜や果物などの「北大食材」を組
み合わせた限定メニューなどのシリー
ズの一環で、京王プレリアホテル札幌

を通じて本学のフィールドで生産され
た食材の情報発信を継続的に行ってい
ます。
　今後も北方生物圏フィールド科学セ
ンターでは教育・研究の成果としての
生産品や、フィールドで産出される資
源の有効活用に取り組んでいきます。
プレスリリース：
https://www.hokudai.ac.jp/news/pdf/
230316_pr3.pdf

（北方生物圏フィールド科学センター）

生物生産研究農場生産の鶏卵をホテルの朝食メニューに提供

左から時計回りにエッグベネディクト、ロワイヤル、
フレンチトースト
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オーバーライドして入力

5．申込方法　※本年度より一部変更あり
　文部科学省共済組合ホームページ内の「ベネフィット・ステーション」よりお申し込み願います。事前に「ベネアカウ
ント」の登録が必要となります。ご不明な点は所属部局等の担当事務へお問い合わせ願います。
　　健診申込方法は「人間ドック・特定健康診査のご案内」をご確認願います。

6．個人情報について
　平成20年度から健康保険組合に「特定健康診査」が義務づけられたことに伴い、今回実施する健康診断結果のうち、法
定健診及び特定健診項目に関する診断内容及び問診結果等の個人情報については保有・利用させていただきます（目的外
利用はいたしません）。

　健診お問い合わせ先
　　（株）ベネフィットワン・ヘルスケア健診予約受付センター
　　ＴＥＬ　0800-8888-009（フリーコール）
　　受付時間：平日10～20時、土日10～17時、祝日・年末年始休

　文部科学省共済組合HP　http://www.monkakyosai.or.jp

（文部科学省共済組合北海道大学支部）

■お知らせ

令和5年度人間ドック・特定健康診査の実施について

　文部科学省共済組合北海道大学支部では、文部科学省共済組合本部の指導の下、保健事業の一環として健康管理の推進を
目的に人間ドック・特定健康診査を次のとおり実施しております（任意継続組合員を含む）。
　なお、受付等については専門業者へ外部委託となり、組合員が直接文部科学省共済組合ホームページから申込みしていた
だくこととなります。

1．申込期間
　2024年1月10日（水）まで

2．受診期限
　2024年1月31日（水）まで

3．対 象 者
　①人間ドック
　　2023年4月1日現在満35歳以上となる組合員及びその被扶養配偶者、任意継続組合員本人及びその被扶養配偶者

　②特定健診
　　2024年3月31日までに40歳以上となる組合員の被扶養者、任意継続組合員本人及びその被扶養者

　③生活習慣病予防健診
　　2024年3月31日までに40歳以上となる組合員の被扶養者、任意継続組合員本人及びその被扶養者

　※人間ドック、特定健診、生活習慣病予防健診は、受診期限内にいずれか1回受診できます。
　※特定健診、生活習慣病予防健診は、組合員は受診できません。
　　（任意継続組合員は除く。）
　※申込日及び受診日の両時点において、組合員資格または被扶養者資格があることをご確認ください。

4．補助額
　①人間ドック
　　共済組合が指定する健診機関での受診に限り、
　　　組合員（任意継続を含む）　　　　30,000円（上限・税込）
　　　被扶養配偶者（任意継続を含む）　25,000円（上限・税込）
　　　※補助額を超えた料金は、自己負担となります。
　　　※オプション検査料は、ドック本体料金と合わせ、補助額を超過した分は自己負担になります。
　　　※受診料の自己負担額は、当日医療機関で支払います。

　②特定健診
　　共済組合が指定する健診機関での受診に限り、全額補助（自己負担なし）

　③生活習慣病予防健診
　　共済組合が指定する健診機関での受診に限り、全額補助（自己負担なし）
　　　※オプション検査料は、全額自己負担となります。
　　　※受診料の自己負担額は、当日医療機関で支払います。
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5．申込方法　※本年度より一部変更あり
　文部科学省共済組合ホームページ内の「ベネフィット・ステーション」よりお申し込み願います。事前に「ベネアカウ
ント」の登録が必要となります。ご不明な点は所属部局等の担当事務へお問い合わせ願います。
　　健診申込方法は「人間ドック・特定健康診査のご案内」をご確認願います。

6．個人情報について
　平成20年度から健康保険組合に「特定健康診査」が義務づけられたことに伴い、今回実施する健康診断結果のうち、法
定健診及び特定健診項目に関する診断内容及び問診結果等の個人情報については保有・利用させていただきます（目的外
利用はいたしません）。

　健診お問い合わせ先
　　（株）ベネフィットワン・ヘルスケア健診予約受付センター
　　ＴＥＬ　0800-8888-009（フリーコール）
　　受付時間：平日10～20時、土日10～17時、祝日・年末年始休

　文部科学省共済組合HP　http://www.monkakyosai.or.jp

（文部科学省共済組合北海道大学支部）

■お知らせ

令和5年度人間ドック・特定健康診査の実施について

　文部科学省共済組合北海道大学支部では、文部科学省共済組合本部の指導の下、保健事業の一環として健康管理の推進を
目的に人間ドック・特定健康診査を次のとおり実施しております（任意継続組合員を含む）。
　なお、受付等については専門業者へ外部委託となり、組合員が直接文部科学省共済組合ホームページから申込みしていた
だくこととなります。

1．申込期間
　2024年1月10日（水）まで

2．受診期限
　2024年1月31日（水）まで

3．対 象 者
　①人間ドック
　　2023年4月1日現在満35歳以上となる組合員及びその被扶養配偶者、任意継続組合員本人及びその被扶養配偶者

　②特定健診
　　2024年3月31日までに40歳以上となる組合員の被扶養者、任意継続組合員本人及びその被扶養者

　③生活習慣病予防健診
　　2024年3月31日までに40歳以上となる組合員の被扶養者、任意継続組合員本人及びその被扶養者

　※人間ドック、特定健診、生活習慣病予防健診は、受診期限内にいずれか1回受診できます。
　※特定健診、生活習慣病予防健診は、組合員は受診できません。
　　（任意継続組合員は除く。）
　※申込日及び受診日の両時点において、組合員資格または被扶養者資格があることをご確認ください。

4．補助額
　①人間ドック
　　共済組合が指定する健診機関での受診に限り、
　　　組合員（任意継続を含む）　　　　30,000円（上限・税込）
　　　被扶養配偶者（任意継続を含む）　25,000円（上限・税込）
　　　※補助額を超えた料金は、自己負担となります。
　　　※オプション検査料は、ドック本体料金と合わせ、補助額を超過した分は自己負担になります。
　　　※受診料の自己負担額は、当日医療機関で支払います。

　②特定健診
　　共済組合が指定する健診機関での受診に限り、全額補助（自己負担なし）

　③生活習慣病予防健診
　　共済組合が指定する健診機関での受診に限り、全額補助（自己負担なし）
　　　※オプション検査料は、全額自己負担となります。
　　　※受診料の自己負担額は、当日医療機関で支払います。

お知らせ
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博士学位記授与

課程博士

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（法学） ∁
たか

波
なㆿ

ઍ
ㆡ

୅
㇈

子
㆓ 重度ো֐児ऀの฼਌のݖ利อোʵো֐෱ࢱ制度におけるࣾձ関܎モデルの導ೖՄ能性ʵ

主査：准教授　઒久อ　׮

博士（ਫ࢈科学）

ᩬ
㇫

઒
セン

Study on the monitoring methods for early warning of harmful organisms such as jellypsh
and macroalgae near the water intake of the nuclear power plant
（原子ྗ発電ॴऔਫޱのपลւ域におけるクラゲྨɾւ૶ྨ౳有֐生物のૣܯظռのためのモ
χタリング手法に関する研究）

主査：教授　޲井　ప

ञ
㆕か

井
い

݈
㆐㇓

一
いㆡ 業のলエωɾলྗ化に関する研究ړけた小型ఈび͖໢޲Ո経Ӧの࣋ଓ҆ఆ化にړ

主査：教授　藤৿　߁੅

௕
なが

野
ㆮ

ߊ
㆓う

ี
す㆐ ੨৿ݝपลւ域におけるϛζμコړ業のվྑと֫ړ量༧ଌに関する研究

主査：教授　藤৿　߁੅

ଜ
㇀㇉まつ

松 ඒ
ㆿ

ຈ
あき

Subsurface warming process associated with Pacipc Summer Water transport north of the
Chukchi shelf in the Arctic Ocean
（チϡクチւ๺ํ域におけるଠฏ༸Նقਫの༌送に൐͏ѥ表層ஷ೤量の増Ճաఔ）

主査：教授　໖؏　๛

ࢁ
やま

田
ㆠ

׮
ひ㇍ゆき

之
Evolution reducing downstream displacement in juvenile salmonids
（αέ科ྨڕのஓڕにおけるྲྀԼを཈制するਐ化）

主査：教授　໖؏　๛

Ԧ
㈱ン

ӫ
ロン

෉
㈗

Trophic ecology of Pacipc cod G adu s  macrocep h alu s off the southern and northeastern coasts
of Hokkaido
（๺ւಓೆ؛および๺౦؛ԭ合におけるマμラG adu s  macrocep h alu s のӫཆ生ଶに関する研究）

主査：教授　∁௡　఩也

6
ウル㈗㇡

lfah A
ア ㈠ リ ア

malia

Study on Potential Allergenicity of T E R AS I , Indonesian Shrimp Seasoning, and its Reduction
by Processing Technology
（インドωシア࢈エϏ調ຯྉテラシのアレルΪー༠発性とՃ工技術による低減化に関する研究）

主査：教授　ࢁ㟒　ߒ司

ࣲ
しㆰ

田
た

ق
き

子
㆓

クローン生৩を͏ߦドジϣ΢に特異తなҨ伝学తマーΧーの開発と野生型ܥ౷の࣮ަݧ഑によ
る特घな生৩༷ࣜの࠶現に関する研究

主査：教授　ᖒล　智雄

༝
ゆ

ൺ
ひ

智
と㇂

य़
ㆯる

キタムラαキ΢χ（M es ocentrotu s  nu du s ）の৽نཛԫタンύク࣭Ͱ͋るApolipoprotein B༷タン
ύク࣭に関する生化学および分子生物学త研究

主査：教授　؛ଜ　ӫؽ

༶
ヨウ

博
ハク

学
㇭ク

Study on the functional enhancement of psh collagen by glycation using the Maillard reaction
（メイラード൓応を用いた౶म০によるྨڕコラーゲンの機能性増強に関する研究）

主査：教授　܀原　ल޾

和
わ

ࠜ
ㆭ

㟒
ざき

智
㆕とし ౶ɾ࣭ࢷ୅ँվળにد༩するЌ-コングリシχンおよびڕ༉ซ用効果のૅج研究

主査：教授　ञ井　ོ一

博士（ڥ؀科学）
M
エム㈉㇣

d� ,
ㇵ ー シ ェ ッ ㈋

horshed
A
ア ㈫ ン

lam

Structural and functional assessments of hyporheic macroinvertebrates across multiple
environmental gradients in rivers of Hokkaido, +apan
（๺ւಓՏ઒におけるෳ਺܏ڥ؀度にԊͬたՏচ๞和間ܺਫ域無੸௣動物の構造および機能評価）

主査：准教授　ࠜ؛　३ೋ࿠

■博士学位記授与

　3月23日（木）に本学大学院研究科等の所定の課程を修了した課程博士は315人、及び本学に学位論文を提出してその審
査、試験等に合格した論文博士は8人でした。なお、被授与者の氏名と論文題目等は次のとおりです。

（学務部学務企画課）
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ڥ؀科学）

D
㈉ス㇫㈫ール

escallar A
アンジェム

ngem
L
リ ㈘ ㈫ ン ㈋

ibrando

Secondary metabolites produced by endosymbionts of shipworm woodborers 	Bivalvia�
Teredinidae
 along the coast of Hokkaido
（๺ւಓԊ؛の໦ࡐઠ޸動物フナクイムシྨ（ೋຕ֋ߝ：フナクイムシ科）のڞ生生物によͬ
て生͞࢈Εるೋ次୅ँ࢈物）

主査：教授　ԭ野　龍文

土
ど

橋
ㆰし

司
つか㆕

Role of marine nitrogen-pxing organisms in the formation of atmospheric reactive nitrogen
（大ؾ൓応性஠ૉの์出生成にରするւ༸஠ૉݻఆ生物の໾割）

主査：教授　ླ໦　光次

N
㈐ ゴ ビ チ ン

OGOVITC:N
A
ア ㈮ ク サ ン ㈂ ー

LE,SANDR

The effect of the extreme wet event on the larch forest ecosystem in northeastern Siberia
（๺౦シϕリアのΧラマπ林生ଶܥに及ぼす࣪५イϕントのӨ響）

主査：教授　ࢁ本　ਖ਼৳

ᖊ
ハン

ઌ
センリョウ

྄

Development and application of parameterization techniques for next-generation Southern
Ocean oceanographic observations
（次ੈ୅ೆ大༸ւ༸؍ଌにରするύラメタリθーシϣン技術の開発とల開）

主査：准教授　౉ล　๛

深
ㆵか

井
い

悠
ゆう

ཬ
り

Community dynamics and photophysiological capabilities of diatoms in the water column and
sediments of the Pacipc Arctic region
（ଠฏ༸ଆ๺極ւのਫபおよびଯ積物中におけるܔ૶ྨの群ू動ଶと光生理能ྗに関する研究）

主査：教授　ླ໦　光次

஛
た㆐

内
うㆡ

໠
たか

থ
あき

A study on an interaction between an upper-layer eddy and a bottom topography using a
quasi-geostrophic model
（४஍ྲྀߧモデルを用いた上層のӔとւఈ஍形の૬ޓ作用に関する研究）

主査：特任教授　久อ઒　ް

:
ユ ア ン

uan N
ナ ン

an
Cross-shelf overturning in geostrophic-stress-dominant coastal fronts
（஍ྲྀߧシアー応ྗ͕୎ӽするԊ؛フロントにおける཮୨上のԖ௚॥؀）　　　						

主査：教授　ࣉࡾ　࢙෉

઒
かわ

上
かㆿ

܆
かおる

A study on inclusions in ice layers formed by melting and refreezing processes in ice cores
（アイスコアにؚ·Εる༥ղ࠶ౚ結によͬて形成͞Εたණ൘内のෆ७物に関する研究）

主査：准教授　൧௩　๕ಙ

࢙
シ

ຂ
㈞ク

ਗ਼
シン

Estimating streamflow of the Abashiri River under likely future climate and land use land
cover conditions
（কདྷ͜ىΓ͏るީؾと土஍利用ɾ土஍ඃ෴変化による໢૸઒のྲྀ出ਪఆ）

主査：准教授　നؠ　孝ߦ

౎
つ

築
ㆥき

༸
㇈う

一
いㆡ

Theoretical and empirical studies on the roles of life history variation in maintaining genetic
diversity in stage-structured perennial plant populations
（生ҭஈ֊構造を࣋つ多೥生২物ूஂにおいて生࢙׆変異͕Ҩ伝త多༷性に及ぼすӨ響の理࿦
తおよび࣮ূత研究）

主査：教授　大原　雅

ੴ
いし

田
ㆠ

ݓ
㆐㇓

Effects of ocean current fluctuations on community dynamics in rocky intertidal habitat
（ւྲྀܥ変動͕ؠ঴ை間ଳハϏタットにおける群ू動ଶに及ぼす効果）

主査：教授　野田　ོ࢙

ग
シュ

ᇚ
ㇲン

ი
㇮

Study on quantipcation of commercial psheries echo sounder information for visualization of
psh school distribution in Hyuga-nada, Miyazaki, +apan
（೔޲ಿにおけるڕ群分෍のՄ視化に޲けたړ業用ڕ群探஌機のఆ量化に関する研究）

主査：教授　ٶԼ　和士

博士（理学） ౡ
しま

୩
たㆫ

੖
ㆯる

ج
き

On the pulse dynamics for reaction-diffusion systems on one-dimensional domains with
various boundary conditions
（�次元ྖ域上の൓応֦散ܥに現Εるύルスの༷ʑなڥ界৚݅Լにおけるμイナϛクスについて）

主査：教授　ӫ　৳一࿠

課程博士

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（法学） ∁
たか

波
なㆿ

ઍ
ㆡ

୅
㇈

子
㆓ 重度ো֐児ऀの฼਌のݖ利อোʵো֐෱ࢱ制度におけるࣾձ関܎モデルの導ೖՄ能性ʵ

主査：准教授　઒久อ　׮

博士（ਫ࢈科学）

ᩬ
㇫

઒
セン

Study on the monitoring methods for early warning of harmful organisms such as jellypsh
and macroalgae near the water intake of the nuclear power plant
（原子ྗ発電ॴऔਫޱのपลւ域におけるクラゲྨɾւ૶ྨ౳有֐生物のૣܯظռのためのモ
χタリング手法に関する研究）

主査：教授　޲井　ప

ञ
㆕か

井
い

݈
㆐㇓

一
いㆡ 業のলエωɾলྗ化に関する研究ړけた小型ఈび͖໢޲Ո経Ӧの࣋ଓ҆ఆ化にړ

主査：教授　藤৿　߁੅

௕
なが

野
ㆮ

ߊ
㆓う

ี
す㆐ ੨৿ݝपลւ域におけるϛζμコړ業のվྑと֫ړ量༧ଌに関する研究

主査：教授　藤৿　߁੅

ଜ
㇀㇉まつ

松 ඒ
ㆿ

ຈ
あき

Subsurface warming process associated with Pacipc Summer Water transport north of the
Chukchi shelf in the Arctic Ocean
（チϡクチւ๺ํ域におけるଠฏ༸Նقਫの༌送に൐͏ѥ表層ஷ೤量の増Ճաఔ）

主査：教授　໖؏　๛

ࢁ
やま

田
ㆠ

׮
ひ㇍ゆき

之
Evolution reducing downstream displacement in juvenile salmonids
（αέ科ྨڕのஓڕにおけるྲྀԼを཈制するਐ化）

主査：教授　໖؏　๛

Ԧ
㈱ン

ӫ
ロン

෉
㈗

Trophic ecology of Pacipc cod G adu s  macrocep h alu s off the southern and northeastern coasts
of Hokkaido
（๺ւಓೆ؛および๺౦؛ԭ合におけるマμラG adu s  macrocep h alu s のӫཆ生ଶに関する研究）

主査：教授　∁௡　఩也

6
ウル㈗㇡

lfah A
ア ㈠ リ ア

malia

Study on Potential Allergenicity of T E R AS I , Indonesian Shrimp Seasoning, and its Reduction
by Processing Technology
（インドωシア࢈エϏ調ຯྉテラシのアレルΪー༠発性とՃ工技術による低減化に関する研究）

主査：教授　ࢁ㟒　ߒ司

ࣲ
しㆰ

田
た

ق
き

子
㆓

クローン生৩を͏ߦドジϣ΢に特異తなҨ伝学తマーΧーの開発と野生型ܥ౷の࣮ަݧ഑によ
る特घな生৩༷ࣜの࠶現に関する研究

主査：教授　ᖒล　智雄

༝
ゆ

ൺ
ひ

智
と㇂

य़
ㆯる

キタムラαキ΢χ（ M es ocentrotu s  nu du s ）の৽نཛԫタンύク࣭Ͱ͋るApolipoprotein B༷タン
ύク࣭に関する生化学および分子生物学త研究

主査：教授　؛ଜ　ӫؽ

༶
ヨウ

博
ハク

学
㇭ク

Study on the functional enhancement of psh collagen by glycation using the Maillard reaction
（メイラード൓応を用いた౶म০によるྨڕコラーゲンの機能性増強に関する研究）

主査：教授　܀原　ल޾

和
わ

ࠜ
ㆭ

㟒
ざき

智
㆕とし ౶ɾ࣭ࢷ୅ँվળにد༩するЌ-コングリシχンおよびڕ༉ซ用効果のૅج研究

主査：教授　ञ井　ོ一

博士（ڥ؀科学）
M
エム㈉㇣

d� ,
ㇵ ー シ ェ ッ ㈋

horshed
A
ア ㈫ ン

lam

Structural and functional assessments of hyporheic macroinvertebrates across multiple
environmental gradients in rivers of Hokkaido, +apan
（๺ւಓՏ઒におけるෳ਺܏ڥ؀度にԊͬたՏচ๞和間ܺਫ域無੸௣動物の構造および機能評価）

主査：准教授　ࠜ؛　३ೋ࿠

■博士学位記授与

　3月23日（木）に本学大学院研究科等の所定の課程を修了した課程博士は315人、及び本学に学位論文を提出してその審
査、試験等に合格した論文博士は8人でした。なお、被授与者の氏名と論文題目等は次のとおりです。

（学務部学務企画課）
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（理学）

井
いㆮ

上
うㆆ

ఱ
たかし

Theory on inelastic photon and neutron scattering in two-dimensional quasiperiodic
Heisenberg antiferromagnets
（�次元४पظHeisenberg൓強磁性体における光子及び中性子の非஄性散乱理࿦）

主査：教授　ࢁ本　ণ司

M
ム ハ ッ ㈠ ㈋

6HAMMAD
R
㈮ ㈋

EDO
R
㈫ ㈠ ㈂ ン

AMADHAN

μSR and DFT Investigations Quantum Electronic States of La�CuO�
（La�CuO�中の量子త電子ঢ়ଶに関するμSRとDFTによる研究）

主査：客員教授　౉ᬑ　ޭ雄

ԣ
㇈㆓

田
た

݈
㆐㇓

ଠ
た

Surface atomic-layer superconductors modiped by adsorption of organic molecules
（有機分子ٵணによΓ変調͞Εた表໘原子層௒伝導体の研究）

主査：客員教授　内橋　ོ

ੴ
いし

橋
ㆰし

篤
あつ

ق
き

極低温ණ表໘におけるラジΧル൓応の高ײ度非破壊分ੳ装置の開発：ණ੕間ਖ上Ͱのෳࡶ有機
分子形成աఔのղ໌

主査：教授　౉෦　௚थ

内
うㆡ

田
ㆠ

光
ひかる

Flavor structure in magnetized orbifold and blow-up manifold compactipcation
（എܠ磁৔ೖΓΦーϏフΥルドおよびブローアップ多༷体コンύクト化におけるフレーバー構
造に関する研究）

主査：教授　小林　ୡ෉

E
エ リ ㇸ ㈛ ス

lizabeth +
ジェーン

ayne
L
㈫ ㈊ ロ ㈘

atrobe I
アイルス

les

Relating The Origins Of Disk Bar Structure To Star Formation And Stellar Dynamics In
Simulations Of Resolved Galaxies
（ԁ൫銀Տのバー構造のݯىとͦの銀Տ内の੕形成と੕の動ܘ移動に༩えるӨ響について）

主査：教授　Ԭ本　ਸ

ਃ
シン

ঝ
スン

ݑ
㈗ン

α Cluster Structure and Resonance States of �3C
（୸ૉ�3のアルフΝクラスター構造とڞ໐ঢ়ଶ）

主査：教授　໦ଜ　ਅ໌

本
㇂と

໦
き

ӳ
ひㆧ

ཅ
あき

Cluster formation in neutron-rich Be and B isotopes
（中性子ա৒なBeとBಉҐ体におけるクラスター形成）

主査：教授　໦ଜ　ਅ໌

৿
㇂り

୩
や

元
ㆯ㆘㇁

Comprehensive study of ��C by precise three-Ћ cluster model wave functions
（ਫ਼ີ3Ћクラスター໛型波動関਺による୸ૉ��原子֩のแׅత研究）

主査：客員准教授　ງ内　ব

ே
あ㆕

೔
ひ

ܒ
ひ㇍

泰
やす

Organic sedimentological studies on the Miocene turbidites and Holocene paleotsunami
deposits of Hokkaido, +apan
（๺ւಓの৽ୈܥࡾターϏμイトおよびݹ௡波ଯ積物の有機ଯ積学త研究）

主査：教授　沢田　݈

஑
い㆐

田
ㆠ

雅
ま㆕

志
し

Organic geochemical study on the life history of lichen and fungi� Search for the molecular
fossils and the reconstruction of fungal flora evolution
（஍ҥྨɾྨەの有機஍ٿ化学త手法による஍ٿ生໋࢙研究：分子化ੴの探ࡧとྨەフロラの
変ભ࢙෮元）

主査：教授　沢田　݈

井
いㆮ

上
うㆆ

智
と㇂

༟
ひ㇍

Magnetotelluric 法探査によるՐࢁのൺ఍߅構造研究	ʵマグマڙ給ܥとઙ෦೤ਫܥのイメージ
ングʵ
（Study on the electrical resistivity structure of volcanoes based on magnetotellurics r
Imaging the magmatic and hydrothermal systems r）

主査：教授　橋本　෢志

小
㆓ㆰやし

林 ߤ
㆓う

大
ㆠい

Crystallization ,inetics of Amorphous Silicate and Alumina Dust in Protoplanetary Disks
（原࢝࿭੕ܥԁ൫における非থ࣭έイ酸Ԙおよびアルϛナμストの結থ化速度࿦）

主査：教授　ᅺ本　尚ٛ

ଙ
ソン

᭪
ジン

䙬
ヨン

Influence of the Gulf Stream on ascending airstreams in extratropical cyclones
（メキシコ࿷ྲྀによる温ଳ低ؾѹの上ঢྲྀؾへのӨ響 ）

主査：教授　ݟԆ　ঙ士࿠
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（理学）

୮
た㇓

࣏
㆘

੕
㆛い

Տ
か

Diagnosis of the Blowing Snow Potential and Development of a Snowdrift Model with the
Lattice Boltzmann Method
（ਧઇ発生Մ能性の਍அと֨子Ϙルπマン法を用いたਧ͖ͩ·Γモデルの開発）

主査：教授　Ҵ௡　ሡ

露
つゆ

໦
き

Ѯ
あお

།
い

Taxonomy and Phylogeny of Cotylea 	Platyhelminthes� Polycladida
 from +apan
（೔本ٵ࢈൫ѥ໨ヒラムシྨ（ፏ形動物໳：多ذ௎໨）のܥ౷分ྨ学త研究）

主査：教授　ନ原　宏

ਫ
ㆿ㆚

୩
たㆫ

า
あゆ㇀

Estimation of Diverse Tsunami Excitations with Ocean Bottom Arrays
（ւఈ؍ଌ໢記࿥͔Βਪఆ͞Εる多༷な௡波ྭݯى）

主査：特任教授　๗田　ਗ਼

ԣ
㇈㆓

૔
く㇉

ྪ
㇌

ಸ
な

Identipcation of multiple components of noble gas isotopes in backarc lithospheric mantle
（എހ域マントルのرΨスಉҐ体ൺにͮجいたෆ࣭ۉಉఆ）

主査：教授　ᅺ本　尚ٛ

博士（೶学）

中
なか

ࢁ
やま

஧
たㆠ

඙
ひ㆓ ๺ւಓにおける೶外ا業の೶業ࢀೖの形ଶと存ଓཁҼ

主査：教授　൘橋　Ӵ

Լ
し㇂

田
ㆠ

智
と㇂

子
㆓ ラットにおける��Ћਫ酸化୾ो酸による؊࣭ࢷ஝積と݂ѹ上ঢとの関࿈に関する研究

主査：教授　ੴ௩　හ

੺
あか

井
い

ߒ
㆓う

ଠ
た

࿠
㇍う

ジャΨイモ:΢イルス఍߅性Ҩ伝子 R y ch cのಉఆおよび機能発現メΧχζムのղੳと R y ch cҨ伝
子͕࠲೶業形࣭に༩えるӨ響

主査：客員准教授　大໦　݈広

D
㈂ ル ㈗ ス ㈮ ン

AL,HS6REN
D
㈂ ㈱ ㇡ ジ ㈥ ㈘

avaajav

Methodology for reducing particulate matter emissions during combustion by improving fuel
quality of low-grade biomass
（低඼ҐバイΦマスの೩ྉ඼࣭վળによる೩ম࣌のඍཻ子ঢ়物࣭ഉ出低減化のためのํ法࿦）

主査：教授　ؠᔹ　和ଇ

ੴ
いし

神
がㆿ

広
㆓う

ଠ
た

Ecological and evolutionary traits of pathogenic bacteria hijacking the Stinkbug- C aballeronia

symbiotic system
（Χメムシ-C aballeronia （のਐ化生ଶ学త特性に関する研究ەࡉを৐ͬऔるප原性ܥ生ڞ

主査：客員准教授　٠஑　ٛ智

小
㆓

੢
ㆫし

݈
㆐㇓

司
㆘

グラムӄ性ەࡉ B u rk h olderia s tabilis ༝དྷコレステロールエステラーθの࣭ج結合メΧχζムと
高生࢈化に関する研究

主査：客員教授　田ଜ　۩博

ࠤ
㆕

ʑ
㆕

໦
き

ॣ
しゅ㇓ ২物の֩小体ストレス応౴におけるANAC���転ࣸҼ子の機能と発現制御に関する研究

主査：教授　尾之内　ۉ

㪝
ㇸイ

༸
ヤン

Studies on the formation mechanism of zinc protoporphyrin I9 from heme proteins via the
heme dissociation in nitrite/nitrate-free meat products
（ѥ঳酸Ԙ/঳酸Ԙ無ఴՃ৯೑੡඼中におけるϔムのղ཭をհしたϔムタンύク࣭͔ΒのѥԖ
プロトϙルフィリンI9 の形成機構に関する研究）

主査：准教授　ए松　७一

関
㆛き

ޱ
㆏ㆡ

ਅ
ま

理
り

ບ༥合タンύク࣭GP�� のアϛノ酸多型とΧイコ֩多֯体ප΢イルスの増৩ɾප原性に関する
研究

主査：准教授　ࠤ藤　ণ௚　

L
リュウ

I6 H
ㇵ ウ ㇫

ongxia

Induction of ileal permeability and alterations in metabolome in the gutrliver axis induced by
��Ћ-hydroxylated bile acids in rats
（ラットにおける��Ћਫ酸化୾ो酸による回௎ಁա性の༠導と௎؊࣠における୅ँ物の変動）

主査：教授　ੴ௩　හ

౉
わた

ᬒ
なㆹ

		౷
㇂と

之
ゆき

Identipcation and genetic characterization of microbes which are highly sensitive to hydrogen
peroxide in the agar plate
（ड性を示すඍ生物のಉఆおよびҨ伝学త分ੳײఱഓ஍中のա酸化ਫૉに極めて高いפ）

主査：客員准教授　๺઒　ߤ

ל
かや

৔
ㆰ

࿰
ㆮㆶ

ى
ゆき ৅データの利用手法と༧ଌਫ਼度に関する研究ؾ஬発生༧ଌにおける֐

主査：特任教授　ࡻౡ　ྑ次

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（理学）

井
いㆮ

上
うㆆ

ఱ
たかし

Theory on inelastic photon and neutron scattering in two-dimensional quasiperiodic
Heisenberg antiferromagnets
（�次元४पظHeisenberg൓強磁性体における光子及び中性子の非஄性散乱理࿦）

主査：教授　ࢁ本　ণ司

M
ム ハ ッ ㈠ ㈋

6HAMMAD
R
㈮ ㈋

EDO
R
㈫ ㈠ ㈂ ン

AMADHAN

μSR and DFT Investigations Quantum Electronic States of La�CuO�
（La�CuO�中の量子త電子ঢ়ଶに関するμSRとDFTによる研究）

主査：客員教授　౉ᬑ　ޭ雄

ԣ
㇈㆓

田
た

݈
㆐㇓

ଠ
た

Surface atomic-layer superconductors modiped by adsorption of organic molecules
（有機分子ٵணによΓ変調͞Εた表໘原子層௒伝導体の研究）

主査：客員教授　内橋　ོ

ੴ
いし

橋
ㆰし

篤
あつ

ق
き

極低温ණ表໘におけるラジΧル൓応の高ײ度非破壊分ੳ装置の開発：ණ੕間ਖ上Ͱのෳࡶ有機
分子形成աఔのղ໌

主査：教授　౉෦　௚थ

内
うㆡ

田
ㆠ

光
ひかる

Flavor structure in magnetized orbifold and blow-up manifold compactipcation
（എܠ磁৔ೖΓΦーϏフΥルドおよびブローアップ多༷体コンύクト化におけるフレーバー構
造に関する研究）

主査：教授　小林　ୡ෉

E
エ リ ㇸ ㈛ ス

lizabeth +
ジェーン

ayne
L
㈫ ㈊ ロ ㈘

atrobe I
アイルス

les

Relating The Origins Of Disk Bar Structure To Star Formation And Stellar Dynamics In
Simulations Of Resolved Galaxies
（ԁ൫銀Տのバー構造のݯىとͦの銀Տ内の੕形成と੕の動ܘ移動に༩えるӨ響について）

主査：教授　Ԭ本　ਸ

ਃ
シン

ঝ
スン

ݑ
㈗ン

α Cluster Structure and Resonance States of �3C
（୸ૉ�3のアルフΝクラスター構造とڞ໐ঢ়ଶ）

主査：教授　໦ଜ　ਅ໌

本
㇂と

໦
き

ӳ
ひㆧ

ཅ
あき

Cluster formation in neutron-rich Be and B isotopes
（中性子ա৒なBeとBಉҐ体におけるクラスター形成）

主査：教授　໦ଜ　ਅ໌

৿
㇂り

୩
や

元
ㆯ㆘㇁

Comprehensive study of ��C by precise three-Ћ cluster model wave functions
（ਫ਼ີ3Ћクラスター໛型波動関਺による୸ૉ��原子֩のแׅత研究）

主査：客員准教授　ງ内　ব

ே
あ㆕

೔
ひ

ܒ
ひ㇍

泰
やす

Organic sedimentological studies on the Miocene turbidites and Holocene paleotsunami
deposits of Hokkaido, +apan
（๺ւಓの৽ୈܥࡾターϏμイトおよびݹ௡波ଯ積物の有機ଯ積学త研究）

主査：教授　沢田　݈

஑
い㆐

田
ㆠ

雅
ま㆕

志
し

Organic geochemical study on the life history of lichen and fungi� Search for the molecular
fossils and the reconstruction of fungal flora evolution
（஍ҥྨɾྨەの有機஍ٿ化学త手法による஍ٿ生໋࢙研究：分子化ੴの探ࡧとྨەフロラの
変ભ࢙෮元）

主査：教授　沢田　݈

井
いㆮ

上
うㆆ

智
と㇂

༟
ひ㇍

Magnetotelluric 法探査によるՐࢁのൺ఍߅構造研究	ʵマグマڙ給ܥとઙ෦೤ਫܥのイメージ
ングʵ
（Study on the electrical resistivity structure of volcanoes based on magnetotellurics r
Imaging the magmatic and hydrothermal systems r）

主査：教授　橋本　෢志

小
㆓ㆰやし

林 ߤ
㆓う

大
ㆠい

Crystallization ,inetics of Amorphous Silicate and Alumina Dust in Protoplanetary Disks
（原࢝࿭੕ܥԁ൫における非থ࣭έイ酸Ԙおよびアルϛナμストの結থ化速度࿦）

主査：教授　ᅺ本　尚ٛ

ଙ
ソン

᭪
ジン

䙬
ヨン

Influence of the Gulf Stream on ascending airstreams in extratropical cyclones
（メキシコ࿷ྲྀによる温ଳ低ؾѹの上ঢྲྀؾへのӨ響 ）

主査：教授　ݟԆ　ঙ士࿠
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（೶学）

๺
きた

沢
ざわ

फ
㇀ㆭ

大
ひ㇍

Broad-scale and long-term assessment of bird diversity in agricultural landscapes � Focusing
on farmland intensipcation and abandonment
（೶஍؍ܠにおけるௗྨ多༷性の広域ɾ௕ظ評価：ߞ作์غと೶業ू໿化にண໨して）

主査：教授　中ଜ　ଠ士

ᴵ
たま

ࣉ
ㆧ㇉

༟
ゆたか

Revision of the leaf-mining jewel beetle tribe Tracheini from +apan 	Coleoptera, Buprestidae,
Agrilinae
, with notes on the morphology-based phylogeny of genera and species
（೔本࢈જ༿性チϏタマムシ଒の分ྨ学త࠶検౼および形ଶにͮ͘جଐなΒびにछのܥ౷につ
いて）

主査：教授　大原　ণ宏　

ࢁ
やま

؛
ㆍし

松
しょうㆸい

ฏ
広༿थลࡐのಓ؅૬ޓ壁޸に͞࡯؍Εるඃ෴物に関する研究

主査：教授　ࠤ野　雄ࡾ

吉
㇈し

野
ㆮ

孝
たか

඙
ひ㆓

Effects of Thick Clay Layers on Hydrological Processes in Headwater Catchments 6nderlain
by Impermeable and Permeable Bedrock
（ްい೪土層͕ෆಁਫ性ɾಁਫ性ؠجを有するࢁ஍ྲྀݯ域におけるਫ文プロセスに༩えるӨ響）

主査：教授　ࢁ田　孝

博士（生໋科学）

ੴ
いし

坂
ざか

༏
ま㆕

人
と

Mechanistic insights into tRNA thiolation catalyzed by iron-sulfur enzymes
（మེԫクラスターؚ有߬ૉ͕触ഔするtRNAེԫम০の൓応機構ղੳ）

主査：教授　尾੉　೶之

大
おお

ฏ
ひ㇉

म
しゅうや

也

Novel transgenic enteroid to establish platform for investigating mechanisms of intestinal
epithelial cell function
（৽نҨ伝子վ変 enteroidを用いた小௎上ൽࡉ๔機能ղੳプラットフΥームの開発）

主査：准教授　中ଜ　ެଇ

V
㈶ ㇣ リ ㇪ ㈏ ス

ILLONES,
L
㈫ ㈮ ー ㈐

ARENO +
ジュ㈍ア

R�
L
ロ ㈜ ス

OPE;

Exploring the I n s itu Pairing of Human Galectins and Ћ-Dystroglycan O - Mannosylated Core
M� Glycopeptides
（コアM� 型౶࠯を有するЋ-ジストログリΧン౶ペプチドとΨレクチンの I n s itu ペア探ࡧ研究）

主査：教授　ൺ能　༸

ジェ　ྞ
リン

ೆ
ナン

Studies on histone chaperones and protein kinases involved in nutrient-responsive growth
regulation in Arabidop s is  th aliana

（ӫཆڥ؀に応͡た২物の成௕制御に関༩するヒストンシャペロンとタンύク࣭リン酸化߬ૉ
の研究）

主査：准教授　ࠤ藤　௕ॹ

ਫ
ㆿ㆚

野
ㆮ

า
あゆㆿ

Testing the roles of visual preference in the evolution of white dot plumage patterns in
Estrildid pnches 	Family Estrildidae

（Χエデチϣ΢科ௗྨのӋ装のനいਫۄ໛༷と視֮બ޷のਐ化関܎）

主査：准教授　૬അ　雅୅

尾
お

഼
ㆰた

ึ
ㆻ

೫
ㆮ

߳
か

Basis research and development of DNA-targeted radio-platinum agents for Auger electron
cancer therapy
（Auger電子を用いた͕Μ࣏ྍ૑成に޲けたDNAを標తとする์ࣹ性ന金ༀࡎのૅج開発研究）

主査：教授　小઒　ඒ߳子

博士（ༀ科学）

Ո
か

ޱ
㆏ㆡ

⁜
り㇓

ଠ
た

࿠
㇍う ペプチドスキャχング法とin s itu スクリーχング法のซ用によるϙリϛキシンBの׆性վ変

主査：教授　ࢢ઒　૱

Ճ
か

藤
とう

Ղ
㇈し

ඒ
ㆿ

৽نキラルΧルϘン酸の૑੡をج൫とするෆ੪C	sp3
-H׭能ج化൓応及びమ/光増ڠࡎײ働触ഔ
を用いた൓応の開発研究ܥ

主査：教授　松永　ໜथ

໦
き

ଜ
㇀㇉

੣
㆛い

悟
㆔

Extrahepatic gene delivery for cancer treatment and an investigation of factors that affect in 

vivo functional gene delivery
（؊ଁ外૊৫へのҨ伝子送ୡ及び機能తҨ伝子送ୡにӨ響するҼ子の探ࡧ）

主査：教授　原ౡ　ल吉

೔
く㆕

Լ
か

৻
し㇓

ଠ
た

࿠
㇍う ψクレΦシドܥఱવ物をج൫としたMra:્ࡎ֐の開発研究

主査：教授　ࢢ઒　૱
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ༀ科学）

۽
くま

୩
がい

悠
ゆう

ฏ
ㆸい

外ྠ型キラルೋ֩ルテχ΢ム（ᶘ,ᶙ）触ഔの構造త特௃を͔׆したෆ੪Hetero-Diels-Alder൓
応の開発

主査：教授　松永　ໜथ

ࠤ
㆕

藤
とう

ܓ
㆐い

一
いㆡ

࿠
㇍う ཆҭߦ動とߦܸ߈動に関するፏ౧体ւഅ野χϡーロンのಉఆと機能研究

主査：教授　ೆ　雅文

戸
と

子
㆓

ᢕ
ㆠい

泰
やす

光
あき ৽نE;H�アロステリック׆性化ࡎの૑੡とͦの機能ղੳ

主査：准教授　ༀࣉࢣ　文՚

ഡ
ㆯㆍ

野
ㆮ

༟
ゆう

ଠ
た ഏ標త࣭ࢷナノཻ子ʮGALA-LNPʯの৽֩ن酸分子への応用ల開

主査：教授　原ౡ　ल吉

ງ
ㆻり

生
いく

࣮
ま ϕルϕリン౥࣭ࢷࡌナノཻ子によるϛトコンドリア機能޲上と神経内ࡏہ制御

主査：教授　原ౡ　ल吉

લ
まㆆ

本
㇂と

ಓ
ㆿㆡ

׮
ひ㇍ 非શ਎മ露型化合物を޲ࢦした௎؅NaPi્֐ༀの૑੡

主査：教授　प౦　智

ᤵ
やㆶ

田
た

໌
あき

༏
ま㆕

Pd触ഔによるЋʵヒドロキシέトン༠導体のC-O結合切அをݤとした୤୸酸型アルキχル化൓
応

主査：教授　ࠤ藤　ඒ༸

博士（ιフトマター科学）

୩
ㇵク

Ꮴ
ㇵウ

Production and analysis of recombinant antimicrobial peptides by fusion expression with
calmodulin
（Χルモジϡリンとの༥合発現によるリコンϏナントە߅ペプチドの生࢈とղੳ）

主査：教授　૬沢　智߁

;
ㇸ ナ ㈊ ㇥ ル

annatul
F
㈗ ェ ル ㈋ ス

erdous

Study of Morphological Difference in Hydrogel Induced Cancer Stem Cell in Synovial Sarcoma
Model Cells
（๔の形ଶ学తղੳࡉװ๔におけるハイドロゲル༠導ࡉບ೑जモデル׈）

主査：准教授　௡田　ਅणඒ

૙
ソウ

Ӎ
ウ

஗
チ

Efficient recombinant production of mouse-derived cryptdin family peptides by a novel
facilitation strategy for inclusion body formation
（৽ن෧ೖ体形成ଅਐ技術によるマ΢ス༝དྷ cryptdinフΝϛリーペプチドの૊換え体の効཰త
生࢈）

主査：教授　૬沢　智߁

۽
ユウ

ࠕ
クン

Precise Control of Thermo-responsive Properties of OEG-alkanethiol Modified Gold
Nanoparticles
（OEGを有するアルΧンチΦールͰम০した金ナノཻ子の温度応౴性のਫ਼ີ制御）

主査：教授　ډ৓　๜࣏

博士（ྟচༀ学）

田
た

中
なか

׮
ひ㇍

之
ゆき Pazopanibのࢸ適౤༩量と݂中ೱ度変動ཁҼに関する研究

主査：教授　ੁ原　ຬ

ٶ
ㆿや

井
い

و
たか

之
ゆき

機ց学習を利用したバンコマイシンのਛ機能ো֐発現リスクおよび౤༩量ਪఆを໨తとするモ
デルの構築

主査：教授　ੁ原　ຬ

博士（教ҭ学）

E
エ ス ㇲ ル ソ ン

S,ELSON
T
㈁イ㈮ル

yrel C
㇮ ㈥ ㈣ ロ ン

ameron

The Expansion of ,nowledge Transmission and Social Institutions in Western Modernity�
The State, Literacy, and Formal Education from Medieval to Modern Times
ۙ୅੢Ԥにおける஌識伝ୡとࣾձ制度の֦大ʕ中ੈ͔Βۙ୅·ͰのࠃՈɺリテラシーとフΥー
マル教ҭʕ

主査：教授　ٶ㟒　ོ志

及
おい

઒
かわ

智
と㇂

博
ひ㇍

༮児とと΋にʮ՝୊ʯをड༰するอҭऀの࣮ફ஌ʕઐ໳性࿦ٞにおけるʮ生׆のڞಉ生成ʯの
ఆҐʕ

主査：准教授　઒田　学

Ԧ
㇪ウ

Ղ
㇫

ೡ
㈏イ 中ࠃにおけるެඅൣࢣ生੓ࡦのల開とͦのՄ能性ʕ࠾用ɾ഑置の視点͔Βʕ

主査：教授　ԣ井　හ࿠

໦
き

戸
ど

調
し㇉ㆹ アイψのߦҝとಉ化ɾ文化伝ঝʕຽ଒関܎を通して

主査：教授　ゲーマンɾジェフリー

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（೶学）

๺
きた

沢
ざわ

फ
㇀ㆭ

大
ひ㇍

Broad-scale and long-term assessment of bird diversity in agricultural landscapes � Focusing
on farmland intensipcation and abandonment
（೶஍؍ܠにおけるௗྨ多༷性の広域ɾ௕ظ評価：ߞ作์غと೶業ू໿化にண໨して）

主査：教授　中ଜ　ଠ士

ᴵ
たま

ࣉ
ㆧ㇉

༟
ゆたか

Revision of the leaf-mining jewel beetle tribe Tracheini from +apan 	Coleoptera, Buprestidae,
Agrilinae
, with notes on the morphology-based phylogeny of genera and species
（೔本࢈જ༿性チϏタマムシ଒の分ྨ学త࠶検౼および形ଶにͮ͘جଐなΒびにछのܥ౷につ
いて）

主査：教授　大原　ণ宏　

ࢁ
やま

؛
ㆍし

松
しょうㆸい

ฏ
広༿थลࡐのಓ؅૬ޓ壁޸に͞࡯؍Εるඃ෴物に関する研究

主査：教授　ࠤ野　雄ࡾ

吉
㇈し

野
ㆮ

孝
たか

඙
ひ㆓

Effects of Thick Clay Layers on Hydrological Processes in Headwater Catchments 6nderlain
by Impermeable and Permeable Bedrock
（ްい೪土層͕ෆಁਫ性ɾಁਫ性ؠجを有するࢁ஍ྲྀݯ域におけるਫ文プロセスに༩えるӨ響）

主査：教授　ࢁ田　孝

博士（生໋科学）

ੴ
いし

坂
ざか

༏
ま㆕

人
と

Mechanistic insights into tRNA thiolation catalyzed by iron-sulfur enzymes
（మེԫクラスターؚ有߬ૉ͕触ഔするtRNAེԫम০の൓応機構ղੳ）

主査：教授　尾੉　೶之

大
おお

ฏ
ひ㇉

म
しゅうや

也

Novel transgenic enteroid to establish platform for investigating mechanisms of intestinal
epithelial cell function
（৽نҨ伝子վ変 enteroidを用いた小௎上ൽࡉ๔機能ղੳプラットフΥームの開発）

主査：准教授　中ଜ　ެଇ

V
㈶ ㇣ リ ㇪ ㈏ ス

ILLONES,
L
㈫ ㈮ ー ㈐

ARENO +
ジュ㈍ア

R�
L
ロ ㈜ ス

OPE;

Exploring the I n s itu Pairing of Human Galectins and Ћ-Dystroglycan O - Mannosylated Core
M� Glycopeptides
（コアM� 型౶࠯を有するЋ-ジストログリΧン౶ペプチドとΨレクチンの I n s itu ペア探ࡧ研究）

主査：教授　ൺ能　༸

ジェ　ྞ
リン

ೆ
ナン

Studies on histone chaperones and protein kinases involved in nutrient-responsive growth
regulation in Arabidop s is  th aliana

（ӫཆڥ؀に応͡た২物の成௕制御に関༩するヒストンシャペロンとタンύク࣭リン酸化߬ૉ
の研究）

主査：准教授　ࠤ藤　௕ॹ

ਫ
ㆿ㆚

野
ㆮ

า
あゆㆿ

Testing the roles of visual preference in the evolution of white dot plumage patterns in
Estrildid pnches 	Family Estrildidae

（Χエデチϣ΢科ௗྨのӋ装のനいਫۄ໛༷と視֮બ޷のਐ化関܎）

主査：准教授　૬അ　雅୅

尾
お

഼
ㆰた

ึ
ㆻ

೫
ㆮ

߳
か

Basis research and development of DNA-targeted radio-platinum agents for Auger electron
cancer therapy
（Auger電子を用いた͕Μ࣏ྍ૑成に޲けたDNAを標తとする์ࣹ性ന金ༀࡎのૅج開発研究）

主査：教授　小઒　ඒ߳子

博士（ༀ科学）

Ո
か

ޱ
㆏ㆡ

⁜
り㇓

ଠ
た

࿠
㇍う ペプチドスキャχング法とin s itu スクリーχング法のซ用によるϙリϛキシンBの׆性վ変

主査：教授　ࢢ઒　૱

Ճ
か

藤
とう

Ղ
㇈し

ඒ
ㆿ

৽نキラルΧルϘン酸の૑੡をج൫とするෆ੪C	sp3
-H׭能ج化൓応及びమ/光増ڠࡎײ働触ഔ
を用いた൓応の開発研究ܥ

主査：教授　松永　ໜथ

໦
き

ଜ
㇀㇉

੣
㆛い

悟
㆔

Extrahepatic gene delivery for cancer treatment and an investigation of factors that affect in 

vivo functional gene delivery
（؊ଁ外૊৫へのҨ伝子送ୡ及び機能తҨ伝子送ୡにӨ響するҼ子の探ࡧ）

主査：教授　原ౡ　ल吉

೔
く㆕

Լ
か

৻
し㇓

ଠ
た

࿠
㇍う ψクレΦシドܥఱવ物をج൫としたMra:્ࡎ֐の開発研究

主査：教授　ࢢ઒　૱
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（教ҭ学）

໦
きㆮ

Լ
した

୎
たく

໻
ㆿ

���� ೥୅の೶ଜ஍域における஍域ͮ͘Γに޲けた学習૊৫化のల開࿦理 ʕ௕野ݝӫଜɾ๬݄
ொのॅຽの学習ӡ動と信ೱ生࢈大学࣮ફとの関࿈に஫໨してʕ

主査：教授　ٶ㟒　ོ志

૲
く㆕

Ԭ
おか

章
あき

大
ひ㇍ ॳ任セラピストの自ݾ開示と৬業త発ୡʵྟচ৔໘における主؍త体ݧの࣭త研究ʵ

主査：准教授　౉ᬑ　੣

張
チョウ

ࢥ
シ

໏
㈣イ 高ྸՉ්ੈଳのශࠔʕライフコースɾアプローチ͔Βݟるシングルマβーの経ࡁతࠔ難ʕ

主査：教授　松本　伊智࿕

戸
と

ᖒ
ざわ

ཬ
㆕と

ඒ
ㆿ

൫：ιーシャリーɾエンゲイジドɾアートとしてのج働を૑出するࣾձతڠ Art City の࣮ફ
にண໨して

主査：教授　ٶ㟒　ོ志

中
なか

ᖒ
ざわ

翔
しょう ཮上ڝ技ɾ௕ڑ཭૸のコーチングに関する研究ʵ大学உ子બ手をର৅にしてʵ

主査：准教授　㟒田　Յ׮

প
ㆬま

࡚
㆕き

ຑ
ま

子
㆓ 大学博物ؗにおける成人ASD（自ดスペクトラム঱）౰ऀࣄब࿑ࢧԉプログラムの開発と評価

主査：教授　҆᫼　५

博士（؍光学） Ԧ
㇪ウ

ુ
ソ

܅
クン

Creating bHeritage` in Theme Parks�The Case of Newly Constructed Ancient Towns in China
（テーマύークにおけるʮҨ࢈ʯの૑造：中ࠃの৽築ݹ௟をྫに）

主査：教授　エデルϔイム　Ϥハン　リチャード

博士（อ݈科学）

ԭ
おき

野
ㆮ

ଠ
た

一
いㆡ

Assessment of Automatic Software for Detecting Radiographic +oint Space Narrowing
Progression in Rheumatoid Arthritis
（関અリ΢マチにおける୯७9線ࣸਅを用いた関અ྾ܺڱ小化ਐߦの自動検出ιフト΢ェアの
評価）

主査：教授　ੴ௡　໌༸

ቐ
サイ

Ղ
㇫

宏
ㇵウ

The Mechanism of Audiovisual Cross-Modal Conflict� Establishment of Neuropsychological
Evidence and Application for Non-Invasive Neuromodulation Techniques
（視ௌ֮クロスモーμル׉藤のメΧχζムのղ໌-神経৺理学తエϏデンスのཱ֬と非৵ऻత
χϡーロモジϡレーシϣン技術の応用-）

主査：教授　ԣᖒ　宏一

୩
や

内
ㆡ

॔
㇈し

ዳ
ㆆ ์ࣹ線রࣹԼにおけるDNAଛই生成཰のシϛϡレーシϣン研究

主査：教授　神ౡ　อ

ᚯ
ロ

Ӎ
ウ

ۅ
㈊ウ

Visceral Obesity and Lipid Proples in Chinese Adults with Normal and High Body Mass Index
（ਖ਼常および高BMIの中ࠃ人成人における内ଁංຬおよび݂中࣭ࢷ分ੳ結果）

主査：教授　ੴ௡　໌༸

博士（ޢ؃学） ཏ
㈫

云
ウン

ܿ
ㇲ㈆

Development and evaluation of a mental health promotion intervention among Chinese
women living in +apan
（人฼਌へのメンタルϔルスଅਐのհೖプログラムの開発ɾ評価ࠃ೔中ࡏ）

主査：教授　田∁　ӻ子

博士（工学）

Տ
かわ

࡚
㆕き

ਅ
ま

थ
き

உ
お 開์量子ܥにおける非ฏߧトϙロジΧル૬

主査：教授　໼久อ　ߟհ

林
ㆯやしㆠ

田 ݈
㆐㇓

ೋ
㆘

バンド間ભ移機構にަͮ͘ج換スピンيಓ結合と電子ঢ়ଶɾ༌送特性ɾ೤ྗ学త特性に関する
理࿦研究

主査：教授　໌楽　࢙ߒ

ؠ
いわ

井
い

Ѫ
まな ৽نな電ղ࣭を用いたアノード酸化によるϙーラスアルϛナのナノ構造制御

主査：准教授　٠஍　ཽ也

9
ジ ョ

6 G
ㇵ ウ ヨ ウ

uangye

Control of Concentration Boundary Layer Development by Time-Varying Electromagnetic
Force Imposition near Solid-Liquid Interface
（界層の制御ڥのҹՃによるೱ度ྗؾӷ界໘ۙ๣へのৼ動電磁ݻ）

主査：教授　ؠ井　一඙

;
ㇼ ー

H6 M
㈡ ン ㈛ イ

ingbei
Synthesis of mono-, bi-, and tri-metallic alloy nanoparticles by co-sputtering onto liquid substrate
（ӷ体ج൘へのಉ࣌スύッタによるモノɺバイɺおよびトリメタリック合金ナノཻ子の合成）

主査：教授　ถᖒ　ప
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（工学）

;
㈀ ウ ン

ONG :
ユ ン

un
Study on refractory high-entropy alloys for nuclear fusion application
（֩༥合用のBCC型高エントロピー合金に関する研究）

主査：教授　橋本　௚޾

:
ユ エ ン

uen T
㈈ ㇣ ン

ing
R
㈮イチ㈥ル

achel C
チ ㈥ ウ

hau

Synthesis and Femtosecond Laser Excited-Terahertz Wave Emission of Cu-based and ;nTe
Nano/Micro Materials
（Cuܥと;nTeナノɾマイクロࡐྉの合成およびフェムトඵレーβーを用いたテラϔルπ波の
発生）

主査：教授　ถᖒ　ప

B
ビー

I P
㈜ ン

eng

Oxidation behavior and irradiation effects of Co-free FCC high entropy alloys for nuclear
application
（原子ྗ用CoフリーFCCハイエントロピー合金の酸化ڍ動とরࣹ効果）

主査：教授　橋本　௚޾

ࢁ
やま

中
なか

ඔ
しゅうき

生
低次ঢ়ଶਤ情報にͮ͘جハイエントロピー合金の૬ฏߧ理ղとෳ૬合金ల開

主査：教授　ࡾ浦　੣司

ཥ
リ

ྱ
㈮ ࣮用金ଐࡐྉの金ଐΧチΦンによる෗৯཈制機ংのղ໌と଱৯性表໘の૑੡

主査：准教授　坂ೖ　ਖ਼හ

大
おお

橋
ㆯし

広
㆓う

ଠ
た

࿠
㇍う 非ॖڽ性ؾ体分子の存ࡏԼにおけるৠؾ分子のৠ発とॖڽに関するฏۉ৔ӡ動理࿦ղੳ

主査：准教授　小林　一ಓ

ञ
㆕か

井
い

༎
ゆう

࣮
ま ৼΓ子ӡ動計ଌに׈ͮ͘جບ関અຎࡲ特性評価に関する研究

主査：教授　౦藤　ਖ਼ߒ

上
㆘ょう㆓う

ߕ ߁
やす

之
ゆき ҥྨڍ動をྀߟしたドラムࣜચ୕ס૩機のஞ次ۙࣅ最適化

主査：准教授　本田　ਅ也

๛
と㇈

原
ㆯ㇉

ྋ
りょうた

ଠ

Numerical and experimental analysis of mechanical characterization of sacroiliac joint in
physiology and pathology
（生理ප理ঢ়ଶにおけるઋ௎関અのྗ学త໾割に関する਺஋తおよび࣮ݧతղੳ）

主査：教授　大橋　俊࿕

ถ
㇈ㆭ

沢
ざわ

҆
あ㇓

成
㆛い

Active Vibration Control Without 6sing Mathematical Model of Actual Controlled Object
（࣮制御ର৅の਺理モデルを࢖用しないアクティブৼ動制御）

主査：教授　ֿ原　ҳ࿕

ޙ
㆔

藤
とう

൏
㆘ゅ㇓ վ࣭ΨスఴՃによるՐՖノック཈制効果に関する研究

主査：准教授　ࣲ田　元

坂
㆕か

ࠜ
ㆭ

悠
ゆう

ฏ
ㆸい ディーθル೩মのணՐ஗Ε特性および༧ଌモデルに関する研究

主査：特任教授　小઒　ӳ之

ࣲ
しㆰ

田
た

尚
なお

人
と

Study of Nitrogen-Brine Two-Phase Flow Behavior under High-Pressure Condition
（高ѹ৚݅における஠ૉ-Ԙਫܥのؾӷೋ૬ྲྀڍ動に関する研究）

主査：教授　ᖒ　和߂

田
た

中
なか

泰
たい

࣐
㆘

Drag reduction induced by void waves propagating in turbulent boundary layers
（乱ྲྀڥ界層を伝೻するϘイド波による఍߅低減効果）

主査：教授　ଜ井　༞一

F
ハ ン

an +
シ ュ ン ソ ウ

unshuang

Study on Neutronics Simulation Applicable to Various Design Requirements for Fast
Spectrum Reactor
（高速࿍の多༷な設計ཁ݅に適用Մ能な֩特性シϛϡレーシϣンの研究）

主査：准教授　ઍ༿　߽

L
ル ク エ サ

ukwesa B
ビ ㈏ ス

iness

Study on effective measures of power fluctuation mitigation for wind and solar power and
electricity prices toward a predetermined social optimum
（෩ྗɾଠཅ光発電の効果తな出ྗ変動཈制ରࡦとࣾձ最適༠導電ྗྉ金に関する研究）

主査：教授　田෦　๛

Ҵ
いな

֞
がき

ܚ
㇈し

म
ㆮㆶ プラζマと૬ޓ作用するӷ体における༹ഔ和電子の検出と਍அ

主査：教授　ࠤʑ໦　ߒ一

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（教ҭ学）

໦
きㆮ

Լ
した

୎
たく

໻
ㆿ

���� ೥୅の೶ଜ஍域における஍域ͮ͘Γに޲けた学習૊৫化のల開࿦理 ʕ௕野ݝӫଜɾ๬݄
ொのॅຽの学習ӡ動と信ೱ生࢈大学࣮ફとの関࿈に஫໨してʕ

主査：教授　ٶ㟒　ོ志

૲
く㆕

Ԭ
おか

章
あき

大
ひ㇍ ॳ任セラピストの自ݾ開示と৬業త発ୡʵྟচ৔໘における主؍త体ݧの࣭త研究ʵ

主査：准教授　౉ᬑ　੣

張
チョウ

ࢥ
シ

໏
㈣イ 高ྸՉ්ੈଳのශࠔʕライフコースɾアプローチ͔Βݟるシングルマβーの経ࡁతࠔ難ʕ

主査：教授　松本　伊智࿕

戸
と

ᖒ
ざわ

ཬ
㆕と

ඒ
ㆿ

൫：ιーシャリーɾエンゲイジドɾアートとしてのج働を૑出するࣾձతڠ Art City の࣮ફ
にண໨して

主査：教授　ٶ㟒　ོ志

中
なか

ᖒ
ざわ

翔
しょう ཮上ڝ技ɾ௕ڑ཭૸のコーチングに関する研究ʵ大学உ子બ手をର৅にしてʵ

主査：准教授　㟒田　Յ׮

প
ㆬま

࡚
㆕き

ຑ
ま

子
㆓ 大学博物ؗにおける成人ASD（自ดスペクトラム঱）౰ऀࣄब࿑ࢧԉプログラムの開発と評価

主査：教授　҆᫼　५

博士（؍光学） Ԧ
㇪ウ

ુ
ソ

܅
クン

Creating bHeritage` in Theme Parks�The Case of Newly Constructed Ancient Towns in China
（テーマύークにおけるʮҨ࢈ʯの૑造：中ࠃの৽築ݹ௟をྫに）

主査：教授　エデルϔイム　Ϥハン　リチャード

博士（อ݈科学）

ԭ
おき

野
ㆮ

ଠ
た

一
いㆡ

Assessment of Automatic Software for Detecting Radiographic +oint Space Narrowing
Progression in Rheumatoid Arthritis
（関અリ΢マチにおける୯७9線ࣸਅを用いた関અ྾ܺڱ小化ਐߦの自動検出ιフト΢ェアの
評価）

主査：教授　ੴ௡　໌༸

ቐ
サイ

Ղ
㇫

宏
ㇵウ

The Mechanism of Audiovisual Cross-Modal Conflict� Establishment of Neuropsychological
Evidence and Application for Non-Invasive Neuromodulation Techniques
（視ௌ֮クロスモーμル׉藤のメΧχζムのղ໌-神経৺理学తエϏデンスのཱ֬と非৵ऻత
χϡーロモジϡレーシϣン技術の応用-）

主査：教授　ԣᖒ　宏一

୩
や

内
ㆡ

॔
㇈し

ዳ
ㆆ ์ࣹ線রࣹԼにおけるDNAଛই生成཰のシϛϡレーシϣン研究

主査：教授　神ౡ　อ

ᚯ
ロ

Ӎ
ウ

ۅ
㈊ウ

Visceral Obesity and Lipid Proples in Chinese Adults with Normal and High Body Mass Index
（ਖ਼常および高BMIの中ࠃ人成人における内ଁංຬおよび݂中࣭ࢷ分ੳ結果）

主査：教授　ੴ௡　໌༸

博士（ޢ؃学） ཏ
㈫

云
ウン

ܿ
ㇲ㈆

Development and evaluation of a mental health promotion intervention among Chinese
women living in +apan
（人฼਌へのメンタルϔルスଅਐのհೖプログラムの開発ɾ評価ࠃ೔中ࡏ）

主査：教授　田∁　ӻ子

博士（工学）

Տ
かわ

࡚
㆕き

ਅ
ま

थ
き

உ
お 開์量子ܥにおける非ฏߧトϙロジΧル૬

主査：教授　໼久อ　ߟհ

林
ㆯやしㆠ

田 ݈
㆐㇓

ೋ
㆘

バンド間ભ移機構にަͮ͘ج換スピンيಓ結合と電子ঢ়ଶɾ༌送特性ɾ೤ྗ学త特性に関する
理࿦研究

主査：教授　໌楽　࢙ߒ

ؠ
いわ

井
い

Ѫ
まな ৽نな電ղ࣭を用いたアノード酸化によるϙーラスアルϛナのナノ構造制御

主査：准教授　٠஍　ཽ也

9
ジ ョ

6 G
ㇵ ウ ヨ ウ

uangye

Control of Concentration Boundary Layer Development by Time-Varying Electromagnetic
Force Imposition near Solid-Liquid Interface
（界層の制御ڥのҹՃによるೱ度ྗؾӷ界໘ۙ๣へのৼ動電磁ݻ）

主査：教授　ؠ井　一඙

;
ㇼ ー

H6 M
㈡ ン ㈛ イ

ingbei
Synthesis of mono-, bi-, and tri-metallic alloy nanoparticles by co-sputtering onto liquid substrate
（ӷ体ج൘へのಉ࣌スύッタによるモノɺバイɺおよびトリメタリック合金ナノཻ子の合成）

主査：教授　ถᖒ　ప
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（工学）

M
㈠ ㈡ ー

amy R
リジ㈥

ija
A
アンジアン㈘ア㈶㇩ンジー

ndriamboavonjy

Bedrock incision due to the interaction between flow and sediment transport in uniformly
curved channels
（一༷࿷ۂਫ࿏におけるྲྀΕと土࠭༌送の૬ޓ作用によͬて生͡るج൫ؠઠೖプロセス）

主査：教授　ઘ　典༸

小
お

ໆ
㆏㇉

ߒ
ひ㇍し ஍൫ౚ結工法における土のౚ結๲張ରࡦに関する研究

主査：教授　ֈߐ　俊ਔ

中
なか

ଜ
㇀㇉

༟
ゆう

و
き ಓ࿏画像とؾ৅情報を利用したౙظಓ࿏上の視界情報に関するૅجత研究

主査：教授　ഡ原　ږ

H
ハ ㇫ ス

akas P
㈙ ㈫ ユ ㈂

rayuda

Investigation and Estimation of Restrained Expansion and Shrinkage Behavior of Expansive
Concrete Structures
（๲張コンクリートを用いた構造物の߆ଋ๲張およびऩॖڍ動の検౼と評価）

主査：准教授　松本　࢚ߒ

Ԯ
おㆍ

野
ㆮ

৳
ㆮㆶ

ߦ
ゆき 多ஈ速度依存型Մ変減ਰΦイルμンύーを用いた໔਒ݐ物の応౴変Ґ཈制法に関する研究

主査：教授　٠஍　༏

P
パ ク

AR, +
ジ

i H
㈔ ョ ン

yun

Study on the characteristics and response control effects of a seismic mass damper system
utilizing scrap tire pads
（スクラップタイヤύッドを利用した஍਒用マスμンύーシステムの特性と応౴制御効果に関
する研究）

主査：准教授　ന井　和و

༄
やなㆍ

উ
ま㆕

޾
ゆき ௕पظ஍਒動にରするऎプラグೖΓ໔਒積層ΰムのྗ学ڍ動に関する研究

主査：教授　٠஍　༏

L
ロ ㈜ ス

opes D
㈉㇣アス

ias
I
イ ㈫ ㈍ ル ㈋

lanildo R
㈮ ナ ー ㈊

enato

Seismic Performance and Design of +apanese Steel Chevron-Braced Moment-Resisting Frames
（ブレース෇ラーメン߯Ս構の଱਒性能と設計）

主査：教授　Ԭ࡚　ଠ一࿠

大
おお

沢
㆕わ

ඈ
ひ

智
㆕と GISデータを用いたपลڥ؀をՃຯした೔ࣹデータの大量作成と応用

主査：教授　৿　ଠ࿠

඼
しな

઒
がわ

ߒ
㆓う

一
いㆡ 低ڥ؀ෛՙݐ物のエωルΪーফඅ࣮ଶと設計手法

主査：教授　৿　ଠ࿠

小
しょう㆘

司 ༏
ゆ

཮
たか ஍中೤ަ換器਺஋シϛϡレーシϣンにおけるデータ科学手法の応用に関する研究

主査：准教授　׉　ོ生

ന
し㇉

઒
かわ

大
ㆠい

थ
き ト΢Ψラシඍൗ΢イルスのਫ中ප原΢イルスにରするࢦ標性と࣮ড়ਫ工ఔにおけるॲ理性

主査：教授　松井　Ղ඙

C
チ ン

HEN :
イーㇾー

ize

Hydrolysis of Polyaluminum Chloride and its Effect on Coagulation Performance� Role of
Inorganic Ions
（ϙリԘ化アルϛχ΢ムのՃਫ分ղとͦのूڽ性能に及ぼすӨ響�無機イΦンの໾割）

主査：教授　松井　Ղ඙

ࢁ
やま

田
ㆠ

༟
ゆう

࢙
㆘ ࣮Ք働ࢪ設のଌఆデータにͮ͘ج୦型ストーΧࣜম٫࿍内の現৅ղ໌とӡ転特性に関する研究

主査：准教授　౦ᑍ　҆ڡ

૬
あい

઒
かわ

ެ
㆓う

੓
㆛い

Mineral processing of complex sulfide ores combined with extraction, flotation, and
cementation for sustainable development of complex sulpde deposits
（ෳེࡶ化߭の࣋ଓՄ能な開発のためのந出ɾුબɾセメンテーシϣンを૊み合Θͤたબ߭手
法の開発）

主査：教授　伊藤　ਅ༝ඒ

E
エルサ

lsa P
パ ン シ ル ㈒ ㈍ ア

ansilvania
A
ア ン ㈋ ㈮

ndre M
㈠ ン ジ ㈥ ㈈

anjate

Study on the Development of an AI-Based Mining Methods Recommendation System
（AIによる۷࠾手法レコメンデーシϣンシステム開発に関する研究）

主査：教授　઒ଜ　༸ฏ

P
パー㈋㇥ン

ardon S
シ ン ㇫ ㈫

inkala
Prediction of Rockburst at Mufulira Mine, Copperbelt, ;ambia
（βンϏアڞ和ࠃΧッύーϕルトにҐ置するムフリラ߭ࢁにおけるࢁ͸Ͷの༧ଌ）

主査：特任教授　藤井　ٛ໌

੢
ㆫし

໦
き

悠
ゆう

人
と マグωシ΢ムシリέートハイドレートに関する߭物学తɾ஍ٿ化学త研究

主査：教授　ࠤ藤　౒
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（工学）

L
リ

I ;
チ ョ ウ ㇮ ン

haoxin
A three-dimensional constitutive model for rocks based on a variable elastic modulus
（Մ変型஄性܎਺にͮجいたؠੴのࡾ次元構成モデル）

主査：特任教授　藤井　ٛ໌

ཥ
リ

᮪
チン

Hydration and durability characteristics of a new composite cementitious binder containing of
slag and calcite
（スラグとΧルαイトをؚΉ৽しいෳ合セメントバインμーのਫ和と଱久性に関する研究）

主査：准教授　エラクωス　ϤΨラジャ

博士（૯合化学）

A
ア ン サ ヤ

unsaya E
エクサ㈈㇣

ksatit

Study on Dual-phase Oxygen Separation Membrane with Percolation Structures of Oxide
Ionic and Electronic Conductors
（酸化物イΦンɾ電子伝導体のύーコレーシϣン構造を࣋つೋ૬酸ૉ分཭ບに関する研究）

主査：教授　஧永　ਗ਼࣏

B
㈒ス㈈㇣アン

astian B
ビ ェ ル ㇲ ム

jerkem
S
シェルス㈁ー

kjelstad

Theoretical Study on Formation and Reactivity of Coordination Compounds Employing AFIR
（人工ྗ༠ى൓応法を用いた഑Ґ化合物の生成と൓応性に関する理࿦త研究）

主査：教授　෢次　ప也

ᓴ
チョウ

ඒ
㈣イ

唤
チイ

Exploration and Development of Novel Functional MoS�-based Nanomaterials
（৽ن機能性MoSܥ�ナノࡐྉの探ࡧと開発）

主査：教授　ౡ田　හ宏

:
ヨ ウ

ang 9
シ ョ ウ ㇾ ン

iaoran

Experimental and	 	Simulation Studies on Crystal Growth and Crystallinity Evaluation of
Organic Materials and Polymers
（有機ࡐྉおよび高分子の結থ成௕と結থ化度の評価に関する࣮ݧとシϛϡレーシϣンによる
研究）

主査：教授　஧永　ਗ਼࣏

博士（理学）

上
うㆆ

田
ㆠ

悠
ゆう

հ
す㆐

Photoinduced Copper-Catalyzed Asymmetric Acylation Reactions
（光ಔ触ഔෆ੪アシル化൓応）

主査：教授　永໦　Ѫ一࿠

ւ
ㆆ

࿝
ㆳ

ᖒ
㆕わ

म
しゅういㆡ

一

Analysis of Chemical Reaction on Adiabatic Potential Energy Surface from a Viewpoint
of Anharmonicity and Orbital Mixing� Bifurcation of Anharmonic Downward Distortion
Following Paths and Natural Reaction Orbitals
（非調和性とيಓࠞ合͔Βݟたஅ೤ϙテンシャル上の化学൓応ղੳ：非調和Լํ歪௥੻経࿏の
分ذと自વ൓応يಓ）

主査：教授　લ田　理

Ԧ
㇪ウ

ܚ
ㇲイ

Ӊ
ウ

Studies on Synthesis, Structure, and Properties of Optically Active Poly	benzene-�,�-diyl

Derivatives
（光学׆性ϙリ	ϕンθン-�,�-ジイル
༠導体の合成ɺ構造および物性に関する研究）

主査：教授　ླ໦　孝ل

大
おお

ଜ
㇀㇉

ཌྷ
いㆣ

ੈ
㆛い

The Reaction Mechanism Analysis of Enzymes with Degrading Persistent Dyes and its
Rational Designs
（難分ղ性৭ૉ分ղ߬ૉの൓応機構ղੳとͦの合理త設計）

主査：教授　ࠤ田　和ݾ

小
お

ࢁ
やま

田
ㆠ

৳
ㆮㆶ

໌
あき

Studies on Molecular Manipulation for Polariton Electrochemistry
（ϙラリトン電ؾ化学൓応に޲けた分子制御の研究）

主査：教授　෢次　ప也

Ճ
か

藤
とう

ߓ
㆓う

հ
す㆐

New Method for Constructing Caged Skeleton Directed toward Terpenoid Synthesis
（テルペノイド合成を志޲した৽نΧΰ型֨ࠎ構築法）

主査：教授　ླ໦　孝ل

઒
かわ

ӽ
㆔ㆆ

૱
㆝う

一
いㆡ

࿠
㇍う

Molecular Mechanism of the Hsf�-Chaperone System Responsible for Proteostasis
（タンύク࣭߃常性のҡ࣋を୲͏Hsf�-シャペロンシステムの分子機構ղ໌）

主査：教授　坂ޱ　和༃

ޖ
ゴ

๠
㈟ン

ඈ
㈔

Synthesis, Conformation, and Chiral Properties of Optically Active	 	Polyfluorenevinylene
Derivatives
（光学׆性ϙリフルΦレンϏχレン༠導体の合成ɺコンホメーシϣンおよびキラル特性）

主査：教授　୩野　࣋ܓ

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（工学）

M
㈠ ㈡ ー

amy R
リジ㈥

ija
A
アンジアン㈘ア㈶㇩ンジー

ndriamboavonjy

Bedrock incision due to the interaction between flow and sediment transport in uniformly
curved channels
（一༷࿷ۂਫ࿏におけるྲྀΕと土࠭༌送の૬ޓ作用によͬて生͡るج൫ؠઠೖプロセス）

主査：教授　ઘ　典༸

小
お

ໆ
㆏㇉

ߒ
ひ㇍し ஍൫ౚ結工法における土のౚ結๲張ରࡦに関する研究

主査：教授　ֈߐ　俊ਔ

中
なか

ଜ
㇀㇉

༟
ゆう

و
き ಓ࿏画像とؾ৅情報を利用したౙظಓ࿏上の視界情報に関するૅجత研究

主査：教授　ഡ原　ږ

H
ハ ㇫ ス

akas P
㈙ ㈫ ユ ㈂

rayuda

Investigation and Estimation of Restrained Expansion and Shrinkage Behavior of Expansive
Concrete Structures
（๲張コンクリートを用いた構造物の߆ଋ๲張およびऩॖڍ動の検౼と評価）

主査：准教授　松本　࢚ߒ

Ԯ
おㆍ

野
ㆮ

৳
ㆮㆶ

ߦ
ゆき 多ஈ速度依存型Մ変減ਰΦイルμンύーを用いた໔਒ݐ物の応౴変Ґ཈制法に関する研究

主査：教授　٠஍　༏

P
パ ク

AR, +
ジ

i H
㈔ ョ ン

yun

Study on the characteristics and response control effects of a seismic mass damper system
utilizing scrap tire pads
（スクラップタイヤύッドを利用した஍਒用マスμンύーシステムの特性と応౴制御効果に関
する研究）

主査：准教授　ന井　和و

༄
やなㆍ

উ
ま㆕

޾
ゆき ௕पظ஍਒動にରするऎプラグೖΓ໔਒積層ΰムのྗ学ڍ動に関する研究

主査：教授　٠஍　༏

L
ロ ㈜ ス

opes D
㈉㇣アス

ias
I
イ ㈫ ㈍ ル ㈋

lanildo R
㈮ ナ ー ㈊

enato

Seismic Performance and Design of +apanese Steel Chevron-Braced Moment-Resisting Frames
（ブレース෇ラーメン߯Ս構の଱਒性能と設計）

主査：教授　Ԭ࡚　ଠ一࿠

大
おお

沢
㆕わ

ඈ
ひ

智
㆕と GISデータを用いたपลڥ؀をՃຯした೔ࣹデータの大量作成と応用

主査：教授　৿　ଠ࿠

඼
しな

઒
がわ

ߒ
㆓う

一
いㆡ 低ڥ؀ෛՙݐ物のエωルΪーফඅ࣮ଶと設計手法

主査：教授　৿　ଠ࿠

小
しょう㆘

司 ༏
ゆ

཮
たか ஍中೤ަ換器਺஋シϛϡレーシϣンにおけるデータ科学手法の応用に関する研究

主査：准教授　׉　ོ生

ന
し㇉

઒
かわ

大
ㆠい

थ
き ト΢Ψラシඍൗ΢イルスのਫ中ප原΢イルスにରするࢦ標性と࣮ড়ਫ工ఔにおけるॲ理性

主査：教授　松井　Ղ඙

C
チ ン

HEN :
イーㇾー

ize

Hydrolysis of Polyaluminum Chloride and its Effect on Coagulation Performance� Role of
Inorganic Ions
（ϙリԘ化アルϛχ΢ムのՃਫ分ղとͦのूڽ性能に及ぼすӨ響�無機イΦンの໾割）

主査：教授　松井　Ղ඙

ࢁ
やま

田
ㆠ

༟
ゆう

࢙
㆘ ࣮Ք働ࢪ設のଌఆデータにͮ͘ج୦型ストーΧࣜম٫࿍内の現৅ղ໌とӡ転特性に関する研究

主査：准教授　౦ᑍ　҆ڡ

૬
あい

઒
かわ

ެ
㆓う

੓
㆛い

Mineral processing of complex sulfide ores combined with extraction, flotation, and
cementation for sustainable development of complex sulpde deposits
（ෳེࡶ化߭の࣋ଓՄ能な開発のためのந出ɾුબɾセメンテーシϣンを૊み合Θͤたબ߭手
法の開発）

主査：教授　伊藤　ਅ༝ඒ

E
エルサ

lsa P
パ ン シ ル ㈒ ㈍ ア

ansilvania
A
ア ン ㈋ ㈮

ndre M
㈠ ン ジ ㈥ ㈈

anjate

Study on the Development of an AI-Based Mining Methods Recommendation System
（AIによる۷࠾手法レコメンデーシϣンシステム開発に関する研究）

主査：教授　઒ଜ　༸ฏ

P
パー㈋㇥ン

ardon S
シ ン ㇫ ㈫

inkala
Prediction of Rockburst at Mufulira Mine, Copperbelt, ;ambia
（βンϏアڞ和ࠃΧッύーϕルトにҐ置するムフリラ߭ࢁにおけるࢁ͸Ͷの༧ଌ）

主査：特任教授　藤井　ٛ໌

੢
ㆫし

໦
き

悠
ゆう

人
と マグωシ΢ムシリέートハイドレートに関する߭物学తɾ஍ٿ化学త研究

主査：教授　ࠤ藤　౒
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（理学）

ᜊ
㆕い

藤
とう

大
ㆠい

ক
す㆐

Studies on Self-Assembled Platinum	II
 and Palladium	II
 Complexes� Control of Crystal
Structures and Luminescence Properties
（自ूݾ積型ന金	II
及びύラジ΢ム	II
：体に関する研究ࡨ 結থ構造および発光特性の制御）

主査：教授　上野　ߩ生

୩
たㆫ

Ѫ
いつ

ւ
ㆿ ֩小体タンύク࣭Nucleophosminによるӷ-ӷ૬分཭をհした֩小体形成に関する研究

主査：教授　ଜ上　༸ଠ

䙧
㈉ン

博
㈞ウェン

文

Solar Energy-Driven Photothermal Catalytic CO� Hydrogenation over Nanometals/Oxides
Catalysts
（ナノ金ଐ/酸化物触ഔを用いた光༠ى೤触ഔ൓応によるೋ酸化୸ૉのਫૉ化に関する研究）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

林
ㆯやし

༟
ゆう

و
き

Development of 6nique Switching Systems Based on Multifunctional Hydrocarbons with
Dibenzo-Fused Seven-Membered Rings
（ジϕンκॖ؀型ࣣ員֨ࠎ؀を΋つ多機能性୸化ਫૉにͮ͘ج特異なスイッチングシステムの
開拓）

主査：教授　ᖒଜ　ਖ਼也

ԫ
㈗㇡ン

文
ウェンユアン

元

Study of the Rate-Limiting Step on Extracellular Electron Transfer of S h ew anella O neidens is

MR-�
（S h ew anella O neidens is MR-�のࡉ๔外電子伝ୡの཯速ஈ֊に関する研究）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

D
㈉㈶㇣ ン

avin P
㈗ ㇣ ロ

hilo

Structural Engineering and Surface Modulation of Monoclinic BiVO� for Efficient Visible-
Light-Driven Photocatalysis
（୯ࣼথ BiVO�の構造制御および表໘म০による効཰తなՄ視光応౴光触ഔ൓応に関する研究）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

ଜ
㇀㇉

੢
ㆫし

和
か㆚

Ղ
㇈し

Characterizations of Ferric 6ptake Regulator 	Fur
 and Development of Antimicrobial Agents
Based on Fur-mediated Polymyxin Resistance in V ibrio ch olerae

（コレラەにおけるFerric 6ptake Regulator 	Fur
 の機能ղੳとFurをհして発現するPolymyxin
଱性を利用したە߅ༀの開発）

主査：教授　ଜ上　༸ଠ

M
㈤サン㈠㈆

st� R
ル ㈒ ヤ

ubaya
R
㈫ シ ㈇

ashid

Force Measurement of ,inesin Propelled Microtubules in Swarming 6sing an Electromagnetic
Tweezer
（電磁ピンセットを用いたキωシンによΓਪਐするඍ小؅の群Εにおけるྗଌఆ）

主査：教授　坂ޱ　和༃

ࢁ
やま

田
ㆠ

博
ひ㇍

之
ゆき

Chemical Synthesis of Luminescent Silicon Quantum Dots for Light-Emitting Diodes
（シリコン量子ドット蛍光体の化学合成と発光μイΦードへの応用）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

ᕟ
ユー

		਒
ジェンセイ

生
Defluorinative Synthesis of Organophosphorus Compounds
（有機リン化合物の୤フッૉత合成法）

主査：教授　ླ໦　孝ل

吉
㇈し

ଜ
㇀㇉

म
ㆮㆶ

ོ
たか

Construction of Multimolecular Assembled Water Reduction Photocatalyst Nanoparticle for
One-directional Electron Transfer
（一ํ޲తな電子移動を志޲した分子多層ບ୲࣋光ਫૉ発生ナノཻ子触ഔܥの開発）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

Ԧ
㈱ン

Ⅽ
チ㇣

Construction and Modification of Ternary Metal Sulfide for Efficient Photocatalytic CO�
Reduction
（金ଐེ化物の૊成および表໘構造制御による効཰తな光触ഔCO�ؐ元に関する研究ܥ元ࡾ）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

博士（工学）

ੴ
いし

丸
まる

༟
ひ㇍

也
や ΦルΨノιルブ法によるバイΦマスഇغ物の高度利用に関する研究

主査：教授　٠஍　ོ司

井
い

藤
とう

ߒ
ひ㇍

໌
あき

Low-temperature Synthesis of MgCr�S� and Li3:Cl� and the Type of Metastability
（MgCr�S�およびLi3:Cl�の低温合成と४҆ఆ性のछྨ）

主査：教授　஧永　ਗ਼࣏
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（工学）

২
うㆆ

松
まつ

ণ
ま㆕

子
㆓

Study on Pore Structure Control and Characterization of Porous Ceramics using Starch as a
Pore-forming Agent
（デンプンを造ࡎ޸に用いたセラϛックス多޸体の޸ؾ構造制御とͦの評価に関する研究）

主査：教授　஧永　ਗ਼࣏

Ԧ
㇪ウ

⇉
㇯ョクハク

博

Dispersion and Stabilization of Gold and Silver Nanoparticles by Topology Effect of Cyclic
Poly	Ethylene Glycol

（؀ঢ়ϙリエチレングリコールのトϙロジー効果による金および銀ナノཻ子の分散҆ఆ化）

主査：教授　松本　ݠ一࿠

উ
かつ

原
ㆯ㇉

఩
㆕とし

Molecular Design and Synthesis of Oligosaccharide-Based Block Copolymers for Functional
Materials
（機能性ࡐྉへの応用を໨ࢦしたΦリΰ౶ؚ࠯有ブロックڞ重合体の設計と合成）

主査：教授　松本　ݠ一࿠

ۼ
くㆼ

田
た

博
ひ㇍

Ѫ
ㆆ

O p erando Spectroscopic Studies on Reaction and Regeneration Mechanism of Lean DeNOx
Catalysis
（O p erando 分光法を用いたリーン୤঳触ഔの൓応機構と触ഔ࠶生機構のղ໌）

主査：教授　٠஍　ོ司

ᖒ
㆕わ

田
ㆠ

༝
ゆ

Ղ
か

Development of Microfluidic Devices to Accelerate Clinical Application of Lipid-Based
Nanomedicines
（のྟচ応用をՃ速化するマイクロྲྀ࿏デバイスの開発ࡎナノཻ子੡࣭ࢷ）

主査：教授　ࠤ藤　හ文

㭜
シン

ඈ
㈗ェ

龍
ロン

Developing a Highly Efficient Multimetallic Catalyst for CO�-assisted Oxidative
Dehydrogenation and Dry Reforming of Propane
（CO�によるプロύンの酸化୤ਫૉおよびվ࣭൓応に有効な多元ૉ合金触ഔの開発）

主査：教授　ਗ਼ਫ　研一

井
ジン

元
ユアン

Promotional Effect of Support Materials in the Three-Way Catalysis of Supported Metal
Catalysts
（୲࣋金ଐࡾܥ元触ഔにおける୲体ଅਐ効果）

主査：教授　௕୩઒　३也

੉
㆛

尾
お

च
たま

ܙ
ㆆ

Development of Palladium-Catalyzed Mechanochemical Cross-Coupling Reactions
（ύラジ΢ム触ഔを用いたメΧノέϛΧルクロスΧップリング൓応の開発）

主査：教授　大ؽ　۽

஛
た㆐

内
うㆡ

拓
たく

ະ
ㆿ

Development of Efficient Synthesis of Organometallic Compounds 6sing Functionalized
Organoboron Compounds
（能性有機ホ΢ૉ化合物を用いた有機金ଐ化合物のਫ਼ີ合成法の開発׭）

主査：教授　大ؽ　۽

ᓴ
チョウ

ݐ
ㇲンシ㈥ク

⚕

Development of Electroassisted Catalysis Based on Surface Protonics and Alloying
（表໘プロトχクスと合金化を࢖ۦした電৔触ഔ൓応ܥの開拓）

主査：教授　ਗ਼ਫ　研一

陳
㈈㇣ン

Ո
㇫ーウェイ

Ғ
Supported Re Catalysts for the Transformation of CO� to Value-added Chemicals
（୲࣋レχ΢ム触ഔを用いたೋ酸化୸ૉ変換൓応による高෇Ճ価஋化合物の合成）

主査：教授　٠஍　ོ司

永
なが

ੴ
いし

৽
し㇓

ଠ
た

࿠
㇍う ୸ૉࡐྉの޸ࡉ構造および表໘׭能جのਫ਼ີ分ੳにͮ͘جリチ΢ム空ؾ電஑のਖ਼極開発

主査：教授　٠஍　ོ司

野
ㆮ

土
ど

翔
しょうと

ొ
CoxFe3-xO�/Pt界໘における磁ۙؾ接効果と༌送特性に関する研究

主査：教授　ౡ田　හ宏

ރ
㈔ョウ

偄
チ

Crystal Structures and Mechanical Properties of Luminescent Gold	I
 Complexes
（発光性有機金ࡨ体の結থ構造とྗ学特性）

主査：教授　大ؽ　۽

ᚸ
まな

෦
ㆹ

ເ
ゆ㇁

大
ひ㇍

Synthesis of Discrete Aliphatic Polyketones and their Functionalization
（๱଒ϙリέトンの୯分散合成と機能化ࢷ）

主査：教授　伊藤　ഹ

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（理学）

ᜊ
㆕い

藤
とう

大
ㆠい

ক
す㆐

Studies on Self-Assembled Platinum	II
 and Palladium	II
 Complexes� Control of Crystal
Structures and Luminescence Properties
（自ूݾ積型ന金	II
及びύラジ΢ム	II
：体に関する研究ࡨ 結থ構造および発光特性の制御）

主査：教授　上野　ߩ生

୩
たㆫ

Ѫ
いつ

ւ
ㆿ ֩小体タンύク࣭Nucleophosminによるӷ-ӷ૬分཭をհした֩小体形成に関する研究

主査：教授　ଜ上　༸ଠ

䙧
㈉ン

博
㈞ウェン

文

Solar Energy-Driven Photothermal Catalytic CO� Hydrogenation over Nanometals/Oxides
Catalysts
（ナノ金ଐ/酸化物触ഔを用いた光༠ى೤触ഔ൓応によるೋ酸化୸ૉのਫૉ化に関する研究）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

林
ㆯやし

༟
ゆう

و
き

Development of 6nique Switching Systems Based on Multifunctional Hydrocarbons with
Dibenzo-Fused Seven-Membered Rings
（ジϕンκॖ؀型ࣣ員֨ࠎ؀を΋つ多機能性୸化ਫૉにͮ͘ج特異なスイッチングシステムの
開拓）

主査：教授　ᖒଜ　ਖ਼也

ԫ
㈗㇡ン

文
ウェンユアン

元

Study of the Rate-Limiting Step on Extracellular Electron Transfer of S h ew anella O neidens is

MR-�
（S h ew anella O neidens is MR-�のࡉ๔外電子伝ୡの཯速ஈ֊に関する研究）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

D
㈉㈶㇣ ン

avin P
㈗ ㇣ ロ

hilo

Structural Engineering and Surface Modulation of Monoclinic BiVO� for Efficient Visible-
Light-Driven Photocatalysis
（୯ࣼথ BiVO�の構造制御および表໘म০による効཰తなՄ視光応౴光触ഔ൓応に関する研究）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

ଜ
㇀㇉

੢
ㆫし

和
か㆚

Ղ
㇈し

Characterizations of Ferric 6ptake Regulator 	Fur
 and Development of Antimicrobial Agents
Based on Fur-mediated Polymyxin Resistance in V ibrio ch olerae

（コレラەにおけるFerric 6ptake Regulator 	Fur
 の機能ղੳとFurをհして発現するPolymyxin
଱性を利用したە߅ༀの開発）

主査：教授　ଜ上　༸ଠ

M
㈤サン㈠㈆

st� R
ル ㈒ ヤ

ubaya
R
㈫ シ ㈇

ashid

Force Measurement of ,inesin Propelled Microtubules in Swarming 6sing an Electromagnetic
Tweezer
（電磁ピンセットを用いたキωシンによΓਪਐするඍ小؅の群Εにおけるྗଌఆ）

主査：教授　坂ޱ　和༃

ࢁ
やま

田
ㆠ

博
ひ㇍

之
ゆき

Chemical Synthesis of Luminescent Silicon Quantum Dots for Light-Emitting Diodes
（シリコン量子ドット蛍光体の化学合成と発光μイΦードへの応用）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

ᕟ
ユー

		਒
ジェンセイ

生
Defluorinative Synthesis of Organophosphorus Compounds
（有機リン化合物の୤フッૉత合成法）

主査：教授　ླ໦　孝ل

吉
㇈し

ଜ
㇀㇉

म
ㆮㆶ

ོ
たか

Construction of Multimolecular Assembled Water Reduction Photocatalyst Nanoparticle for
One-directional Electron Transfer
（一ํ޲తな電子移動を志޲した分子多層ບ୲࣋光ਫૉ発生ナノཻ子触ഔܥの開発）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

Ԧ
㈱ン

Ⅽ
チ㇣

Construction and Modification of Ternary Metal Sulfide for Efficient Photocatalytic CO�
Reduction
（金ଐེ化物の૊成および表໘構造制御による効཰తな光触ഔCO�ؐ元に関する研究ܥ元ࡾ）

主査：教授　ଜӽ　ܟ

博士（工学）

ੴ
いし

丸
まる

༟
ひ㇍

也
や ΦルΨノιルブ法によるバイΦマスഇغ物の高度利用に関する研究

主査：教授　٠஍　ོ司

井
い

藤
とう

ߒ
ひ㇍

໌
あき

Low-temperature Synthesis of MgCr�S� and Li3:Cl� and the Type of Metastability
（MgCr�S�およびLi3:Cl�の低温合成と४҆ఆ性のछྨ）

主査：教授　஧永　ਗ਼࣏
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（工学）

҆
やす

ଜ
㇀㇉

ॣ
しゅ㇓㆕く

作

Rational Development of Heterogeneous Catalysis Based on 6nderstanding of Active Species
in ;eolite
（θΦライト内׆性छの理ղにͮ͘ج合理త触ഔ開発）

主査：教授　௕୩઒　३也

ࢁ
やま

ࠜ
ㆭ

伊
い

஌
ㆡ

↻
㇍う

Synthesis and Function Exploration of New Composite Materials from Designable Precursors
Containing Carbon 6sing 6ltrahigh Pressure
（୸ૉをؚΉ設計Մ能なલۦ体への௒高ѹॲ理を用いたෳ合ࡐྉの合成と機能探ࡧ）

主査：教授　෯㟒　ߒथ

博士（経ࡁ学）
I
イ ジ ㇭

ziga +
ジュー㈋

ude
I
イ ㇲ ム ㈗ ナ

kemefuna

Prioritizing Economic Development for Increasing Dietary Diversity
（十分なӫཆઁऔを͏ߦための༏ઌతな経ࡁ発ల）

主査：教授　ᜊ藤　久光

博士（ҩ学）

҆
アン

ೡ
㈏イ

Dual epigenetic interventions with DNA demethylation and HDAC inhibition synergistically
boost MHC-I-dependent anti-cancer immunity through NLRC�
（DNA୤メチル化とHDAC્֐の�つのエピジェωティック࣏ྍ͸ɺNLRC�をհするMHC-I依
存性の؞໔Ӹ応౴を૬৐తに増強する）

主査：教授　ۙ藤　ږ

井
いㆮ

上
うㆆ

ҁ
あや

೫
ㆮ

MHC class IIタンύク࣭発現を制御するϢϏキチンリΨーθの機能ղੳ
（Functional analysis of a ubiquitin ligase that regulate MHC class II expression）

主査：教授　高橋　ሡ人

上
うㆆ

田
ㆠ

泰
やす

߂
ひ㇍

小児ظ発঱特発性ωフローθ঱ީ群における௕ظステロイド౤༩中ޙࢭのࠎ୅ँマーΧー変化
に関する研究
（Studies on the effect of discontinuation of long-term glucocorticoid administration on
changes in bone turnover markers in childhood-onset idiopathic nephrotic syndrome）

主査：教授　久ॅ　一࿠

ଧ
うㆡ

࿘
なㆿ

有
ゆ

Մ
か

ϏデΦ޴಄鏡の࢖用͕؅ؾૠ؅に༩えるӨ響についての研究
（Studies on the effect of using a video laryngoscope on tracheal intubation）

主査：教授　ೆਢ原　ߦ߁

Ԧ
㇪ウ

޲
ㇵウ

౦
㈊ウ

アルΪナーθ�の発現と大௎͕Μのѱ性化に関する研究
（Studies on the arginase-� expression and malignant alteration of colorectal cancer）

主査：准教授　ࣣ戸　俊໌

ߕ
か

൹
い

原
ㆰ㇉

拓
たく

ਅ
ま

ハイドロキシアύタイトෳ合化μブルωットワークハイドロゲル上Ͱのࠎ਷間༿ࡉװܥ๔のࠎ
分化能評価
（Hydroxyapatite-hybridized double-network hydrogel surface enhances differentiation of
bone marrow-derived mesenchymal stem cells to osteogenic cells）

主査：教授　ۙ藤　ӳ司

Ճ
か

藤
とう

ߛ
㆓う

一
いㆡ

๔に関する研究ࡉ関࿈線ҡժ؞を構成するڥඍ小؀؞における؞๔ࡉ؊
（Studies on cancer-associated fibroblasts that constitute the tumor microenvironment in
hepatocellular carcinoma）

主査：教授　୩ߒ　ޱೋ

໳
かど

坂
㆕か

ਸ
たか

ल
ひㆧ

બ୒తSGLT�્֐ༀエンύグリフロジンの౶೘ප性৺ے঱にରする৺ࣨࡉے๔内Χルシ΢ムハ
ンドリングվળをհした৺ࣨ性ෆ整຺཈制効果の検౼
（Empagliflozin attenuates arrhythmogenesis in diabetic cardiomyopathy by normalizing
intracellular Ca�� handling in ventricular cardiomyocytes）

主査：教授　大৔　雄հ

໦
き

田
ㆠ

博
ひ㇍

࿕
あき

Dupuytrenॖ߆における࣬ױ関࿈SNPsとԌ঱༠導機構の関܎性のղੳ
（Analysis of disease-associated SNPs and inflammatory mechanisms in Dupuytren`s
contracture）

主査：教授　ਗ਼野　研一࿠

金
㇮ン

ࣳ
シ

ᣵ
㈚イ

Studies on developing a water-soluble polymer bearing adjacent cation-aromatic sequence as
a novel embolic material
（৽࠹نખ物࣭としてのΧチΦン-アロマ഑ྻྡ接型ਫ༹性高分子の開発に関する研究）

主査：教授　工藤　ᢛ྄
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ҩ学）

ࠇ
く㇍

ௗ
とり

Ғ
い

作
㆕く

๺る΋い஍域におけるホタテΨイཆ৩ैऀࣄのೲ౾アレルΪーに関する調査研究
（The observational study of natto-induced hypersensitivity reactions among scallop
aquaculture workers in a local area of northern +apan）

主査：准教授　૔ౡ　༱

小
㆓い㆚ㆿ

ઘ 拓
たく

也
や

౶೘පラットにおけるエンύグリフロジンによるϛトコンドリア༝དྷの׆性酸ૉछ࢈生の཈制
と৺๪ࡉ動༠発性の低Լに関する研究
（Empagliflozin suppresses mitochondrial reactive oxygen species generation and mitigates
the inducibility of atrial pbrillation in diabetic rats）

主査：教授　大৔　雄հ

ᴡ
㆕い

藤
とう

ྑ
㇈し

ݰ
ひ㇍

೛৷౶೘ප͕पظ࢈ア΢トΧム及び生ޙの神経発ୡに及ぼすӨ響
（Effects of gestational diabetes on perinatal outcomes and neurodevelopment in children）

主査：教授　伊藤　ཅ一

ࡩ
㆕く㇉い

井 ݈
㆐㇓

հ
す㆐

低ѥԖ݂঱を൐͏Ԍ঱性௎࣬ऀױױにରするਣ酸ѥԖਫ和物੡ࡎ౤༩の有効性
（Effectiveness of administering zinc acetate hydrate to patients with inflammatory bowel
disease and zinc depciency）

主査：教授　本間　໌宏

ࠤ
㆕

藤
とう

ୖ
たく

ਅ
ま

২ࠐ型ิॿ人工৺ଁ装ணऀױにおけるӡ動଱༰能とQuality of Lifeの௕ظਪ移に関する研究
（Long-term preservation of functional capacity and quality of life in advanced heart failure
patients with bridge to transplant therapy� A report from +apanese nationwide multicenter
registry）

主査：教授　藤ଜ　װ

ࠤ
㆕

藤
とう

ๆ
ㆿㆭ

Յ
㇈し

݂؅৽生્ࡎ֐ઌߦ౤༩͕΋たΒすഏ؞໔Ӹྍ法に༩えるӨ響に関する研究
（Studies on the effects of pre-administering an angiogenic inhibitor in immunotherapy for
lung cancer）

主査：教授　松野　吉宏

S
シ ㈥ ン

HAN :
イー㈗㇡ン

ifan

Association of changes in behavioral activities on mental and physical health among age-
specipc +apanese older adults� a cohort study
（特ఆ೥ྸの೔本人高ྸऀにおけるߦ動׆動の変化と৺਎の݈߁との関࿈性：コホート研究）

主査：教授　∁橋　੣

ੁ
すが

原
わ㇉

ਖ਼
ま㆕

成
なり

自ݾ໔Ӹ࣬ױの࣏ྍ൓応性༧ଌҼ子と৽نバイΦマーΧーの探ࡧ
（Explorations of predictors and new biomarkers in the treatment for autoimmune diseases）

主査：教授　ଜ上　ਖ਼ߊ

S
ス リ ㈠ ン

6LAIMAN
H
ハ ㈮ ス

aares ;
ㇼ ハ ル

uhal

Association of the age at smoking initiation and cessation on all-cause and cause-specific
mortality� The +apan Collaborative Cohort Study
（٤Ԏ開࢝೥ྸとېԎ೥ྸのશࢮ๢及びࢮҼผࢮ๢にରする関࿈：+ACC研究）

主査：教授　上田　Ղ୅

関
㆛き

࡚
ざき

஌
と㇂

ل
ㆮり

χϡーロメジンBड༰体を標తとしたACTH࢈生Լਨ体થजの৽ྍ࣏ن法の探ࡧ
（Exploration of novel treatment for ACTH-producing pituitary adenoma targeting
neuromedin B receptor）

主査：教授　久ॅ　一࿠

五
㆝う

݄
と

ঁ
㇁

ܛ
あき

人
ひと

੸਷ো֐をର৅とした動物モデルと݂ӷ੸਷関໳機能にண໨した࣏ྍํ法の開発
（Research of Spinal Cord Disorders for Development of an Animal Model and a Therapeutic
Strategy via Protection of Blood-Spinal Cord Function）

主査：教授　神୩　温之

∁
たかㆰやし

林 ૣ
㆕

ࢬ
ㆆ

߳
か

ྉ理਺を用いたӫཆ適切性の評価ɺおよび৯ࣄの多༷性と૯ࢮ๢との関࿈
（Nutritional adequacy assessment using the number of dishes, and an association of dietary
diversity with all-cause mortality）

主査：教授　伊藤　ཅ一

୍
たき

৽
し㇓

悠
ゆう

之
ㆮ

հ
す㆐

ᢄଁ؞における௒音波ͤΜஅ波஄性ଌఆ法を用いた分散画像のྟচతҙٛの検౼
（Clinical significance of dispersion imaging in shear wave elastography in the field of
pancreatic cancer）

主査：准教授　ࣣ戸　俊໌

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（工学）

҆
やす

ଜ
㇀㇉

ॣ
しゅ㇓㆕く

作

Rational Development of Heterogeneous Catalysis Based on 6nderstanding of Active Species
in ;eolite
（θΦライト内׆性छの理ղにͮ͘ج合理త触ഔ開発）

主査：教授　௕୩઒　३也

ࢁ
やま

ࠜ
ㆭ

伊
い

஌
ㆡ

↻
㇍う

Synthesis and Function Exploration of New Composite Materials from Designable Precursors
Containing Carbon 6sing 6ltrahigh Pressure
（୸ૉをؚΉ設計Մ能なલۦ体への௒高ѹॲ理を用いたෳ合ࡐྉの合成と機能探ࡧ）

主査：教授　෯㟒　ߒथ

博士（経ࡁ学）
I
イ ジ ㇭

ziga +
ジュー㈋

ude
I
イ ㇲ ム ㈗ ナ

kemefuna

Prioritizing Economic Development for Increasing Dietary Diversity
（十分なӫཆઁऔを͏ߦための༏ઌతな経ࡁ発ల）

主査：教授　ᜊ藤　久光

博士（ҩ学）

҆
アン

ೡ
㈏イ

Dual epigenetic interventions with DNA demethylation and HDAC inhibition synergistically
boost MHC-I-dependent anti-cancer immunity through NLRC�
（DNA୤メチル化とHDAC્֐の�つのエピジェωティック࣏ྍ͸ɺNLRC�をհするMHC-I依
存性の؞໔Ӹ応౴を૬৐తに増強する）

主査：教授　ۙ藤　ږ

井
いㆮ

上
うㆆ

ҁ
あや

೫
ㆮ

MHC class IIタンύク࣭発現を制御するϢϏキチンリΨーθの機能ղੳ
（Functional analysis of a ubiquitin ligase that regulate MHC class II expression）

主査：教授　高橋　ሡ人

上
うㆆ

田
ㆠ

泰
やす

߂
ひ㇍

小児ظ発঱特発性ωフローθ঱ީ群における௕ظステロイド౤༩中ޙࢭのࠎ୅ँマーΧー変化
に関する研究
（Studies on the effect of discontinuation of long-term glucocorticoid administration on
changes in bone turnover markers in childhood-onset idiopathic nephrotic syndrome）

主査：教授　久ॅ　一࿠

ଧ
うㆡ

࿘
なㆿ

有
ゆ

Մ
か

ϏデΦ޴಄鏡の࢖用͕؅ؾૠ؅に༩えるӨ響についての研究
（Studies on the effect of using a video laryngoscope on tracheal intubation）

主査：教授　ೆਢ原　ߦ߁

Ԧ
㇪ウ

޲
ㇵウ

౦
㈊ウ

アルΪナーθ�の発現と大௎͕Μのѱ性化に関する研究
（Studies on the arginase-� expression and malignant alteration of colorectal cancer）

主査：准教授　ࣣ戸　俊໌

ߕ
か

൹
い

原
ㆰ㇉

拓
たく

ਅ
ま

ハイドロキシアύタイトෳ合化μブルωットワークハイドロゲル上Ͱのࠎ਷間༿ࡉװܥ๔のࠎ
分化能評価
（Hydroxyapatite-hybridized double-network hydrogel surface enhances differentiation of
bone marrow-derived mesenchymal stem cells to osteogenic cells）

主査：教授　ۙ藤　ӳ司

Ճ
か

藤
とう

ߛ
㆓う

一
いㆡ

๔に関する研究ࡉ関࿈線ҡժ؞を構成するڥඍ小؀؞における؞๔ࡉ؊
（Studies on cancer-associated fibroblasts that constitute the tumor microenvironment in
hepatocellular carcinoma）

主査：教授　୩ߒ　ޱೋ

໳
かど

坂
㆕か

ਸ
たか

ल
ひㆧ

બ୒తSGLT�્֐ༀエンύグリフロジンの౶೘ප性৺ے঱にରする৺ࣨࡉے๔内Χルシ΢ムハ
ンドリングվળをհした৺ࣨ性ෆ整຺཈制効果の検౼
（Empagliflozin attenuates arrhythmogenesis in diabetic cardiomyopathy by normalizing
intracellular Ca�� handling in ventricular cardiomyocytes）

主査：教授　大৔　雄հ

໦
き

田
ㆠ

博
ひ㇍

࿕
あき

Dupuytrenॖ߆における࣬ױ関࿈SNPsとԌ঱༠導機構の関܎性のղੳ
（Analysis of disease-associated SNPs and inflammatory mechanisms in Dupuytren`s
contracture）

主査：教授　ਗ਼野　研一࿠

金
㇮ン

ࣳ
シ

ᣵ
㈚イ

Studies on developing a water-soluble polymer bearing adjacent cation-aromatic sequence as
a novel embolic material
（৽࠹نખ物࣭としてのΧチΦン-アロマ഑ྻྡ接型ਫ༹性高分子の開発に関する研究）

主査：教授　工藤　ᢛ྄
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ҩ学）

஛
た㆐

中
なか

ल
㆕かㆆ

೔本人৺ଁαルコイドーシスऀױにおけるAHA/ACC/HRSΨイドライン২ࠐみ型আࡉ動器適
応の外తଥ౰性
（Applicability of the AHA/ACC/HRS Guideline for Implantable Cardioverter Depbrillator
Implantation in +apanese Patients with Cardiac Sarcoidosis）

主査：教授　एڱ　఩

ಘ
とく

஍
ㆡ

ܠ
㆐い

子
㆓

ൽෘ有ᑜࡉ๔؞におけるFAM�3Hの機能ղੳ
（Functional analysis of FAM�3H in cutaneous squamous cell carcinoma）

主査：教授　ԂԼ　ক大

ಘ
とく

஍
ㆡ

༞
㇈し

ڡ
ま㆕

DAAs࣏ྍによるHCVഉআ͕؊ප変及び؊外ප変に༩えるӨ響についての検౼
（Study of the impact of HCV elimination by DAAs treatment on hepatic and extrahepatic
disease）

主査：教授　ฏ野　૱

中
なか

Ԕ
㆞ㆮ

ල
あき㇉

ඓߢ೪ບ上ൽࡉ๔における৽型コロナ΢イルスࡉ๔৵ೖҼ子の発現制御機構に関する研究
（Studies on the regulatory mechanism for gene expression of coronavirus-���� cell entry
factors in primary human nasal epithelial cells）

主査：教授　ࠓ野　఩

中
なか

ࢁ
やま

Ճ
か

ಸ
な

子
㆓

೔本人ઌఱ性ߕঢ়થ機能低Լ঱の重঱度とAdiposity rebound೥ྸおよび੨೥ظBMIの検౼
（Evaluation of the factors associated with adiposity rebound and adolescent body mass
index in +apanese children with congenital hypothyroidism）

主査：准教授　૔ౡ　༱

永
なが

井
い

孝
㆓う

ี
す㆐

ᢄ؅/୾ࡥڱ؅ප変の਍அためのᢄӷおよび୾ो中cell-free DNAを用いたliquid biopsyに関す
る研究
（Genetic analyses of cell-free DNA in pancreatic juice or bile for diagnosing pancreatic duct
and biliary tract strictures）

主査：教授　෢෌　঺信

N
㈏ イ ム

AIM
F
㈗ェイロウㇼ

ayrouz S
シ ㈥ ウ ㇮ ー

hawky
A
ア ㈘ ㈉ ル ㈤ ㈏ イ ム

bdelmoneim

Gold-nanocluster-mediated microinflammation detection using a tissue clearing method and
Molecular mechanism for SARS-CoV-�-specipc CD�� T-cell activation in healthy people
（૊৫ಁ໌化法を用いた金ナノクラスターによるඍ小Ԍ঱検出と݈常人におけるSARS-CoV-�
特異CD�� Tࡉ๔׆性化の分子機構に関する研究）

主査：教授　野田　ల生

能
ㆮ

୅
し㇍

究
きわ㇀

೛৷中͔Βޙ࢈のӫཆঢ়ଶ͕଻児と೛්転ؼに及ぼすӨ響の検౼
（Study on the effect of nutritional status of pregnant women on fetuses and outcomes）

主査：教授　ࠊۄ　暁子

Ӌ
ㆯ

അ
ま

௚
なお

ر
き

जᙾ༝དྷIL3� 依存తに༠導͞Εる໔Ӹ཈制機構のղ໌およびIL3� を࣠جとした৽͕نΜ࣏ྍ
法の検౼
（Elucidation of immunosuppressive mechanisms induced by tumor-derived IL3� and
examination of novel cancer therapy targeting IL3�）

主査：教授　小林　߂一

原
ㆯ㇉

݈
ま㆕

人
と

神経૊৫特異త線ҡժࡉ๔͕຤ধ神経࠶生に及ぼすӨ響とͦの分子機構に関する研究
（Elucidation of the role of Nerve Tissue-Specific Fibroblasts on Peripheral Nerve
Regeneration and Their Molecular Mechanisms）

主査：教授　ۙ藤　ږ

෱
ㆵく

௡
つ

Ղ
か

බ
なㆆ

౶೘ප໢ບ঱におけるෆ๞和アルデヒドのපతҙٛに関する探ࡧత研究
（Exploratory research on the pathological signipcance of an unsaturated aldehyde in diabetic
retinopathy）

主査：教授　藤ࢁ　文೫

੕
ㆻし

野
ㆮ

ળ
㇈し

Ҹ
たㆠ

マ΢スࢶޙリンύුजモデルにおける低酸ૉ༠導Ҽ子のӨ響に関する研究
（Study of the effects of hypoxia inducible factor in a mouse hindlimb lymphedema model）

主査：教授　上田　Ղ୅
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ҩ学）

ᚸ
ま

井
い

翔
しょう㆓

子

Ҩ伝子ฤूによΓ୯཭したωイティブ自߅ݾ原を用いた自ݾ໔Ӹ性ਫ᙮঱の৽ن਍அ法
（Novel diagnostic method for autoimmune bullous disease using native autoantigen isolated
by gene editing）

主査：教授　ੴ田　৾

લ
まㆆ

田
ㆠ

拓
たく

࠸
や

ೕ๪外Pagetපにରする৽ܥݧ࣮ྍ࣏نのཱ֬
（Establishment of a new experimental model for extramammary Paget`s disease）

主査：教授　໦Լ　一࿠

ਫ
ㆿ㆚

ޱ
㆏ㆡ

ݡ
㇈し

࢙
ㆵㆿ

ѱ性৺ࣨ性ෆ整຺による院外৺ఀࢭを൐͏ٸ性৺ऀױ࠹ߎےのདྷ院࣌ྟচॴݟと院内ࢮ๢཰に
関する研究
（A study of clinical findings at presentation and in-hospital mortality in patients with
acute myocardial infarction with out-of-hospital cardiac arrest due to malignant ventricular
arrhythmias）

主査：准教授　中丸　༟࣐

ଜ
㇀㇉

田
た

智
と㇂

ݾ
き

ଞՈiPSࡉ๔༝དྷ૊৫移২を૝ఆしたドナー݂ӷࡉ๔を用いた໔Ӹ制御法の開発に関する研究
（Development of methods for immune regulation using donor hematopoietic cells for
allogeneic induced pluripotent stem cell-based transplantation）

主査：教授　橋野　૱

本
㇂と

ډ
い

߉
㆓う

౼ෛՙ依存性変動：ハンドグリップෛՙ৺エコー法を用いた検ޙグローバルストレインのࣨࠨ
（Afterload-dependent variability of the left ventricular global longitudinal strain� handgrip
stress echocardiographic study）

主査：教授　藤ଜ　װ

ࢁ
やま

࡚
ざき

博
ひ㇍

之
ゆき

්人科ѱ性जᙾにおけるط஌のバイΦマーΧーの৽たなྟচతҙٛに関する研究
（A study of clinical significance of known biomarkers in the diagnosis and treatment of
gynecological malignancies）

主査：教授　ࣰ原　信雄

ࢁ
やま

田
ㆠ

म
しゅうㆸい

ฏ

シスプラチン଱性᡺ᡦ͕ΜにおけるClaspinの発現とͦの໔Ӹ応౴性に関する研究
（Studies on expression of Claspin and its immunoreactivity in cisplatin-resistant urothelial
carcinoma）

主査：准教授　๺ଜ　ल光

ࢁ
やま

本
㇂と

拓
たく

ࡧのපଶ形成におけるީิ分子の探ױ内݂؅৽生性࣬؟
（Exploration of the candidate molecules for the pathogenesis of ocular neovascular diseases）

主査：教授　౉ᬒ　雅඙

ࢁ
やま

本
㇂と

ྭ
㇌い

志
㆘

中਻神経と関અにおけるຫ性Ԍ঱モデルの増ѱҼ子のղ໌
（Investigation for factors that accelerate inflammation in chronic inflammation model of
central niveous system and joints）

主査：教授　ࢯՈ　ӳ之

༶
ヨウ

子
シ

݈
ㇲン

Studies on the drug resistance mechanisms in hepatocellular carcinoma
（଱性機構のղੳࡎのༀ؞๔ࡉ؊）

主査：准教授　ࣣ戸　俊໌

ԣ
㇈㆓

田
た

൏
しゅ㇓いㆡ

一
のපଶと࣏ྍに関する研究ױ関અ࣬ވ
（Studies on mechanism and treatment of hip joint diseases）

主査：教授　ଜ上　ਖ਼ߊ

吉
㇈し

ଜ
㇀㇉

大
ま㆕る

関અリ΢マチऀױの合ซ঱評価なΒびにපଶղ໌に関する研究
（Research on evaluation of complications and elucidation of pathophysiology in patients with
rheumatoid arthritis）

主査：教授　෱原　ਸհ

᣼
㇈し

本
㇂と

ྙ
ㆮり

大
ひ㇍

��型コラーゲン特異తCD�ཅ性Tࡉ๔クローン͸Th�αイトΧインの࢈生をհしてਫ᙮性ྨఱ
᙮ᚃを༠発する
（Type 9VII collagen-specific CD�� T cell clones induce bullous pemphigoid in mice by
producing Th� cytokines）

主査：教授　ੴ田　৾

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ҩ学）

஛
た㆐

中
なか

ल
㆕かㆆ

೔本人৺ଁαルコイドーシスऀױにおけるAHA/ACC/HRSΨイドライン২ࠐみ型আࡉ動器適
応の外తଥ౰性
（Applicability of the AHA/ACC/HRS Guideline for Implantable Cardioverter Depbrillator
Implantation in +apanese Patients with Cardiac Sarcoidosis）

主査：教授　एڱ　఩

ಘ
とく

஍
ㆡ

ܠ
㆐い

子
㆓

ൽෘ有ᑜࡉ๔؞におけるFAM�3Hの機能ղੳ
（Functional analysis of FAM�3H in cutaneous squamous cell carcinoma）

主査：教授　ԂԼ　ক大

ಘ
とく

஍
ㆡ

༞
㇈し

ڡ
ま㆕

DAAs࣏ྍによるHCVഉআ͕؊ප変及び؊外ප変に༩えるӨ響についての検౼
（Study of the impact of HCV elimination by DAAs treatment on hepatic and extrahepatic
disease）

主査：教授　ฏ野　૱

中
なか

Ԕ
㆞ㆮ

ල
あき㇉

ඓߢ೪ບ上ൽࡉ๔における৽型コロナ΢イルスࡉ๔৵ೖҼ子の発現制御機構に関する研究
（Studies on the regulatory mechanism for gene expression of coronavirus-���� cell entry
factors in primary human nasal epithelial cells）

主査：教授　ࠓ野　఩

中
なか

ࢁ
やま

Ճ
か

ಸ
な

子
㆓

೔本人ઌఱ性ߕঢ়થ機能低Լ঱の重঱度とAdiposity rebound೥ྸおよび੨೥ظBMIの検౼
（Evaluation of the factors associated with adiposity rebound and adolescent body mass
index in +apanese children with congenital hypothyroidism）

主査：准教授　૔ౡ　༱

永
なが

井
い

孝
㆓う

ี
す㆐

ᢄ؅/୾ࡥڱ؅ප変の਍அためのᢄӷおよび୾ो中cell-free DNAを用いたliquid biopsyに関す
る研究
（Genetic analyses of cell-free DNA in pancreatic juice or bile for diagnosing pancreatic duct
and biliary tract strictures）

主査：教授　෢෌　঺信

N
㈏ イ ム

AIM
F
㈗ェイロウㇼ

ayrouz S
シ ㈥ ウ ㇮ ー

hawky
A
ア ㈘ ㈉ ル ㈤ ㈏ イ ム

bdelmoneim

Gold-nanocluster-mediated microinflammation detection using a tissue clearing method and
Molecular mechanism for SARS-CoV-�-specipc CD�� T-cell activation in healthy people
（૊৫ಁ໌化法を用いた金ナノクラスターによるඍ小Ԍ঱検出と݈常人におけるSARS-CoV-�
特異CD�� Tࡉ๔׆性化の分子機構に関する研究）

主査：教授　野田　ల生

能
ㆮ

୅
し㇍

究
きわ㇀

೛৷中͔Βޙ࢈のӫཆঢ়ଶ͕଻児と೛්転ؼに及ぼすӨ響の検౼
（Study on the effect of nutritional status of pregnant women on fetuses and outcomes）

主査：教授　ࠊۄ　暁子

Ӌ
ㆯ

അ
ま

௚
なお

ر
き

जᙾ༝དྷIL3� 依存తに༠導͞Εる໔Ӹ཈制機構のղ໌およびIL3� を࣠جとした৽͕نΜ࣏ྍ
法の検౼
（Elucidation of immunosuppressive mechanisms induced by tumor-derived IL3� and
examination of novel cancer therapy targeting IL3�）

主査：教授　小林　߂一

原
ㆯ㇉

݈
ま㆕

人
と

神経૊৫特異త線ҡժࡉ๔͕຤ধ神経࠶生に及ぼすӨ響とͦの分子機構に関する研究
（Elucidation of the role of Nerve Tissue-Specific Fibroblasts on Peripheral Nerve
Regeneration and Their Molecular Mechanisms）

主査：教授　ۙ藤　ږ

෱
ㆵく

௡
つ

Ղ
か

බ
なㆆ

౶೘ප໢ບ঱におけるෆ๞和アルデヒドのපతҙٛに関する探ࡧత研究
（Exploratory research on the pathological signipcance of an unsaturated aldehyde in diabetic
retinopathy）

主査：教授　藤ࢁ　文೫

੕
ㆻし

野
ㆮ

ળ
㇈し

Ҹ
たㆠ

マ΢スࢶޙリンύුजモデルにおける低酸ૉ༠導Ҽ子のӨ響に関する研究
（Study of the effects of hypoxia inducible factor in a mouse hindlimb lymphedema model）

主査：教授　上田　Ղ୅
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ҩ学）

上
うㆆ

ଜ
㇀㇉

志
し

ਉ
お㇓

৯ಓऀױ؞の術લے֨ࠎ量およびӫཆঢ়ଶ͕術ޙ୹ظɾ௕ظ成੷に༩えるӨ響に関する研究
（Studies on the association of the preoperative muscle mass and nutritional status with
short- and long-term outcomes after esophagectomy for esophageal cancer）

主査：教授　本間　໌宏

Լ
し㇂㆘ょう

ᑍ 暁
あつ

司
し

৽ࣈ׽ن୯ޠの学習による೴׆動の変化
（Changes in brain activity by learning new kanji words）

主査：教授　田中　ਅथ

ଜ
㇀㇉

⅖
㆛

྄
りょうた

ଠ

ラット৺ଁશ݂ڏモデルにおけるER,�/׆�性化をհしたクロロキンの৺อޢ効果
（Cardioprotective effects of chloroquine pretreatment on ischemic reperfusion injury
through the activation of ER,�/� in isolated rat hearts）

主査：教授　҆੪　俊久

৿
㇂り

本
㇂と

ߒ
ひ㇍

࢙
ㆵㆿ

ഏ؞におけるbiglycanの発現ղੳとバイΦマーΧーとしてのՄ能性についての研究
（Studies on biglycan as a possible marker for lung cancer）

主査：教授　ԂԼ　ক大

博士（ࣃ学）

ᖒ
㆕わ

ޱ
㆏ㆡ

๖
㇁㆏ㆿ

のਫ਼神తストレスの評価ํ法の検౼ʕ৺ഥ変動ղੳとൽෘऀ֐科਍ྍ࣌における重঱৺਎োࣃ
電׆ؾ動を用いてʕ

主査：教授　ീए　อ孝

ો
ソ

ᰉ
ショウイ

ጽ

Effects of area postrema lesions and bilateral subdiaphragmatic afferent vagotomy on
emetine-induced conditioned taste avoidance in rats
（ラットにおけるエメチン༠発৚݅෇けຯ֮سආにରする最ޙ野破壊およびԣִບԼ྆ଆ໎૸
神経ٻ৺࿏切আの効果）

主査：教授　ᢠ橋　੣

∁
たか

橋
ㆯし

੩
し㆚

߳
か

Incremental Lines in Human Cellular Cementum� a Histological Study
（ヒト有ࡉ๔セメント࣭の成௕線の૊৫学త研究）

主査：教授　ࢁ本　߃之

ੴ
いし

丸
まる

智
と㇂

也
や ೔中֮੧࣌ᄐ׆ے動の࣮ଶղ໌

主査：教授　ޱࢁ　泰඙

٠
きく

஑
ㆡ

ඤ
ㆆ

ඒ
ㆿ ຯ֮ݏѱ学習の૝ىに関༩する中਻神経機ংのղ໌

主査：教授　ᢠ橋　੣

大
おお

௶
つㆼ

प
しゅうㆸい

ฏ
モンモリロナイトおよびナノϙーラスシリΧを用いたە߅性を有する常温重合レジンࡐྉの開発

主査：教授　ࠤ藤　Յߊ

໦
き

ଜ
㇀㇉

ಙ
あつ

子
㆓

AIۦ動型形ଶ計ଌ法のཱ֬とૈࠎᱷ঱モデルラットを用いたපଶༀ理学త手法によるࣃ૧ࠎࠎ
小ߢඍࡉ構造の動త特異性に関する研究

主査：教授　൧ଜ　஧ߒ

工
く

藤
どう

ԁ
つㆶ㇉ マイクロナノύターンの表໘形ঢ়͕ヒトࠜࣃບ線ҡժࡉ๔に༩えるӨ響について

主査：教授　ԣࢁ　ರ࿠

A
ア ル ル ㈱ イ リ

lruwaili
M
㈤ ハ ㈣ ッ ㈋

ohammed
,
㇫㈈㇣㈘

atib		R
アール

The osteogenic potential of Phosphorylated-Pullulan/Ќ-TCP composite scaffolds and low
doses of Bone Morphogenetic Protein-� 	BMP-�
 in subcutaneous tissues
（リン酸化プルラン/Ќ-TCPෳ合スキャホールドと低用量ࠎ形成タンύク࣭�によるࠎ形成）

主査：教授　ੁ୩　ษ

ฏ
たい

ྑ
㇉

ݡ
㆐㇓しゅう

प

Association between denture use and food form in older adults requiring long-term care�A
multicenter cross-sectional study
（ཁհޢ高ྸऀにおけるٛ࢖ࣃ用と৯形ଶの関࿈について：多ࢪ設ԣஅ研究）

主査：教授　࡚ࢁ　༟

ඦ
どう

ւ
かい

ܒ
㆐い 接ண࣏ྍをͬߦたਨ௚破ંࠜࣃの༧ޙҼ子に関するޙΖ࡯؍͖޲研究

主査：教授　ੁ୩　ษ

അ
ㆰ

৔
ㆰ

ཅ
ㆯる

久
ひ㆕

Oral frailty and carriage of oral C andida in community-dwelling older adults（Check-up to
discover Health with Energy for senior Residents in Iwamizawa� CHEER Iwamizawa）
（஍域ॅࡏ高ྸऀにおけるΦーラルフレイルとߢޱΧンジμのอەঢ়ଶとの関࿈）

主査：教授　࡚ࢁ　༟
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ࣃ学）

松
まつ

Լ
した

༞
ゆう

也
や

一ൠࣃ科ҩ院にఆظతに通院している高ྸऀױのߢޱ機能の低ԼとBody Mass Indexおよびα
ルコペχアの関܎

主査：教授　࡚ࢁ　༟

ٶ
ㆿや

本
㇂と

޾
ゆき

ಸ
な

Histochemical assessment of osteoclast-like giant cells in R ank l- / - mice
（R ank lҨ伝子ܽଛマ΢スにおける破ࡉࠎ๔༷ࡉ๔の૊৫学త検ࡧ）

主査：教授　໢௩　ݑ生

फ
㇀ㆭ

ࢁ
やま

߉
たか

࢙
ㆵㆿ

Increased numbers but reduced resorption activity of osteoclasts in toll-like receptor � 	TLR�

depcient mice
（Toll༷ड༰体�（TLR�）ܽଛマ΢スの破ࡉࠎ๔਺増Ճとٵࠎऩ能低Լについて）

主査：教授　໢௩　ݑ生

Ԧ
㈱ン

林
リン

ߚ
ホン

Effect of an extra hydrophobic resin layer on the bond strength of universal adhesives
（Ϣχバーαルアドヒーシブの接ணにରするૄਫ性ϘンディングࡐのӨ響）

主査：教授　ࠤ野　ӳ඙

෢
た㆐

田
ㆠ

雅
ま

࠼
あや

Observational Variables for Considering a Switch from a Normal to a Dysphagia Diet among
Older Adults Requiring Long-Term Care：Cross-sectional studyʙA One-:ear Multicenter
Longitudinal Study
（௕ظհޢをඞཁとする高ྸऀの常৯͔ΒᅞԼ৯への切Γସえを検౼するための࡯؍変਺�ԣஅ
研究ʙ�೥間の多ࢪ設ॎஅ研究）

主査：教授　࡚ࢁ　༟

҇
いおり

ܟ
たかし ᱷ঱性神経Ԍ঱཈制機構に関するༀ理学త研究ૈࠎ形成ଅਐༀテリύラチドによるࠎ

主査：教授　൧ଜ　஧ߒ

大
おお

内
うㆡ

ઍ
ㆡ

ཬ
㆕と

Comparison of the virulence of C andida albicans strains on oral candidiasis and non-oral
candidiasis�
のגΧンジμ঱༝དྷߢޱと非גΧンジμ঱༝དྷߢޱ） C andida albicans のප原性のൺֱ）

主査：教授　௕୩෦　ߊ

໦
き

ଜ
㇀㇉

拓
たく ৽͕ߢޱنΜ࣏ྍ法開発のためのݸ体ղੳج൫の૑出

主査：教授　๺઒　ળ੓

N
ㇱ ェ ン

guyen T
㈈ ㇣

hi
T
チ ㈥ ン

rang

3D Quantification of the condylar and glenoid fossa remodeling following orthognathic
surgery on class II and class III skeletal malocclusions
（IIڃɾIII֨ࠎڃ性ෆਖ਼ᄐ合にରするֺڲਖ਼手術ޙのԼֺ಄およびԼֺᜰリモデリングの3次
元తղੳ）

主査：教授　大ኍ　༸一

஛
た㆐

઒
かわ

ӳ
ひㆧ

ً
き Biglycanを標తとした化合物によるजᙾ݂؅৽生཈制効果の検౼

主査：教授　樋田　ژ子

෢
た㆐

田
ㆠ

ྒྷ
りょう

Antiviral effect of cetylpyridinium chloride in mouthwash on SARS-CoV-�
（ચޱӷ中成分セチルピリジχ΢ムԘ化物ਫ和物のSARS-CoV-�にରする߅΢イルス効果）

主査：教授　樋田　ژ子

ઍ
ㆡ

田
ㆠ

݈
た㆐

博
ひ㇍ ۙ੺外線光໔Ӹྍ法によるजᙾඍ小ڥ؀変化のප理૊৫学తղੳ

主査：教授　樋田　ژ子

Ӌ
ㆯ

藤
とう

༟
ひ㇍

之
ゆき

ヒトߢޱ೪ບ上ൽࡉ๔のIL-�ЋおよびЌ-defensin �の࢈生にରする半Նᖞ৺౬とデキαメタκ
ンの作用ൺֱ

主査：教授　๺઒　ળ੓

:
ユ

u L
リ

i

The oral bacterium S trep tococcu s  mu tans promotes tumor metastasis by inducing vascular
inflammation
,ەࡉߢޱ） S trep tococcu s  mu tans ͸ɺ݂؅Ԍ঱を༠発し転移をଅਐする）

主査：教授　樋田　ژ子

博士（्ҩ学） Տ
㇫㈱

野
㈐

光
ㇵウ

ฏ
㈚イ

Mechanisms causing reduced fertility under heat stress in relation to uterine environment
and oocyte developmental competence in dairy cows
（ೕڇの子ڥ؀ٶとཛ฼ࡉ๔の発生能に関࿈したॵ೤ストレスԼͰのड଻性低ԼのメΧχζム）

主査：教授　௶田　හஉ

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ҩ学）

上
うㆆ

ଜ
㇀㇉

志
し

ਉ
お㇓

৯ಓऀױ؞の術લے֨ࠎ量およびӫཆঢ়ଶ͕術ޙ୹ظɾ௕ظ成੷に༩えるӨ響に関する研究
（Studies on the association of the preoperative muscle mass and nutritional status with
short- and long-term outcomes after esophagectomy for esophageal cancer）

主査：教授　本間　໌宏

Լ
し㇂㆘ょう

ᑍ 暁
あつ

司
し

৽ࣈ׽ن୯ޠの学習による೴׆動の変化
（Changes in brain activity by learning new kanji words）

主査：教授　田中　ਅथ

ଜ
㇀㇉

⅖
㆛

྄
りょうた

ଠ

ラット৺ଁશ݂ڏモデルにおけるER,�/׆�性化をհしたクロロキンの৺อޢ効果
（Cardioprotective effects of chloroquine pretreatment on ischemic reperfusion injury
through the activation of ER,�/� in isolated rat hearts）

主査：教授　҆੪　俊久

৿
㇂り

本
㇂と

ߒ
ひ㇍

࢙
ㆵㆿ

ഏ؞におけるbiglycanの発現ղੳとバイΦマーΧーとしてのՄ能性についての研究
（Studies on biglycan as a possible marker for lung cancer）

主査：教授　ԂԼ　ক大

博士（ࣃ学）

ᖒ
㆕わ

ޱ
㆏ㆡ

๖
㇁㆏ㆿ

のਫ਼神తストレスの評価ํ法の検౼ʕ৺ഥ変動ղੳとൽෘऀ֐科਍ྍ࣌における重঱৺਎োࣃ
電׆ؾ動を用いてʕ

主査：教授　ീए　อ孝

ો
ソ

ᰉ
ショウイ

ጽ

Effects of area postrema lesions and bilateral subdiaphragmatic afferent vagotomy on
emetine-induced conditioned taste avoidance in rats
（ラットにおけるエメチン༠発৚݅෇けຯ֮سආにରする最ޙ野破壊およびԣִບԼ྆ଆ໎૸
神経ٻ৺࿏切আの効果）

主査：教授　ᢠ橋　੣

∁
たか

橋
ㆯし

੩
し㆚

߳
か

Incremental Lines in Human Cellular Cementum� a Histological Study
（ヒト有ࡉ๔セメント࣭の成௕線の૊৫学త研究）

主査：教授　ࢁ本　߃之

ੴ
いし

丸
まる

智
と㇂

也
や ೔中֮੧࣌ᄐ׆ے動の࣮ଶղ໌

主査：教授　ޱࢁ　泰඙

٠
きく

஑
ㆡ

ඤ
ㆆ

ඒ
ㆿ ຯ֮ݏѱ学習の૝ىに関༩する中਻神経機ংのղ໌

主査：教授　ᢠ橋　੣

大
おお

௶
つㆼ

प
しゅうㆸい

ฏ
モンモリロナイトおよびナノϙーラスシリΧを用いたە߅性を有する常温重合レジンࡐྉの開発

主査：教授　ࠤ藤　Յߊ

໦
き

ଜ
㇀㇉

ಙ
あつ

子
㆓

AIۦ動型形ଶ計ଌ法のཱ֬とૈࠎᱷ঱モデルラットを用いたපଶༀ理学త手法によるࣃ૧ࠎࠎ
小ߢඍࡉ構造の動త特異性に関する研究

主査：教授　൧ଜ　஧ߒ

工
く

藤
どう

ԁ
つㆶ㇉ マイクロナノύターンの表໘形ঢ়͕ヒトࠜࣃບ線ҡժࡉ๔に༩えるӨ響について

主査：教授　ԣࢁ　ರ࿠

A
ア ル ル ㈱ イ リ

lruwaili
M
㈤ ハ ㈣ ッ ㈋

ohammed
,
㇫㈈㇣㈘

atib		R
アール

The osteogenic potential of Phosphorylated-Pullulan/Ќ-TCP composite scaffolds and low
doses of Bone Morphogenetic Protein-� 	BMP-�
 in subcutaneous tissues
（リン酸化プルラン/Ќ-TCPෳ合スキャホールドと低用量ࠎ形成タンύク࣭�によるࠎ形成）

主査：教授　ੁ୩　ษ

ฏ
たい

ྑ
㇉

ݡ
㆐㇓しゅう

प

Association between denture use and food form in older adults requiring long-term care�A
multicenter cross-sectional study
（ཁհޢ高ྸऀにおけるٛ࢖ࣃ用と৯形ଶの関࿈について：多ࢪ設ԣஅ研究）

主査：教授　࡚ࢁ　༟

ඦ
どう

ւ
かい

ܒ
㆐い 接ண࣏ྍをͬߦたਨ௚破ંࠜࣃの༧ޙҼ子に関するޙΖ࡯؍͖޲研究

主査：教授　ੁ୩　ษ

അ
ㆰ

৔
ㆰ

ཅ
ㆯる

久
ひ㆕

Oral frailty and carriage of oral C andida in community-dwelling older adults（Check-up to
discover Health with Energy for senior Residents in Iwamizawa� CHEER Iwamizawa）
（஍域ॅࡏ高ྸऀにおけるΦーラルフレイルとߢޱΧンジμのอەঢ়ଶとの関࿈）

主査：教授　࡚ࢁ　༟
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（्ҩ学）

T
サ ン ㈂ ー

handar O
ウー

o
Steroid Propling for assesing Adrenal		Hepatic Syndrome in Canine Hepatocellular Carcinoma
（ステロイドプロフΝイリングによる؊ࡉ๔؞発঱メΧχζムとしての෭ਛʵ؊ଁ࿈関の探ࡧ）

主査：教授　஑中　ྑಙ

C
チ ュ ル ン ㈒ ー ㈊ ル

H6L66NBAATAR
T
ソ ロ ㈤ ン

solmon

Morphological studies on lymphoid tissues locally formed in the ductal organs of animals
（動物の؅ঢ়ଁ器にہॴతに形成͞Εるリンύ૊৫の形ଶ学త研究）

主査：教授　ୌޱ　ຬت

陳
チン

ۄ
㇯ョク㇮

Ⅾ

Morphogenesis of ellipsoidal camelid red cells� a possible role of a hyperstable membrane
skeleton due to a novel alternatively spliced ���R
（ラクμ科動物の੺݂͕ٿପԁ形Ͱ͋る࢓૊み：特௃త構造を΋つ���Rによるບ֨ࠎの௒҆ఆ
化作用）

主査：教授　໦ଜ　和߂

難
な㇓

波
ㆰ

و
たか

志
し

Studies on the epithelial injury-related molecules inducing the urinary system disorders in
animals
（動物のൻ೘器異常を導͘上ൽো֐関࿈分子の研究）

主査：教授　໦ଜ　࢙ڗ

P
パ ウ ㈉ ル

A6DEL
R
㈫ジ㈥ン

ajan P
㈙ ㈫ サ ㈋

rasad

Sloth bears 	 M elu rs u s  u rs inu s 
 in Nepal� Ecology, genetic diversity, and human- sloth bear
conflict
（ωύールにおけるナマέグマ（ M elu rs u s  u rs inu s ）：生ଶɺҨ伝త多༷性および人との᫁᫟）

主査：教授　ੴ௩　ਅ༝ඒ

ݹ
㈗ル

઒
㇫㈱

ӯ
エ

理
リ

Studies on energy metabolismrrelated lipid compositions in blood and oocytes at different
lactation stages in dairy cows
（ೕڇの異なるൻೕ࣌ظにおける݂ӷとཛ子のエωルΪー୅ँ関࿈࣭ࢷの૊成に関する研究）

主査：教授　௶田　හஉ

本
㈤㈊

ฏ
㈔㈫

ߤ
ㇵウ

大
㈂イ

Evaluation and method establishment of biological and ecological effects of DDT� Imaging
technique and molecular analysis approach
（DDTの生体ɾ生ଶӨ響評価とͦの手法のཱ֬：イメージングと分子ղੳアプローチࡎ஬ࡴ）

主査：教授　௶田　හஉ

博士（ҩ理工学） 笠
か㆕

松
まつ

޾
㆓う

生
き

スキャχングཅ子線࣏ྍにおける線量෇༩の空間ɾ࣌間త構造͕生物学త効果に及ぼすӨ響に
関する研究
（Studies on impact of spatial and temporal structure of the dose delivery on biological
effectiveness in scanning proton therapy）

主査：准教授　∁尾　੟৺

博士（्ҩ学） ൘
いた

૔
く㇉

༑
ゆ

߳
か

ཬ
り

Studies on mechanisms of rabies virus infection, prolipration, and pathogenesis
（છ増৩およびපଶ発現機構に関する研究ײප΢イルスのݘڰ）

主査：教授　ן和　宏໌

博士（ײછ঱学） ة
ウ㇣

୎
㈀ー

ߦ
シン

Pathological studies on hantavirus using hemorrhagic fever with renal syndrome mouse
model and development of a novel serodiagnosis method for shrew-borne hantaviruses
（ਛ঱ީ性出݂೤マ΢スモデルを用いたハンタ΢イルスのප原性ղੳ及び৽نトΨリωζϛ༝
དྷハンタ΢イルスの݂ਗ਼਍அ法開発）

主査：教授　ן和　宏໌

博士（्ҩ学）

ໜ
㇂

໦
ㆍ

（笠
か㆕

ౡ
㆘ま

）　
和
ㆮどか

Site-directed mutagenesis study of host and viral proteins� single nucleotide variants of human
TB,� and functional sites of ebolavirus VP3�
（෦Ґ特異త変異導ೖ法による॓主および΢イルス୿ന࣭の研究：ヒトTB,�の一Ԙج多型と
エϘラ΢イルスVP3�の機能తアϛノ酸ج࢒）

主査：教授　ᖒ　༸文

؛
きし

本
㇂と

ຑ
ま

ҥ
い

Studies on zoonotic viruses isolated from wild animals with an optimal isolation method for
protease-dependent viruses
（プロテアーθ依存性΢イルスの高効཰分཭法によΓ分཭͞Εた野生動物༝དྷ΢イルスに関す
る研究）

主査：教授　ഭ田　ٛ博
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（्ҩ学） 田
た

ാ
ㆰた

ߞ
㆓う

࢙
し

࿠
㇍う

Studies on the mosquito-borne flavivirus serology useful for diagnosis of flavivirus infections
（գഔհ性フラϏ΢イルスײછ঱の৽݂نਗ਼਍அ法のཱ֬に޲けた研究）

主査：特任教授　大橋　和඙

博士（ײછ঱学）

෰
ㆯㆣ

෦
とり

و
たか

成
なり

Studies on genetic polymorphisms of host cell receptors affecting viral entry into cells
（΢イルスのࡉ๔৵ೖにӨ響を及ぼす॓主ࡉ๔ड༰体のҨ伝子多型に関する研究）

主査：教授　ᖒ　༸文

P
㈖ ア ン サ ム

IANTHAM
C
チ ㈥ ヤ ㈂

hayada

Population genetics of variants in infectious diseases and its application to the prediction of
variant replacement
（の置͖換ΘΓの༧ଌגのूஂҨ伝学と変異גછ঱における変異ײ）

主査：教授　∁田　ྱ人

R
㈮ ㈈ ン

ETENG
P
パ㈊リック

atrick

Development of Highly Efficient Methods for Comprehensive Pathogen Detection 6sing Next
Generation Sequencing
（次ੈ୅シーέンαーを用いた高効཰໢ཏతප原体検出法の開発）

主査：教授　ᖒ　༸文

博士（文学）
঻
ショウ

		ܿ
ㇲ㈆ 現୅೔本ײަޠ発࿩のࣾձޠ用࿦త研究

主査：教授　Ճ藤　重広

۽
ユウ

੐
セイ ಃ෵໌のᯅҳࢻとͦのࢥ૝

主査：教授　ۙ藤　ߒ之

博士（人間科学）
ח
かま

୩
たㆫ

ඒ
ㆿ

ر
き Ӵ生マスクによるإの෦分ःณにおけるັྗ増෯ɾ減গ効果

主査：教授　Տ原　७一࿠

中
なか

田
た

੕
㆛い

໼
や ྦྷ積త文化ਐ化のメΧχζム：֊層性ɺޠ順نଇɺ技術に஫໨して

主査：教授　஛ᖒ　ਖ਼఩

博士（文学）

੢
ㆫし

本
㇂と

༏
ゆう

थ
き ҝऀ性の検౼ʵߦ業のಓಙతاͮ͘ج業のಓಙత੹任の໰୊ʵਪ࿦主ٛにا業ྙ理におけるا

主査：教授　᤽田　৳雄

຤
すㆆ

৿
㇂り

੖
ㆯる

լ
か Φスマンே-ϰェωπィア間のʮւ଑ʯをめ͙るւ上டংلੈ��

主査：教授　ࠤ藤　݈ଠ࿠

֮
かく

஌
ㆡ

ᰌ
ㆮㆶ

य़
ㆯる 低஍ドイπޠの動ࢺ౷ޠ࿦

主査：特任教授　ਗ਼ਫ　੣

小
お

ೇ
㆏す

　なつ͖
ࣾձڥ؀の変動にରする৺のՄ઼性とͦのݶ界：関ྲྀ܎動性の変化に൐͏৺理త順応の検౼

主査：教授　結৓　雅थ

ࠤ
㆕

藤
とう

ઍ
ㆡ

ࡀ
と㆛

中ࣾࠃձにおけるफ教の໾割と੓教関܎ʵ੓ݖ移ظߦにみるキリスト教非ެ認教ձの生存ઓུ
とࣾձࢀՃʵ

主査：教授　ᓎ井　ٛल

博士（情報科学）
中
なか

ౡ
㆘ま

௚
なお

ಓ
ㆿㆡ 特異モデルにରする૒ରฏୱ構造とͦの応用

主査：教授　প田　泰ӳ

ਫ
ㆿ㆚

丸
まる

和
か㆚

थ
き ロϘット͔Βのࣾձతな͸たΒ͖͔けのデβインに関する研究

主査：教授　小野　఩雄

博士（工学）

Ԥ
㇪ウ

ѥ
ア

非
㈔

Automatic +oint Space Narrowing Quantification in Radiographic Images with Sub-pixel
Accuracy for Rheumatoid Arthritis
（関અリ΢マチ਍அに޲けた9線画像における関અڱ小化の自動ఆ量化）

主査：教授　富田　章久

金
かな

ᖒ
ざわ

悠
ゆう

ཬ
り グローバルシャッタCMOSテラϔルπイメージセンαとͦの画ૉ͹Βつ͖ิਖ਼技術

主査：教授　׉੢　੣也

金
かㆭ

子
㆓

ཽ
たつ

也
や

エッジAIハード΢ェアに޲けたχϡーラルωットワークの৽学習アルΰリζムとͦの低電ྗ
アーキテクチャに関する研究

主査：教授　஑ล　ক之

ו
が㇂

生
う

ߒ
ひ㇍

ݑ
ㆮり

Growth of III-V Compound Semiconductor Nanowire Heterostructures and Their Electron
Device Applications
（III-V଒化合物半導体ナノワイヤϔテロ構造の成௕と電子デバイス応用）

主査：教授　本久　順一

ᚁ
ㆍ㇃くし

ࢣ و
たか

޾
ゆき ランμムに分෍した金ଐナノドットアレイにおける୯電子伝導特性に関する研究

主査：教授　׉੢　੣也

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（्ҩ学）

T
サ ン ㈂ ー

handar O
ウー

o
Steroid Propling for assesing Adrenal		Hepatic Syndrome in Canine Hepatocellular Carcinoma
（ステロイドプロフΝイリングによる؊ࡉ๔؞発঱メΧχζムとしての෭ਛʵ؊ଁ࿈関の探ࡧ）

主査：教授　஑中　ྑಙ

C
チ ュ ル ン ㈒ ー ㈊ ル

H6L66NBAATAR
T
ソ ロ ㈤ ン

solmon

Morphological studies on lymphoid tissues locally formed in the ductal organs of animals
（動物の؅ঢ়ଁ器にہॴతに形成͞Εるリンύ૊৫の形ଶ学త研究）

主査：教授　ୌޱ　ຬت

陳
チン

ۄ
㇯ョク㇮

Ⅾ

Morphogenesis of ellipsoidal camelid red cells� a possible role of a hyperstable membrane
skeleton due to a novel alternatively spliced ���R
（ラクμ科動物の੺݂͕ٿପԁ形Ͱ͋る࢓૊み：特௃త構造を΋つ���Rによるບ֨ࠎの௒҆ఆ
化作用）

主査：教授　໦ଜ　和߂

難
な㇓

波
ㆰ

و
たか

志
し

Studies on the epithelial injury-related molecules inducing the urinary system disorders in
animals
（動物のൻ೘器異常を導͘上ൽো֐関࿈分子の研究）

主査：教授　໦ଜ　࢙ڗ

P
パ ウ ㈉ ル

A6DEL
R
㈫ジ㈥ン

ajan P
㈙ ㈫ サ ㈋

rasad

Sloth bears 	 M elu rs u s  u rs inu s 
 in Nepal� Ecology, genetic diversity, and human- sloth bear
conflict
（ωύールにおけるナマέグマ（ M elu rs u s  u rs inu s ）：生ଶɺҨ伝త多༷性および人との᫁᫟）

主査：教授　ੴ௩　ਅ༝ඒ

ݹ
㈗ル

઒
㇫㈱

ӯ
エ

理
リ

Studies on energy metabolismrrelated lipid compositions in blood and oocytes at different
lactation stages in dairy cows
（ೕڇの異なるൻೕ࣌ظにおける݂ӷとཛ子のエωルΪー୅ँ関࿈࣭ࢷの૊成に関する研究）

主査：教授　௶田　හஉ

本
㈤㈊

ฏ
㈔㈫

ߤ
ㇵウ

大
㈂イ

Evaluation and method establishment of biological and ecological effects of DDT� Imaging
technique and molecular analysis approach
（DDTの生体ɾ生ଶӨ響評価とͦの手法のཱ֬：イメージングと分子ղੳアプローチࡎ஬ࡴ）

主査：教授　௶田　හஉ

博士（ҩ理工学） 笠
か㆕

松
まつ

޾
㆓う

生
き

スキャχングཅ子線࣏ྍにおける線量෇༩の空間ɾ࣌間త構造͕生物学త効果に及ぼすӨ響に
関する研究
（Studies on impact of spatial and temporal structure of the dose delivery on biological
effectiveness in scanning proton therapy）

主査：准教授　∁尾　੟৺

博士（्ҩ学） ൘
いた

૔
く㇉

༑
ゆ

߳
か

ཬ
り

Studies on mechanisms of rabies virus infection, prolipration, and pathogenesis
（છ増৩およびපଶ発現機構に関する研究ײප΢イルスのݘڰ）

主査：教授　ן和　宏໌

博士（ײછ঱学） ة
ウ㇣

୎
㈀ー

ߦ
シン

Pathological studies on hantavirus using hemorrhagic fever with renal syndrome mouse
model and development of a novel serodiagnosis method for shrew-borne hantaviruses
（ਛ঱ީ性出݂೤マ΢スモデルを用いたハンタ΢イルスのප原性ղੳ及び৽نトΨリωζϛ༝
དྷハンタ΢イルスの݂ਗ਼਍அ法開発）

主査：教授　ן和　宏໌

博士（्ҩ学）

ໜ
㇂

໦
ㆍ

（笠
か㆕

ౡ
㆘ま

）　
和
ㆮどか

Site-directed mutagenesis study of host and viral proteins� single nucleotide variants of human
TB,� and functional sites of ebolavirus VP3�
（෦Ґ特異త変異導ೖ法による॓主および΢イルス୿ന࣭の研究：ヒトTB,�の一Ԙج多型と
エϘラ΢イルスVP3�の機能తアϛノ酸ج࢒）

主査：教授　ᖒ　༸文

؛
きし

本
㇂と

ຑ
ま

ҥ
い

Studies on zoonotic viruses isolated from wild animals with an optimal isolation method for
protease-dependent viruses
（プロテアーθ依存性΢イルスの高効཰分཭法によΓ分཭͞Εた野生動物༝དྷ΢イルスに関す
る研究）

主査：教授　ഭ田　ٛ博
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（情報科学） 張
チョウ

霜
ソウ

露
ロ

Study on Spatial Mode Conversion Technique for Space Division Multiplexing
（空間分割多重通信における空間モード変換技術に関する研究）

主査：教授　富田　章久

博士（工学）

陳
チン

斌
ビン

杰
ジェ

Study on the Epitaxial Strain Effects on Optoelectronic Properties of Functional Oxides with
Rutile Structure
（ルチル構造を有する機能性酸化物の光電子特性に及ぼすエピタキシャル歪の効果に関する研究）

主査：教授　本久　順一

朴
パク

昭
ソ

暎
ヨン

Temperature Dependence of Electric Field Control of Electron Spin Polarization in
Semiconductor Quantum Well-Dot Coupled Nanostructures
（半導体量子井戸-ドット結合ナノ構造における電子スピン偏極の電界制御の温度依存性）

主査：准教授　樋浦　諭志

博士（情報科学）

文
ウェン

晗
ハン

Gold-coated silver nanowire-based Tip-Enhanced Raman Spectroscopy probe for long life and
high enhancement
（金コート銀ナノワイヤを用いた探針増強ラマン散乱プローブの開発）

主査：教授　雲林院　宏

大
やま

和
と

尚
なお

記
き

Applications of deep learning to accelerate label-free nerve imaging rate using coherent
Raman rigid endoscopy -- Construction of transfer learning method with fluorescence images
and evaluation method for maximum imaging rate --
（非線形ラマン硬性内視鏡による無標識神経イメージング高速化への深層学習の応用—蛍光画
像を用いた転移学習法と最大撮像速度の評価法の構築—）

主査：教授　橋本　守

伊
い

藤
とう

泰
やす

雄
お 広視野プロジェクター型電子ホログラフィ表示装置の開発およびスペックル低減に関する研究

主査：教授　坂本　雄児

有
う

働
どう

篤
あつ

人
ひと

Automatic generation of stage data for music games with an appropriate difficulty control
method
（音楽ゲームのステージデータの自動生成における適切な難易度調整手法について）

主査：教授　土橋　宜典

博士（工学） 金
かな

井
い

拓
たく

也
や 広域光アクセスシステムにおけるデジタルコヒーレント伝送技術に関する研究

主査：客員教授　吉田　智暁

博士（情報科学） 松
まつ

永
なが

悠
ゆう

斗
と 音響機器の特性を利用した情報ハイディングの研究

主査：教授　土橋　宜典

博士（工学）
A
ア ッ サ ー リ ム

LSALEM
H
ホ セ イ ン

ussain N
ナ セ ル

asser
S
エス

Development of Microwave Non-destructive Inspection Equipment for Outer Wall Tiles
（外壁タイル用マイクロ波非破壊検査装置の開発）

主査：教授　田中　孝之

博士（情報科学）

龔
ゴン

云
ユン

羿
イ

A study on design optimization and anomaly detection of wireless power transfer
（非接触給電の最適設計および異常検出に関する研究）

主査：教授　五十嵐　一

許
シュ

雅
ヤジュン

俊

A study on stacked object recognition and stacking operation planning combining 3D point
cloud representation, deep-learning and physics engine
（3次元点群表現,深層学習および物理エンジンを用いた積み上げ物体認識と積み上げ作業計画
に関する研究）

主査：教授　金井　理

博士（工学）

仲
なか

沢
ざわ

龍
りゅうしょう

翔
回転子に界磁巻線を備えた逆突極性を有するハイブリッド界磁モータの研究

主査：特任教授　小笠原　悟司

朴
パク

志
ジ

成
ソン

Study on Hybrid-Type PM Motor for BEV/HEV Traction to Reduce PM Cost
（PMコスト低減のためのBEV/HEV牽引用ハイブリッドタイプPMモーターに関する研究）

主査：特任教授　小笠原　悟司

博士（情報科学） 丸
まる

尾
お

昭
あき

人
と イジングマシンを用いた最適設計およびロバスト最適化に関する研究

主査：教授　五十嵐　一
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（情報科学） 吉
㇈し

田
ㆠ

ಓ
ㆿㆡ

拓
ひ㇍

アクティブコルセットのՄ変క෇ྗ制御の開発に޲けたࠎ൫క෇ྗによるࠊ෦ෛ୲ܰ減機ংの
ղ໌

主査：教授　田中　孝之

博士（工学）
S
ス リ ク ㈫ ム

RI,RAM
P
㈖ ッ チ ㈥ ヤ パ ッ チ ㈥ ヤ

itchayapatchaya

Ring-VCO-based ADC design for low-energy smart sensing devices
（低電ྗスマートセンシングデバイスに޲けたリングVCO型A/D変換器の設計手法）

主査：教授　ઙ井　఩也

博士（情報科学）
Ԧ
㇪ウ

ѥ
ア

光
ㇵウ

Plasmon Enhanced Photocurrent Generation and Water Splitting on Photoanode of Gold
Nanoparticles Loaded Gallium Oxide
（金ナノཻ子を୲࣋した酸化Ψリ΢ム光アノードによるプラζモン増強光電ྲྀ発生とਫ分ղ）

主査：特任教授　ࡾᖒ　໌߂

ٶ
ㆿや

㟒
ざき

ળ
㇈し

ߦ
ゆき 音響తྨࣅ୯ޠのࡶ音ロバストフレーζ音੠認識に関する研究

主査：准教授　౵井　߂

論文博士

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（ڥ؀科学）

໌
あ㆐

本
㇂と

༃
やす

広
ひ㇍

Study on the interaction of cesium with clay minerals aiming electrokinetic remediation of
contaminated soil
（Ԛછ土৕の動電తम෮を޲ࢦしたセシ΢ムと೪土߭物との૬ޓ作用に関する研究）

主査：教授　野࿊　ਅ一࿠

,
㇫ ㈠ ル

amal, S
シ ュ ㈶ ロ

huvro
S
サジ㈥ッ㈋

ajjad

Establishment of artipcial symbiosis between Lemna minor and the diazotrophic bacterium
Azotobacter vinelandii, and elucidation of the mechanisms of bacterial plant growth promotion
（΢キクα Lemna minorと஠ૉݻఆەࡉ Azotobacter vinelandiiの人工ڞ生ܥ構築と২物成௕ଅਐ
機構のղੳ）

主査：教授　৿઒　ਖ਼章

؛
きし

和
か㆚

थ
き

ラϕル化Մ能な蛍光ιルバトクロϛック৭ૉの合成と化学センαーϙリマーの開発
（Synthesis of labelable fluorescent solvatochromic dyes and development of chemical sensor
polymers）

主査：准教授　ࢁ田　޾司

博士（理学） ᴡ
㆕い

藤
とう

ٛ
㇈し

人
と

Study on hydrogen ion migration of BaTiO3-based dielectric materials in multi-layer ceramic
capacitors
（積層セラϛックコンデンαにおけるBaTiO3ܥ༠電体ࡐྉのਫૉイΦンマイグレーシϣンに
関する研究）

主査：教授　ᅺ本　尚ٛ

博士（೶学） ೔
ひな

޲
た

و
たか

久
ひ㆕ ೶業経Ӧにおけるڥ؀ෛՙをྀߟしたҙܾࢥఆのࢧԉに関する研究

主査：教授　౦׮　ࢁ

博士（ༀ科学） 橋
ㆯし

৔
ㆰ

一
か㆚

ؽ
き イΦン性࣭ࢷの分ذ଍৔͸࣭ࢷナノཻ子の҆ఆ性とin vivo mRNA送ୡ効཰を高める

主査：教授　原ౡ　ल吉

博士（ҩ学） 大
おお

原
ㆯ㇉

ࠀ
㇈し

ਔ
ひと

ң؞における,aryopherinЋ�およびkaryopherinЌ�発現と༧ޙに関する研究
（Studies on expression of karyopherin alfa � and karyopherin beta � as the prognostic
factors in gastric cancer patients）

主査：教授　෢෌　঺信

博士（ײછ঱学） ొ
ㆮㆼり

࣏
ㆯる

ݠ
あき

Studies on development of novel therapeutic agent against RNA virus infection
（RNA΢イルスײછ঱にରする৽ྍ࣏نༀの開発に関する研究）

主査：教授　ᖒ　༸文

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（情報科学） 張
チョウ

霜
ソウ

露
ロ

Study on Spatial Mode Conversion Technique for Space Division Multiplexing
（空間分割多重通信における空間モード変換技術に関する研究）

主査：教授　富田　章久

博士（工学）

陳
チン

斌
ビン

杰
ジェ

Study on the Epitaxial Strain Effects on Optoelectronic Properties of Functional Oxides with
Rutile Structure
（ルチル構造を有する機能性酸化物の光電子特性に及ぼすエピタキシャル歪の効果に関する研究）

主査：教授　本久　順一

朴
パク

昭
ソ

暎
ヨン

Temperature Dependence of Electric Field Control of Electron Spin Polarization in
Semiconductor Quantum Well-Dot Coupled Nanostructures
（半導体量子井戸-ドット結合ナノ構造における電子スピン偏極の電界制御の温度依存性）

主査：准教授　樋浦　諭志

博士（情報科学）

文
ウェン

晗
ハン

Gold-coated silver nanowire-based Tip-Enhanced Raman Spectroscopy probe for long life and
high enhancement
（金コート銀ナノワイヤを用いた探針増強ラマン散乱プローブの開発）

主査：教授　雲林院　宏

大
やま

和
と

尚
なお

記
き

Applications of deep learning to accelerate label-free nerve imaging rate using coherent
Raman rigid endoscopy -- Construction of transfer learning method with fluorescence images
and evaluation method for maximum imaging rate --
（非線形ラマン硬性内視鏡による無標識神経イメージング高速化への深層学習の応用—蛍光画
像を用いた転移学習法と最大撮像速度の評価法の構築—）

主査：教授　橋本　守

伊
い

藤
とう

泰
やす

雄
お 広視野プロジェクター型電子ホログラフィ表示装置の開発およびスペックル低減に関する研究

主査：教授　坂本　雄児

有
う

働
どう

篤
あつ

人
ひと

Automatic generation of stage data for music games with an appropriate difficulty control
method
（音楽ゲームのステージデータの自動生成における適切な難易度調整手法について）

主査：教授　土橋　宜典

博士（工学） 金
かな

井
い

拓
たく

也
や 広域光アクセスシステムにおけるデジタルコヒーレント伝送技術に関する研究

主査：客員教授　吉田　智暁

博士（情報科学） 松
まつ

永
なが

悠
ゆう

斗
と 音響機器の特性を利用した情報ハイディングの研究

主査：教授　土橋　宜典

博士（工学）
A
ア ッ サ ー リ ム

LSALEM
H
ホ セ イ ン

ussain N
ナ セ ル

asser
S
エス

Development of Microwave Non-destructive Inspection Equipment for Outer Wall Tiles
（外壁タイル用マイクロ波非破壊検査装置の開発）

主査：教授　田中　孝之

博士（情報科学）

龔
ゴン

云
ユン

羿
イ

A study on design optimization and anomaly detection of wireless power transfer
（非接触給電の最適設計および異常検出に関する研究）

主査：教授　五十嵐　一

許
シュ

雅
ヤジュン

俊

A study on stacked object recognition and stacking operation planning combining 3D point
cloud representation, deep-learning and physics engine
（3次元点群表現,深層学習および物理エンジンを用いた積み上げ物体認識と積み上げ作業計画
に関する研究）

主査：教授　金井　理

博士（工学）

仲
なか

沢
ざわ

龍
りゅうしょう

翔
回転子に界磁巻線を備えた逆突極性を有するハイブリッド界磁モータの研究

主査：特任教授　小笠原　悟司

朴
パク

志
ジ

成
ソン

Study on Hybrid-Type PM Motor for BEV/HEV Traction to Reduce PM Cost
（PMコスト低減のためのBEV/HEV牽引用ハイブリッドタイプPMモーターに関する研究）

主査：特任教授　小笠原　悟司

博士（情報科学） 丸
まる

尾
お

昭
あき

人
と イジングマシンを用いた最適設計およびロバスト最適化に関する研究

主査：教授　五十嵐　一
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オーバーライドして入力

■人事

令和5年3月15日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【部長】
総務企画部長（兼）国際部長
（転出）
文部科学省大臣官房付（命）大臣官房教育改革調整官

奥　山　敏　之

本　村　宏　明

総務企画部長

国際部長

令和5年3月31日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
（定年） 権　左　武　志

川　合　祐　史
木　村　暢　夫
大　原　　　雅
石　川　剛　郎
岩　崎　克　則
栄　　　伸一郎
谷　岡　勇市郎
野　嵜　龍　介
水　波　　　誠
周　東　　　智
石　黒　宗　秀
柿　澤　宏　昭
近　藤　則　夫
澁　谷　正　人
綾　部　時　芳
松　本　伊智朗
宮　﨑　隆　志
河　合　　　靖
鈴　木　志のぶ
鈴　木　純　一
折　原　　　宏
蟹　江　俊　仁
清　水　康　行
中　村　　　孝
林　　　基　哉
松　井　佳　彦
渡　辺　雅　彦
井　上　　　哲
佐　野　英　彦
菅　谷　　　勉
小　杉　　　康
佐々木　　　啓
佐々木　　　亨
砂　田　　　徹
冨　田　康　之
小　野　哲　雄
金　井　　　理
坂　本　雄　児
中　村　貴　義

大学院法学研究科教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院附属地震火山研究観測センター教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院医学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

（任期満了）

（辞職）

【准教授】
（定年）

【講師】
（定年）

【助教】
（定年）

【部長】
（定年）

【課長・事務長】
（定年）

【課長補佐】
（定年）

【係長】
（定年）

西　井　準　治
田　畑　伸一郎
大　宮　　　学
冨士田　裕　子
山　羽　悦　郎
橋　野　　　聡
JUNG GEUNHWA
宇　都　正太郎
山　下　竜　一
木　村　真　明
澤　　　和　弘
大　野　由　夏
松　尾　　　睦
柴　田　英　昭
川野辺　　　創

西　村　欣　也
松　本　健　司
土　永　　　孝
大　井　俊　彦
兼　平　　　孝
吉　原　俊　博
有　田　正　志
工　藤　信　樹
長　　　和　俊

田　中　　　享
山　本　隆　昭

立　澤　史　郎
曽　根　敏　雄

金　川　眞　行
佐々木　博　之
髙　野　雅　広

西　田　政　利
宮　家　康　浩
菅　田　勝　美
紙　丸　雅　実
井　上　義　彦
伊　藤　美　香
中　田　雄　二

三　浦　征　則

佐々木　重　晴
藤　井　恵美子
小笠原　さおり
柏　原　麻　美
中　村　澄　人

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
スラブ・ユーラシア研究センター教授
情報基盤センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
保健センター教授
大学院農学研究院教授
北極域研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院理学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院経済学研究院教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
国際連携機構教授

大学院水産科学研究院准教授
大学院理学研究院准教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授
大学院工学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
北海道大学病院准教授

北海道大学病院講師
北海道大学病院講師

大学院文学研究院助教
低温科学研究所助教

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
事務局付（旭川工業高等専門学校から出向復帰）

学務部学務企画課長
学務部学生支援課長
学務部キャリア支援課長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
北海道大学病院医療支援課長
低温科学研究所事務長
北キャンパス合同事務部事務長

理学・生命科学事務部事務課課長補佐

施設部施設整備課付係長
薬学事務部係長
医学系事務部保健科学研究院事務課係長
文学事務部係長
北海道大学病院医療支援課係長

【主任】
（定年）

【技術職員等】
（定年）

岡　内　　　鋭

阿　部　裕　幸

船　木　典　子
大　平　昌　子
吉　田　言　子
永　井　英　子
千　葉　信　枝
女　池　昭　子
藤　田　勝　久
児矢野　英　典
藤　戸　永　志

北方生物圏フィールド科学センター係長

低温科学研究所主任

北海道大学病院看護部副看護部長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部看護師
北海道大学病院看護部助産師
北海道大学病院医療技術部長
技術支援本部付（大学院医学研究院）技術専門員
北方生物圏フィールド科学センター技術専門職員

■■表敬訪問

海外

（国際部国際連携課）

年月日 来　訪　者

駐日インド大使館　Sibi George 特命全権大使

スイス連邦工科大学チューリッヒ校（スイス連邦）　Eric J. Windhab 教授

駐日コソボ共和国大使館　Sabri Kiçmari 特命全権大使

ウズベキスタン共和国スルハンダリヤ州　Anvar Oripov 第一副知事

今後の交流に関する懇談

今後の交流に関する懇談

今後の交流に関する懇談

今後の交流に関する懇談

5.3.3

5.3.7

5.3.10

5.3.29

5.3.3

5.3.7

5.3.10

5.3.29

来 訪 目 的

Sibi George 駐日インド共和国特命全権大使（中央）

Sabri Kiçmari 駐日コソボ共和国特命全権大使（中央）

Eric J. Windhab スイス連邦工科大学チューリッヒ校教授（中央左）

Anvar Oripov ウズベキスタン共和国スルハンダリヤ州第一副知事（中央）
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人事

■人事

令和5年3月15日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【部長】
総務企画部長（兼）国際部長
（転出）
文部科学省大臣官房付（命）大臣官房教育改革調整官

奥　山　敏　之

本　村　宏　明

総務企画部長

国際部長

令和5年3月31日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
（定年） 権　左　武　志

川　合　祐　史
木　村　暢　夫
大　原　　　雅
石　川　剛　郎
岩　崎　克　則
栄　　　伸一郎
谷　岡　勇市郎
野　嵜　龍　介
水　波　　　誠
周　東　　　智
石　黒　宗　秀
柿　澤　宏　昭
近　藤　則　夫
澁　谷　正　人
綾　部　時　芳
松　本　伊智朗
宮　﨑　隆　志
河　合　　　靖
鈴　木　志のぶ
鈴　木　純　一
折　原　　　宏
蟹　江　俊　仁
清　水　康　行
中　村　　　孝
林　　　基　哉
松　井　佳　彦
渡　辺　雅　彦
井　上　　　哲
佐　野　英　彦
菅　谷　　　勉
小　杉　　　康
佐々木　　　啓
佐々木　　　亨
砂　田　　　徹
冨　田　康　之
小　野　哲　雄
金　井　　　理
坂　本　雄　児
中　村　貴　義

大学院法学研究科教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院附属地震火山研究観測センター教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院医学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

（任期満了）

（辞職）

【准教授】
（定年）

【講師】
（定年）

【助教】
（定年）

【部長】
（定年）

【課長・事務長】
（定年）

【課長補佐】
（定年）

【係長】
（定年）

西　井　準　治
田　畑　伸一郎
大　宮　　　学
冨士田　裕　子
山　羽　悦　郎
橋　野　　　聡
JUNG GEUNHWA
宇　都　正太郎
山　下　竜　一
木　村　真　明
澤　　　和　弘
大　野　由　夏
松　尾　　　睦
柴　田　英　昭
川野辺　　　創

西　村　欣　也
松　本　健　司
土　永　　　孝
大　井　俊　彦
兼　平　　　孝
吉　原　俊　博
有　田　正　志
工　藤　信　樹
長　　　和　俊

田　中　　　享
山　本　隆　昭

立　澤　史　郎
曽　根　敏　雄

金　川　眞　行
佐々木　博　之
髙　野　雅　広

西　田　政　利
宮　家　康　浩
菅　田　勝　美
紙　丸　雅　実
井　上　義　彦
伊　藤　美　香
中　田　雄　二

三　浦　征　則

佐々木　重　晴
藤　井　恵美子
小笠原　さおり
柏　原　麻　美
中　村　澄　人

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
スラブ・ユーラシア研究センター教授
情報基盤センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
保健センター教授
大学院農学研究院教授
北極域研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院理学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院経済学研究院教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
国際連携機構教授

大学院水産科学研究院准教授
大学院理学研究院准教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授
大学院工学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
北海道大学病院准教授

北海道大学病院講師
北海道大学病院講師

大学院文学研究院助教
低温科学研究所助教

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
事務局付（旭川工業高等専門学校から出向復帰）

学務部学務企画課長
学務部学生支援課長
学務部キャリア支援課長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
北海道大学病院医療支援課長
低温科学研究所事務長
北キャンパス合同事務部事務長

理学・生命科学事務部事務課課長補佐

施設部施設整備課付係長
薬学事務部係長
医学系事務部保健科学研究院事務課係長
文学事務部係長
北海道大学病院医療支援課係長

【主任】
（定年）

【技術職員等】
（定年）

岡　内　　　鋭

阿　部　裕　幸

船　木　典　子
大　平　昌　子
吉　田　言　子
永　井　英　子
千　葉　信　枝
女　池　昭　子
藤　田　勝　久
児矢野　英　典
藤　戸　永　志

北方生物圏フィールド科学センター係長

低温科学研究所主任

北海道大学病院看護部副看護部長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部看護師
北海道大学病院看護部助産師
北海道大学病院医療技術部長
技術支援本部付（大学院医学研究院）技術専門員
北方生物圏フィールド科学センター技術専門職員

■■表敬訪問

海外

（国際部国際連携課）

年月日 来　訪　者

駐日インド大使館　Sibi George 特命全権大使

スイス連邦工科大学チューリッヒ校（スイス連邦）　Eric J. Windhab 教授

駐日コソボ共和国大使館　Sabri Kiçmari 特命全権大使

ウズベキスタン共和国スルハンダリヤ州　Anvar Oripov 第一副知事

今後の交流に関する懇談

今後の交流に関する懇談

今後の交流に関する懇談

今後の交流に関する懇談

5.3.3

5.3.7

5.3.10

5.3.29

5.3.3

5.3.7

5.3.10

5.3.29

来 訪 目 的

Sibi George 駐日インド共和国特命全権大使（中央）

Sabri Kiçmari 駐日コソボ共和国特命全権大使（中央）

Eric J. Windhab スイス連邦工科大学チューリッヒ校教授（中央左）

Anvar Oripov ウズベキスタン共和国スルハンダリヤ州第一副知事（中央）
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人事

【教授】
（定年） 権　左　武　志

川　合　祐　史
木　村　暢　夫
大　原　　　雅
石　川　剛　郎
岩　崎　克　則
栄　　　伸一郎
谷　岡　勇市郎
野　嵜　龍　介
水　波　　　誠
周　東　　　智
石　黒　宗　秀
柿　澤　宏　昭
近　藤　則　夫
澁　谷　正　人
綾　部　時　芳
松　本　伊智朗
宮　﨑　隆　志
河　合　　　靖
鈴　木　志のぶ
鈴　木　純　一
折　原　　　宏
蟹　江　俊　仁
清　水　康　行
中　村　　　孝
林　　　基　哉
松　井　佳　彦
渡　辺　雅　彦
井　上　　　哲
佐　野　英　彦
菅　谷　　　勉
小　杉　　　康
佐々木　　　啓
佐々木　　　亨
砂　田　　　徹
冨　田　康　之
小　野　哲　雄
金　井　　　理
坂　本　雄　児
中　村　貴　義

大学院法学研究科教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院附属地震火山研究観測センター教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院医学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

（任期満了）

（辞職）

【准教授】
（定年）

【講師】
（定年）

【助教】
（定年）

【部長】
（定年）

【課長・事務長】
（定年）

【課長補佐】
（定年）

【係長】
（定年）

西　井　準　治
田　畑　伸一郎
大　宮　　　学
冨士田　裕　子
山　羽　悦　郎
橋　野　　　聡
JUNG GEUNHWA
宇　都　正太郎
山　下　竜　一
木　村　真　明
澤　　　和　弘
大　野　由　夏
松　尾　　　睦
柴　田　英　昭
川野辺　　　創

西　村　欣　也
松　本　健　司
土　永　　　孝
大　井　俊　彦
兼　平　　　孝
吉　原　俊　博
有　田　正　志
工　藤　信　樹
長　　　和　俊

田　中　　　享
山　本　隆　昭

立　澤　史　郎
曽　根　敏　雄

金　川　眞　行
佐々木　博　之
髙　野　雅　広

西　田　政　利
宮　家　康　浩
菅　田　勝　美
紙　丸　雅　実
井　上　義　彦
伊　藤　美　香
中　田　雄　二

三　浦　征　則

佐々木　重　晴
藤　井　恵美子
小笠原　さおり
柏　原　麻　美
中　村　澄　人

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
スラブ・ユーラシア研究センター教授
情報基盤センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
保健センター教授
大学院農学研究院教授
北極域研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院理学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院経済学研究院教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
国際連携機構教授

大学院水産科学研究院准教授
大学院理学研究院准教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授
大学院工学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
北海道大学病院准教授

北海道大学病院講師
北海道大学病院講師

大学院文学研究院助教
低温科学研究所助教

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
事務局付（旭川工業高等専門学校から出向復帰）

学務部学務企画課長
学務部学生支援課長
学務部キャリア支援課長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
北海道大学病院医療支援課長
低温科学研究所事務長
北キャンパス合同事務部事務長

理学・生命科学事務部事務課課長補佐

施設部施設整備課付係長
薬学事務部係長
医学系事務部保健科学研究院事務課係長
文学事務部係長
北海道大学病院医療支援課係長

【主任】
（定年）

【技術職員等】
（定年）

岡　内　　　鋭

阿　部　裕　幸

船　木　典　子
大　平　昌　子
吉　田　言　子
永　井　英　子
千　葉　信　枝
女　池　昭　子
藤　田　勝　久
児矢野　英　典
藤　戸　永　志

北方生物圏フィールド科学センター係長

低温科学研究所主任

北海道大学病院看護部副看護部長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部看護師
北海道大学病院看護部助産師
北海道大学病院医療技術部長
技術支援本部付（大学院医学研究院）技術専門員
北方生物圏フィールド科学センター技術専門職員

令和5年4月1日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長

【教授】
（定年） 権　左　武　志

川　合　祐　史
木　村　暢　夫
大　原　　　雅
石　川　剛　郎
岩　崎　克　則
栄　　　伸一郎
谷　岡　勇市郎
野　嵜　龍　介
水　波　　　誠
周　東　　　智
石　黒　宗　秀
柿　澤　宏　昭
近　藤　則　夫
澁　谷　正　人
綾　部　時　芳
松　本　伊智朗
宮　﨑　隆　志
河　合　　　靖
鈴　木　志のぶ
鈴　木　純　一
折　原　　　宏
蟹　江　俊　仁
清　水　康　行
中　村　　　孝
林　　　基　哉
松　井　佳　彦
渡　辺　雅　彦
井　上　　　哲
佐　野　英　彦
菅　谷　　　勉
小　杉　　　康
佐々木　　　啓
佐々木　　　亨
砂　田　　　徹
冨　田　康　之
小　野　哲　雄
金　井　　　理
坂　本　雄　児
中　村　貴　義

大学院法学研究科教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院附属地震火山研究観測センター教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院医学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

（任期満了）

（辞職）

【准教授】
（定年）

【講師】
（定年）

【助教】
（定年）

【部長】
（定年）

【課長・事務長】
（定年）

【課長補佐】
（定年）

【係長】
（定年）

西　井　準　治
田　畑　伸一郎
大　宮　　　学
冨士田　裕　子
山　羽　悦　郎
橋　野　　　聡
JUNG GEUNHWA
宇　都　正太郎
山　下　竜　一
木　村　真　明
澤　　　和　弘
大　野　由　夏
松　尾　　　睦
柴　田　英　昭
川野辺　　　創

西　村　欣　也
松　本　健　司
土　永　　　孝
大　井　俊　彦
兼　平　　　孝
吉　原　俊　博
有　田　正　志
工　藤　信　樹
長　　　和　俊

田　中　　　享
山　本　隆　昭

立　澤　史　郎
曽　根　敏　雄

金　川　眞　行
佐々木　博　之
髙　野　雅　広

西　田　政　利
宮　家　康　浩
菅　田　勝　美
紙　丸　雅　実
井　上　義　彦
伊　藤　美　香
中　田　雄　二

三　浦　征　則

佐々木　重　晴
藤　井　恵美子
小笠原　さおり
柏　原　麻　美
中　村　澄　人

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
スラブ・ユーラシア研究センター教授
情報基盤センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
保健センター教授
大学院農学研究院教授
北極域研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院理学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院経済学研究院教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
国際連携機構教授

大学院水産科学研究院准教授
大学院理学研究院准教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授
大学院工学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
北海道大学病院准教授

北海道大学病院講師
北海道大学病院講師

大学院文学研究院助教
低温科学研究所助教

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
事務局付（旭川工業高等専門学校から出向復帰）

学務部学務企画課長
学務部学生支援課長
学務部キャリア支援課長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
北海道大学病院医療支援課長
低温科学研究所事務長
北キャンパス合同事務部事務長

理学・生命科学事務部事務課課長補佐

施設部施設整備課付係長
薬学事務部係長
医学系事務部保健科学研究院事務課係長
文学事務部係長
北海道大学病院医療支援課係長

【主任】
（定年）

【技術職員等】
（定年）

岡　内　　　鋭

阿　部　裕　幸

船　木　典　子
大　平　昌　子
吉　田　言　子
永　井　英　子
千　葉　信　枝
女　池　昭　子
藤　田　勝　久
児矢野　英　典
藤　戸　永　志

北方生物圏フィールド科学センター係長

低温科学研究所主任

北海道大学病院看護部副看護部長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部看護師
北海道大学病院看護部助産師
北海道大学病院医療技術部長
技術支援本部付（大学院医学研究院）技術専門員
北方生物圏フィールド科学センター技術専門職員
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人事

【教授】
（定年） 権　左　武　志

川　合　祐　史
木　村　暢　夫
大　原　　　雅
石　川　剛　郎
岩　崎　克　則
栄　　　伸一郎
谷　岡　勇市郎
野　嵜　龍　介
水　波　　　誠
周　東　　　智
石　黒　宗　秀
柿　澤　宏　昭
近　藤　則　夫
澁　谷　正　人
綾　部　時　芳
松　本　伊智朗
宮　﨑　隆　志
河　合　　　靖
鈴　木　志のぶ
鈴　木　純　一
折　原　　　宏
蟹　江　俊　仁
清　水　康　行
中　村　　　孝
林　　　基　哉
松　井　佳　彦
渡　辺　雅　彦
井　上　　　哲
佐　野　英　彦
菅　谷　　　勉
小　杉　　　康
佐々木　　　啓
佐々木　　　亨
砂　田　　　徹
冨　田　康　之
小　野　哲　雄
金　井　　　理
坂　本　雄　児
中　村　貴　義

大学院法学研究科教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院附属地震火山研究観測センター教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院医学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

（任期満了）

（辞職）

【准教授】
（定年）

【講師】
（定年）

【助教】
（定年）

【部長】
（定年）

【課長・事務長】
（定年）

【課長補佐】
（定年）

【係長】
（定年）

西　井　準　治
田　畑　伸一郎
大　宮　　　学
冨士田　裕　子
山　羽　悦　郎
橋　野　　　聡
JUNG GEUNHWA
宇　都　正太郎
山　下　竜　一
木　村　真　明
澤　　　和　弘
大　野　由　夏
松　尾　　　睦
柴　田　英　昭
川野辺　　　創

西　村　欣　也
松　本　健　司
土　永　　　孝
大　井　俊　彦
兼　平　　　孝
吉　原　俊　博
有　田　正　志
工　藤　信　樹
長　　　和　俊

田　中　　　享
山　本　隆　昭

立　澤　史　郎
曽　根　敏　雄

金　川　眞　行
佐々木　博　之
髙　野　雅　広

西　田　政　利
宮　家　康　浩
菅　田　勝　美
紙　丸　雅　実
井　上　義　彦
伊　藤　美　香
中　田　雄　二

三　浦　征　則

佐々木　重　晴
藤　井　恵美子
小笠原　さおり
柏　原　麻　美
中　村　澄　人

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
スラブ・ユーラシア研究センター教授
情報基盤センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
保健センター教授
大学院農学研究院教授
北極域研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院理学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院経済学研究院教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
国際連携機構教授

大学院水産科学研究院准教授
大学院理学研究院准教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授
大学院工学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
北海道大学病院准教授

北海道大学病院講師
北海道大学病院講師

大学院文学研究院助教
低温科学研究所助教

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
事務局付（旭川工業高等専門学校から出向復帰）

学務部学務企画課長
学務部学生支援課長
学務部キャリア支援課長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
北海道大学病院医療支援課長
低温科学研究所事務長
北キャンパス合同事務部事務長

理学・生命科学事務部事務課課長補佐

施設部施設整備課付係長
薬学事務部係長
医学系事務部保健科学研究院事務課係長
文学事務部係長
北海道大学病院医療支援課係長

【主任】
（定年）

【技術職員等】
（定年）

岡　内　　　鋭

阿　部　裕　幸

船　木　典　子
大　平　昌　子
吉　田　言　子
永　井　英　子
千　葉　信　枝
女　池　昭　子
藤　田　勝　久
児矢野　英　典
藤　戸　永　志

北方生物圏フィールド科学センター係長

低温科学研究所主任

北海道大学病院看護部副看護部長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部看護師
北海道大学病院看護部助産師
北海道大学病院医療技術部長
技術支援本部付（大学院医学研究院）技術専門員
北方生物圏フィールド科学センター技術専門職員

令和5年4月1日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長

【教授】
（定年） 権　左　武　志

川　合　祐　史
木　村　暢　夫
大　原　　　雅
石　川　剛　郎
岩　崎　克　則
栄　　　伸一郎
谷　岡　勇市郎
野　嵜　龍　介
水　波　　　誠
周　東　　　智
石　黒　宗　秀
柿　澤　宏　昭
近　藤　則　夫
澁　谷　正　人
綾　部　時　芳
松　本　伊智朗
宮　﨑　隆　志
河　合　　　靖
鈴　木　志のぶ
鈴　木　純　一
折　原　　　宏
蟹　江　俊　仁
清　水　康　行
中　村　　　孝
林　　　基　哉
松　井　佳　彦
渡　辺　雅　彦
井　上　　　哲
佐　野　英　彦
菅　谷　　　勉
小　杉　　　康
佐々木　　　啓
佐々木　　　亨
砂　田　　　徹
冨　田　康　之
小　野　哲　雄
金　井　　　理
坂　本　雄　児
中　村　貴　義

大学院法学研究科教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院附属地震火山研究観測センター教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院医学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

（任期満了）

（辞職）

【准教授】
（定年）

【講師】
（定年）

【助教】
（定年）

【部長】
（定年）

【課長・事務長】
（定年）

【課長補佐】
（定年）

【係長】
（定年）

西　井　準　治
田　畑　伸一郎
大　宮　　　学
冨士田　裕　子
山　羽　悦　郎
橋　野　　　聡
JUNG GEUNHWA
宇　都　正太郎
山　下　竜　一
木　村　真　明
澤　　　和　弘
大　野　由　夏
松　尾　　　睦
柴　田　英　昭
川野辺　　　創

西　村　欣　也
松　本　健　司
土　永　　　孝
大　井　俊　彦
兼　平　　　孝
吉　原　俊　博
有　田　正　志
工　藤　信　樹
長　　　和　俊

田　中　　　享
山　本　隆　昭

立　澤　史　郎
曽　根　敏　雄

金　川　眞　行
佐々木　博　之
髙　野　雅　広

西　田　政　利
宮　家　康　浩
菅　田　勝　美
紙　丸　雅　実
井　上　義　彦
伊　藤　美　香
中　田　雄　二

三　浦　征　則

佐々木　重　晴
藤　井　恵美子
小笠原　さおり
柏　原　麻　美
中　村　澄　人

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
スラブ・ユーラシア研究センター教授
情報基盤センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
保健センター教授
大学院農学研究院教授
北極域研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院理学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院経済学研究院教授
北方生物圏フィールド科学センター教授
国際連携機構教授

大学院水産科学研究院准教授
大学院理学研究院准教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授
大学院工学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院歯学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授
北海道大学病院准教授

北海道大学病院講師
北海道大学病院講師

大学院文学研究院助教
低温科学研究所助教

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
事務局付（旭川工業高等専門学校から出向復帰）

学務部学務企画課長
学務部学生支援課長
学務部キャリア支援課長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
北海道大学病院医療支援課長
低温科学研究所事務長
北キャンパス合同事務部事務長

理学・生命科学事務部事務課課長補佐

施設部施設整備課付係長
薬学事務部係長
医学系事務部保健科学研究院事務課係長
文学事務部係長
北海道大学病院医療支援課係長

【主任】
（定年）

【技術職員等】
（定年）

岡　内　　　鋭

阿　部　裕　幸

船　木　典　子
大　平　昌　子
吉　田　言　子
永　井　英　子
千　葉　信　枝
女　池　昭　子
藤　田　勝　久
児矢野　英　典
藤　戸　永　志

北方生物圏フィールド科学センター係長

低温科学研究所主任

北海道大学病院看護部副看護部長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部副看護師長
北海道大学病院看護部看護師
北海道大学病院看護部助産師
北海道大学病院医療技術部長
技術支援本部付（大学院医学研究院）技術専門員
北方生物圏フィールド科学センター技術専門職員
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【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長

【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長
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人事

【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長

【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長
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【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長

【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長
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人事

【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長

【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長
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人事

あやたかはし

略　歴

平成 4年 3月　国士舘大学政経学部卒業
平成 6年11月　MA in Women’s History（ロンドン大学）
平成11年 9月　Ph.D（ロンドン大学）
平成12年 4月　いわき明星大学人文学部専任講師
平成15年 3月　北海道大学留学生センター助教授
平成22年 7月　北海道大学国際本部留学生センター准教授
平成26年 4月　佐賀大学国際交流推進センター教授
平成27年 4月　北海道大学国際本部留学生センター教授
平成28年 1月　

北海道大学総長補佐
令和 4年 3月
平成28年 3月　北海道大学国際本部グローバル教育推進センター教授
平成28年10月　北海道大学国際連携機構国際教育研究センター教授
平成30年 8月　北海道大学高等教育推進機構教授
平成30年 8月　北海道大学高等教育推進機構副機構長
令和 3年 3月　北海道大学国際連携機構副機構長
令和 4年 4月　北海道大学副理事
令和 5年 4月　北海道大学理事・副学長

新任役員紹介

理事・副学長に

髙橋　　彩 氏

　髙橋　彩教授は、令和5年4月1日付で理事・副学長に発
令されました。
　任期は、令和6年3月31日までです。

担　当
国際統括（国際戦略、戦略的パートナーシップ、国際競
争力強化、国際大学連携、国際交流、国際教育等）

兼務する職
国際連携機構長

令和5年4月1日現在

【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長
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人事

あやたかはし

略　歴

平成 4年 3月　国士舘大学政経学部卒業
平成 6年11月　MA in Women’s History（ロンドン大学）
平成11年 9月　Ph.D（ロンドン大学）
平成12年 4月　いわき明星大学人文学部専任講師
平成15年 3月　北海道大学留学生センター助教授
平成22年 7月　北海道大学国際本部留学生センター准教授
平成26年 4月　佐賀大学国際交流推進センター教授
平成27年 4月　北海道大学国際本部留学生センター教授
平成28年 1月　

北海道大学総長補佐
令和 4年 3月
平成28年 3月　北海道大学国際本部グローバル教育推進センター教授
平成28年10月　北海道大学国際連携機構国際教育研究センター教授
平成30年 8月　北海道大学高等教育推進機構教授
平成30年 8月　北海道大学高等教育推進機構副機構長
令和 3年 3月　北海道大学国際連携機構副機構長
令和 4年 4月　北海道大学副理事
令和 5年 4月　北海道大学理事・副学長

新任役員紹介

理事・副学長に

髙橋　　彩 氏

　髙橋　彩教授は、令和5年4月1日付で理事・副学長に発
令されました。
　任期は、令和6年3月31日までです。

担　当
国際統括（国際戦略、戦略的パートナーシップ、国際競
争力強化、国際大学連携、国際交流、国際教育等）

兼務する職
国際連携機構長

令和5年4月1日現在

【役員】
理事（副学長）
（期間：令和6年3月31日まで）

【副理事】
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）
副理事
（期間：令和6年3月31日まで）

【総長補佐】
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）
（期間：令和6年3月31日まで）

【経営協議会委員】
（期間：令和7年3月31日まで）

【部局長・施設長等】
大学院理学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院長
理学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院長
薬学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院長
大学院農学院長
農学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院生命科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）

髙　橋　　　彩

長谷川　康　弘

阿　部　　　弘

土　屋　　　努

谷　本　晃　久
門　出　健　次
江　本　理　恵

河　合　江理子

永　井　隆　哉

網　塚　　　浩

木　原　章　雄

野　口　　　伸

芳　賀　　　永

佐　藤　美　洋

高等教育推進機構教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

大学力強化推進本部・特任教授

産学・地域協働推進機構・特任教授

国際連携研究教育局・大学院文学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
高等教育推進機構教授

京都大学名誉教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院長
大学院国際広報メディア・観光学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院長
大学院保健科学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院長
工学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院長
大学院医学院長
医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院長
獣医学部長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医理工学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際感染症学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院国際食資源学院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部長
大学院公共政策学教育部長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報基盤センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
アイソトープ総合センター長
（期間：令和6年7月31日まで）
観光学高等研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
北極域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
広域複合災害研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
人間知・脳・ＡＩ研究教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
外国語教育センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
数理・データサイエンス教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
総合博物館長
（期間：令和7年3月31日まで）
保健センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

奥　　　　　聡

矢　野　理　香

泉　　　典　洋

幅　﨑　浩　樹

畠　山　鎮　次

石　塚　真由美

滝　口　満　喜

久　下　裕　司

堀　内　基　広

曾　根　輝　雄

空　井　　　護

居　城　邦　治

髙　田　礼　人

棟　朝　雅　晴

工　藤　與　亮

山　村　高　淑

深　町　　　康

山　田　　　孝

田　口　　　茂

濵　井　祐三子

大　鐘　武　雄

坪　田　敏　男

朝　倉　　　聡

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

アイソトープ総合センター教授

大学院獣医学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部教授

電子科学研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

情報基盤センター教授

大学院医学研究院教授

国際連携研究教育局・観光学高等研究センター教授

北極域研究センター教授

大学院農学研究院教授

大学院文学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院情報科学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

保健センター教授

埋蔵文化財調査センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
情報環境推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
総合IR本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
国際連携機構長
（期間：令和6年3月31日まで）
質保証推進本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
広報・社会連携本部長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院附属原子核反応データベース研究開発センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院附属次世代物質生命科学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター長
（期間：令和6年3月31日まで）
大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院附属動物実験施設長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院附属動物病院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）
水産学部附属練習船うしお丸船長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長
（期間：令和7年3月31日まで）

【副研究科長・副研究院長等】
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院理学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院薬学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院農学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院先端生命科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院保健科学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）

高　瀬　克　範

行　松　泰　弘

長谷山　美　紀

髙　橋　　　彩

山　本　文　彦

行　松　泰　弘

桑　原　朝　子

野　村　昂　亮

門　出　健　次

松　田　康　子

渡　辺　精　一

大　場　雄　介

滝　口　満　喜

宇　野　二　朗

坂　岡　桂一郎

長　山　雅　晴

久　保　英　夫

村　越　　　敬

市　川　　　聡

石　塚　　　敏

久　保　友　彦

門　出　健　次

濵　井　祐三子

石　津　明　洋

伊　藤　真由美

佐　藤　太　裕

大学院文学研究院教授

理事

副学長

理事（副学長）

理事（副学長）

理事

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院理学研究院准教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院教育学研究院教授

大学院工学研究院附属エネルギー・マテリアル融合領域研究センター教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授

水産学部附属練習船うしお丸准教授

電子科学研究所附属社会創造数学研究センター教授

大学院理学研究院教授

大学院理学研究院教授

大学院薬学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院農学研究院教授

大学院先端生命科学研究院教授

大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

大学院保健科学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授

大学院工学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
大学院獣医学研究院副研究院長
（期間：令和7年3月31日まで）
電子科学研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）
人獣共通感染症国際共同研究所副所長
（期間：令和7年3月31日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）
（期間：令和7年3月31日まで）

【教授】
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院水産科学研究院教授
大学院水産科学研究院教授
大学院地球環境科学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院先端生命科学研究院教授
大学院教育学研究院教授
大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授

大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院経済学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院歯学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院文学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

林　　　重　成

田　中　伸　哉

本　間　明　宏

迫　田　義　博

太　田　裕　道

東　　　秀　明

村　越　　　敬
市　川　　　聡
久　保　友　彦
林　　　重　成
田　中　伸　哉
迫　田　義　博

尾　﨑　一　郎
桑　原　朝　子
鈴　木　　　敦
大　木　淳　之
安　間　洋　樹
内　海　俊　介
中　野　亮　平
眞　崎　　　聡
山　田　敏　弘
ALDRICH COURTNEY CORTEZ
山　田　勇　磨
ROWLANDJONES SARAH LOUISE
庄　子　　　康
濱　本　昌一郎
中　村　公　則
辻　　　智　子
神　山　裕　之
青　木　芳　尚
猪　熊　泰　英
岸　　　邦　宏
平　野　陽　子

松　下　　　拓
渡　部　要　一
春日部　光　紀
岩　崎　正　則
友　清　　　淳
宮　治　裕　史
浅　沼　敬　子
川　口　暁　弘
田　村　容　子
林　寺　正　俊
竹　井　邦　晴

大学院工学研究院教授

創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授

大学院医学研究院教授

大学院獣医学研究院教授

電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授

人獣共通感染症国際共同研究所教授

大学院理学研究院教授
大学院薬学研究院教授
大学院農学研究院教授
大学院工学研究院教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院医学研究院教授
大学院獣医学研究院教授

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
大学院法学研究科教授
大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター准教授
大学院水産科学研究院准教授
大学院水産科学研究院准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
（採用）
大阪大学准教授
（採用）
国際連携研究教育局教授
大学院薬学研究院准教授
国際連携研究教育局教授
大学院農学研究院准教授
東京大学准教授
大学院先端生命科学研究院准教授
大学院教育学研究院准教授
（採用）
大学院工学研究院准教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点・大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
（採用）
（（株）ドット・コーポレーションを本籍機関としてクロスアポイントメント適用）
大学院工学研究院准教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院経済学研究院准教授
（採用）
九州大学講師
北海道大学病院講師
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
大学院文学研究院准教授
（採用）

大学院公共政策学連携研究部附属公共政策学研究センター教授
大学院公共政策学連携研究部教授
大学院公共政策学連携研究部教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所教授
電子科学研究所附属グリーンナノテクノロジー研究センター教授
触媒科学研究所教授
情報基盤センター教授
保健センター教授
創成研究機構化学反応創成研究拠点教授
創成研究機構ワクチン研究開発拠点教授
高等教育推進機構教授
国際連携機構教授
大学院教育推進機構教授
広報・社会連携本部教授
（転出）
京都大学教授
文部科学省
一橋大学教授

【部長・次長】
企画調整役（兼）監事支援室長
国際部長

理学・生命科学事務部長（兼）理学・生命科学事務部事務課長
工学系事務部長
北海道大学病院事務部長
財務部長（兼）財務部主計課長
総務企画部長
（出向）
旭川工業高等専門学校事務部長
函館工業高等専門学校事務部長
（転出）
佐賀大学総務部長
北海道国立大学機構事務局次長（兼）施設企画課長
（兼）帯広畜産大学事務部管理課施設管理室長
浜松医科大学事務局次長

【課長・事務長・室長】
総務企画部人事課長
総務企画部人事課厚生労務室長
財務部調達課長
学務部学務企画課長
学務部教育推進課長
学務部キャリア支援課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
施設部施設企画課長
施設部環境配慮促進課長
監査室長
附属図書館利用支援課長
工学系事務部教務課長
文学事務部事務長
低温科学研究所事務長

宇　野　二　朗
西　村　　　聡
松　本　高　志
太　田　裕　道
田　中　嘉　人
長　島　一　樹
松　尾　保　孝
髙草木　　　達
重　田　勝　介
朝　倉　　　聡
美　多　　　剛
澤　　　洋　文
江　本　理　恵
三代川　典　史
宮　本　　　淳
南　波　直　樹

松　永　茂　樹
藤　原　志　保
今　井　　　晋

桃　山　光　樹
秦　　　絵　里

岩　佐　俊　明
佐々木　好　美
長　川　武　司
加賀谷　次　朗
奥　山　敏　之

佐々木　　　尊
花　畠　　　純

粒　來　英　雄
成　田　芳　道

西　村　敏　信

玉　城　　　直
藤　瀨　智　雄
馬　場　勝　浩
的　野　裕　司
土　本　光　一
西　村　直　樹
山　岡　寧　子
菅　原　育　哉
青　山　寛　之
空　橋　博　幸
吉　田　　　茂
横　井　有　紀
鈴　木　百　江
泉　澤　成　実
清　水　智　之

大学院公共政策学連携研究部教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
電子科学研究所教授
東京大学助教
東京大学准教授
電子科学研究所教授
触媒科学研究所准教授
情報基盤センター准教授
大学院医学研究院准教授
（採用）
人獣共通感染症国際共同研究所教授
高等教育推進機構准教授
（採用）
（採用）
国際連携機構学術主任専門職

国際連携研究教育局・大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院公共政策学連携研究部教授

総務企画部人事課厚生労務室長
文部科学省大臣官房国際課専門官（国際連合大学サステイナ
ビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長）
北方生物圏フィールド科学センター事務長
研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
浜松医科大学事務局次長
財務部長
総務企画部長（兼）国際部長

文学事務部事務長
経済学事務部事務長

総務企画部次長（兼）人事課長
施設部環境配慮促進課長

北海道大学病院事務部次長

国立科学博物館経営管理部総務課長
監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
メディア・観光学事務部事務長
学務部教育推進課長
工学系事務部教務課長
理学・生命科学事務部事務課課長補佐
日本学術振興会国際統括本部国際事業部研究協力第一課専門員
財務部調達課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課整備計画室整備計画第一係長
北海道教育大学財務部施設課長
監査室長（兼）監事支援室長
奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
工学系事務部教務課課長補佐
学務部入試課課長補佐
総務企画部総務課課長補佐

北方生物圏フィールド科学センター事務長
北キャンパス合同事務部事務長
（出向復帰）
学務部学生支援課長
メディア・観光学事務部事務長
工学系事務部情報科学研究院事務課長
経済学事務部事務長
北海道大学病院医療支援課長
（出向）
北海道教育大学総務企画部総務課長
旭川医科大学研究支援課長
室蘭工業大学経理課長
（転出）
大学改革支援・学位授与機構基金事業部助成課長
日本学術振興会経営企画部企画調整官（兼）学術情報分析センター事務長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課専門官
東海国立大学機構岐阜大学教学事務部門学術情報課長
（兼）東海国立大学機構情報管理課主幹
北海道国立大学機構北見工業大学事務部情報図書課長
北海道教育大学財務部施設課長
放送大学学園情報部図書情報課長
釧路工業高等専門学校学生課長

舘　山　雅　樹
小田切　和　博

八　戸　勇　人
勘　原　和　彦
佐　藤　規　久
土　橋　祐　美
久　米　繁　輝

大　峽　賢　也
金　森　淳　二
岩　部　　　順

宮　倉　尚　之
阿　部　成　剛
佐々木　匡　史
米　谷　昌　代

中　村　　　陽
石　原　貴　文
磯　本　善　男
吉　田　哲　也

施設部施設企画課課長補佐
財務部経理課課長補佐

函館工業高等専門学校総務課長
北海道国立大学機構小樽商科大学事務部学生支援課長
苫小牧工業高等専門学校総務課長
北海道教育大学総務企画部総務課長
北海道教育大学総務企画部人事課長

総務企画部人事課課長補佐
財務部資産運用管理課課長補佐
医学系事務部会計課課長補佐

財務部主計課長
研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長
施設部施設企画課長
附属図書館利用支援課長

附属図書館管理課課長補佐
施設部施設整備課課長補佐
総務企画部人事課係長（千葉大学から出向復帰）
学務部学生支援課係長
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新任部局長等紹介

野口　　伸 教授
ぐち のぼるの

略　歴
生 年 月 日　昭和36年7月17日
昭和60年 3月　北海道大学農学部卒業
昭和62年 3月　北海道大学大学院農学研究科修士課程修了
平成 2年 3月　北海道大学大学院農学研究科博士課程修了
平成 2年 3月　農学博士（北海道大学）
平成 2年 4月　北海道大学農学部助手
平成 9年 4月　北海道大学農学部助教授
平成11年 4月　北海道大学大学院農学研究科助教授
平成16年 4月　北海道大学大学院農学研究科教授
平成18年 4月　北海道大学大学院農学研究院教授
平成29年 4月　北海道大学大学院農学研究院副研究院長・
令和 5年 3月　大学院農学院副学院長・農学部副学部長
平成31年 4月
令和 5年 3月　北海道大学教育研究評議会評議員

農学研究院長・農学院長・農学部長に

　令和5年3月31日限りで西邑隆徳農学
研究院長・農学院長・農学部長が任期
満了となり、その後任として野口　伸
教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

芳賀　　永 教授
が ひさしは

略　歴
生 年 月 日　昭和42年1月14日
平成元年 3月　北海道大学理学部卒業
平成元年 4月　民間（株式会社ほくさん）
平成 7年 3月　北海道大学大学院理学研究科博士後期課程修了
平成 7年 3月　博士（理学）（北海道大学）
平成 7年 6月　アメリカ合衆国マサチューセッツ工科大学博士研究員
平成 9年 3月　北海道大学大学院理学研究科助手
平成14年11月　北海道大学大学院理学研究科助教授
平成18年 4月　北海道大学大学院理学研究院助教授
平成19年 4月　北海道大学大学院理学研究院准教授
平成22年 4月　北海道大学大学院先端生命科学研究院准教授
平成25年 5月　北海道大学大学院先端生命科学研究院教授
平成31年 4月　北海道大学大学院生命科学院副学院長

先端生命科学研究院長に

　令和5年3月31日限りで門出健次先端
生命科学研究院長が任期満了となり、
その後任として芳賀　永教授が発令さ
れました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

奥　　　聡 教授
さとしおく

略　歴
生 年 月 日　昭和36年8月29日
昭和60年 3月　北海道大学文学部卒業
昭和63年 3月　北海道大学大学院文学研究科修士課程修了
平成 2年 3月　北海道大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学
平成 2年 4月
平成 8年 8月　北海道大学文学部助手

平成 8年 8月
平成 9年 8月　コネチカット大学日本語講師

平成10年 8月　コネチカット大学大学院言語学部博士課程修了、Ph.D（言語学）
平成10年 9月　北海道大学言語文化部助教授
平成19年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授
平成27年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
令和 3年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
令和 3年 4月　外国語教育センター長
令和 5年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院研究院長

メディア・コミュニケーション研究院長、
国際広報メディア・観光学院長に

　令和5年3月31日限りで河合　靖大学
院メディア・コミュニケーション研究
院長、大学院国際広報メディア・観光
学院長が任期満了となり、その後任と
して奥　聡教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

矢野　理香 教授
の り かや

略　歴
生 年 月 日　昭和40年7月13日
昭和62年 3月　北海道大学医療技術短期大学部卒業
平成 2年 3月　聖路加看護大学看護学部卒業
平成 4年 3月　聖路加看護大学大学院看護学研究科博士前期課程修了
平成22年 9月　看護学博士（聖路加看護大学）

平成 5年 4月　北海道大学医療技術短期大学部助手
平成 9年 4月　天使女子短期大学衛生看護学科講師
平成12年 4月　天使大学看護栄養学部講師
平成16年 4月　北海道大学医学部講師
平成20年 4月　北海道大学大学院保健科学研究院講師
平成23年 4月　北海道大学大学院保健科学研究院准教授
平成30年 4月　北海道大学大学院保健科学研究院教授
令和元年 4月
令和 2年 3月　北海道大学人材育成本部女性研究者支援室長
令和 2年 4月
令和 4年 3月　北海道大学ダイバーシティ研究環境推進室長
令和 3年 7月
令和 4年 3月　北海道大学総長補佐
令和 4年 4月　北海道大学副理事
令和 4年 4月　北海道大学大学院保健科学研究院副研究院長
令和 4年 4月　北海道大学ダイバーシティ・インクルージョン推進本部副本部長

保健科学研究院長・保健科学院長に

不在となっていた大学院保健科学研
究院長・大学院保健科学院長に矢野理
香教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

令和5年4月1日付

役員等（再任）紹介 ※令和5年4月1日に設置または改組した運営組織における就任状況を記載しています。

令和5年4月1日付

質保証推進本部長に

　山本文彦氏は、令和5年4月1日付で質保証推進本部長に
就任されました。
　任期は令和6年3月31日までです。

山本　文彦 氏
ふみ ひこやまもと

総合IR本部長に

　長谷山美紀教授は、令和5年4月1日付で総合IR本部長に
就任されました。
　任期は令和6年3月31日までです。

長谷山　美紀 氏
やま み きは せ

情報環境推進本部長、広報・社会連携本部長に

　行松泰弘氏は、令和5年4月1日付で情報環境推進本部
長、広報・社会連携本部長に就任されました。
　任期は令和6年3月31日までです。

行松　泰弘 氏
まつ やす ひろゆき
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新任部局長等紹介

野口　　伸 教授
ぐち のぼるの

略　歴
生 年 月 日　昭和36年7月17日
昭和60年 3月　北海道大学農学部卒業
昭和62年 3月　北海道大学大学院農学研究科修士課程修了
平成 2年 3月　北海道大学大学院農学研究科博士課程修了
平成 2年 3月　農学博士（北海道大学）
平成 2年 4月　北海道大学農学部助手
平成 9年 4月　北海道大学農学部助教授
平成11年 4月　北海道大学大学院農学研究科助教授
平成16年 4月　北海道大学大学院農学研究科教授
平成18年 4月　北海道大学大学院農学研究院教授
平成29年 4月　北海道大学大学院農学研究院副研究院長・
令和 5年 3月　大学院農学院副学院長・農学部副学部長
平成31年 4月
令和 5年 3月　北海道大学教育研究評議会評議員

農学研究院長・農学院長・農学部長に

　令和5年3月31日限りで西邑隆徳農学
研究院長・農学院長・農学部長が任期
満了となり、その後任として野口　伸
教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

芳賀　　永 教授
が ひさしは

略　歴
生 年 月 日　昭和42年1月14日
平成元年 3月　北海道大学理学部卒業
平成元年 4月　民間（株式会社ほくさん）
平成 7年 3月　北海道大学大学院理学研究科博士後期課程修了
平成 7年 3月　博士（理学）（北海道大学）
平成 7年 6月　アメリカ合衆国マサチューセッツ工科大学博士研究員
平成 9年 3月　北海道大学大学院理学研究科助手
平成14年11月　北海道大学大学院理学研究科助教授
平成18年 4月　北海道大学大学院理学研究院助教授
平成19年 4月　北海道大学大学院理学研究院准教授
平成22年 4月　北海道大学大学院先端生命科学研究院准教授
平成25年 5月　北海道大学大学院先端生命科学研究院教授
平成31年 4月　北海道大学大学院生命科学院副学院長

先端生命科学研究院長に

　令和5年3月31日限りで門出健次先端
生命科学研究院長が任期満了となり、
その後任として芳賀　永教授が発令さ
れました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

奥　　　聡 教授
さとしおく

略　歴
生 年 月 日　昭和36年8月29日
昭和60年 3月　北海道大学文学部卒業
昭和63年 3月　北海道大学大学院文学研究科修士課程修了
平成 2年 3月　北海道大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学
平成 2年 4月
平成 8年 8月　北海道大学文学部助手

平成 8年 8月
平成 9年 8月　コネチカット大学日本語講師

平成10年 8月　コネチカット大学大学院言語学部博士課程修了、Ph.D（言語学）
平成10年 9月　北海道大学言語文化部助教授
平成19年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授
平成27年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院教授
令和 3年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院副研究院長
令和 3年 4月　外国語教育センター長
令和 5年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院研究院長

メディア・コミュニケーション研究院長、
国際広報メディア・観光学院長に

　令和5年3月31日限りで河合　靖大学
院メディア・コミュニケーション研究
院長、大学院国際広報メディア・観光
学院長が任期満了となり、その後任と
して奥　聡教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

矢野　理香 教授
の り かや

略　歴
生 年 月 日　昭和40年7月13日
昭和62年 3月　北海道大学医療技術短期大学部卒業
平成 2年 3月　聖路加看護大学看護学部卒業
平成 4年 3月　聖路加看護大学大学院看護学研究科博士前期課程修了
平成22年 9月　看護学博士（聖路加看護大学）

平成 5年 4月　北海道大学医療技術短期大学部助手
平成 9年 4月　天使女子短期大学衛生看護学科講師
平成12年 4月　天使大学看護栄養学部講師
平成16年 4月　北海道大学医学部講師
平成20年 4月　北海道大学大学院保健科学研究院講師
平成23年 4月　北海道大学大学院保健科学研究院准教授
平成30年 4月　北海道大学大学院保健科学研究院教授
令和元年 4月
令和 2年 3月　北海道大学人材育成本部女性研究者支援室長
令和 2年 4月
令和 4年 3月　北海道大学ダイバーシティ研究環境推進室長
令和 3年 7月
令和 4年 3月　北海道大学総長補佐
令和 4年 4月　北海道大学副理事
令和 4年 4月　北海道大学大学院保健科学研究院副研究院長
令和 4年 4月　北海道大学ダイバーシティ・インクルージョン推進本部副本部長

保健科学研究院長・保健科学院長に

不在となっていた大学院保健科学研
究院長・大学院保健科学院長に矢野理
香教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

令和5年4月1日付

役員等（再任）紹介 ※令和5年4月1日に設置または改組した運営組織における就任状況を記載しています。

令和5年4月1日付

質保証推進本部長に

　山本文彦氏は、令和5年4月1日付で質保証推進本部長に
就任されました。
　任期は令和6年3月31日までです。

山本　文彦 氏
ふみ ひこやまもと

総合IR本部長に

　長谷山美紀教授は、令和5年4月1日付で総合IR本部長に
就任されました。
　任期は令和6年3月31日までです。

長谷山　美紀 氏
やま み きは せ

情報環境推進本部長、広報・社会連携本部長に

　行松泰弘氏は、令和5年4月1日付で情報環境推進本部
長、広報・社会連携本部長に就任されました。
　任期は令和6年3月31日までです。

行松　泰弘 氏
まつ やす ひろゆき
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濱井　祐三子 教授
い み こゆはま

略　歴
生 年 月 日　昭和45年2月11日
平成 4年 3月　東京大学教養学部卒業
平成 8年 9月　University of Warwick（イギリス連合王国）修士課程修了（MA）
平成 9年 3月　東京大学大学院総合文化研究科修士課程修了（修士（学術））
平成11年 3月　東京大学大学院総合文化研究科博士課程中退
平成11年 4月　東京大学大学院総合文化研究科助手
平成12年10月　北海道大学言語文化部講師
平成16年 4月　北海道大学言語文化部助教授
平成19年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授
令和 2年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

外国語教育センター長に

　令和5年3月31日限りで奥　聡外国語
教育センター長が任期満了となり、そ
の後任として濱井祐三子教授が発令さ
れました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

大鐘　武雄 教授
がね たけ おおお

略　歴
生 年 月 日　昭和37年3月2日
昭和59年 3月　北海道大学工学部卒業
昭和61年 3月　北海道大学大学院工研究科修士課程修了
昭和61年 4月　郵政省電波研究所研究員
平成 4年 7月　民間（株式会社ATR光電波通信研究所研究員）
平成 6年12月　博士（工学）（北海道大学）
平成 7年 4月　北海道大学大学院工学研究科助教授
平成16年 4月　北海道大学情報科学研究科助教授
平成19年 4月　北海道大学情報科学研究科准教授
平成27年10月　北海道大学情報科学研究科教授
平成31年 4月　北海道大学情報科学研究院教授
令和 4年 4月　北海道大学数理・データサイエンス教育研究センター副センター長

数理・データサイエンス教育研究センター長に

　令和5年3月31日限りで長谷山美紀数
理・データサイエンス教育研究センタ
ー長が辞任したため、その後任として
大鐘武雄教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

坪田　敏男 教授
た とし おつぼ

略　歴
生 年 月 日　昭和36年2月9日
昭和58年 3月　北海道大学獣医学部卒業
昭和63年 3月　北海道大学大学院獣医学研究科博士後期課程修了
昭和63年 3月　獣医学博士（北海道大学）
昭和63年 4月　岐阜大学農学部助手
平成 7年 3月　岐阜大学農学部助教授
平成13年 4月　岐阜大学応用生物科学部教授
平成19年 4月　北海道大学大学院獣医学研究科教授
平成29年 4月　北海道大学大学院獣医学研究院教授
平成29年 4月
令和元年 3月　北海道大学教育研究評議会評議員

総合博物館長に

　令和5年3月31日限りで小澤丈夫総合
博物館長が任期満了となり、その後任
として坪田敏男教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

朝倉　　聡 教授
くら さとしあさ

略　歴
生 年 月 日　昭和41年11月7日
平成 5年 3月　北海道大学医学部卒業
平成15年 9月　博士（医学）（北海道大学）
平成13年 4月　北海道大学大学院医学研究科助手
平成16年 4月　北海道大学保健管理センター講師
平成22年 4月　北海道大学保健センター准教授
平成22年 7月　北海道大学大学院医学研究院准教授
令和 5年 4月　北海道大学大学院医学院教授

保健センター長に

　令和5年3月31日限りで橋野　聡保健
センター長が任期満了・退職となり、
その後任として朝倉　聡教授が発令さ
れました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

泉　　典洋 教授
ひろのりいずみ

略　歴
生 年 月 日　昭和38年5月22日
昭和62年 3月　東京大学工学部卒業
平成 5年 9月　米国ミネソタ大学大学院博士課程修了
平成 5年 9月　Ph.D.（ミネソタ大学）
平成 5年10月　東京工業大学工学部助手
平成 8年 4月　東北大学工学部助教授
平成 9年 4月　東北大学工学研究科助教授
平成11年 8月
平成13年 9月　タイ国アジア工科大学助教授

平成18年 4月　北海道大学大学院工学研究科教授
平成22年 4月　北海道大学大学院工学研究院教授
平成27年 4月　北海道大学大学院公共政策学連携研究部教授
平成29年 4月　北海道大学大学院工学研究院教授
平成31年 4月
令和 5年 3月　北海道大学大学院工学研究院副研究院長

令和 5年 4月　北海道大学大学院工学院長

工学院長に

　令和5年3月31日限りで瀬戸口剛工学
院長が任期満了となり、その後任とし
て泉　典洋教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

幅﨑　浩樹 教授
ざき ひろ きはば

略　歴
生 年 月 日　昭和38年7月28日
昭和61年 3月　東北大学理学部卒業
昭和63年 3月　東北大学大学院理学研究科修士課程修了
昭和63年 4月　東北大学金属材料研究所助手
平成 3年 6月　理学博士（東北大学）
平成12年 4月　北海道大学大学院工学研究科助教授
平成18年 4月　北海道大学大学院工学研究科教授
平成22年 4月　北海道大学大学院工学研究院教授
平成28年 4月　北海道大学大学院工学研究院附属エネルギー・
平成31年 3月　マテリアル融合領域研究センター長
平成31年 4月
令和 5年 3月　北海道大学教育研究評議会評議員

平成31年 4月
令和 5年 3月　北海道大学大学院工学研究院副研究院長

令和 5年 4月　北海道大学大学院工学研究院長・工学部長

工学研究院長・工学部長に

　令和5年3月31日限りで瀬戸口剛工学
研究院長・工学部長が任期満了となり、
その後任として幅﨑　浩樹教授が発令
されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

曾根　輝雄 教授
ね てる おそ

略　歴
生 年 月 日　昭和44年5月11日
平成 4年 3月　北海道大学農学部卒業
平成 6年 3月　北海道大学大学院農学研究科修士課程修了
平成 9年 3月　北海道大学大学院農学研究科博士後期課程修了
平成 9年 3月　博士（農学）（北海道大学）
平成 9年 5月　ブリティッシュコロンビア大学ポストドクトラルフェロー
平成10年 4月　日本学術振興会特別研究員
平成13年 2月　北海道大学大学院農学研究科助手
平成15年10月　北海道大学大学院農学研究科講師
平成18年 4月　北海道大学大学院農学研究院講師
平成19年 4月　北海道大学大学院農学研究院准教授
平成28年 4月　北海道大学国際連携研究教育局及び大学院農学研究院准教授
平成28年 8月
令和 2年 3月　北海道大学国際連携研究教育局教授

平成28年 8月　北海道大学大学院農学研究院教授
令和 3年 4月
令和 5年 3月　北海道大学大学院国際食資源学院副学院長

国際食資源学院長に

　令和5年3月31日限りで高橋昌志国際
食資源学院長が任期満了となり、その
後任として曾根輝雄教授が発令されま
した。
　任期は、令和7年3月31日までです。

髙田　礼人 教授
だ あや とたか

略　歴
生 年 月 日　昭和43年12月16日
平成 5年 3月　北海道大学獣医学部獣医学科卒業
平成 8年 3月　北海道大学大学院獣医学研究科予防治療学専攻博士課程修了
平成 8年 4月
平成 9年 2月　日本学術振興会特別研究員

平成 9年 3月　北海道大学大学院獣医学研究科助手
平成12年10月　東京大学医学研究所助手
平成17年 5月　北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター教授
平成18年 3月
平成22年 2月　北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター副センター長

平成29年 4月
令和 3年 3月　北海道大学国際感染症学院副学院長

令和 3年 4月　北海道大学人獣共通感染症国際共同研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所長に

　令和5年3月31日限りで人獣共通感染
症国際共同研究所長が任期満了となり、
その後任として髙田礼人教授が発令さ
れました。
　任期は、令和7年3月31日までです。
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濱井　祐三子 教授
い み こゆはま

略　歴
生 年 月 日　昭和45年2月11日
平成 4年 3月　東京大学教養学部卒業
平成 8年 9月　University of Warwick（イギリス連合王国）修士課程修了（MA）
平成 9年 3月　東京大学大学院総合文化研究科修士課程修了（修士（学術））
平成11年 3月　東京大学大学院総合文化研究科博士課程中退
平成11年 4月　東京大学大学院総合文化研究科助手
平成12年10月　北海道大学言語文化部講師
平成16年 4月　北海道大学言語文化部助教授
平成19年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授
令和 2年 4月　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院教授

外国語教育センター長に

　令和5年3月31日限りで奥　聡外国語
教育センター長が任期満了となり、そ
の後任として濱井祐三子教授が発令さ
れました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

大鐘　武雄 教授
がね たけ おおお

略　歴
生 年 月 日　昭和37年3月2日
昭和59年 3月　北海道大学工学部卒業
昭和61年 3月　北海道大学大学院工研究科修士課程修了
昭和61年 4月　郵政省電波研究所研究員
平成 4年 7月　民間（株式会社ATR光電波通信研究所研究員）
平成 6年12月　博士（工学）（北海道大学）
平成 7年 4月　北海道大学大学院工学研究科助教授
平成16年 4月　北海道大学情報科学研究科助教授
平成19年 4月　北海道大学情報科学研究科准教授
平成27年10月　北海道大学情報科学研究科教授
平成31年 4月　北海道大学情報科学研究院教授
令和 4年 4月　北海道大学数理・データサイエンス教育研究センター副センター長

数理・データサイエンス教育研究センター長に

　令和5年3月31日限りで長谷山美紀数
理・データサイエンス教育研究センタ
ー長が辞任したため、その後任として
大鐘武雄教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

坪田　敏男 教授
た とし おつぼ

略　歴
生 年 月 日　昭和36年2月9日
昭和58年 3月　北海道大学獣医学部卒業
昭和63年 3月　北海道大学大学院獣医学研究科博士後期課程修了
昭和63年 3月　獣医学博士（北海道大学）
昭和63年 4月　岐阜大学農学部助手
平成 7年 3月　岐阜大学農学部助教授
平成13年 4月　岐阜大学応用生物科学部教授
平成19年 4月　北海道大学大学院獣医学研究科教授
平成29年 4月　北海道大学大学院獣医学研究院教授
平成29年 4月
令和元年 3月　北海道大学教育研究評議会評議員

総合博物館長に

　令和5年3月31日限りで小澤丈夫総合
博物館長が任期満了となり、その後任
として坪田敏男教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

朝倉　　聡 教授
くら さとしあさ

略　歴
生 年 月 日　昭和41年11月7日
平成 5年 3月　北海道大学医学部卒業
平成15年 9月　博士（医学）（北海道大学）
平成13年 4月　北海道大学大学院医学研究科助手
平成16年 4月　北海道大学保健管理センター講師
平成22年 4月　北海道大学保健センター准教授
平成22年 7月　北海道大学大学院医学研究院准教授
令和 5年 4月　北海道大学大学院医学院教授

保健センター長に

　令和5年3月31日限りで橋野　聡保健
センター長が任期満了・退職となり、
その後任として朝倉　聡教授が発令さ
れました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

泉　　典洋 教授
ひろのりいずみ

略　歴
生 年 月 日　昭和38年5月22日
昭和62年 3月　東京大学工学部卒業
平成 5年 9月　米国ミネソタ大学大学院博士課程修了
平成 5年 9月　Ph.D.（ミネソタ大学）
平成 5年10月　東京工業大学工学部助手
平成 8年 4月　東北大学工学部助教授
平成 9年 4月　東北大学工学研究科助教授
平成11年 8月
平成13年 9月　タイ国アジア工科大学助教授

平成18年 4月　北海道大学大学院工学研究科教授
平成22年 4月　北海道大学大学院工学研究院教授
平成27年 4月　北海道大学大学院公共政策学連携研究部教授
平成29年 4月　北海道大学大学院工学研究院教授
平成31年 4月
令和 5年 3月　北海道大学大学院工学研究院副研究院長

令和 5年 4月　北海道大学大学院工学院長

工学院長に

　令和5年3月31日限りで瀬戸口剛工学
院長が任期満了となり、その後任とし
て泉　典洋教授が発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

幅﨑　浩樹 教授
ざき ひろ きはば

略　歴
生 年 月 日　昭和38年7月28日
昭和61年 3月　東北大学理学部卒業
昭和63年 3月　東北大学大学院理学研究科修士課程修了
昭和63年 4月　東北大学金属材料研究所助手
平成 3年 6月　理学博士（東北大学）
平成12年 4月　北海道大学大学院工学研究科助教授
平成18年 4月　北海道大学大学院工学研究科教授
平成22年 4月　北海道大学大学院工学研究院教授
平成28年 4月　北海道大学大学院工学研究院附属エネルギー・
平成31年 3月　マテリアル融合領域研究センター長
平成31年 4月
令和 5年 3月　北海道大学教育研究評議会評議員

平成31年 4月
令和 5年 3月　北海道大学大学院工学研究院副研究院長

令和 5年 4月　北海道大学大学院工学研究院長・工学部長

工学研究院長・工学部長に

　令和5年3月31日限りで瀬戸口剛工学
研究院長・工学部長が任期満了となり、
その後任として幅﨑　浩樹教授が発令
されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

曾根　輝雄 教授
ね てる おそ

略　歴
生 年 月 日　昭和44年5月11日
平成 4年 3月　北海道大学農学部卒業
平成 6年 3月　北海道大学大学院農学研究科修士課程修了
平成 9年 3月　北海道大学大学院農学研究科博士後期課程修了
平成 9年 3月　博士（農学）（北海道大学）
平成 9年 5月　ブリティッシュコロンビア大学ポストドクトラルフェロー
平成10年 4月　日本学術振興会特別研究員
平成13年 2月　北海道大学大学院農学研究科助手
平成15年10月　北海道大学大学院農学研究科講師
平成18年 4月　北海道大学大学院農学研究院講師
平成19年 4月　北海道大学大学院農学研究院准教授
平成28年 4月　北海道大学国際連携研究教育局及び大学院農学研究院准教授
平成28年 8月
令和 2年 3月　北海道大学国際連携研究教育局教授

平成28年 8月　北海道大学大学院農学研究院教授
令和 3年 4月
令和 5年 3月　北海道大学大学院国際食資源学院副学院長

国際食資源学院長に

　令和5年3月31日限りで高橋昌志国際
食資源学院長が任期満了となり、その
後任として曾根輝雄教授が発令されま
した。
　任期は、令和7年3月31日までです。

髙田　礼人 教授
だ あや とたか

略　歴
生 年 月 日　昭和43年12月16日
平成 5年 3月　北海道大学獣医学部獣医学科卒業
平成 8年 3月　北海道大学大学院獣医学研究科予防治療学専攻博士課程修了
平成 8年 4月
平成 9年 2月　日本学術振興会特別研究員

平成 9年 3月　北海道大学大学院獣医学研究科助手
平成12年10月　東京大学医学研究所助手
平成17年 5月　北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター教授
平成18年 3月
平成22年 2月　北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター副センター長

平成29年 4月
令和 3年 3月　北海道大学国際感染症学院副学院長

令和 3年 4月　北海道大学人獣共通感染症国際共同研究所教授

人獣共通感染症国際共同研究所長に

　令和5年3月31日限りで人獣共通感染
症国際共同研究所長が任期満了となり、
その後任として髙田礼人教授が発令さ
れました。
　任期は、令和7年3月31日までです。
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理学院長に

部局長等（再任）紹介

令和5年4月1日付

　永井隆哉教授は、令和3年4月1日から理学院長を務め、
令和5年3月31日をもって任期満了となりましたが、引き続
き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

永井　隆哉 教授
いなが やたか

薬学研究院長・薬学部長に

　木原章雄教授は、令和3年4月1日から薬学研究院長・薬
学部長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりま
したが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

木原　章雄 教授
はら おあきき

生命科学院長に

　佐藤美洋教授は、令和3年4月1日から生命科学院長を務
め、令和5年3月31日をもって任期満了となりましたが、引
き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

佐藤　美洋 教授
とう よし ひろさ

理学研究院長・理学部長に

　網塚　浩教授は、令和3年4月1日から理学研究院長・理
学部長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりま
したが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

網塚　　浩 教授
づか ひろしあみ

医学研究院長・医学院長・医学部長に

　畠山鎮次教授は、令和3年4月1日から医学研究院長・医
学院長・医学部長を務め、令和5年3月31日をもって任期満
了となりましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

畠山　鎮次 教授
つぐしげはたけやま

獣医学院長に

　石塚真由美教授は、令和3年4月1日から獣医学院長を務
め、令和5年3月31日をもって任期満了となりましたが、引
き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

石塚　真由美 教授
づか ま ゆ みいし

獣医学研究院長・獣医学部長に

　滝口満喜教授は、令和3年4月1日から獣医学研究院長・
獣医学部長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了とな
りましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

滝口　満喜 教授
よしみつたきぐち

医理工学院長に

　久下裕司教授は、令和3年4月1日から医理工学院長を務
め、令和5年3月31日をもって任期満了となりましたが、引
き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

久下　裕司 教授
げ ゆう じく

国際感染症学院長に

堀内基広教授は、令和3年4月1日から国際感染症学院長を
務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりましたが、
引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

堀内　基広 教授
ひろもとほりうち

公共政策学連携研究部長・公共政策学教育部長に

　空井　護教授は、令和3年4月1日から公共政策学連携研
究部長・公共政策学教育部長を務め、令和5年3月31日をも
って任期満了となりましたが、引き続き同教授が再任され
ました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

空井　　護 教授
い まもるそら

高瀬　克範 教授
せ のりかつたか

略　歴
生 年 月 日　昭和49年3月16日
平成 8年 3月　北海道大学文学部卒業
平成10年 3月　北海道大学大学院文学研究科修士課程修了
平成13年 3月　北海道大学大学院文学研究科博士課程修了
平成13年 3月　博士（文学）（北海道大学）
平成13年 4月　岩手文化振興事業団 埋蔵文化財センター 調査員
平成14年 4月　東京都立大学 人文学部 助手
平成19年 4月　明治大学 文学部 専任講師
平成21年 4月　明治大学 文学部 准教授
平成23年 4月　北海道大学大学院文学研究科 准教授
令和元年 4月　北海道大学大学院文学研究院 准教授
令和 3年 4月　北海道大学大学院文学研究院 教授

埋蔵文化財調査センター長に

　令和5年3月31日限りで小杉　康埋蔵
文化財調査センター長が任期満了とな
り、その後任として高瀬　克範教授が
発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。
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理学院長に

部局長等（再任）紹介

令和5年4月1日付

　永井隆哉教授は、令和3年4月1日から理学院長を務め、
令和5年3月31日をもって任期満了となりましたが、引き続
き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

永井　隆哉 教授
いなが やたか

薬学研究院長・薬学部長に

　木原章雄教授は、令和3年4月1日から薬学研究院長・薬
学部長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりま
したが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

木原　章雄 教授
はら おあきき

生命科学院長に

　佐藤美洋教授は、令和3年4月1日から生命科学院長を務
め、令和5年3月31日をもって任期満了となりましたが、引
き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

佐藤　美洋 教授
とう よし ひろさ

理学研究院長・理学部長に

　網塚　浩教授は、令和3年4月1日から理学研究院長・理
学部長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりま
したが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

網塚　　浩 教授
づか ひろしあみ

医学研究院長・医学院長・医学部長に

　畠山鎮次教授は、令和3年4月1日から医学研究院長・医
学院長・医学部長を務め、令和5年3月31日をもって任期満
了となりましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

畠山　鎮次 教授
つぐしげはたけやま

獣医学院長に

　石塚真由美教授は、令和3年4月1日から獣医学院長を務
め、令和5年3月31日をもって任期満了となりましたが、引
き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

石塚　真由美 教授
づか ま ゆ みいし

獣医学研究院長・獣医学部長に

　滝口満喜教授は、令和3年4月1日から獣医学研究院長・
獣医学部長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了とな
りましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

滝口　満喜 教授
よしみつたきぐち

医理工学院長に

　久下裕司教授は、令和3年4月1日から医理工学院長を務
め、令和5年3月31日をもって任期満了となりましたが、引
き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

久下　裕司 教授
げ ゆう じく

国際感染症学院長に

堀内基広教授は、令和3年4月1日から国際感染症学院長を
務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりましたが、
引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

堀内　基広 教授
ひろもとほりうち

公共政策学連携研究部長・公共政策学教育部長に

　空井　護教授は、令和3年4月1日から公共政策学連携研
究部長・公共政策学教育部長を務め、令和5年3月31日をも
って任期満了となりましたが、引き続き同教授が再任され
ました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

空井　　護 教授
い まもるそら

高瀬　克範 教授
せ のりかつたか

略　歴
生 年 月 日　昭和49年3月16日
平成 8年 3月　北海道大学文学部卒業
平成10年 3月　北海道大学大学院文学研究科修士課程修了
平成13年 3月　北海道大学大学院文学研究科博士課程修了
平成13年 3月　博士（文学）（北海道大学）
平成13年 4月　岩手文化振興事業団 埋蔵文化財センター 調査員
平成14年 4月　東京都立大学 人文学部 助手
平成19年 4月　明治大学 文学部 専任講師
平成21年 4月　明治大学 文学部 准教授
平成23年 4月　北海道大学大学院文学研究科 准教授
令和元年 4月　北海道大学大学院文学研究院 准教授
令和 3年 4月　北海道大学大学院文学研究院 教授

埋蔵文化財調査センター長に

　令和5年3月31日限りで小杉　康埋蔵
文化財調査センター長が任期満了とな
り、その後任として高瀬　克範教授が
発令されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。
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新任部課長等紹介

令和5年4月1日付

企画調整役（兼）監事支援室長に

桃山　光樹 氏
ももやま こう き

昭和38年 6月生
昭和57年 4月　北海道大学
平成14年 4月　帯広畜産大学総務課人事係長
平成16年 4月　帯広畜産大学企画総務部総務課人事係長
平成17年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター専門職員
平成19年 4月　北海道大学総務部人事課係長
平成21年 4月　帯広畜産大学企画総務部総務課課長補佐
平成23年 4月　北海道大学総務企画部人事課課長補佐
平成27年 4月　北海道大学函館キャンパス事務部事務長
平成30年 4月　北海道大学工学系事務部総務課長
令和 3年 4月　北海道大学総務企画部人事課厚生労務室長
令和 5年 4月　北海道大学企画調整役（兼）監事支援室長

工学系事務部長に

佐々木　好美 氏
さ さ き みよし

昭和39年 6月29日生
昭和60年 3月　静修短期大学卒業
昭和60年 4月　北海道大学
平成16年 4月　北海道大学病院医療企画課専門職員
平成17年10月　北海道大学病院医事課歯科保険係長
平成18年 4月　北海道大学病院医事課入院係長
平成19年 4月　北海道大学病院医事課係長
平成20年 4月　北海道大学北キャンパス合同事務部係長
平成23年 7月　北海道大学財務部調達課係長
平成24年 4月　北海道大学研究推進部研究振興企画課専門員
平成26年10月　北海道大学財務部調達課課長補佐
平成29年 4月　北海道大学工学系事務部情報科学研究科事務課長
平成31年 4月　北海道大学財務部経理課長
令和 3年 4月　北海道大学研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
令和 5年 4月　北海道大学工学系事務部長

理学・生命科学事務部長に

岩佐　俊明 氏
いわ さ あきとし

昭和40年 2月 3日生
昭和58年 4月　北海道大学
平成15年 4月　北海道大学経理部第一契約課専門職員
平成16年 4月　北海道大学財務部調達課政府調達掛長
平成19年 4月　北海道大学監査室係長（監査担当）
平成21年 4月　北海道大学財務部主計課係長（総務担当）
平成22年 4月　北海道大学医学系事務部総務課課長補佐
平成24年 4月　北海道大学研究推進部外部資金戦略課課長補佐
平成27年 4月　小樽商科大学企画戦略課課長代理
平成28年 4月　北海道大学研究推進部産学連携課長
平成31年 4月　旭川医科大学総務部研究支援課長
令和 3年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター事務長
令和 5年 4月　北海道大学理学・生命科学事務部長

国際部長に

秦　　絵里　氏
はた え り

平成 5年 4月　日本学術振興会人物交流課
平成 7年 4月　日本学術振興会地域交流課
平成 8年 9月　日本学術振興会庶務課
平成 9年10月　日本学術振興会人物交流課
平成13年 4月　文化庁長官官房国際課国際文化交流室企画係主任
平成14年 4月　文化庁長官官房国際課国際文化交流室外国調査係長
平成15年12月　島根大学研究協力課専門職員
平成16年 4月　島根大学社会・国際連携課専門職員
平成18年 4月　文化庁長官官房国際課国際文化交流室企画係長
平成21年 4月　文部科学省大臣官房国際課専門職
平成21年 8月　英国シェフィールド大学出張
平成23年 8月　（独）大学評価・学位授与機構評価事業部国際課長
平成27年 4月　九州大学国際部国際企画課長
平成29年 4月　文部科学省国際統括官付国際統括官補佐
令和 2年 4月　文部科学省大臣官房国際課課長補佐
令和 3年 4月　文部科学省大臣官房国際課専門官
令和 3年 4月　国際連合大学サステイナビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長
令和 5年 4月　北海道大学国際部長

電子科学研究所長に

　居城邦治教授は、令和3年4月1日から電子科学研究所長
を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりました
が、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

居城　邦治 教授
じろい はるくに

アイソトープ総合センター長に

　工藤與亮教授は、令和3年4月1日からアイソトープ総合
センター長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了とな
りましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和6年7月31日までです。

工藤　與亮 教授
どう すけこうく

観光学高等研究センター長に

　山村高淑教授は、令和3年4月1日から観光学高等研究セ
ンター長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となり
ましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

山村　高淑 教授
むら たか よしやま

情報基盤センター長に

　棟朝雅晴教授は、令和3年4月1日から情報基盤センター
長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりました
が、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

棟朝　雅晴 教授
とも はるまさむね

北極域研究センター長に

　深町　康教授は、令和3年4月1日から北極域研究センタ
ー長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりまし
たが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

深町　　康 教授
やすしふかまち

広域複合災害研究センター長に

　山田　孝教授は、令和3年4月1日から広域複合災害研究
センター長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了とな
りましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

山田　　孝 教授
だ たかしやま

人間知・脳・AI研究教育センター長に

　田口　茂教授は、令和3年4月1日から人間知・脳・AI研
究教育センター長を務め、令和5年3月31日をもって任期満
了となりましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

田口　　茂 教授
しげるた ぐち
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新任部課長等紹介

令和5年4月1日付

企画調整役（兼）監事支援室長に

桃山　光樹 氏
ももやま こう き

昭和38年 6月生
昭和57年 4月　北海道大学
平成14年 4月　帯広畜産大学総務課人事係長
平成16年 4月　帯広畜産大学企画総務部総務課人事係長
平成17年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター専門職員
平成19年 4月　北海道大学総務部人事課係長
平成21年 4月　帯広畜産大学企画総務部総務課課長補佐
平成23年 4月　北海道大学総務企画部人事課課長補佐
平成27年 4月　北海道大学函館キャンパス事務部事務長
平成30年 4月　北海道大学工学系事務部総務課長
令和 3年 4月　北海道大学総務企画部人事課厚生労務室長
令和 5年 4月　北海道大学企画調整役（兼）監事支援室長

工学系事務部長に

佐々木　好美 氏
さ さ き みよし

昭和39年 6月29日生
昭和60年 3月　静修短期大学卒業
昭和60年 4月　北海道大学
平成16年 4月　北海道大学病院医療企画課専門職員
平成17年10月　北海道大学病院医事課歯科保険係長
平成18年 4月　北海道大学病院医事課入院係長
平成19年 4月　北海道大学病院医事課係長
平成20年 4月　北海道大学北キャンパス合同事務部係長
平成23年 7月　北海道大学財務部調達課係長
平成24年 4月　北海道大学研究推進部研究振興企画課専門員
平成26年10月　北海道大学財務部調達課課長補佐
平成29年 4月　北海道大学工学系事務部情報科学研究科事務課長
平成31年 4月　北海道大学財務部経理課長
令和 3年 4月　北海道大学研究推進部研究支援課化学反応創成研究拠点事務室長
令和 5年 4月　北海道大学工学系事務部長

理学・生命科学事務部長に

岩佐　俊明 氏
いわ さ あきとし

昭和40年 2月 3日生
昭和58年 4月　北海道大学
平成15年 4月　北海道大学経理部第一契約課専門職員
平成16年 4月　北海道大学財務部調達課政府調達掛長
平成19年 4月　北海道大学監査室係長（監査担当）
平成21年 4月　北海道大学財務部主計課係長（総務担当）
平成22年 4月　北海道大学医学系事務部総務課課長補佐
平成24年 4月　北海道大学研究推進部外部資金戦略課課長補佐
平成27年 4月　小樽商科大学企画戦略課課長代理
平成28年 4月　北海道大学研究推進部産学連携課長
平成31年 4月　旭川医科大学総務部研究支援課長
令和 3年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター事務長
令和 5年 4月　北海道大学理学・生命科学事務部長

国際部長に

秦　　絵里　氏
はた え り

平成 5年 4月　日本学術振興会人物交流課
平成 7年 4月　日本学術振興会地域交流課
平成 8年 9月　日本学術振興会庶務課
平成 9年10月　日本学術振興会人物交流課
平成13年 4月　文化庁長官官房国際課国際文化交流室企画係主任
平成14年 4月　文化庁長官官房国際課国際文化交流室外国調査係長
平成15年12月　島根大学研究協力課専門職員
平成16年 4月　島根大学社会・国際連携課専門職員
平成18年 4月　文化庁長官官房国際課国際文化交流室企画係長
平成21年 4月　文部科学省大臣官房国際課専門職
平成21年 8月　英国シェフィールド大学出張
平成23年 8月　（独）大学評価・学位授与機構評価事業部国際課長
平成27年 4月　九州大学国際部国際企画課長
平成29年 4月　文部科学省国際統括官付国際統括官補佐
令和 2年 4月　文部科学省大臣官房国際課課長補佐
令和 3年 4月　文部科学省大臣官房国際課専門官
令和 3年 4月　国際連合大学サステイナビリティ高等研究所大学院プログラム事務局長
令和 5年 4月　北海道大学国際部長

電子科学研究所長に

　居城邦治教授は、令和3年4月1日から電子科学研究所長
を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりました
が、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

居城　邦治 教授
じろい はるくに

アイソトープ総合センター長に

　工藤與亮教授は、令和3年4月1日からアイソトープ総合
センター長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了とな
りましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和6年7月31日までです。

工藤　與亮 教授
どう すけこうく

観光学高等研究センター長に

　山村高淑教授は、令和3年4月1日から観光学高等研究セ
ンター長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となり
ましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

山村　高淑 教授
むら たか よしやま

情報基盤センター長に

　棟朝雅晴教授は、令和3年4月1日から情報基盤センター
長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりました
が、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

棟朝　雅晴 教授
とも はるまさむね

北極域研究センター長に

　深町　康教授は、令和3年4月1日から北極域研究センタ
ー長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了となりまし
たが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

深町　　康 教授
やすしふかまち

広域複合災害研究センター長に

　山田　孝教授は、令和3年4月1日から広域複合災害研究
センター長を務め、令和5年3月31日をもって任期満了とな
りましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

山田　　孝 教授
だ たかしやま

人間知・脳・AI研究教育センター長に

　田口　茂教授は、令和3年4月1日から人間知・脳・AI研
究教育センター長を務め、令和5年3月31日をもって任期満
了となりましたが、引き続き同教授が再任されました。
　任期は、令和7年3月31日までです。

田口　　茂 教授
しげるた ぐち
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研究推進部研究振興企画課
研究公正推進室長に

山岡　寧子 氏
やまおか こなお

昭和52年12月生
平成15年 3月　東京大学大学院総合文化研究科修了
平成15年 4月　日本学術振興会研究事業部研究助成課
平成18年 1月　日本学術振興会国際事業部地域交流課
平成23年 4月　日本学術振興会国際事業部人物交流課係長
平成25年 4月　日本学術振興会国際事業部研究協力第一課係長
平成27年 7月　日本学術振興会研究事業部研究助成第一課係長
平成30年 4月　日本学術振興会国際統括本部国際企画課係長
平成31年 4月　東京海洋大学総務部研究推進課係長
令和 3年 4月　日本学術振興会国際事業部研究協力第一課専門員
令和 5年 4月　研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長

学務部キャリア支援課長に

西村　直樹 氏
にしむら きなお

昭和44年12月19日生
平成 4年 4月　北海道大学
平成17年 4月　独立行政法人大学評価・学位授与機構評価事業
　　　　　　　部評価第2課高専評価第2係長
平成18年 4月　独立行政法人大学評価・学位授与機構評価事業
　　　　　　　部評価第2課高専評価第1係長
平成19年 4月　独立行政法人大学評価・学位授与機構評価事業
　　　　　　　部評価第1課認証評価第4係長
平成20年 4月　独立行政法人大学評価・学位授与機構評価事業
　　　　　　　部評価第2課法人評価第2係長
平成21年 4月　独立行政法人大学評価・学位授与機構評価事業
　　　　　　　部評価第1課認証評価第3係長
平成22年 4月　北海道大学法学研究科・法学部係長
平成25年 4月　北海道大学経済学研究科・経済学部係長
平成29年 4月　北海道大学医学系事務部総務課係長
令和元年 7月　北海道大学医学系事務部総務課課長補佐
令和 4年 4月　北海道大学理学・生命科学事務部事務課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学学務部キャリア支援課長

施設部施設企画課長に

青山　寛之 氏
あおやま ひろゆき

昭和52年 3月14日生
平成12年 3月　国立鹿児島工業高等専門学校卒業
平成14年10月　鹿児島工業高等専門学校会計課
平成16年 4月　国立高等専門学校機構本部事務局施設課
平成18年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部参事官付
平成19年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部文教施設企画課契約情報室
平成21年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部施設助成課
平成23年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課整備計画室整備推進係長
平成26年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部施設助成課専門職
平成28年 4月　国立高等専門学校機構本部事務局施設課施設企画係長
平成30年 4月　文部科学省高等教育局私学部私学助成課助成第二係長
令和 3年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画
　　　　　　　課整備計画室整備計画第一係長
令和 5年 4月　施設部施設企画課長

学務部学生支援課長に

八戸　勇人　氏
はちのへ たけひと

昭和44年 1月生
平成 5年 3月　高崎経済大学卒業
平成 5年 4月　北海道大学工学部
平成 7年10月　北海道大学経理部経理課
平成11年10月　北海道大学農学部
平成14年 4月　北海道大学文学部主任
平成16年 4月　室蘭工業大学入試課係長
平成19年 4月　北海道大学学務部教務課係長
平成21年10月　北海道大学メディア・観光学事務室係長
平成25年 4月　北海道大学理学・生命科学事務部事務課係長
平成28年 4月　北海道大学法学研究科・法学部係長
平成31年 4月　北海道大学函館キャンパス事務部事務長補佐
令和 3年 4月　国立高等専門学校機構函館工業高等専門学校総務課長
令和 5年 4月　北海道大学学務部学生支援課長

総務企画部人事課厚生労務室長に

藤瀨　智雄 氏
ふじ せ とも お

昭和46年10月 6日生
平成 2年 4月　北海道大学
平成20年 4月　旭川医科大学総務部総務課人事第二係長
平成22年 4月　北海道大学北キャンパス合同事務部係長（総務担当）
平成24年 4月　北海道大学総務企画部人事課厚生労務室係長（労務管理担当）
平成27年 4月　北海道大学総務企画部人事課係長（教員人事担当）
平成28年 4月　北海道大学総務企画部人事課係長（人事総括担当）
平成30年 4月　北海道大学総務企画部人事課課長補佐
令和 3年 4月　北海道大学監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
令和 5年 4月　北海道大学総務企画部人事課厚生労務室長

総務企画部人事課長に

玉城　　直　氏
たましろ すなお

昭和55年 5月生
平成17年 8月　琉球大学
平成23年 4月　日本学術振興会
平成25年 4月　文部科学省大臣官房人事課福利厚生室
平成26年 4月　文部科学省大臣官房人事課福利厚生室福祉第一係長
平成27年 6月　文部科学省大臣官房人事課計画調整班評価係長
平成27年 7月　文部科学省大臣官房人事課計画調整班人事企画係長（併）評価係長
平成29年10月　文部科学省大臣官房人事課任用班任用第三係長
令和元年10月　文部科学省大臣官房人事課専門官（併）任用班任用第三係長
令和 3年 4月　国立科学博物館経営管理部総務課長
令和 5年 4月　北海道大学総務企画部人事課長

病院事務部長に

長川　武司 氏
ながかわ したけ

平成元年 6月　国立日高少年自然の家事業課
平成 5年 4月　北海道大学水産学部
平成 7年10月　（併）文部省大臣官房文教施設部指導課
平成 8年 4月　文部省大臣官房文教施設部指導課
平成13年 1月　文部科学省大臣官房文教施設部施設企画課
平成13年 4月　文部科学省大臣官房文教施設部施設企画課監理室アクセス対策主任
平成14年 4月　文部科学省大臣官房文教施設部施設企画課監理室アクセス対策係長
平成15年 4月　文部科学省大臣官房文教施設部施設企画課監理係長
平成16年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部施設企画課契約情報室監理係長
平成17年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課予算執行第二係長
平成17年 7月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課予算執行第一係長
平成18年 4月　（併）文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課予算執行第二係長
平成19年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課予算総括係長（併）予算執行第二係長
平成21年 4月　北海道大学病院経営企画課長
平成25年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部施設企画課契約情報室工事契約専門官
平成28年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課専門官
平成29年10月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課課長補佐
平成30年10月　文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課課長補佐
令和 3年 4月　浜松医科大学事務局次長（病院担当）
令和 5年 4月　北海道大学病院事務部長

北海道大学病院医療技術部長に

渡邊　千秋 氏
わたなべ あきち

昭和40年10月 9日生
昭和62年 3月　北海道大学医療技術短期大学部卒業
昭和62年 4月　財団法人小児愛育協会附属愛育病院
平成 3年 1月　北海道大学医学部附属病院検査部
平成15年10月　北海道大学医学部・歯学部附属病院診療支援部
平成16年 4月　北海道大学病院診療支援部臨床検査技師
平成19年 9月　北海道大学病院診療支援部主任臨床検査技師
平成28年 4月　北海道大学病院医療技術部主任臨床検査技師
令和 3年 6月　北海道大学病院医療技術部臨床検査技師長
令和 5年 4月　北海道大学病院医療技術部長
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研究推進部研究振興企画課
研究公正推進室長に

山岡　寧子 氏
やまおか こなお

昭和52年12月生
平成15年 3月　東京大学大学院総合文化研究科修了
平成15年 4月　日本学術振興会研究事業部研究助成課
平成18年 1月　日本学術振興会国際事業部地域交流課
平成23年 4月　日本学術振興会国際事業部人物交流課係長
平成25年 4月　日本学術振興会国際事業部研究協力第一課係長
平成27年 7月　日本学術振興会研究事業部研究助成第一課係長
平成30年 4月　日本学術振興会国際統括本部国際企画課係長
平成31年 4月　東京海洋大学総務部研究推進課係長
令和 3年 4月　日本学術振興会国際事業部研究協力第一課専門員
令和 5年 4月　研究推進部研究振興企画課研究公正推進室長

学務部キャリア支援課長に

西村　直樹 氏
にしむら きなお

昭和44年12月19日生
平成 4年 4月　北海道大学
平成17年 4月　独立行政法人大学評価・学位授与機構評価事業
　　　　　　　部評価第2課高専評価第2係長
平成18年 4月　独立行政法人大学評価・学位授与機構評価事業
　　　　　　　部評価第2課高専評価第1係長
平成19年 4月　独立行政法人大学評価・学位授与機構評価事業
　　　　　　　部評価第1課認証評価第4係長
平成20年 4月　独立行政法人大学評価・学位授与機構評価事業
　　　　　　　部評価第2課法人評価第2係長
平成21年 4月　独立行政法人大学評価・学位授与機構評価事業
　　　　　　　部評価第1課認証評価第3係長
平成22年 4月　北海道大学法学研究科・法学部係長
平成25年 4月　北海道大学経済学研究科・経済学部係長
平成29年 4月　北海道大学医学系事務部総務課係長
令和元年 7月　北海道大学医学系事務部総務課課長補佐
令和 4年 4月　北海道大学理学・生命科学事務部事務課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学学務部キャリア支援課長

施設部施設企画課長に

青山　寛之 氏
あおやま ひろゆき

昭和52年 3月14日生
平成12年 3月　国立鹿児島工業高等専門学校卒業
平成14年10月　鹿児島工業高等専門学校会計課
平成16年 4月　国立高等専門学校機構本部事務局施設課
平成18年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部参事官付
平成19年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部文教施設企画課契約情報室
平成21年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部施設助成課
平成23年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課整備計画室整備推進係長
平成26年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部施設助成課専門職
平成28年 4月　国立高等専門学校機構本部事務局施設課施設企画係長
平成30年 4月　文部科学省高等教育局私学部私学助成課助成第二係長
令和 3年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画
　　　　　　　課整備計画室整備計画第一係長
令和 5年 4月　施設部施設企画課長

学務部学生支援課長に

八戸　勇人　氏
はちのへ たけひと

昭和44年 1月生
平成 5年 3月　高崎経済大学卒業
平成 5年 4月　北海道大学工学部
平成 7年10月　北海道大学経理部経理課
平成11年10月　北海道大学農学部
平成14年 4月　北海道大学文学部主任
平成16年 4月　室蘭工業大学入試課係長
平成19年 4月　北海道大学学務部教務課係長
平成21年10月　北海道大学メディア・観光学事務室係長
平成25年 4月　北海道大学理学・生命科学事務部事務課係長
平成28年 4月　北海道大学法学研究科・法学部係長
平成31年 4月　北海道大学函館キャンパス事務部事務長補佐
令和 3年 4月　国立高等専門学校機構函館工業高等専門学校総務課長
令和 5年 4月　北海道大学学務部学生支援課長

総務企画部人事課厚生労務室長に

藤瀨　智雄 氏
ふじ せ とも お

昭和46年10月 6日生
平成 2年 4月　北海道大学
平成20年 4月　旭川医科大学総務部総務課人事第二係長
平成22年 4月　北海道大学北キャンパス合同事務部係長（総務担当）
平成24年 4月　北海道大学総務企画部人事課厚生労務室係長（労務管理担当）
平成27年 4月　北海道大学総務企画部人事課係長（教員人事担当）
平成28年 4月　北海道大学総務企画部人事課係長（人事総括担当）
平成30年 4月　北海道大学総務企画部人事課課長補佐
令和 3年 4月　北海道大学監査室室長補佐（兼）監事支援室室長補佐
令和 5年 4月　北海道大学総務企画部人事課厚生労務室長

総務企画部人事課長に

玉城　　直　氏
たましろ すなお

昭和55年 5月生
平成17年 8月　琉球大学
平成23年 4月　日本学術振興会
平成25年 4月　文部科学省大臣官房人事課福利厚生室
平成26年 4月　文部科学省大臣官房人事課福利厚生室福祉第一係長
平成27年 6月　文部科学省大臣官房人事課計画調整班評価係長
平成27年 7月　文部科学省大臣官房人事課計画調整班人事企画係長（併）評価係長
平成29年10月　文部科学省大臣官房人事課任用班任用第三係長
令和元年10月　文部科学省大臣官房人事課専門官（併）任用班任用第三係長
令和 3年 4月　国立科学博物館経営管理部総務課長
令和 5年 4月　北海道大学総務企画部人事課長

病院事務部長に

長川　武司 氏
ながかわ したけ

平成元年 6月　国立日高少年自然の家事業課
平成 5年 4月　北海道大学水産学部
平成 7年10月　（併）文部省大臣官房文教施設部指導課
平成 8年 4月　文部省大臣官房文教施設部指導課
平成13年 1月　文部科学省大臣官房文教施設部施設企画課
平成13年 4月　文部科学省大臣官房文教施設部施設企画課監理室アクセス対策主任
平成14年 4月　文部科学省大臣官房文教施設部施設企画課監理室アクセス対策係長
平成15年 4月　文部科学省大臣官房文教施設部施設企画課監理係長
平成16年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部施設企画課契約情報室監理係長
平成17年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課予算執行第二係長
平成17年 7月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課予算執行第一係長
平成18年 4月　（併）文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課予算執行第二係長
平成19年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課予算総括係長（併）予算執行第二係長
平成21年 4月　北海道大学病院経営企画課長
平成25年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部施設企画課契約情報室工事契約専門官
平成28年 4月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課専門官
平成29年10月　文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課課長補佐
平成30年10月　文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部計画課課長補佐
令和 3年 4月　浜松医科大学事務局次長（病院担当）
令和 5年 4月　北海道大学病院事務部長

北海道大学病院医療技術部長に

渡邊　千秋 氏
わたなべ あきち

昭和40年10月 9日生
昭和62年 3月　北海道大学医療技術短期大学部卒業
昭和62年 4月　財団法人小児愛育協会附属愛育病院
平成 3年 1月　北海道大学医学部附属病院検査部
平成15年10月　北海道大学医学部・歯学部附属病院診療支援部
平成16年 4月　北海道大学病院診療支援部臨床検査技師
平成19年 9月　北海道大学病院診療支援部主任臨床検査技師
平成28年 4月　北海道大学病院医療技術部主任臨床検査技師
令和 3年 6月　北海道大学病院医療技術部臨床検査技師長
令和 5年 4月　北海道大学病院医療技術部長
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低温科学研究所事務長に

清水　智之 氏
し みず ともゆき

平成 3年 4月　北海道大学
平成21年 7月　北海道大学企画部調査分析課係長
平成23年 4月　北海道大学総務企画部総務課係長
平成26年 4月　北海道大学総務企画部広報課課長補佐
平成28年10月　北海道大学理学・生命科学事務部事務課課長補佐
令和 3年 4月　北海道大学総務企画部総務課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学低温科学研究所事務長

メディア・観光学事務部事務長に

勘原　和彦 氏
かんばら かずひこ

昭和43年 7月生
昭和63年 5月　国立日高少年自然の家
平成 4年10月　北海道大学附属病院医事課
平成18年 4月　帯広畜産大学企画総務部総務課職員厚生係長
平成21年 4月　北海道大学工学系事務部総務課係長
平成24年 4月　北海道大学総務企画部企画課係長
平成26年 4月　北海道大学研究推進部研究振興企画課係長
平成28年 1月　帯広畜産大学経営管理部総務課課長補佐（人事・労務担当）
平成29年 4月　帯広畜産大学総務課課長補佐（人事・労務担当）
平成30年 4月　北海道大学総務企画部総務課安全衛生室室長補佐
令和 3年 4月　小樽商科大学学生支援課長
令和 4年 4月　小樽商科大学事務部学生支援課長（兼）キャリア支援室長
令和 5年 4月　北海道大学メディア・観光学事務部事務長

情報科学研究院事務課長に

佐藤　規久 氏
さ とう ひさのり

昭和44年12月生
平成 4年 3月　北海学園大学経済学部卒業
平成 4年 4月　北海道大学
平成18年 4月　北海道教育大学事務局財務部経理課専門職
平成21年 4月　北海道大学財務部調達課係長
平成24年 7月　北海道大学病院経営企画課係長
平成27年 7月　北海道大学施設部施設企画課係長
平成28年 4月　北海道大学函館キャンパス事務部事務長補佐
平成31年 4月　北海道大学病院管理課課長補佐
令和 3年 4月　苫小牧工業高等専門学校総務課長
令和 5年 4月　北海道大学工学系事務部情報科学研究院事務課長

北海道大学病院医療支援課長に

久米　繁輝 氏
く め きしげ

昭和45年12月 1日生
平成 5年 3月　北海学園大学法学部卒業
平成 5年 4月　北海道大学工学部教務課
平成 7年 4月　北海道大学農学部附属農場
平成 9年 4月　北海道大学大学院地球環境科学研究科
平成11年10月　北海道大学総務部人事課
平成16年 4月　北海道大学総務部人事課統一試験掛主任
平成18年 4月　小樽商科大学総務課人事係長
平成21年 4月　北海道大学総務部人事課係長
平成23年 4月　北海道大学病院総務課係長
平成26年 4月　北海道大学工学系事務部総務課係長
平成28年 4月　室蘭工業大学総務グループコーディネーター
平成28年 7月　室蘭工業大学経営企画課人事労務室長
平成30年 4月　北海道大学医学系事務部総務課課長補佐
令和 4年 4月　北海道教育大学事務局総務企画部人事課長
令和 5年 4月　北海道大学病院医療支援課長

施設部環境配慮促進課長に

空橋　博幸　氏
そらはし ゆきひろ

昭和43年 7月30日生
平成 4年 4月　北海道工業大学工学部卒業
平成 4年 4月　北海道大学建築課
平成18年 4月　釧路工業高等専門学校会計課施設係長
平成19年 4月　釧路工業高等専門学校総務課施設係長
平成20年 7月　北海道大学施設部施設企画課係長
平成21年 4月　北海道大学病院管理課係長
平成23年 4月　北海道大学施設部施設整備課係長
平成27年 4月　室蘭工業大学施設グループコーディネーター（課長補佐）
平成28年 7月　室蘭工業大学施設課副課長
平成29年 4月　北海道大学施設部施設企画課課長補佐
平成30年 4月　北海道教育大学財務部施設課長
令和 5年 4月　施設部環境配慮促進課長

工学系事務部教務課長に

鈴木　百江 氏
すず き えもも

昭和43年10月生
平成 3年 3月　北海道大学教育学部卒業
平成 4年 1月　北海道大学
平成12年 4月　文部省大臣官房文教施設部札幌工事事務所
平成16年 4月　北海道大学
平成19年10月　北海道大学薬学事務部係長
平成23年 4月　北海道大学医学系事務部総務課係長
平成27年 4月　北海道大学学務部教育推進課課長補佐
平成30年 4月　北海道大学学務部キャリア支援課課長補佐
令和 4年 4月　北海道大学工学系事務部教務課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学工学系事務部教務課長

文学事務部事務長に

泉澤　成実　氏
いずみさわ なる み

昭和45年10月26日生
平成 5年 3月　北海道大学文学部卒業
平成20年 8月　北海道大学企画部調査分析課係長
平成21年 7月　北海道大学病院総務課係長
平成24年 4月　北海道大学理学・生命科学事務部事務課係長
平成26年 4月　北海道大学総務企画部総務課係長
平成28年 4月　北海道大学施設部施設企画課係長
平成29年 4月　北海道大学国際部国際連携課課長補佐
平成29年10月　北海道大学国際部国際企画課課長補佐（兼）国際連携課課長補佐
平成30年 7月　北海道大学国際部国際連携課課長補佐
令和 2年 4月　北海道大学学務部入試課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学文学部事務部事務長

経済学事務部事務長に

土橋　祐美 氏
ど ばし みゆ

昭和63年 9月　北海道大学
平成20年 4月　北海道大学経済学研究科・経済学部係長（庶務担当）
平成22年10月　北海道大学総務部人事課係長（諸手当担当）
平成23年 4月　北海道大学総務企画部人事課係長（給与担当）
平成24年 4月　北海道大学総務企画部人事課係長（人事担当）
平成25年 4月　放送大学北海道学習センター事務長 
平成27年 4月　北海道大学総務企画部企画課課長補佐
平成30年 4月　北海道大学総務企画部総務課課長補佐
令和 3年 4月　北海道教育大学総務企画部総務課長
令和 5年 4月　北海道大学経済学事務部事務長
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低温科学研究所事務長に

清水　智之 氏
し みず ともゆき

平成 3年 4月　北海道大学
平成21年 7月　北海道大学企画部調査分析課係長
平成23年 4月　北海道大学総務企画部総務課係長
平成26年 4月　北海道大学総務企画部広報課課長補佐
平成28年10月　北海道大学理学・生命科学事務部事務課課長補佐
令和 3年 4月　北海道大学総務企画部総務課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学低温科学研究所事務長

メディア・観光学事務部事務長に

勘原　和彦 氏
かんばら かずひこ

昭和43年 7月生
昭和63年 5月　国立日高少年自然の家
平成 4年10月　北海道大学附属病院医事課
平成18年 4月　帯広畜産大学企画総務部総務課職員厚生係長
平成21年 4月　北海道大学工学系事務部総務課係長
平成24年 4月　北海道大学総務企画部企画課係長
平成26年 4月　北海道大学研究推進部研究振興企画課係長
平成28年 1月　帯広畜産大学経営管理部総務課課長補佐（人事・労務担当）
平成29年 4月　帯広畜産大学総務課課長補佐（人事・労務担当）
平成30年 4月　北海道大学総務企画部総務課安全衛生室室長補佐
令和 3年 4月　小樽商科大学学生支援課長
令和 4年 4月　小樽商科大学事務部学生支援課長（兼）キャリア支援室長
令和 5年 4月　北海道大学メディア・観光学事務部事務長

情報科学研究院事務課長に

佐藤　規久 氏
さ とう ひさのり

昭和44年12月生
平成 4年 3月　北海学園大学経済学部卒業
平成 4年 4月　北海道大学
平成18年 4月　北海道教育大学事務局財務部経理課専門職
平成21年 4月　北海道大学財務部調達課係長
平成24年 7月　北海道大学病院経営企画課係長
平成27年 7月　北海道大学施設部施設企画課係長
平成28年 4月　北海道大学函館キャンパス事務部事務長補佐
平成31年 4月　北海道大学病院管理課課長補佐
令和 3年 4月　苫小牧工業高等専門学校総務課長
令和 5年 4月　北海道大学工学系事務部情報科学研究院事務課長

北海道大学病院医療支援課長に

久米　繁輝 氏
く め きしげ

昭和45年12月 1日生
平成 5年 3月　北海学園大学法学部卒業
平成 5年 4月　北海道大学工学部教務課
平成 7年 4月　北海道大学農学部附属農場
平成 9年 4月　北海道大学大学院地球環境科学研究科
平成11年10月　北海道大学総務部人事課
平成16年 4月　北海道大学総務部人事課統一試験掛主任
平成18年 4月　小樽商科大学総務課人事係長
平成21年 4月　北海道大学総務部人事課係長
平成23年 4月　北海道大学病院総務課係長
平成26年 4月　北海道大学工学系事務部総務課係長
平成28年 4月　室蘭工業大学総務グループコーディネーター
平成28年 7月　室蘭工業大学経営企画課人事労務室長
平成30年 4月　北海道大学医学系事務部総務課課長補佐
令和 4年 4月　北海道教育大学事務局総務企画部人事課長
令和 5年 4月　北海道大学病院医療支援課長

施設部環境配慮促進課長に

空橋　博幸　氏
そらはし ゆきひろ

昭和43年 7月30日生
平成 4年 4月　北海道工業大学工学部卒業
平成 4年 4月　北海道大学建築課
平成18年 4月　釧路工業高等専門学校会計課施設係長
平成19年 4月　釧路工業高等専門学校総務課施設係長
平成20年 7月　北海道大学施設部施設企画課係長
平成21年 4月　北海道大学病院管理課係長
平成23年 4月　北海道大学施設部施設整備課係長
平成27年 4月　室蘭工業大学施設グループコーディネーター（課長補佐）
平成28年 7月　室蘭工業大学施設課副課長
平成29年 4月　北海道大学施設部施設企画課課長補佐
平成30年 4月　北海道教育大学財務部施設課長
令和 5年 4月　施設部環境配慮促進課長

工学系事務部教務課長に

鈴木　百江 氏
すず き えもも

昭和43年10月生
平成 3年 3月　北海道大学教育学部卒業
平成 4年 1月　北海道大学
平成12年 4月　文部省大臣官房文教施設部札幌工事事務所
平成16年 4月　北海道大学
平成19年10月　北海道大学薬学事務部係長
平成23年 4月　北海道大学医学系事務部総務課係長
平成27年 4月　北海道大学学務部教育推進課課長補佐
平成30年 4月　北海道大学学務部キャリア支援課課長補佐
令和 4年 4月　北海道大学工学系事務部教務課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学工学系事務部教務課長

文学事務部事務長に

泉澤　成実　氏
いずみさわ なる み

昭和45年10月26日生
平成 5年 3月　北海道大学文学部卒業
平成20年 8月　北海道大学企画部調査分析課係長
平成21年 7月　北海道大学病院総務課係長
平成24年 4月　北海道大学理学・生命科学事務部事務課係長
平成26年 4月　北海道大学総務企画部総務課係長
平成28年 4月　北海道大学施設部施設企画課係長
平成29年 4月　北海道大学国際部国際連携課課長補佐
平成29年10月　北海道大学国際部国際企画課課長補佐（兼）国際連携課課長補佐
平成30年 7月　北海道大学国際部国際連携課課長補佐
令和 2年 4月　北海道大学学務部入試課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学文学部事務部事務長

経済学事務部事務長に

土橋　祐美 氏
ど ばし みゆ

昭和63年 9月　北海道大学
平成20年 4月　北海道大学経済学研究科・経済学部係長（庶務担当）
平成22年10月　北海道大学総務部人事課係長（諸手当担当）
平成23年 4月　北海道大学総務企画部人事課係長（給与担当）
平成24年 4月　北海道大学総務企画部人事課係長（人事担当）
平成25年 4月　放送大学北海道学習センター事務長 
平成27年 4月　北海道大学総務企画部企画課課長補佐
平成30年 4月　北海道大学総務企画部総務課課長補佐
令和 3年 4月　北海道教育大学総務企画部総務課長
令和 5年 4月　北海道大学経済学事務部事務長
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令和5年4月1日付

法学研究科教授に

附属高等法政教育研究センター・
ガバナンス部門

鈴木　　敦　氏
あつしすず き

最終学歴
京都大学大学院法学研究科博士後期課程修了（平成23年3月）

　博士（法学）（京都大学）
専門分野
　憲法

水産科学研究院教授に

海洋生物資源科学部門
海洋環境科学分野

大木　淳之　氏
しあつおお き

生年月日
　昭和48年11月28日
最終学歴
東京大学大学院理学系研究科博士課程修了（平成15年3月）

　博士（理学）（東京大学） 
専門分野
　海洋化学

理学研究院教授に

数学部門数学分野

眞﨑　　聡　氏
さとしま さき

生年月日
　昭和57年1月20日
最終学歴
京都大学大学院理学研究科博士後期課程修了（平成21年3月）

　博士（理学）（京都大学） 
専門分野
　偏微分方程式論

地球環境科学研究院教授に

環境生物科学部門
生態遺伝学分野

内海　俊介　氏
すけしゅんうつ み

生年月日
　昭和54年3月10日
最終学歴
京都大学大学院理学研究科博士後期課程修了（平成20年3月）

　博士（理学）（京都大学） 
専門分野
　生態学　進化生物学

水産科学研究院教授に

海洋生物資源科学部門
水産工学分野

安間　洋樹　氏
きひろやす ま

生年月日
　昭和48年8月11日
最終学歴
東京大学大学院農学生命科学研究科博士後期課程修了（平成17年3月）

　博士（農学）（東京大学） 
専門分野
　水産工学　水産資源学

理学研究院教授に

生物科学部門形態機能学分野

中野　亮平　氏
へいりょうなか の

生年月日
　昭和59年11月19日
最終学歴
京都大学大学院理学研究科博士後期課程修了（平成24年3月）

　博士（理学）（京都大学） 
専門分野
　細胞分子生物学・植物微生物相互作用

北キャンパス合同事務部事務長に

小田切　和博 氏
お だ ぎり ひろかず

昭和46年 8月生
平成 2年 3月　北見工業大学
平成 5年 4月　北海道大学
平成18年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター森林圏北事務係長
平成19年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター係長
平成23年 4月　北海道大学監査室係長
平成26年 7月　北海道大学財務部経理課係長
平成29年10月　小樽商科大学企画戦略課課長代理
令和元年 7月　北海道大学医学系事務部会計課課長補佐
令和 4年 7月　北海道大学財務部経理課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学北キャンパス合同事務部事務長

北方生物圏フィールド科学センター事務長に

舘山　雅樹 氏
たてやま まさ き

昭和44年12月 2日生
平成 5年 3月　北海道大学文学部卒業
平成 9年 4月　帯広畜産大学会計課
平成11年 6月　北海道大学農学部
平成13年10月　北海道大学経理部管財課
平成16年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター専門職員
平成19年 4月　北海道大学学術国際部研究協力課係長
平成22年 7月　北海道大学医学系事務部会計課係長
平成24年 4月　北海道大学財務部資産運用管理課係長
平成27年 4月　帯広畜産大学経営管理部財務課課長補佐
平成29年 4月　北海道大学財務部調達課課長補佐
令和 3年 4月　北海道大学施設部施設企画課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター事務長

附属図書館利用支援課長に

横井　有紀 氏
よこ い ゆ き

昭和44年12月生
平成 4年 4月　北海道大学
平成16年 4月　釧路工業高等専門学校庶務課情報資料係長
平成19年 4月　北海道大学附属図書館情報サービス課係長
平成21年 4月　北海道大学附属図書館利用支援課係長
平成22年 4月　北海道大学附属図書館付係長
平成25年 4月　北海道大学附属図書館利用支援課係長
平成27年 4月　室蘭工業大学図書・学術情報事務室ユニットマネージャー（室長）
　　　　　　　（兼）総務ユニットリーダー（係長）
平成28年 7月　室蘭工業大学総務広報課図書学術情報室長
平成29年 4月　北海道大学附属図書館利用支援課課長補佐
平成31年 4月　奈良女子大学学術情報課長
令和 4年 4月　奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
令和 5年 4月　北海道大学附属図書館利用支援課長
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令和5年4月1日付

法学研究科教授に

附属高等法政教育研究センター・
ガバナンス部門

鈴木　　敦　氏
あつしすず き

最終学歴
京都大学大学院法学研究科博士後期課程修了（平成23年3月）

　博士（法学）（京都大学）
専門分野
　憲法

水産科学研究院教授に

海洋生物資源科学部門
海洋環境科学分野

大木　淳之　氏
しあつおお き

生年月日
　昭和48年11月28日
最終学歴
東京大学大学院理学系研究科博士課程修了（平成15年3月）

　博士（理学）（東京大学） 
専門分野
　海洋化学

理学研究院教授に

数学部門数学分野

眞﨑　　聡　氏
さとしま さき

生年月日
　昭和57年1月20日
最終学歴
京都大学大学院理学研究科博士後期課程修了（平成21年3月）

　博士（理学）（京都大学） 
専門分野
　偏微分方程式論

地球環境科学研究院教授に

環境生物科学部門
生態遺伝学分野

内海　俊介　氏
すけしゅんうつ み

生年月日
　昭和54年3月10日
最終学歴
京都大学大学院理学研究科博士後期課程修了（平成20年3月）

　博士（理学）（京都大学） 
専門分野
　生態学　進化生物学

水産科学研究院教授に

海洋生物資源科学部門
水産工学分野

安間　洋樹　氏
きひろやす ま

生年月日
　昭和48年8月11日
最終学歴
東京大学大学院農学生命科学研究科博士後期課程修了（平成17年3月）

　博士（農学）（東京大学） 
専門分野
　水産工学　水産資源学

理学研究院教授に

生物科学部門形態機能学分野

中野　亮平　氏
へいりょうなか の

生年月日
　昭和59年11月19日
最終学歴
京都大学大学院理学研究科博士後期課程修了（平成24年3月）

　博士（理学）（京都大学） 
専門分野
　細胞分子生物学・植物微生物相互作用

北キャンパス合同事務部事務長に

小田切　和博 氏
お だ ぎり ひろかず

昭和46年 8月生
平成 2年 3月　北見工業大学
平成 5年 4月　北海道大学
平成18年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター森林圏北事務係長
平成19年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター係長
平成23年 4月　北海道大学監査室係長
平成26年 7月　北海道大学財務部経理課係長
平成29年10月　小樽商科大学企画戦略課課長代理
令和元年 7月　北海道大学医学系事務部会計課課長補佐
令和 4年 7月　北海道大学財務部経理課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学北キャンパス合同事務部事務長

北方生物圏フィールド科学センター事務長に

舘山　雅樹 氏
たてやま まさ き

昭和44年12月 2日生
平成 5年 3月　北海道大学文学部卒業
平成 9年 4月　帯広畜産大学会計課
平成11年 6月　北海道大学農学部
平成13年10月　北海道大学経理部管財課
平成16年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター専門職員
平成19年 4月　北海道大学学術国際部研究協力課係長
平成22年 7月　北海道大学医学系事務部会計課係長
平成24年 4月　北海道大学財務部資産運用管理課係長
平成27年 4月　帯広畜産大学経営管理部財務課課長補佐
平成29年 4月　北海道大学財務部調達課課長補佐
令和 3年 4月　北海道大学施設部施設企画課課長補佐
令和 5年 4月　北海道大学北方生物圏フィールド科学センター事務長

附属図書館利用支援課長に

横井　有紀 氏
よこ い ゆ き

昭和44年12月生
平成 4年 4月　北海道大学
平成16年 4月　釧路工業高等専門学校庶務課情報資料係長
平成19年 4月　北海道大学附属図書館情報サービス課係長
平成21年 4月　北海道大学附属図書館利用支援課係長
平成22年 4月　北海道大学附属図書館付係長
平成25年 4月　北海道大学附属図書館利用支援課係長
平成27年 4月　室蘭工業大学図書・学術情報事務室ユニットマネージャー（室長）
　　　　　　　（兼）総務ユニットリーダー（係長）
平成28年 7月　室蘭工業大学総務広報課図書学術情報室長
平成29年 4月　北海道大学附属図書館利用支援課課長補佐
平成31年 4月　奈良女子大学学術情報課長
令和 4年 4月　奈良国立大学機構情報課長（兼）奈良女子大学学術情報課長
令和 5年 4月　北海道大学附属図書館利用支援課長
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工学研究院教授に

建築都市部門空間デザイン分野

平野　陽子　氏
こようひら の

生年月日
　昭和42年12月21日
最終学歴
東京大学大学院農学生命科学研究科博士後期課程修了（平成15年3月）

　博士（農学）（東京大学） 
専門分野
　建築構法・木質構造

経済学研究院教授に

会計情報部門会計情報分野

春日部　光紀　氏
のりみつかす か べ

生年月日
　昭和46年7月27日
最終学歴
北海道大学大学院経済学研究科博士後期課程修了（平成13年3月）

　博士（経済学）（北海道大学）
専門分野
　会計史

工学研究院教授に

応用化学部門有機工業化学分野

猪熊　泰英　氏
ひでやすいのくま

生年月日
　昭和56年4月12日
最終学歴
京都大学大学院理学研究科博士後期課程修了（平成21年3月）

　博士（理学）（京都大学） 
専門分野
　構造有機化学

工学研究院教授に

環境工学部門環境工学分野

松下　　拓　氏
した たくまつ

生年月日
　昭和44年8月11日
最終学歴
京都大学大学院工学研究科修士課程修了（平成6年3月）

　博士（工学）（京都大学） 
専門分野
　環境工学、浄水処理

メディア・コミュニケーション研究院教授に

メディア・コミュニケーション部門
国際広報論分野

神山　裕之　氏
ひろゆきかみやま

最終学歴
早稲田大学大学院文学研究科史学（西洋史）専攻博士前期課程　修了（平成8年3月）

　修士（文学）（早稲田大学） 
専門分野
　観光マーケティング、観光経済、観光統計、
　ラグジュアリー・ツーリズム、
　ガストロノミー・ツーリズム

工学研究院教授に

応用化学部門機能材料化学分野

青木　芳尚　氏
よしたかき

生年月日
　昭和48年8月16日
最終学歴
北海道大学大学院工学研究科博士後期課程修了（平成14年3月）

　博士（工学）（北海道大学） 
専門分野
　固体イオニクス、エネルギー材料、
　電気化学デバイス

あお

理学研究院教授に

地球惑星科学部門
地球惑星システム分野

山田　敏弘　氏
ひろとしやま だ

生年月日
　昭和50年9月1日
最終学歴
東京大学大学院理学系研究科博士後期課程修了（平成16年3月）

　理学博士（東京大学） 
専門分野
　進化古植物学

薬学研究院教授に

医療薬学部門医療薬学分野

山田　勇磨　氏
ゆう まだ

生年月日
　昭和54年7月17日
最終学歴
北海道大学大学院薬学研究科博士後期課程退学（平成18年12月）

　博士（薬学）（北海道大学） 
専門分野
　薬剤学、薬物送達学、オルガネラ制御学

農学研究院教授に

基盤研究部門生物環境工学分野

濱本　昌一郎　氏
ろういちしょうはまもと

生年月日
　昭和56年11月16日
最終学歴
埼玉大学大学院理工学研究科博士課程修了（平成22年3月）

　博士（工学）（埼玉大学） 
専門分野
　土壌物理学

農学研究院教授に

基盤研究部門森林科学分野

庄子　　康　氏
やすししょうじ

生年月日
　昭和48年
最終学歴
北海道大学大学院農学研究科博士後期課程修了（平成14年3月）

　博士（農学）（北海道大学） 
専門分野
　環境経済学・森林政策学

教育学研究院教授に

辻　　智子　氏
とも こつじ

生年月日
　昭和46年2月14日
最終学歴
お茶の水女子大学大学院人間文化研究科博士課程単位修得退学（平成12年3月）

　博士（学術）（お茶の水女子大学） 
専門分野
　青年期教育論

理学研究院教授に

生命機能科学研究部門
発生工学分野

中村　公則　氏
のりきみなかむら

生年月日
　昭和43年12月8日
最終学歴
北海道医療大学大学院歯学研究科博士課程修了（平成12年3月）

　博士（歯学）（北海道医療大学） 
専門分野
　粘膜免疫学、自然免疫学、抗菌ペプチド、腸内細菌

やま
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工学研究院教授に

建築都市部門空間デザイン分野

平野　陽子　氏
こようひら の

生年月日
　昭和42年12月21日
最終学歴
東京大学大学院農学生命科学研究科博士後期課程修了（平成15年3月）

　博士（農学）（東京大学） 
専門分野
　建築構法・木質構造

経済学研究院教授に

会計情報部門会計情報分野

春日部　光紀　氏
のりみつかす か べ

生年月日
　昭和46年7月27日
最終学歴
北海道大学大学院経済学研究科博士後期課程修了（平成13年3月）

　博士（経済学）（北海道大学）
専門分野
　会計史

工学研究院教授に

応用化学部門有機工業化学分野

猪熊　泰英　氏
ひでやすいのくま

生年月日
　昭和56年4月12日
最終学歴
京都大学大学院理学研究科博士後期課程修了（平成21年3月）

　博士（理学）（京都大学） 
専門分野
　構造有機化学

工学研究院教授に

環境工学部門環境工学分野

松下　　拓　氏
した たくまつ

生年月日
　昭和44年8月11日
最終学歴
京都大学大学院工学研究科修士課程修了（平成6年3月）

　博士（工学）（京都大学） 
専門分野
　環境工学、浄水処理

メディア・コミュニケーション研究院教授に

メディア・コミュニケーション部門
国際広報論分野

神山　裕之　氏
ひろゆきかみやま

最終学歴
早稲田大学大学院文学研究科史学（西洋史）専攻博士前期課程　修了（平成8年3月）

　修士（文学）（早稲田大学） 
専門分野
　観光マーケティング、観光経済、観光統計、
　ラグジュアリー・ツーリズム、
　ガストロノミー・ツーリズム

工学研究院教授に

応用化学部門機能材料化学分野

青木　芳尚　氏
よしたかき

生年月日
　昭和48年8月16日
最終学歴
北海道大学大学院工学研究科博士後期課程修了（平成14年3月）

　博士（工学）（北海道大学） 
専門分野
　固体イオニクス、エネルギー材料、
　電気化学デバイス

あお

理学研究院教授に

地球惑星科学部門
地球惑星システム分野

山田　敏弘　氏
ひろとしやま だ

生年月日
　昭和50年9月1日
最終学歴
東京大学大学院理学系研究科博士後期課程修了（平成16年3月）

　理学博士（東京大学） 
専門分野
　進化古植物学

薬学研究院教授に

医療薬学部門医療薬学分野

山田　勇磨　氏
ゆう まだ

生年月日
　昭和54年7月17日
最終学歴
北海道大学大学院薬学研究科博士後期課程退学（平成18年12月）

　博士（薬学）（北海道大学） 
専門分野
　薬剤学、薬物送達学、オルガネラ制御学

農学研究院教授に

基盤研究部門生物環境工学分野

濱本　昌一郎　氏
ろういちしょうはまもと

生年月日
　昭和56年11月16日
最終学歴
埼玉大学大学院理工学研究科博士課程修了（平成22年3月）

　博士（工学）（埼玉大学） 
専門分野
　土壌物理学

農学研究院教授に

基盤研究部門森林科学分野

庄子　　康　氏
やすししょうじ

生年月日
　昭和48年
最終学歴
北海道大学大学院農学研究科博士後期課程修了（平成14年3月）

　博士（農学）（北海道大学） 
専門分野
　環境経済学・森林政策学

教育学研究院教授に

辻　　智子　氏
とも こつじ

生年月日
　昭和46年2月14日
最終学歴
お茶の水女子大学大学院人間文化研究科博士課程単位修得退学（平成12年3月）

　博士（学術）（お茶の水女子大学） 
専門分野
　青年期教育論

理学研究院教授に

生命機能科学研究部門
発生工学分野

中村　公則　氏
のりきみなかむら

生年月日
　昭和43年12月8日
最終学歴
北海道医療大学大学院歯学研究科博士課程修了（平成12年3月）

　博士（歯学）（北海道医療大学） 
専門分野
　粘膜免疫学、自然免疫学、抗菌ペプチド、腸内細菌

やま
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情報科学研究院教授に

情報エレクトロニクス部門
先端エレクトロニクス分野

人文学専攻哲学宗教学分野

竹井　邦晴　氏
くにはるたけ い

生年月日
　昭和55年8月23日
最終学歴
豊橋技術科学大学大学院工学研究科博士後期課程修了（平成21年3月）

　博士（工学）（豊橋技術科学大学） 
専門分野
　電子デバイス、フレキシブルエレクトロニクス、
　ナノ材料デバイス

文学研究院教授に

林寺　正俊　氏
しょうしゅんはやしでら

最終学歴
北海道大学大学院文学研究科博士課程修了（平成11年3月）

　博士（文学）（北海道大学） 
専門分野
　仏教学

電子科学研究所教授に

光科学研究部門
極微システム光操作研究分野

田中　嘉人　氏
とよした なか

生年月日
　昭和55年10月21日
最終学歴
大阪大学大学院工学研究科精密科学・応用物理学専攻博士後期課程修了（平成20年9月）

　博士（工学）（大阪大学） 
専門分野
　ナノフォトニクス、光工学・光量子科学、
　ナノ構造物理、ナノ構造化学

電子科学研究所教授に

物質科学研究部門
インタラクション機能材料研究分野

長島　一樹　氏
きかずながしま

生年月日
　昭和58年4月2日
最終学歴
　大阪大学大学院基礎工学研究科（平成22年3月）
　博士（工学）（大阪大学） 
専門分野
　ナノ材料科学、 マイクロ・ナノデバイス

触媒科学研究所教授に

触媒構造研究部門

髙草木　達　氏
さとるぎたかくさ

生年月日
　昭和50年8月31日
最終学歴
東京大学大学院理学系研究科化学専攻博士課程単位取得退学（平成14年9月）

　博士（理学）（東京大学） 
専門分野
　表面科学、触媒化学、電気化学、放射光科学

情報基盤センター教授に

メディア教育研究部門

重田　勝介　氏
すけかつしげ た

生年月日
　昭和53年3月9日
最終学歴
大阪大学大学院人間科学研究科人間科学専攻博士課程修了（平成19年3月）

　博士（人間科学）（大阪大学） 
専門分野
　教育工学、オープンエデュケーション

歯学研究院教授に

口腔医学部門口腔健康科学分野
歯科保存学教室

友清　　淳　氏
あつしとも きよ

生年月日
　昭和53年7月31日
最終学歴
九州大学大学院歯学府歯学専攻博士課程修了（平成20年3月）

　博士（歯学）（九州大学） 
専門分野
　歯科保存学

歯学研究院教授に

口腔医学部門口腔健康科学分野
予防歯科学教室

岩﨑　正則　氏
まさのりいわさき

生年月日
　昭和56年7月10日
最終学歴
新潟大学大学院医歯学総合研究科口腔生命科学専攻博士課程修了（平成22年3月）

　博士（歯学）（新潟大学） 
専門分野
　予防歯科学

歯学研究院教授に

口腔医学部門臨床教育部

宮治　裕史　氏
ふみひろみや じ

生年月日
　昭和47年6月10日
最終学歴
北海道大学大学院歯学研究科口腔医学専攻博士課程修了（平成13年３月）

　博士（歯学）（北海道大学） 
専門分野
　歯周病学、歯内治療学、口腔再生医学

文学研究院教授に

人文学専攻表現文化論分野

田村　容子　氏
こようた むら

生年月日
　昭和50年2月16日
最終学歴
神戸大学大学院文化学研究科博士課程単位取得退学（平成18年3月）

　博士（文学）（神戸大学）
専門分野
　中国文学・演劇

文学研究院教授に

人文学専攻文化多様性論分野

浅沼　敬子　氏
こけいあさぬま

生年月日
　昭和50年
最終学歴
早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程研究指導認定退学（平成15年3月）

　修士（文学）（早稲田大学）
専門分野
　現代美術史

文学研究院教授に

人文学専攻歴史学分野

川口　暁弘　氏
ひろあきかわぐち

最終学歴
学習院大学大学院人文科学研究科博士後期課程単位取得退学（平成12年3月）

　修士（史学）（学習院大学）
専門分野
　日本近代史
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情報科学研究院教授に

情報エレクトロニクス部門
先端エレクトロニクス分野

人文学専攻哲学宗教学分野

竹井　邦晴　氏
くにはるたけ い

生年月日
　昭和55年8月23日
最終学歴
豊橋技術科学大学大学院工学研究科博士後期課程修了（平成21年3月）

　博士（工学）（豊橋技術科学大学） 
専門分野
　電子デバイス、フレキシブルエレクトロニクス、
　ナノ材料デバイス

文学研究院教授に

林寺　正俊　氏
しょうしゅんはやしでら

最終学歴
北海道大学大学院文学研究科博士課程修了（平成11年3月）

　博士（文学）（北海道大学） 
専門分野
　仏教学

電子科学研究所教授に

光科学研究部門
極微システム光操作研究分野

田中　嘉人　氏
とよした なか

生年月日
　昭和55年10月21日
最終学歴
大阪大学大学院工学研究科精密科学・応用物理学専攻博士後期課程修了（平成20年9月）

　博士（工学）（大阪大学） 
専門分野
　ナノフォトニクス、光工学・光量子科学、
　ナノ構造物理、ナノ構造化学

電子科学研究所教授に

物質科学研究部門
インタラクション機能材料研究分野

長島　一樹　氏
きかずながしま

生年月日
　昭和58年4月2日
最終学歴
　大阪大学大学院基礎工学研究科（平成22年3月）
　博士（工学）（大阪大学） 
専門分野
　ナノ材料科学、 マイクロ・ナノデバイス

触媒科学研究所教授に

触媒構造研究部門

髙草木　達　氏
さとるぎたかくさ

生年月日
　昭和50年8月31日
最終学歴
東京大学大学院理学系研究科化学専攻博士課程単位取得退学（平成14年9月）

　博士（理学）（東京大学） 
専門分野
　表面科学、触媒化学、電気化学、放射光科学

情報基盤センター教授に

メディア教育研究部門

重田　勝介　氏
すけかつしげ た

生年月日
　昭和53年3月9日
最終学歴
大阪大学大学院人間科学研究科人間科学専攻博士課程修了（平成19年3月）

　博士（人間科学）（大阪大学） 
専門分野
　教育工学、オープンエデュケーション

歯学研究院教授に

口腔医学部門口腔健康科学分野
歯科保存学教室

友清　　淳　氏
あつしとも きよ

生年月日
　昭和53年7月31日
最終学歴
九州大学大学院歯学府歯学専攻博士課程修了（平成20年3月）
　博士（歯学）（九州大学） 
専門分野
　歯科保存学

歯学研究院教授に

口腔医学部門口腔健康科学分野
予防歯科学教室

岩﨑　正則　氏
まさのりいわさき

生年月日
　昭和56年7月10日
最終学歴
新潟大学大学院医歯学総合研究科口腔生命科学専攻博士課程修了（平成22年3月）

　博士（歯学）（新潟大学） 
専門分野
　予防歯科学

歯学研究院教授に

口腔医学部門臨床教育部

宮治　裕史　氏
ふみひろみや じ

生年月日
　昭和47年6月10日
最終学歴
北海道大学大学院歯学研究科口腔医学専攻博士課程修了（平成13年３月）

　博士（歯学）（北海道大学） 
専門分野
　歯周病学、歯内治療学、口腔再生医学

文学研究院教授に

人文学専攻表現文化論分野

田村　容子　氏
こようた むら

生年月日
　昭和50年2月16日
最終学歴
神戸大学大学院文化学研究科博士課程単位取得退学（平成18年3月）

　博士（文学）（神戸大学）
専門分野
　中国文学・演劇

文学研究院教授に

人文学専攻文化多様性論分野

浅沼　敬子　氏
こけいあさぬま

生年月日
　昭和50年
最終学歴
早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程研究指導認定退学（平成15年3月）

　修士（文学）（早稲田大学）
専門分野
　現代美術史

文学研究院教授に

人文学専攻歴史学分野

川口　暁弘　氏
ひろあきかわぐち

最終学歴
学習院大学大学院人文科学研究科博士後期課程単位取得退学（平成12年3月）

　修士（史学）（学習院大学）
専門分野
　日本近代史
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■訃報

名誉教授　松本　脩三　氏
（享年92歳）

名誉教授　松本脩三　先生が、令和
5年2月16日にご逝去されました。享年
92歳でした。松本先生は、昭和22年に
札幌第一中学校を4学年で修了、昭和
25年に北海道大学予科を修了し、昭和
29年に北海道大学医学部医学科を卒業
後、1年間の実地修練を経て昭和30年
に医師免許を取得、昭和34年に医学博
士を授与されました。学位論文のタイ
トルは「小児期諸種疾患時における血
清蛋白分屑像の臨床的意義」です。

　松本先生は昭和34年に北海道大学医
学部助手（小児科学）に就任され、昭
和41年に米国ハーバード大学医学部小
児科に留学、昭和43年に小児科講師、
昭和49年に助教授、昭和54年に北海道
大学医学部小児科の第4代教授に就任
されました。平成6年に北大を退官さ
れた後は東日本学園北海道医療大学の
教授、平成10年から3年間、日本赤十
字社血漿分画センター所長を務めまし
た。松本先生は数多くの学会に所属さ
れ、役員として活躍されました。
　松本先生は、ハーバード大学留学以
来、一貫して原発性免疫不全症の研究
をされました。平成3年にはトマムに
おいて、原発性免疫不全症WHO国際
ワークショップを開催されました。ま
た北海道大学在任中に手がけた重症複
合型免疫不全症の一つであるADA欠
損症に対する遺伝子治療を、退任後も
松本先生ご自身が設立に尽くされた北
大遺伝子治療講座において継続されま
した。これは国内初の遺伝子治療プロ

ジェクトとして国内外の注目を浴びま
した。
　松本先生は、医学部4年生の小児科
の第1回系統講義では、小児の発達と
栄養について玄妙な奥義を明かされる
等、教育面でも大変格調の高い教育を
なされました。松本先生には数え切れ
ぬほどの医局員がお世話になり、彼ら
は内外に羽ばたき、また戻りつをする
ことにより、北大小児科の確固たる地
位が築かれてきました。現在、北大小
児科の同門会「扶幼会」は会員約500
名を擁し、日本を代表するものです。
多士済々の面々が方々で活躍していま
すが、その多くは松本先生に育ててい
ただいた弟子たちです。
　松本先生の長年にわたるご功績に敬
意を表し、多大なる貢献に感謝申し上
げ、ここに謹んでご冥福をお祈り申し
上げます。

（医学院・医学研究院・医学部）

名誉教授　田頭　博昭　氏
（享年92歳）

　名誉教授　田頭博昭　先生が令和5
年2月20日にご逝去されました。
　田頭先生は昭和8年北海道に生ま
れ、同33年北海道大学工学部電気工学
科を卒業、36年同大学院博士課程電気
工学専攻を退学後、北海道大学工学部
講師に着任、37年助教授、47年連合王
国リバプール大学Ph.D.取得後48年北

海道大学教授に任じられ、55年には同
大学工学博士の学位も授与されまし
た。平成8年の停年退官後は、北海道
工業大学教授を経て、同10年から18年
まで室蘭工業大学学長を務められ、20
年には瑞宝重光章を授与されました。
　学内においては、あまたの学生を指
導されるとともに、学生部委員会委
員、学生部長事務取扱、評議員、大学
院委員会委員、図書館委員会委員など
多くの役職を務められ、本学の教育研
究環境の充実に貢献されました。
　学外においては、日本学術会議計測
研究連絡委員会委員、同電気研究連絡
委員会委員などを歴任するとともに、
国内学界では電気学会（理事・北海道
支部長、各種調査専門委員会及び技術
委員会の委員長・委員）、照明学会（理
事・北海道支部長）、溶接学会（北海道
支部長）など、国際学界では電離気体

現象国際会議（国際科学委員会委員）、
気体放電とその応用国際会議（組織委
員会委員）などで活動されました。
　学術研究面では、気体放電の基礎た
る電子群理論及び放電プラズマ応用と
高電圧絶縁技術の研究に従事されまし
た。とりわけ同分野計算機解析の黎明
期に新手法をいち早く取り入れた研究
を展開され、関連分野の発展に多大な
貢献をされました。海外でもハーンマ
イトナー原子核研究所（西ベルリン）
客員研究員、豪州国立大学物理学教室
客員研究員、豪州学長評議会客員教授
（ニューイングランド大学物理学科）
として学術研究に従事されました。
　ここに謹んで田頭先生の学術研究発
展と人材育成への貢献に感謝し、心よ
りご冥福をお祈り申し上げます。

（工学院・工学研究院・工学部）

ぞうしゅうまつもと

あきひろたがしら

高等教育推進機構教授に

高等教育研究部

江本　理恵　氏
えりえ もと

生年月日
　昭和45年5月15日
最終学歴
東京工業大学大学院社会理工学研究科博士後期課程単位修得退学（平成14年3月）

　博士（学術）（放送大学） 
専門分野
　教育工学、大学教育

創成研究機構
化学反応創成研究拠点教授に

研究支援部門人材育成ユニット

美多　　剛　氏
つよしみ た

生年月日
　昭和51年8月9日
最終学歴
東京大学大学院薬学系研究科博士課程修了（平成19年3月）

　博士（薬学）（東京大学）
専門分野
　有機合成化学、計算科学

広報・社会連携本部教授に

広報・コミュニケーション部門

南波　直樹　氏
なん ば きなお

最終学歴
東京大学大学院新領域創成科学研究科修士課程修了（平成14年3月）

　修士（生命科学）（東京大学） 
専門分野
　広報、科学コミュニケーション

大学院教育推進機構教授に

教育プログラム推進部

宮本　　淳　氏
あつしみやもと

最終学歴
北海道大学大学院地球環境科学研究科博士後期課程修了（平成11年9月）

　博士（地球環境科学）（北海道大学） 
専門分野
　高等教育、雪氷物理学

国際連携機構教授に

三代川　典史　氏
ふみのりみ よ かわ

生年月日
　昭和39年1月3日
最終学歴
ペンシルベニア州立大学教育学研究科博士課程修了（平成21年12月）

　博士（学術）（ペンシルベニア州立大学） 
専門分野
　国際教育、高等教育管理
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■訃報

名誉教授　松本　脩三　氏
（享年92歳）

名誉教授　松本脩三　先生が、令和
5年2月16日にご逝去されました。享年
92歳でした。松本先生は、昭和22年に
札幌第一中学校を4学年で修了、昭和
25年に北海道大学予科を修了し、昭和
29年に北海道大学医学部医学科を卒業
後、1年間の実地修練を経て昭和30年
に医師免許を取得、昭和34年に医学博
士を授与されました。学位論文のタイ
トルは「小児期諸種疾患時における血
清蛋白分屑像の臨床的意義」です。

　松本先生は昭和34年に北海道大学医
学部助手（小児科学）に就任され、昭
和41年に米国ハーバード大学医学部小
児科に留学、昭和43年に小児科講師、
昭和49年に助教授、昭和54年に北海道
大学医学部小児科の第4代教授に就任
されました。平成6年に北大を退官さ
れた後は東日本学園北海道医療大学の
教授、平成10年から3年間、日本赤十
字社血漿分画センター所長を務めまし
た。松本先生は数多くの学会に所属さ
れ、役員として活躍されました。
　松本先生は、ハーバード大学留学以
来、一貫して原発性免疫不全症の研究
をされました。平成3年にはトマムに
おいて、原発性免疫不全症WHO国際
ワークショップを開催されました。ま
た北海道大学在任中に手がけた重症複
合型免疫不全症の一つであるADA欠
損症に対する遺伝子治療を、退任後も
松本先生ご自身が設立に尽くされた北
大遺伝子治療講座において継続されま
した。これは国内初の遺伝子治療プロ

ジェクトとして国内外の注目を浴びま
した。
　松本先生は、医学部4年生の小児科
の第1回系統講義では、小児の発達と
栄養について玄妙な奥義を明かされる
等、教育面でも大変格調の高い教育を
なされました。松本先生には数え切れ
ぬほどの医局員がお世話になり、彼ら
は内外に羽ばたき、また戻りつをする
ことにより、北大小児科の確固たる地
位が築かれてきました。現在、北大小
児科の同門会「扶幼会」は会員約500
名を擁し、日本を代表するものです。
多士済々の面々が方々で活躍していま
すが、その多くは松本先生に育ててい
ただいた弟子たちです。
　松本先生の長年にわたるご功績に敬
意を表し、多大なる貢献に感謝申し上
げ、ここに謹んでご冥福をお祈り申し
上げます。

（医学院・医学研究院・医学部）

名誉教授　田頭　博昭　氏
（享年92歳）

　名誉教授　田頭博昭　先生が令和5
年2月20日にご逝去されました。
　田頭先生は昭和8年北海道に生ま
れ、同33年北海道大学工学部電気工学
科を卒業、36年同大学院博士課程電気
工学専攻を退学後、北海道大学工学部
講師に着任、37年助教授、47年連合王
国リバプール大学Ph.D.取得後48年北

海道大学教授に任じられ、55年には同
大学工学博士の学位も授与されまし
た。平成8年の停年退官後は、北海道
工業大学教授を経て、同10年から18年
まで室蘭工業大学学長を務められ、20
年には瑞宝重光章を授与されました。
　学内においては、あまたの学生を指
導されるとともに、学生部委員会委
員、学生部長事務取扱、評議員、大学
院委員会委員、図書館委員会委員など
多くの役職を務められ、本学の教育研
究環境の充実に貢献されました。
　学外においては、日本学術会議計測
研究連絡委員会委員、同電気研究連絡
委員会委員などを歴任するとともに、
国内学界では電気学会（理事・北海道
支部長、各種調査専門委員会及び技術
委員会の委員長・委員）、照明学会（理
事・北海道支部長）、溶接学会（北海道
支部長）など、国際学界では電離気体

現象国際会議（国際科学委員会委員）、
気体放電とその応用国際会議（組織委
員会委員）などで活動されました。
　学術研究面では、気体放電の基礎た
る電子群理論及び放電プラズマ応用と
高電圧絶縁技術の研究に従事されまし
た。とりわけ同分野計算機解析の黎明
期に新手法をいち早く取り入れた研究
を展開され、関連分野の発展に多大な
貢献をされました。海外でもハーンマ
イトナー原子核研究所（西ベルリン）
客員研究員、豪州国立大学物理学教室
客員研究員、豪州学長評議会客員教授
（ニューイングランド大学物理学科）
として学術研究に従事されました。
　ここに謹んで田頭先生の学術研究発
展と人材育成への貢献に感謝し、心よ
りご冥福をお祈り申し上げます。

（工学院・工学研究院・工学部）

ぞうしゅうまつもと

あきひろたがしら

高等教育推進機構教授に

高等教育研究部

江本　理恵　氏
えりえ もと

生年月日
　昭和45年5月15日
最終学歴
東京工業大学大学院社会理工学研究科博士後期課程単位修得退学（平成14年3月）
　博士（学術）（放送大学） 
専門分野
　教育工学、大学教育

創成研究機構
化学反応創成研究拠点教授に

研究支援部門人材育成ユニット

美多　　剛　氏
つよしみ た

生年月日
　昭和51年8月9日
最終学歴
東京大学大学院薬学系研究科博士課程修了（平成19年3月）

　博士（薬学）（東京大学）
専門分野
　有機合成化学、計算科学

広報・社会連携本部教授に

広報・コミュニケーション部門

南波　直樹　氏
なん ば きなお

最終学歴
東京大学大学院新領域創成科学研究科修士課程修了（平成14年3月）

　修士（生命科学）（東京大学） 
専門分野
　広報、科学コミュニケーション

大学院教育推進機構教授に

教育プログラム推進部

宮本　　淳　氏
あつしみやもと

最終学歴
北海道大学大学院地球環境科学研究科博士後期課程修了（平成11年9月）

　博士（地球環境科学）（北海道大学） 
専門分野
　高等教育、雪氷物理学

国際連携機構教授に

三代川　典史　氏
ふみのりみ よ かわ

生年月日
　昭和39年1月3日
最終学歴
ペンシルベニア州立大学教育学研究科博士課程修了（平成21年12月）

　博士（学術）（ペンシルベニア州立大学） 
専門分野
　国際教育、高等教育管理
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（学務部入試課）

学部・学科等 募集
人員

入学者数　　
他のそ一般・フロンティア・国際総合入試（備考）

人数 比率 人数 比率
人数 比率

全体 女子 道内 道外 道内 道外 R4年度
卒業

過年度
卒業

R4年度
卒業

過年度
卒業

総合入試文系
国際総合入試

計

系
理
試
入
合
総

数学重点選抜群
物理重点選抜群
化学重点選抜群
生物重点選抜群
総合科学選抜群
国際総合入試

計
文学部
教育学部
法学部
経済学部

部
学
理

数学科
物理学科
化学科

科
学
科
物
生 生物学専修分野

高分子機能学専修分野
小　　計

地球惑星科学科
計

部
学
医

医学科

科
学
健
保

看護学専攻

検査技術科学専攻
理学療法学専攻
作業療法学専攻

放射線技術科学専攻

小　　計
計

歯学部
薬学部

部
学
工

応用理工系学科

機械知能工学科
環境社会工学科

情報エレクトロニクス学科

計
農学部
獣医学部
水産学部

現代日本学プログラム － － － － － － － － －16 9 16 100.0%

合　　　計 2,478 2,546 742 785 1,726 30.8% 67.8% 1,821 690 71.5% 27.1% 35 1.4%

令和5年度入学者の道内・道外別及び卒業年度調べ

■資料

95
5
100
125
225
226
169
239
10
994
155
30
180
160
23
17
31
10
5
15
10
96
90
67
35
35
17
17
171
261
43
24
48
38
30
56
172
53
35
175

99
2
101
129
226
233
173
241
4

1,006
160
32
185
164
24
17
31
10
5
15
10
97
90
67
35
36
18
17
173
263
43
29
49
40
30
57
176
53
37
184

26
2
28
15
30
52
73
65
2
237
76
17
55
36
4
1
3
3
2
5
1
14
28
61
13
26
6
10
116
144
19
7
9
4
4
8
25
16
17
42

15
0
15
38
67
69
36
79
0
289
52
15
72
66
11
8
8
0
1
1
1
29
30
49
29
23
11
9
121
151
16
7
13
1
5
10
29
3
1
40

83
1
84
91
158
164
137
162
3
715
107
17
110
98
12
9
23
10
3
13
9
66
60
18
6
13
7
8
52
112
27
22
36
35
25
45
141
49
35
143

15.2%
0.0%
14.9%
29.5%
29.6%
29.6%
20.8%
32.8%
0.0%
28.7%
32.5%
46.9%
38.9%
40.2%
45.8%
47.1%
25.8%
0.0%
20.0%
6.7%
10.0%
29.9%
33.3%
73.1%
82.9%
63.9%
61.1%
52.9%
69.9%
57.4%
37.2%
24.1%
26.5%
2.5%
16.7%
17.5%
16.5%
5.7%
2.7%
21.7%

83.8%
50.0%
83.2%
70.5%
69.9%
70.4%
79.2%
67.2%
75.0%
71.1%
66.9%
53.1%
59.5%
59.8%
50.0%
52.9%
74.2%
100.0%
60.0%
86.7%
90.0%
68.0%
66.7%

26.9%
17.1%
36.1%
38.9%
47.1%
30.1%
42.6%
62.8%
75.9%
73.5%
87.5%
83.3%
78.9%
80.1%
92.5%
94.6%
77.7%

83
1
84
100
158
165
126
195
3
747
122
23
130
117
18
12
22
9
1
10
9
71
55
52
27
29
15
11
134
189
24
20
33
21
24
37
115
32
26
121

15
0
15
29
67
68
47
46
0
257
37
9
52
47
5
5
9
1
3
4
1
24
35
15
8
7
3
6
39
74
19
9
16
15
6
18
55
20
10
62

83.8%
50.0%
83.2%
77.5%
69.9%
70.8%
72.8%
80.9%
75.0%
74.3%
76.3%
71.9%
70.3%
71.3%
75.0%
70.6%
71.0%
90.0%
20.0%
66.7%
90.0%
73.2%
61.1%
77.6%
77.1%
80.6%
83.3%
64.7%
77.5%
71.9%
55.8%
69.0%
67.3%
52.5%
80.0%
64.9%
65.3%
60.4%
70.3%
65.8%

15.2%
0.0%
14.9%
22.5%
29.6%
29.2%
27.2%
19.1%
0.0%
25.5%
23.1%
28.1%
28.1%
28.7%
20.8%
29.4%
29.0%
10.0%
60.0%
26.7%
10.0%
24.7%
38.9%
22.4%
22.9%
19.4%
16.7%
35.3%
22.5%
28.1%
44.2%
31.0%
32.7%
37.5%
20.0%
31.6%
31.3%
37.7%
27.0%
33.7%

1
1
2
0
1
0
0
0
1
2
1
0
3
0
1
0
0
0
1
1
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
2
6
1
1
1

1.0%
50.0%
2.0%
0.0%
0.4%
0.0%
0.0%
0.0%
25.0%
0.2%
0.6%
0.0%
1.6%
0.0%
4.2%
0.0%
0.0%
0.0%
20.0%
6.7%
0.0%
2.1%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
10.0%
0.0%
3.5%
3.4%
1.9%
2.7%
0.5%

備考：「一般・フロンティア・国際総合入試」の欄には、高等学校卒業程度認定試験合格者、高等専門学校第3学年修了者、外国の学校等卒
　　　業者、帰国子女入試による入学者及び外国人留学生は含まれない。これらの入学者は、「その他」の欄に計上している。

訃報

名誉教授　佐藤　信夫　氏
（享年91歳）

名誉教授　佐藤　信夫　先生が、令
和5年2月8日にご逝去されました。
　佐藤先生は、昭和6年2月21日北海道
に生まれ､昭和29年3月北海道大学文学
部文学科を卒業、昭和31年3月同大学
院文学研究科修士課程を修了、昭和34
年3月同博士課程を所定の単位を取得
して退学、同年4月北海道大学文学部
助手として採用され、講師、助教授を
経て、昭和56年4月言語文化部助教授
に配置換えになり、昭和57年7月教授
に昇任、平成6年3月に北海道大学を定
年退官され、平成6年4月に北海道大学
名誉教授になられました。
　同人は、35年間にわたり、英語教育

及び現代アメリカ作家の研究に尽力さ
れ、本学の教育にも多大な貢献をされ
ました。特に総合科目の実践におい
て、同人は傑出した教員であり、同人
の開講科目「東西文明の交流」は、単
一科目では決して見られない、東西及
び古今の音楽、美術、建築、文学等の
ジャンルを共時的同一平面上で扱う斬
新な内容であり、また和楽器からパイ
プ・オルガンまでを演奏する同人なら
ではのリアルタイムな教材の提示や、
斬新な視点による比較分析等により、
学生からも高い評価を得ておりまし
た。
　さらに、同人は昭和56年10月に、北
海道大学言語文化部がはじめて海外か
らの「日本文化研修留学生」を受け入
れてから、平成3年に留学生センター
が設置されるまでの約10年間、「比較
日本文化」を担当し続け、延べ100名
近い留学生を教えられ、留学生の出身
大学からの反応も聞こえるほど好評を
博しました。
　同人の研究においては、執筆した論
文の大半が、ジェイムズ・オーガステ
ィン・アロイジア・ジョイスと、同人
がその正統な後継者と目している現代

アメリカ作家に関するものでありまし
た。ジョイスは全く新しい文法と全く
新しい文学素材で20世紀を拓いた作家
と言われており、その作品の多くは、
非常に難解なものとされております
が、そうした難解な作品を平易な形に
還元することや、切れ味鋭く分析でき
たのは、同人の作品に対峙する際の圧
倒的な視野の広さ、創造的精神に依る
ところであると言えます。
　学内にあっては、一般教育特別委員
会委員、住宅委員会委員、広報ビデオ
企画委員会委員のほか、第二次入学試
験採点部会部員等を歴任され、本学の
管理、運営に貢献されました。
　学外にあっては、日本英文学会北海
道支部の設立に参画し、協議員、運営
委員等として同学会の発展のために尽
力されました。
　佐藤先生の長年にわたるご功績に敬
意を表し、ここに謹んで心よりご冥福
をお祈り申し上げます。

（国際広報メディア・観光学院、
大学院メディア・コミュニケーション研究院）

のぶ おさ とう
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オーバーライドして入力

（学務部入試課）

学部・学科等 募集
人員

入学者数　　
他のそ一般・フロンティア・国際総合入試（備考）

人数 比率 人数 比率
人数 比率

全体 女子 道内 道外 道内 道外 R4年度
卒業

過年度
卒業

R4年度
卒業

過年度
卒業

総合入試文系
国際総合入試

計

系
理
試
入
合
総

数学重点選抜群
物理重点選抜群
化学重点選抜群
生物重点選抜群
総合科学選抜群
国際総合入試

計
文学部
教育学部
法学部
経済学部

部
学
理

数学科
物理学科
化学科

科
学
科
物
生 生物学専修分野

高分子機能学専修分野
小　　計

地球惑星科学科
計

部
学
医

医学科

科
学
健
保

看護学専攻

検査技術科学専攻
理学療法学専攻
作業療法学専攻

放射線技術科学専攻

小　　計
計

歯学部
薬学部

部
学
工

応用理工系学科

機械知能工学科
環境社会工学科

情報エレクトロニクス学科

計
農学部
獣医学部
水産学部

現代日本学プログラム － － － － － － － － －16 9 16 100.0%

合　　　計 2,478 2,546 742 785 1,726 30.8% 67.8% 1,821 690 71.5% 27.1% 35 1.4%

令和5年度入学者の道内・道外別及び卒業年度調べ

■資料

95
5

100
125
225
226
169
239
10
994
155
30
180
160
23
17
31
10
5
15
10
96
90
67
35
35
17
17
171
261
43
24
48
38
30
56
172
53
35
175

99
2

101
129
226
233
173
241
4

1,006
160
32
185
164
24
17
31
10
5
15
10
97
90
67
35
36
18
17
173
263
43
29
49
40
30
57
176
53
37
184

26
2
28
15
30
52
73
65
2

237
76
17
55
36
4
1
3
3
2
5
1
14
28
61
13
26
6
10
116
144
19
7
9
4
4
8
25
16
17
42

15
0
15
38
67
69
36
79
0

289
52
15
72
66
11
8
8
0
1
1
1
29
30
49
29
23
11
9

121
151
16
7
13
1
5
10
29
3
1
40

83
1
84
91
158
164
137
162
3
715
107
17
110
98
12
9
23
10
3
13
9
66
60
18
6
13
7
8
52
112
27
22
36
35
25
45
141
49
35
143

15.2%
0.0%
14.9%
29.5%
29.6%
29.6%
20.8%
32.8%
0.0%
28.7%
32.5%
46.9%
38.9%
40.2%
45.8%
47.1%
25.8%
0.0%
20.0%
6.7%
10.0%
29.9%
33.3%
73.1%
82.9%
63.9%
61.1%
52.9%
69.9%
57.4%
37.2%
24.1%
26.5%
2.5%
16.7%
17.5%
16.5%
5.7%
2.7%
21.7%

83.8%
50.0%
83.2%
70.5%
69.9%
70.4%
79.2%
67.2%
75.0%
71.1%
66.9%
53.1%
59.5%
59.8%
50.0%
52.9%
74.2%
100.0%
60.0%
86.7%
90.0%
68.0%
66.7%

26.9%
17.1%
36.1%
38.9%
47.1%
30.1%
42.6%
62.8%
75.9%
73.5%
87.5%
83.3%
78.9%
80.1%
92.5%
94.6%
77.7%

83
1
84
100
158
165
126
195
3
747
122
23
130
117
18
12
22
9
1
10
9
71
55
52
27
29
15
11
134
189
24
20
33
21
24
37
115
32
26
121

15
0
15
29
67
68
47
46
0
257
37
9
52
47
5
5
9
1
3
4
1
24
35
15
8
7
3
6
39
74
19
9
16
15
6
18
55
20
10
62

83.8%
50.0%
83.2%
77.5%
69.9%
70.8%
72.8%
80.9%
75.0%
74.3%
76.3%
71.9%
70.3%
71.3%
75.0%
70.6%
71.0%
90.0%
20.0%
66.7%
90.0%
73.2%
61.1%
77.6%
77.1%
80.6%
83.3%
64.7%
77.5%
71.9%
55.8%
69.0%
67.3%
52.5%
80.0%
64.9%
65.3%
60.4%
70.3%
65.8%

15.2%
0.0%
14.9%
22.5%
29.6%
29.2%
27.2%
19.1%
0.0%
25.5%
23.1%
28.1%
28.1%
28.7%
20.8%
29.4%
29.0%
10.0%
60.0%
26.7%
10.0%
24.7%
38.9%
22.4%
22.9%
19.4%
16.7%
35.3%
22.5%
28.1%
44.2%
31.0%
32.7%
37.5%
20.0%
31.6%
31.3%
37.7%
27.0%
33.7%

1
1
2
0
1
0
0
0
1
2
1
0
3
0
1
0
0
0
1
1
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
2
6
1
1
1

1.0%
50.0%
2.0%
0.0%
0.4%
0.0%
0.0%
0.0%
25.0%
0.2%
0.6%
0.0%
1.6%
0.0%
4.2%
0.0%
0.0%
0.0%
20.0%
6.7%
0.0%
2.1%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
10.0%
0.0%
3.5%
3.4%
1.9%
2.7%
0.5%

備考：「一般・フロンティア・国際総合入試」の欄には、高等学校卒業程度認定試験合格者、高等専門学校第3学年修了者、外国の学校等卒
　　　業者、帰国子女入試による入学者及び外国人留学生は含まれない。これらの入学者は、「その他」の欄に計上している。

名誉教授　佐藤　信夫　氏
（享年91歳）

名誉教授　佐藤　信夫　先生が、令
和5年2月8日にご逝去されました。
　佐藤先生は、昭和6年2月21日北海道
に生まれ､昭和29年3月北海道大学文学
部文学科を卒業、昭和31年3月同大学
院文学研究科修士課程を修了、昭和34
年3月同博士課程を所定の単位を取得
して退学、同年4月北海道大学文学部
助手として採用され、講師、助教授を
経て、昭和56年4月言語文化部助教授
に配置換えになり、昭和57年7月教授
に昇任、平成6年3月に北海道大学を定
年退官され、平成6年4月に北海道大学
名誉教授になられました。
　同人は、35年間にわたり、英語教育

及び現代アメリカ作家の研究に尽力さ
れ、本学の教育にも多大な貢献をされ
ました。特に総合科目の実践におい
て、同人は傑出した教員であり、同人
の開講科目「東西文明の交流」は、単
一科目では決して見られない、東西及
び古今の音楽、美術、建築、文学等の
ジャンルを共時的同一平面上で扱う斬
新な内容であり、また和楽器からパイ
プ・オルガンまでを演奏する同人なら
ではのリアルタイムな教材の提示や、
斬新な視点による比較分析等により、
学生からも高い評価を得ておりまし
た。
　さらに、同人は昭和56年10月に、北
海道大学言語文化部がはじめて海外か
らの「日本文化研修留学生」を受け入
れてから、平成3年に留学生センター
が設置されるまでの約10年間、「比較
日本文化」を担当し続け、延べ100名
近い留学生を教えられ、留学生の出身
大学からの反応も聞こえるほど好評を
博しました。
　同人の研究においては、執筆した論
文の大半が、ジェイムズ・オーガステ
ィン・アロイジア・ジョイスと、同人
がその正統な後継者と目している現代

アメリカ作家に関するものでありまし
た。ジョイスは全く新しい文法と全く
新しい文学素材で20世紀を拓いた作家
と言われており、その作品の多くは、
非常に難解なものとされております
が、そうした難解な作品を平易な形に
還元することや、切れ味鋭く分析でき
たのは、同人の作品に対峙する際の圧
倒的な視野の広さ、創造的精神に依る
ところであると言えます。
　学内にあっては、一般教育特別委員
会委員、住宅委員会委員、広報ビデオ
企画委員会委員のほか、第二次入学試
験採点部会部員等を歴任され、本学の
管理、運営に貢献されました。
　学外にあっては、日本英文学会北海
道支部の設立に参画し、協議員、運営
委員等として同学会の発展のために尽
力されました。
　佐藤先生の長年にわたるご功績に敬
意を表し、ここに謹んで心よりご冥福
をお祈り申し上げます。

（国際広報メディア・観光学院、
大学院メディア・コミュニケーション研究院）

のぶ おさ とう
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資料

※地域別入学者数割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合がある。
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（学務部入試課）

令和5年度入学者の都道府県分布及び地域比率

地　域　名 入学者 男子 女子 地域％

北 海 道

東 北

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

関 東

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神 奈 川 県

北 陸 ・ 中 部

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

地　域　名 入学者 男子 女子 地域％

近 畿

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

奈 良 県

和 歌 山 県

中 国 ・ 四 国

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

九 州 ・ 沖 縄

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿 児 島 県

沖 縄 県

そ の 他

高等学校卒業程度認定試験等

帰 国 子 女 入 試

外国人留学生等

入 学 者 数 合 計
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今月のキャンパス風景は、令和5年3月に完成したばかりの北キャンパス総合研究棟8号館です。化学反応創成研究拠点のた
めの新たな研究棟で、創成科学研究棟と渡り廊下で繋がる場所にあります。この施設は、従来と比べて55％の省エネルギー
化を実現した建築として設計されています。また、自然採光・通風を積極的に活用でき、環境に配慮された施設です。サス
テイナブルな新棟がこの春、札幌キャンパスに仲間入りです。

編 集 メ モ

 ● 3月31日（金）、札幌キャンパスのフロンティア応用科学
研究棟内に「セブン-イレブン北海道大学工学部店」が
オープンすることに伴い、29日（水）にオープニングセ
レモニーが開かれ、その後行われたプレオープンは多く
の人で賑わいました。札幌キャンパス内のコンビニエン
スストアは、セイコーマート北海道大学店に続き2店舗目
です（北海道大学病院内を除く）。お近くに行かれた際
は、立ち寄ってみてはいかがでしょうか？

 ● 今年度も「きたキッチン」で北海道大学フェアが開催さ
れました。このフェアは昨年度、きたキッチンオーロラ
タウン店で開催し好評を博しており、今年度はオーロラ
タウン店と新千歳空港店の2店舗で開催されました。初日
は寳金清博総長と増田隆夫理事・副学長、北海道大学病
院企画マネジメント部の西田　睦病院長補佐、北海道大
学病院栄養管理部の熊谷聡美副部長も店頭に足を運ば

れ、北海道大学ブランド認定商品をPRしました。この
フェアでは、北海道大学病院栄養管理部と当別町のレス
トランAriが開発したお弁当も販売され、初日は午前中で
売り切れる程の人気でした。
開催期間：4/5（水）～4/11（火）（オーロラタウン店）
　　　　　4/5（水）～4/18（火）（新千歳空港店）

オープニングセレモニーの様子

北大おかき、新作のあおさ味左から寳金総長、西田病院長補佐、
熊谷栄養管理部副部長、増田理事・副学長
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